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はじめに




　この本は、株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ エンターブレインから発売中の『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』というＴＲＰＧをプレイした様子を「リプレイ」という形式でお伝えするものです。

　すでに発売されている『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ リプレイ るるいえあんてぃーく（以下、『るるいえあんてぃーく』）』、『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ リプレイ るるいえはいすくーる（以下、『るるいえはいすくーる』）』、『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ リプレイ るるいえばけーしょん（以下、『るるいえばけーしょん』）』、『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ リプレイ るるいえばーすでい（以下、『るるいえばーすでい』）』、『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ リプレイ るるいえとらべらーず（以下、『るるいえとらべらーず』）』に続く第六弾となり、同じ探索者たちが活躍する続編となっています。

『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』についてもっと知りたいという方には、このシリーズの姉妹本である『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ入門 るるいえびぎなーず』という本が出版されております。入門の名にふさわしく『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』について一から解説しておりますので、興味のある方は、ぜひ、そちらもご参照ください。




　さて、前作の『るるいえとらべらーず』は日本各地を「旅(トラベル)」するキャンペーンシナリオでしたが、今回は一話で完結する短編シナリオで、三話のリプレイが収録された、いつもの構成となっております。

　ただし、全編を通じて謎のＮＰＣ「アギフ」という少女が登場して、シナリオにやんわりと関わってきます。

　いったいこの少女は何者なのか……？

　なんて疑問はまったく気にせず、かわいい女の子が大好きの佐々原は入れ食い状態です。

　さらには、辰巳先生と睦ちゃんが青ざめるような、あの大物ＮＰＣまで登場して、スケール感は『るるいえとらべらーず』に負けない大きさとなっているかと。

　そして、ボクの新境地「スタイリッシュ」なシナリオと、それを経験したるるいえ堂の面々の反応もご期待ください。




　では、読み終えたみなさんの正気度が残っていることを祈りまして──




　ズゥイ・ズルロゴス・ヨグ＝ソトース！

内山靖二郎









『プレリュード』




「汝(なんじ)自身の死を見つめることこそ、真の知恵──すなわち、あの世の知識を知ることなり」




　最も古き歴史を持つ土地、シリアに生を受けた彼女。

　物心つく前から、その言葉は胸の奥深くに刻み込まれていた。

　成長し、多くを学んだ彼女は、内なる囁(ささや)き声に従い、旅をすることにした。

　シリアからサウジアラビアを越え、アラビア海に接するイエメンまで。

　少女の身には危険の多い道のりであったが、内なる囁きによって自然と身に付いていた知識が、彼女を何度も救ってくれた。

　やがて、南イエメン東部、ハドラマウトのとある土地にやってきた。

　広大な砂漠に囲まれた、現地のガイドさえ名前を知らない場所。

　なぜ、宇宙からも地上に目を配ることのできるこの時代に、ここが名付けられることもされず残ってきたのか……その理由は、一つしかない。

　ここは禁断の土地。真の知恵が安置される、闇の世界だから。

　はるか昔から、この場所を語るとき、人は声を潜める。

「無名都市」──それが真の知恵を持たない、矮小な人間たちによる呼び名。

　真の名を口にすることさえ恐ろしい。そんな人間の弱さを露呈するかのようだ。

　だが、彼女は恐れることなく、風化しかかった石柱によって支えられ、ぽっかりと開いた暗い顎(あぎと)へと足を踏み入れた。恐れはなく、むしろ懐かしいとさえ感じていた。

　そこで、彼女は意外な出会いをする。

　この場にまったくふさわしくない、黒い背広姿の男──名は、嘉(か)多(た)蘭(らん)弗(どる)。

　真面目で勤勉だと話に聞く日本人でありながら、どこか世俗から離れた、いつも夢を見ているかのような人物だった。

　彼がこの忘れ去られた都市にやってきたのは、なんと自分の骨董品店に置く品物を探すためだという。

　その言葉には、彼女もさすがにあきれてしまったが……同時に、蘭弗という男に興味を持った。

　この闇に覆われた地下世界を旅する道連れには、楽しそうな男だ。

　実際、一緒に古代の廃墟を探索する間、彼は日本についていろいろと語ってくれ、彼女を楽しませてくれた。

　中でも、蘭弗自慢の骨董品店のこと。

　そして、店番を任せっきりにしているという姪(めい)の話は、彼女のお気に入りだった。

　姪がどこへ行ったのか、何をしているのか、どんな友人がいるのか、蘭弗はうれしそうに話してくれた。

　──そんな蘭弗の話を聞くにつれて、やがて彼女は、その店のことが頭から離れなくなった。

　この蘭弗が自慢する骨董品店「るるいえ堂」ならば、自分がずっと探しているモノに出会えるかもしれない。

　この闇の世界で目当てのものを見つけることはできなかったが、彼女は内なる囁きに従い、廃墟の奥からあるアーティファクトを自力で発掘した。

　それは、カリフにも匹敵する力を持ちながら、いまや忘れ去られてしまった古き種族の遺品。

　蘭弗はこのアーティファクトにとても興味を持ったらしく、ぜひとも店で買い取りたいと申し出てきた。

　なるほど、これなら手土産にちょうど良いだろう。

　ならば、次は日本へ行こう。

　るるいえ堂ならば、あれが見つかるかもしれない。

　それに、蘭弗の語っていた娘、樋(ひ)口(ぐち)さやかと会うのも、いまから楽しみだ。




　彼女──アギフ・ハズレッドは、遠い東洋の地を思って、その小さな胸を珍しく高鳴らせるのだった。















































キャンペーン開始前夜




　前シーズンの『るるいえとらべらーず』では、東京、北海道、富士山を舞台とした日本各地を旅するキャンペーンを楽しんでもらった。

　けれど、るるいえ堂の探索者たちには、ああいったスケールの大きな話より、身近な事件を解決している方が似合っている気もする。

　だから、第六シーズンでは初心に帰って、三本の短編シナリオに挑戦してもらうという基本スタイルでいくことにした。

　テーマはいろいろ考えたのだけど、クトゥルフ神話らしいテーマとして魔道書──グリモアールをキーアイテムとしたシナリオにしようと思う。るるいえ堂は普通の骨董品より、魔道書の方が充実しているんじゃないかというヤバい店だから、ネタには困らないだろう。

　そしてもう一つ、今回のシリーズを象徴するような謎のノンプレイヤーキャラクター（ＮＰＣ）を一人追加することにした。

　これは裏のテーマみたいなものかな？




　ここで、短編シナリオとキャンペーンシナリオについて考えてみよう。

　キャンペーンシナリオの『るるいえとらべらーず』では第一話で謎が提供されて、第二話でぼんやりと敵の姿が見えてきて、第三話で一気に真相に近づくという、三話全体で一つのストーリーを形作っていた。

　とても一話では語り尽くせない情報量も、小出しにすることで消化しやすくなるし、なによりなかなか全貌を見せない謎というのは探索者もプレイヤーもやきもきさせるものだ。

　だけど、おかげで第一話は、ＮＰＣの顔見せと伏線となる情報を提供するので忙しく、あまりメリハリのないシナリオとなってしまっていたかもしれない。これは反省すべきだね。

　一方、一話完結の短編シナリオは、その話だけですべてを語り尽くさないといけないので、起承転結、序破急といったメリハリはしっかりとしてくる。また、当然のことだけど、毎回、全然違う事件を追うわけだから、シナリオのバリエーションも変化に満ちたものになるだろう。『るるいえばーすでい』では、時代さえ超えて、探索者は昭和初期にまで探索の幅を広げることとなった。「次はどんな事件だろう？」と、プレイヤーの期待感をあおることができるのは大きな魅力だね。

　ただし、すべてを一回のゲームでまとめてしまおうとすると、どうしてもこぢんまりとした話になってしまい、事件に奥深さが感じられないという難点もある。

　以前、睦ちゃんのプレイヤーも言っていたけど、『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』に慣れた人の場合、そんなこぢんまりとしたシナリオだと、先の展開がだいたい読めてしまい、「これからどうなってしまうんだ？」というドキドキ感が不足してしまう。

　もちろん、一部の謎はわからないまま──というシナリオにしてもいいのだけど、それだとプレイヤーの達成感が阻害されることになる。

　どのぐらいの謎をわからないままにして、プレイ後に不気味な余韻を残すのかというのは、かなり案配が難しいものだ。

　その点、キャンペーンシナリオだと、残された謎は「次のシナリオで解けるのかな」と、プレイヤーに期待感を持たせ、次回のモチベーションを高める効果がある。プレイヤーが解けない謎が多過ぎて不満そうにしているのならば、次のシナリオでそれについての情報を多めに提供するという微調整だって可能だ。

　……結局、短編シナリオも長編シナリオも、一長一短というわけだね。




　さて、話を戻そう。

　今回、シリーズを通じて登場する謎のＮＰＣを追加するのは、そうした短編シナリオとキャンペーンシナリオのいいとこ取りをしようと思ったからだ。

　それぞれのシナリオに少しずつ関わってくるのだけど、第一話の時点では、いまいち正体のはっきりしないＮＰＣを登場させることで、短編シナリオでも先を読みにくくするという効果を持たせることができるわけだ。

　慣れたプレイヤーというのは、ＮＰＣの役どころからシナリオの展開を考えることが多い。そこに敵か味方か、その目的さえ判然としないＮＰＣを登場させるだけで、大きな不確定要素となる。慣れたプレイヤーはそういう底の見えないＮＰＣがいるだけで、不安に感じるものなんだ。

　最近、『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』のキーパーをしていてマンネリになっていると感じた人は、実際に試してみるといいかもね。

　ただし、あまり思わせぶり過ぎるとうざったく思われてしまうので、ほどほどにしておくことが肝要だよ。

　正体はわからないけど、時々、役立つことを教えてくれるくらいがちょうど良いかな。

　そして、大切なのは、二～三話のうちにはそのＮＰＣの正体が判明することだ。いつまでも思わせぶりな態度を取られても、いずれプレイヤーはそんな人物の相手をすることに飽きてしまう。そもそも、そのＮＰＣの正体が判明する瞬間こそ、その人物がいちばん輝くときであり、プレイヤーがスカッとするときなんだ。

　あと、いくら怪しいＮＰＣとして使い勝手が良いからって、安易に「ニャルラトテップが黒幕で、探索者をからかっていただけでした」というオチは、あまりお勧めしないよ。ホントに。




　前置きが長くなってしまったけど、テーマは「魔道書（ぐりもあーる）」に決定した。

　お次は、さっそく第一話の作成だ。

　魔道書といえば、ボクの印象に残っているのは、さやかちゃんが研究した『屍食教典儀(ししょくきょうてんぎ)』だ。あの魔道書を読んでから、なぜかさやかちゃんの〈正気度〉ロールは不運続きで、いつのまにか辰巳先生よりも正気度ポイントが少なくなっているという事態に陥っている。

　きっと、あれこそが禁忌に触れた者への呪いなのだろう。さやかちゃんのプレイヤーも、そのことをボヤくことが多い。

　だったら、そのネタを使うしかないよね？

　よし、第一話の魔道書は『屍食教典儀』に決定だ。

『屍食教典儀』はタイトルからわかるように、食屍鬼(しょくしき)について記された魔道書だ。ほかにもいろいろ宇宙的恐怖に関わる秘密が記されているはずだけど、残念ながら、ボクはまだ『屍食教典儀』を読んだことはないので詳しいところまでは知らない。

　そんな『屍食教典儀』がこのシリーズに初登場したのは『るるいえあんてぃーく』で、ピックマンに憧れて、自分で人間を食屍鬼に変身させようとした狂気の画家のシナリオだった。

　食屍鬼はボクが好きなクリーチャーの一つだ。

　いろいろなシナリオに登場していて、それぞれずいぶんと異なるイメージで描写されている。

　一般的な設定である、人肉を食らう恐ろしい怪物であったり、人間とは異なる独自の社会を持った知的生物であったり、一緒に旅をするユーモラスな仲間となることもあるくらいだ。

　前回、ボクは食屍鬼は平家の落人の成れの果てとして登場させた。人間としての記憶を残しつつ、その肉体は食屍鬼として永遠を保ち続ける、過去の亡霊のような存在だった。

　けれど、今度は生粋の食屍鬼を登場させようかな。

　食屍鬼が都会に巣くっていて、人知れず闇に紛れて動き回っているというテーマは、多くのシナリオで扱われている。当然、るるいえ堂のある町にだって、食屍鬼は隠れ住んでいるはずだよね？

　いままで気づかなかっただけで、ずっとそいつは潜んでいたんだ──といった種類の恐怖にしたいものだ。




　あと、このシナリオの特徴として、さやかちゃんが大事な情報源として見る悪夢の内容を伝えるのに、ちょっと変わった方法を使おうと思う。以前、ボクが別のシナリオで使ったやり方だけど、不完全な情報を断片的に伝えるのに適したやり方だ。

　どんな方法なのかは、本編で確認してもらおうかな。




















キーパー、さやかちゃんを脅す




キーパー（このゲームにおけるゲームマスターのこと。以降、ＫＰ）：さて、第六シーズンのタイトルは『るるいえぐりもあーる』ということで、魔道書をテーマにして三本の短編シナリオを遊んでいきたいと思う。もっとも、同じ探索者で遊ぶわけだから、短編シナリオといっても、ほかのシナリオに設定が継続されたり、事前にのちのシナリオの伏線が登場したりします。

佐々原：それぞれのシナリオにゆる～く関係性があるんですね。

ＫＰ：シナリオの時期は、二月下旬。バレンタインデーが終わって、今度はひな祭りの季節が近づいてきたといったところだね。るるいえ堂のある東京はまだまだ寒くて、春が待ち遠しいといった頃だ。

さやか：春からは、私も三年生なので、受験勉強で忙しくなりそうですね。

ＫＰ：……まあ、新学期、さやかちゃんが三年生になっているとは限らないんだけどね。

佐々原：ヨグ＝ソトース様の出番ですね（笑）。

ＫＰ：そして、前回の過酷なキャンペーンの結果、さやかちゃんは黄色の印に執着しており、佐々原は空恐怖症にさいなまれている。そして、睦ちゃんは、美少女のさやかちゃんと自分を比べるあまり、外見にコンプレックスを抱き続けているわけだ。

佐々原：いやいやっ、むったんはかわいいよ！

ＫＰ：よって、辰巳先生以外はカウンセリングに通ったりしている。シナリオ開始時も、まだ病院に通っていることにしてくれ。

さやか＆佐々原＆睦：しょぼ～ん。

ＫＰ：まあ、ルール的にはさやかちゃんと佐々原の不定の狂気は回復しているのだけど──睦ちゃんだけはシナリオの都合上、ゲーム開始時にはまだ不定の狂気から回復していないことにしてもらいたい。

睦：えっ、外見にコンプレックスを抱いたままプレイしろってことですか？

ＫＰ：プレイに支障が出るほど異常な行動をする必要はない。けど、なにかきっかけがあれば、その狂気がよみがえり、睦ちゃんは異常な行動をとる可能性もある。『るるいえばーすでい』の第一話でも、佐々原が悲観主義を抱えたままプレイしたことがあっただろう。あんな感じだね。

辰巳：つまり、今回、睦くんの外見のコンプレックスを利用した、ひどいイベントが発生すると……（笑）。

佐々原：もうやめて！　むったんの正気度は29よっ！

ＫＰ：その代わり、睦ちゃんは辰巳先生と一緒に「幕間での成長」で５回の経験ロールをさせてあげよう。

辰巳：今回のお勧め技能とかはあるのか？

ＫＰ：そうだね～、みなさん、もうすでに探索者として完成しているので、特にお勧めというものはありませんな。強いて言うのなら、何かに気づく技能とかが大切かな。

睦：だったら、この経験ロールで〈目星〉を90％以上にすれば、今回も生き残れるかも！

辰巳：お勧め技能がないのなら、ワシは〈図書館〉を90％以上にして、万全の体制でシナリオに挑むぞ！

睦：コロコロ……コロコロ……コロコロ……コロコロ……コロコロ……むむ～っ、全然成長しません～！（泣）

辰巳：コロコロ……コロコロ……コロコロ……コロコロ……コロコロ……なっ、ワシも成長しなかった。

ＫＰ：あらら、もったいない。せっかくの成長のチャンスを無駄にしてしまいましたねぇ。

佐々原：ボクとさやかちゃんは、カウンセリングに通うということで正気度を１Ｄ３回復させていいんですよね？

ＫＰ：ああ、そうだね。

佐々原：コロコロ……よしっ、「３」だ。これで現在正気度は54です。

さやか：コロコロ……うにゃ～ん、「１」です。現在正気度は70。

睦：う、うらやましい……かわいい上に、そんなに正気度があるなんて……。

さやか：それでも辰巳先生より２ポイントも少ないんですけどね。

ＫＰ：あと、今回のシナリオでは、ジャパニーズホラーなテイストで、さやかちゃんには呪われた少女役をやってもらおうと思っているので、そこのところどうぞよろしく。

さやか：私、ジャパニーズホラーとかよくわからないので、それっぽいロールプレイなんてできないですよ？

ＫＰ：いや、無理してそれっぽいことをしてくれとは言わないよ。ただ、呪われた少女なので、さやかちゃんにばかり嫌なイベントが発生するかもしれないので怒らないでね──と、前置きしておきたかった。

さやか：いやいやいやっ、怒りますよっ！　むっちゃ、怒りますから！（笑）

ＫＰ：…………怒らないでね？（きゅぴりーん）

さやか：かわいく言っても駄目ですからっ！







さやかの覚醒




ＫＰ：さて、三学期もそろそろ終わる時期、さやかちゃんは自宅で寝ていると、妙な存在と夢の中で出会う。

さやか：い、いきなりですか!?

ＫＰ：それは、永劫の暗黒の中で渦巻き、回転し、常に変化し続けている。蟲(むし)のような円筒形で、竜のように巨大だった──

さやか：蟲のような円筒形？　巨大ミミズみたいなものなのでしょうか？

辰巳：うむ～っ、まさか『るるいえあんてぃーく』の第一話で登場した、ドールではないだろうか？

ＫＰ：そんなに長いものではない。ドラム缶……いや、枕みたいな形を想像してみてくれ。それが『ドラゴンボール』の神龍(シェンロン)くらい大きいんだ。

さやか：それは大きいですね！

ＫＰ：その巨大な存在は、「汝自身の死を見つめることこそ、真の知恵──すなわち、あの世の知識を知ることなり」と、さやかちゃんに語り掛けてくる。ただ、その存在感は圧倒的であり、君がこれまで何度か遭遇してきた、異界の神に等しきものであることが直感できる。さて、〈正気度〉ロールをしてもらおうか！

佐々原：もう、さやかちゃんは呪われてるってこと？

さやか：私、まだなにもしてませんよ～！　コロコロ……成功しました。

ＫＰ：成功しても、１ポイントの正気度を喪失するのであった。

さやか：ううっ、何か月もカウンセリングを受けて回復した分が、一瞬で吹き飛ばされてしましました。

睦：失敗したら、どのくらい減るんだろう？

さやか：「……あのぉ、言ってる意味がよくわからないので、もっと、わかりやすく教えてもらえませんか？」

睦：聞き返したぁ!?

さやか：だって、このままだと正気度が減り損ですよぉ。

ＫＰ：だったら、この巨大な存在は一晩たっぷりかけて、さやかちゃんに神託のようなものを伝えてくれる。

さやか：わっ、答えてくれましたよ。意外と親切な神様なのかも？

辰巳：うーむ、それはどうだろうか？

ＫＰ：ただ、その内容は難解であり、しかも夢の中で語られるものなので、さやかちゃんは目を覚ましたとき、その一部しか思い出すことができないのだった。１Ｄ４をロールしてくれ。

さやか：コロコロ……「１」です。

ＫＰ：だったら、このような言葉を断片的に覚えている（夢の神託の一部を渡す）。
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さやか：【開いて……屍(しかばね)を……は至難……が交差】って、なんですかこれは？

ＫＰ：目が覚めたとき、さやかちゃんが覚えている神託の内容だよ。まあ、この段階では意味はわからないはず。

辰巳：前にこんなふうに断片的に情報をくれるシナリオがあったよな。

睦：『クトゥルフ・ワールドツアー クトゥルフ・ホラーショウ』のシナリオ「アルデバラン　～地球沖65光年ＳＯＳ！～」で、こんなふうに壊れたデジタルデータから断片的に情報を得るというギミックがありましたね。

さやか：もしかしてあと何回かこの悪夢を見て、夢の神託を受けないと情報は出そろわないということでしょうか？

佐々原：１Ｄ４をロールさせられたことからして、最低でもあと３回かな？

さやか：い～や～だぁ～！

ＫＰ：だって、さやかちゃん、呪われた少女だから！（きゅぴりーん）

さやか：かわいく言っても駄目～っ!!

ＫＰ：（華麗にスルーして）ところで……さやかちゃんは悪夢で目を覚ましたのだけど、ちょっと妙なことに気づく。窓からは光が差し込み、明るいのに、なぜか部屋が青みがかっているように見えるんだ。

さやか：どういうことでしょう？　外を見てみますよ。

ＫＰ：いま空に浮かんで、部屋を照らしているのは、太陽ではなく月の光なんだ。こうこうと輝いてはいるが、それは月の光が強くなったわけではない。月明かりの下でも、部屋の様子がわかるのは、君の目が闇を見通せるものに変化したからだ。

さやか：ええっ、なんで？　どうしてっ!?

ＫＰ：そんな月明かりに浮き上がるように照らされているのは……机に置かれた、表紙に黒い染みのついた古い英語のノート。それこそは、禁断の知識を秘めた『屍食教典儀(ししょくきょうてんぎ)』を書き写したという、さやかちゃんが研究を進めていた魔道書なのだ。

睦：もしかして、『屍食教典儀』を研究したりしたから、さやかちゃんも、ピックマンみたいに食屍鬼(しょくしき)に変身しようとしている？

さやか：……でも、夜目が利くようになったのは、ちょっと便利かも（笑）。

睦：いやいやいやっ、そのうち肌がゴムみたいになって、犬面になってくるよ！

さやか：そうなる前に、この『屍食教典儀』を燃やすとかすれば大丈夫では？

辰巳：そんな簡単に制御できる代物ではないと思うがな。

ＫＰ：ついでに、さやかちゃんは謎の存在から神託を受けたことにより、精神が新たなステージに達したので、これまで『屍食教典儀』で記されていながら理解不能だった記述について、すんなりと受け入れられるようになった。具体的には土着系の呪(まじな)いに近い呪文を新たに習得できる。




　さやかちゃんが新たに習得したのは、《動物の足を不自由にする／治癒させる》、《農作物を枯らす／農作物に祝福を与える》、《天候を変える》の三つである。




辰巳：なんだか、クトゥルフ神話の魔術師というよりは、おとぎ話に出てくる悪い魔女みたいになってきたな。

佐々原：よくわからないドロドロしたものを、釜でぐつぐつ煮込んでいそうですね。

佐々原：この《動物の足を不自由にする》を使って競馬の本命馬を呪えば、大穴を狙えるかも。

さやか：そのたびに、私の正気度が削れていくのですけど……。

ＫＰ：ボクは《農作物を枯らす》の解除方法が、術者を血が出るまで殴るというのが好きだな。凶作のとき、畑に呪いをかけたとぬれぎぬを着せられた老女が、村人たちに袋だたきにされる悲惨な光景が目に浮かぶようだ。

辰巳：中世の暗黒時代をプレイする『クトゥルフ・ダークエイジ』ならありそうな展開だな。




　翌朝、ボクは探索者全員に〈知識〉の５分の１でロールをさせる。

　結果、辰巳先生だけが成功。これは新聞を隅々まで読んでいるかというロールで、成功した辰巳先生は地方欄に『墓荒らし──三つの骨つぼが盗まれる』という小記事を見つけた。御(み)津(つ)門(かど)学園からさほど離れていない霊園での事件だったので、辰巳先生は心の片隅に記憶しておく。

　一方、悪夢を見てから、自分の身に起きた奇妙な変化を不安に思うさやかちゃんだったが──今度は、ゴミ集積所に出しておいた自宅のゴミが荒らされているのを発見する。猫やカラスが残飯をあさったわけでもないようで、もしかしたらストーカーかもしれないと、さやかちゃんの不安は増すばかりだ。

　そんなさやかちゃんは、午前中は学校を休んで、カウンセリングに行く予定である。

　そして、偶然にも病院で、同じように通院している佐々原と睦ちゃんと出会うのであった。




さやか：「──ということがあったんですよ」って、病院のロビーで、二人にこれまでのことを話しています。

ＫＰ：それって、どこまで話すの？　夜目が利くようになったとかまで話すの？

さやか：あっ……いや……悪夢を見たことと、ゴミが荒らされたことだけにしておこうかな。

睦：まだ事件も起きていないし、そうしておいた方がいいかも。いきなり「夜目が利くようになった」とか言われても、私、友達としてどう反応したらいいのかわからないよ。

さやか：怪しい呪文も習得しましたけどね！（笑）

佐々原：さやかちゃん……高二にもなって、いまさら中二病を発症？

ＫＰ：そんなふうに、さやかちゃんがロビーで話をしていると、看護師に車いすを押されて、老人がやってくる。この人は野(の)島(じま)といい、長いこと入院をしているらしい。さやかちゃんとはたまたま病院で知り合って、顔を合わせれば世間話をするくらいの仲になっている。とても温厚で、話していて楽しい人物だよ。

さやか：では、「こんにちは、おじいちゃん。お加減はいかがですか？」って、声を掛けますね。

ＫＰ：野島は「まあ、いつも通りさ」と、笑って答える。ここで〈医学〉をどうぞ。

辰巳：ぬぬっ、ワシがいないところで〈医学〉とは……。

さやか＆佐々原＆睦：コロコロ……失敗です。

ＫＰ：じゃあ、野島老人はいつも通りって感じだね。

さやか：「早く退院できるといいですね」って、私は病名とか知っているのでしょうか？

ＫＰ：内臓を悪くしているそうだけど、はっきりとは教えてもらっていない。ところで、さやかちゃん……（不気味な声で）。

さやか：な、なんですか？

ＫＰ：君だけが気づくのだけど、この老人の背後に、なにやら得体の知れない影のようなものが見える気がするのだ。その影は、永劫の暗黒の中で渦巻き、回転し、常に変化し続けているようだった。

さやか：そのフレーズは、あの悪夢の……？

ＫＰ：そう思って見れば、確かにあの悪夢で現れた、巨大な存在の気配にも似ている。ただし、存在感は比べものにならないほどに小さいね。

さやか：……悪夢で「屍」とか不吉な言葉を聞いているので、なんだか嫌な予感がします。

佐々原：その影は、おじいさんの死の予兆みたいなものとか？

睦：む～っ、さっきの〈医学〉に失敗してしまったのが痛いですね。

さやか：「おじいさんの病気はいつ良くなるんですか？」と、看護師さんに尋ねてみて、その顔色を〈心理学〉で観察してみたいのですけど、どうでしょうか？

ＫＰ：なるほど、ナイスアイデアだね。では、コロコロ……（成功しているな）。さやかちゃんの問い掛けに、看護師は「じきに退院できますよ」と答えるのだが──

さやか：じ～～～～～～～～～っと、顔色をうかがっています。

ＫＰ：看護師の顔つきを見ると、この老人の容態はどうもあまり良くないようだね。

佐々原：やっぱり不治の病に冒されているのかも。

さやか：うう～ん、なんとかできるのなら、なんとかしたいのですが……。

睦：む～っ、まだこの状況では、本格的な探索を始めるほどの動機はないかなぁ？

さやか：ですねぇ。様子を見るという感じでしょうか。




ＫＰ：では、そんなことをみんなが病院でやっている頃、辰巳先生のシーンに移ろう。

辰巳：ワシはなにをしようかな？

ＫＰ：それがですね、いろいろ辰巳先生は忙しいのですよ。正気に戻った京(みやこ)は、理事長職の方を代理である辰巳先生に頼りっきりにしている。冷静になって、自分はまだそんな器ではないと気づいてしまったのだね。

佐々原：正気度ゼロのときは、巫(み)女(こ)のコスプレしてプール開きまでしていたのに（笑）。

ＫＰ：さらには、勤務している大学──辰巳先生って、どこの大学の先生なの？

辰巳：知らん。まだ決めていない。

ＫＰ：あっそう。まあ、辰巳先生をゲストに招いて心理学に関する特別講義を依頼したいという、海外の大学からの問い合わせが事務局宛てに入っているそうな。

辰巳：海外？　どこの大学からだ？

ＫＰ：アメリカ東海岸、マサチューセッツ州の小都市、アーカムにあるミスカトニック大学というところだ。

辰巳：ミスカトニック大学ってまだあるのかよ！

ＫＰ：あるよ。世界的に有名な大学というわけでもないけど、図書館の蔵書が充実している、歴史ある大学ってことくらいは小耳に挟んだことがある。詳しくは『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ ミスカトニック大学』を読んでね！

睦：また、新しいソースブックを取り入れる気ですね。

辰巳：けど、『ミスカトニック大学』って、１９２０年代のソースブックなんじゃないか？

ＫＰ：そんなことプレイヤーは気にしないで結構です。

辰巳：うーむ、誘いはうれしいのだが、いまはちょっと忙しいし、なによりアーカムには行きたくないなぁ～。

ＫＰ：もちろん、そんな急ぎの話ではない。あちらは招待する側なので、辰巳先生の都合の良いときでかまわないといった感じだよ。

辰巳：では、御津門学園での仕事が落ち着いてから、ゆっくりと訪米させてもらうか。

ＫＰ：あとは……幻夢境でガグに破壊された自宅の改築もそろそろ完了するので、引っ越しと、一時的に倉庫に預けてある膨大な蔵書の引き取りの準備を進めないといけないし、るるいえ堂で店番をしているコガネのことも気に掛けてやらないとならないよね。

辰巳：そうだよ、コガネさんがいたんだ。アメリカなんか行ってる場合じゃないぞ！

ＫＰ：いやいや、コガネは適応力が高いようで、いまでは現代日本の生活にもなじみつつあるよ。もっとも、骨董品の価値などについてはさっぱりなので、時々、辰巳先生にヘルプを求めるのだけどね。

辰巳：とりあえず、るるいえ堂にコガネさんの様子を見に行こう。

佐々原：京ちゃんに、コガネさんに……辰巳先生はハーレム状態でいいなぁ～。

ＫＰ：では、辰巳先生がるるいえ堂の前まで来ると、店先には人の胸ぐらいの高さのある大きな木箱が置かれていて、上に誰かが腰を掛けている。その人物の前で、コガネはなにやら困った顔をしているね。

辰巳：「ん、どうしたのかね？」と、コガネさんに声を掛けよう。

ＫＰ：すると、コガネは「あっ、辰巳先生……この方がさやかちゃんか、辰巳先生と会わせろと……」と、木箱に腰を掛けている人物を紹介する。

辰巳：どんなやつなんだ？

ＫＰ：それがちょっと意外な人物だね。見たところ十三～四歳くらいの美少女だ。顔立ちはコーカソイドだけど、肌はやや浅黒く、中東系を彷(ほう)彿(ふつ)とさせる。髪は黒のロングで、さらに上下、真っ黒のスーツを着ている。体形に合ったオーダーメイドの高級品と思われるけど、はっきり言って、幼い面影を残す小柄な少女には似合っていない気がするね。

辰巳：な……なんだか、予想の斜め上の新キャラが登場したな。何者なんだ？

佐々原：くっ、今回の新キャラは褐色ロリっ子か！　なぜ、ボクはそこにいない!?

辰巳：とりあえず、そのスーツの子に英語で話し掛けてみるか。「ワシが辰巳だが、何か御用かな？」

ＫＰ：すると、彼女はやや癖のある英語で「あなたが辰巳先生ね。私はアギフ・ハズレッド。ここには買い取ってもらいたいものがあって来たの」と答える。辰巳先生は〈ほかの言語（英語）〉でロールをしてみて。
















辰巳：コロコロ……成功だな。

ＫＰ：彼女の英語は、やや古くさいブリティッシュ・イングリッシュ──つまり、主にイギリスで使用されている英語であることがわかるね。辰巳先生は『るるいえばけーしょん』によると、クラネス王の故郷であるコーンウォールのなまりに造詣があるようだから、彼女の英語も聞き取ることができるのだろう。

辰巳：見た目や名前からすると中東系だが、この子は日本語を話せるのか？

ＫＰ：日常会話くらいならば、日本語も話せるようだね。

辰巳：すごいな。だったら、コガネさんもいることだし、日本語で話をさせてもらおう。「売りたいというものは、その木箱の中身かね？」

ＫＰ：すると、アギフは座っている木箱をポンポンとたたきながら、小さな胸を張ってうなずくね。「もちろん。そうそうお目にかかれない逸品よ！」

辰巳：「しかし、どうしてまたこの店に……？」

ＫＰ／アギフ：「蘭(らん)弗(どる)から紹介してもらったのよ。るるいえ堂は世界の逸品の集まる店だそうじゃない」

さやか：蘭弗叔父さんから!?

辰巳：「君……どこから来たのかね？」

ＫＰ：「ダマスカスからよ」と、答える。ダマスカスは、トルコの南にあるシリア・アラブ共和国の首都だね。世界で最も古くから人が住んでいる都市とも言われる、非常に歴史のあるところだ。

辰巳：……なんとなく、イスラムの女性とは思えないのだが。何者だろうか？

睦：わざわざダマスカスから来た上、蘭弗さんの知り合いですからね。ただ者でないことは確かですよ。

佐々原：わっ、わっ、早く合流したい！　合流したい！　褐色ロリっ子とお話ししたい!!







謎の少女アギフ・ハズレッド




　佐々原の要望に従い、病院や午後の授業は適当に切り上げて、探索者たちはるるいえ堂で合流することになった。

　その間に、アギフがダマスカスの富豪の娘であり、一人で日本にやってきたこと。

　どうやらイスラム教徒──ムスリムではないらしいこと。

　高い教養の持ち主で、英語や日本語以外にも、アラビア語、ギリシア語、イタリア語と、地中海近辺の言語に精通していることが判明する。




睦：イスラム教でないとなると、どんな神様を信仰しているのか……むむ～っ、気になります！（笑）

さやか：「蘭弗叔父さんとはどこで知り合ったんですか？」

ＫＰ／アギフ：「イエメンの遺跡で会ったのよ。日本のことや、あなたたちのこと、いろいろ聞かせてもらったわ」

さやか：「蘭弗叔父さん……いまは中東にいるんですか」

ＫＰ：ちなみに、イエメンとダマスカスはかなり離れているんだけどね。

さやか：「それで、売りたいものというのはこれですか？」と、私は木箱の中身に興味津々ですが。

ＫＰ：そのようだね。イエメンからシリア、エジプトから日本へと、いろいろな国の荷札が貼られていて、ずいぶんと長旅をしてきた感じがする。

佐々原：「開けてみていいですか？」

ＫＰ：アギフはかまわないと言ってるが、バールのようなものとかでこじ開ける必要があるね。中には、かんなくずの緩衝材が入っていて、さらに布とビニールで包まれている。かなり貴重品のようだな。

佐々原：壊さないように、慎重に取り出しますよ。

ＫＰ：中から現れたのは、金属製の古いいすだね。特徴的なのは脚が五本あることと、肘掛けがアイボリー色の別素材で作られていることだ。金属部分はシンプルだけど、肘掛け部分には幾何学的な精微な彫刻が施されている。

辰巳：いすとは意外なものが入っていたな。やはり年代物なのだろうか？

ＫＰ：〈歴史〉の５分の１か〈芸術（骨董品）〉でどうぞ。

佐々原：ここで成功して、アギフたんに良いところを見せてやる！　コロコロ……うわっ、失敗。

さやか＆辰巳＆睦：コロコロ……失敗。

ＫＰ：ふーむ、情けないことにるるいえ堂の面々には、このいすの価値がわからないようだね。

さやか：うう～ん、素直にこれがどんないすで、いくらくらいするものなのか聞いてみますか？

睦：むーっ、それは骨董品屋として問題なのでは？

辰巳：彼女が高くふっかけるようなことはしないかもしれないが、こちらが見くびられるのもなんか嫌だな。

さやか：そもそも、蘭弗叔父さんはこのいすをいくらで買い取るつもりだったんでしょう。いつもそうですが、前もって連絡くらい欲しいですよね。

ＫＰ：おっと、さやかちゃんが困っていると、アギフは思い出したかのように封筒を取り出すよ。「そうそう、忘れていたわ。蘭弗から、あなた宛てに手紙を預かっているの」

さやか：「よ、読ませてください！」




……………………

◆蘭弗の紹介状




　親愛なるさやかちゃんへ




　アギフ・ハズレッドの持ち込む五本脚のいす──ペンタポッドは、なんとしてもるるいえ堂で買い取りたい。

　可能なかぎり、アギフの条件に従ってくれ。

　交渉については、辰巳先生にも協力してもらい、慎重に行なうように。

　なお、アギフには最大限の敬意をもって接すること。決して粗相のないようにしてくれたまえ。




ダマスカスにて　　嘉多蘭弗

……………………




さやか：最大限の敬意ですって……佐々原さん、気をつけてくださいよ！

佐々原：大丈夫だよ！　なにも失礼なことはしてないよ！

睦：このいす、ペンタポッドっていうんですね。

ＫＰ：「五本の脚」みたいな英語で、その言葉自体に深い意味はない。このいすの愛称だろうね。

辰巳：しかし、蘭弗くんにここまで言わせるとは、やはり、ただのお金持ちのお嬢様というわけではなさそうだな。

さやか：それに、このペンタポッドはなんとしても買い取らないといけないそうですから、やっぱり正しい価値を知ってから交渉したいですね。

辰巳：ふ～む、ペンタポッドについて本腰を入れて調べることは可能だろうか？

ＫＰ：まあ、いろいろな手段で調べられるでしょうね。プレイヤーのアイデア次第です。

さやか：だったら、アギフちゃんには「じっくりと鑑定をしたいので、ペンタポッドをしばらく預からせていただけないでしょうか？」と、聞いてみます。

ＫＰ：なるほど。だったら、アギフはあっさりと「じゃあ、それでいいわ」と、承諾する。

佐々原：蘭弗さんが欲しがるくらいだから、ペンタポッドにはなにか宇宙的なパワーが秘められているのでは？

ＫＰ：見た目ではそれはわからないな。こいつを見ても〈クトゥルフ神話〉はロールできないよ。

佐々原：座ってみたらどうでしょう？

ＫＰ：座ってみるの？（ニヤリ）

佐々原：ううっ……どうしよう。座ってみたいかも。

睦：タマ兄、勇気あるなぁ～。

佐々原：「アギフさん、これに座ってみていいかな？」

ＫＰ：アギフはクスッと笑って「別にかまわないわ」と、答える。

佐々原：「こんな素晴らしいいすに座れるなんて、一生の思い出だからね」と、慎重に腰を下ろします。

ＫＰ：……すると、佐々原はペンタポッドから猛烈なパワーを感じ取る。魂が燃え盛り、脳にバリバリと稲妻が走り回っているかのようだ。この神秘のパワーに触れた佐々原は、まず正気度を１Ｄ４ポイント喪失する。

佐々原：ぎゃ～～～っ！　コロコロ……「２」ポイント喪失して、現在正気度は52になりました。

ＫＰ：しかし、佐々原は理解するぞ。ペンタポッドは座った者に大量のマジック・ポイントを提供してくれる、いわばマジック・ポイント電池のようなものだ。

睦：アーティファクト、キタ―――――ッ！

ＫＰ：ペンタポッドには驚いたことに30ポイントという大量のマジック・ポイントがためられている。座った者は好きなだけ、ペンタポッドからマジック・ポイントを引き出すことができるし、マジック・ポイントの抵抗表のロールをする際には、自分のマジック・ポイントとペンタポッドのものを足した値で成功率を計算することができる。どちらかというと、悪意のある呪文から身を守るためのいすなのかもしれないね。ちなみに、ためられているマジック・ポイントは使うと減ってしまい、補充はできないようだ。

辰巳：このペンタポッドがあれば、前回のイタクァを退散させる呪文も楽勝だったわけだ……。

睦：こんなすごいアーティファクトを使うような、恐ろしいイベントがあるということでしょうか？

佐々原：もう神様と会うのは嫌だよ!!

さやか：でも、このことを知ったら、余計このいすを買い取らないといけなくなりましたね。

睦：そうだね、これはかなり強力なアーティファクトだと思うよ。むむ～っ、なんとしても手に入れた～い！




◆むったんのワンポイントスケッチ「アーティファクト」

　どうも、好きなアーティファクトは「一つの指輪」な日野睦こと、むったんです。

『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』では、既知の技術によって製造されたものではない強力な物品のことをアーティファクトと呼ぶことがあります。それは禁断の魔術によって作り出されたものだったり、異界の高度なテクノロジーの産物だったりしますが、どちらにせよおいそれとは複製できない貴重な物です。

　タマ兄が大事にしている「フィブラ」や、『るるいえとらべらーず』で登場した「黄の印」などは、そんなアーティファクトの一種です。

　実は、アーティファクトって使うととても危険だったり、そもそも人間には扱えなかったりと、探索者に役立つものはあまりありません。便利そうに見えるアーティファクトが事件のきっかけとなることも多く、ほかの宇宙的知識と同じように、人間の手には余るものと考えておいた方が無難です。ファンタジーＲＰＧのように、マジック・アイテムでキャラクターを強くする──という考えは捨てた方がよいでしょう。

　ですが、そんなアーティファクトの中でマジック・ポイントを提供してくれるというペンタポッドは、一見すると使い勝手の良い強力な物品のように見えます。

　むむ～～っ、これからペンタポッドがどんな事件を引き起こすのでしょう？








　貴重なアーティファクトであるペンタポッドを預かったあと、辰巳先生と睦ちゃんは帰宅。

　佐々原はアギフを駅前のホテルまで送った。

　その途中、アギフは佐々原が作家であることを知ると、なぜか興味を示す。アギフとの会話で鼻の下を伸ばした佐々原は、翌日、ペンタポッドを調べるついでに、彼女を大学図書館に案内することを約束するのだった。

　一方、さやかちゃんは午前中に訪れた病院から手続きに不備があったと連絡があり、帰り道なので、ちょっと寄っていくことにした。




ＫＰ：外来の受付時間を終えた病院のロビーは、昼間とは違って、静かで、薄暗く、なんだか不気味な感じだ。

さやか：朝、野島さんに見えた影のことが気になりますね……。

ＫＰ：すると、ちょうど野島老人の車いすを押していた、例の看護師とばったり出会う。彼女はやや沈んだ表情で、空の車いすを押しているよ。

さやか：まさか……嫌な予感がします。その看護師さんに「どうかしたんですか？」と、声を掛けてみます。

ＫＰ：（ここは、さやかちゃんの〈心理学〉だな。コロコロ……おっ、成功か）「なんでもありませんよ」と、素っ気ない返事をするだけだが、なにか隠し事をしているのは見え見えだ。

さやか：「もしかして、野島さんの容態が悪いとか……？」

ＫＰ：ズバリ、そう聞かれると、看護師はちょっと驚いた顔をして「樋(ひ)口(ぐち)さんは、野島さんと仲が良かったですものね……本当はこういうこと話しちゃあいけないのだけど。野島さん、夕方にね……亡くなられたの」

さやか：「ええっ!?」

ＫＰ：看護師はあまりはっきりとは話してくれないのだけど、どうやら野島老人は末期のガンだったようで、老齢も重なり、いつ亡くなってもおかしくない容態だったようだね。

さやか：じゃあ、なにか呪い的なことで急に亡くなったとかではないんですか？

ＫＰ：看護師の態度や話からは、野島老人の死に不自然なところはなさそうだ。

佐々原：あの影のようなものは、呪いとかじゃなくて、これから死ぬ人の運命のようなものなのかも？

ＫＰ：プレイヤーではなく、さやかちゃん自身がそう考えるのならば、〈アイデア〉をしていいよ。

さやか：なんだか私もそんな気がしてきたので〈アイデア〉ロールをします。コロコロ……成功しました。

ＫＰ：悪夢で見た圧倒的な存在。そして、老人の背後に見えた影……老人の死。それらの出来事が、さやかちゃんの頭の中で結び付いていく。そして、いま想像した通り、自分には人の死ぬ予兆が見えるのだと悟ってしまう。人間に与えられるには大き過ぎる力に目覚めたことで、さやかちゃんは〈正気度〉ロールをしてくれ！

さやか：「あの影が……〝死〟というものだったの……？」と、おびえながら、コロコロ……あっ、成功しました！

ＫＰ：だったら、正気度は減らないよ。

さやか：呪文に続いて、魔眼の力まで手に入れてしまった……ふっふっふっ。

睦：〈正気度〉ロールに成功したからって、中二病に目覚める必要はないんだからね！（笑）




　野島老人の死を知ったあと、自宅に帰ったさやかちゃんであるが、やはり一人では不安らしく、ゴミをあさった不審者がまた現れたりしないか、しばらく部屋の窓から外を監視する。

　しかし、〈目星〉に失敗したせいか、そもそも誰もいなかったのか、怪しい気配は感じられなかった。

　やがて、監視するのにも疲れたさやかちゃんは、うとうとと眠り始める……。




ＫＰ：……それは永劫の暗黒の中で渦巻き、回転し、常に変化し続けている。蟲のような円筒形で、竜のように巨大だった。

全員：また、出た～～～～っ!!

ＫＰ：呪われた少女であるさやかちゃんには、また〈正気度〉ロールをしてもらおうか？

さやか：ううっ、嫌だなぁ。コロコロ……うにゃ～ん、失敗です～！（泣）

ＫＰ：失敗は１Ｄ４の正気度喪失だ。

さやか：コロコロ……「２」ポイント減って、残りは67です。

ＫＰ：では、夢の神託の、どの部分を覚えているのか、１Ｄ４で決定してもらおう。

さやか：コロコロ……また「１」が出ましたけど？

ＫＰ：だったら、同じ内容の神託だね。

辰巳：ええっ、出目がかぶったら振り直しじゃないのか!?

ＫＰ：あはははは、ボクがそんなに優しいキーパーだと思うのかい？

さやか：ちょ、ちょっと、その円筒形の神様（？）に、もっとしっかり神託を伝えてくれってお願いしますよ！

ＫＰ：ふむ……だったら、〈幸運〉ロールをしてもらおうか。

さやか：コロコロ……成功しました。

ＫＰ：すると、さやかちゃんの魂の輝きを認めてくれたのか、その巨大な存在は、もう一度、さやかちゃんに１Ｄ４をロールすることを許可してくれるのだった。

睦：振り直しを許可してくれた!?

さやか：キーパーは意地悪ですけど、この神様は優しいですよ！（笑）

佐々原：案外と話の通じる神様なのかも？

辰巳：うーむ、それはどうだろうか。そもそも、こいつの正体はワシでもさっぱりわからん。

さやか：「１」以外、お願いしま～す！　コロコロ……「２」が出ました！

ＫＰ：ほうほう、だったらこの神託の断片を授けよう（夢の神託の一部を渡す）。
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さやか：番号は「２」ですけど、形からしてこれが最後の断片みたいですね。

睦：番号の並び方はバラバラなのかな？

さやか：えーと、【やろう……捧(ささ)げよ……である……するとき】とありますね。

佐々原：この形、最初にもらった「１」とくっつくのでは？

さやか：そうですね。【開いてやろう……屍(しかばね)を捧げよ……は至難である……が交差するとき】で間違いないかと。

佐々原：【屍を捧げよ】かぁ。野島さんの死体を捧げないといけないとかだったりして？

辰巳：あの老人は関係ないような。それより、いったいなにを【開いてやろう】なのかが気になるな。







食屍鬼の影




　翌朝、見張りと悪夢でろくに寝られなかったさやかちゃんと、睦ちゃんは御津門学園に真面目に登校。

　辰巳先生も大学図書館に向かう前に、理事長代理として学園に立ち寄ることにする。

　さやかちゃんの悩みよりも、美少女アギフにご執着の佐々原は、彼女を迎えにホテルへと車を回す。




ＫＰ：まずは、御津門学園のシーンからやっていこう。朝、さやかちゃんと睦ちゃんが教室に向かうと、廊下に生徒が集まっていてざわついているよ。

睦：むむっ、どうしたんでしょう？

さやか：「なにかあったの～？」って、クラスの友達に聞いてみますけど。

ＫＰ：「先生が入っちゃいけないっていうからよくわからないんだけど、教室の机がいたずらされてるみたいなの」と、説明してくれる。教室の入口には教師が二人立っていて、生徒たちに中に入らないように注意している。

さやか：いたずら……なんだろう？

辰巳：ワシも騒ぎを聞きつけて、ふらりと立ち寄らせてもらおう。「先生、いったいなにがあったのかね？」

ＫＰ：理事長代理の辰巳先生が来ると、いままでやじ馬の生徒たちに注意していた教師は恐縮したような顔で「教室の机にたちの悪いいたずらがされておりまして。生徒に動揺を与えないよう、片付けが終わるまで、この教室は使用禁止にしようかと……」

辰巳：「ふむ、どんないたずらがされていたというのかね？」

ＫＰ：教師は周りの生徒を気にして、「でしたら、実際に見ていただいた方が早いかと……」と、入口の戸を小さく開けて、辰巳先生を中に入れてくれる。

辰巳：正気度が減るような、えぐいいたずらだったら嫌だなぁ。

ＫＰ：そんないたずらだったら、すぐ警察に通報するよ。辰巳先生が見たものは、教室の机の一つに置かれた石板のようなものだ。縦長のかまぼこ形をしていて、上部に見たことのないマークが彫り込んである（資料を見せる）。
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辰巳：縦長のかまぼこ形……それって、つまり墓標みたいな感じなのか？

ＫＰ：そう言われると、そんな感じもする。

さやか：その机って、まさか私の席なのでは……？

辰巳：「ここは誰の席なのかね？」

ＫＰ／教師：「えーと、これは長(は)谷(せ)川(がわ)千(ち)香(か)という女子生徒の席ですね」

さやか：ええ～っ、またチカぽんが狙われてる～～～～!?（泣）

辰巳：この石板はどんな感じなのだろうか？　もしかして、冒頭の新聞記事で読んだ墓荒らしが霊園から持ってきたとか？

ＫＰ：いやいや、日本の墓石とはまったく比べものにならないほど粗末なものだね。用水路とかのふたに使われているコンクリート板を、墓石っぽく加工したものかと思われる。ただ、コンクリートを削るなんてかなりの手間だから、ただのいたずらにしては手が込み過ぎているね。

辰巳：このマークに見覚えはないだろうか。具体的には〈クトゥルフ神話〉でロールがしたい。

ＫＰ：んん～～～～、まあいいでしょう。どうぞ。

辰巳：さやかちゃんには負けるが、〈クトゥルフ神話〉は23％もあるからな。コロコロ……おおっ、成功したぞ！

全員：やったぁ～～～っ！

ＫＰ：うーむ、成功してしまったか。ならば仕方ない。このマークはモルディギアンという神の印だね。

辰巳：どんな神様なんだ？

ＫＰ：さすがの辰巳先生も、モルディギアンが納骨堂の神とも呼ばれていることくらいしかわからない。ただ、その神については『屍食教典儀』に記述があることは知っている。

辰巳：なるほど……これは、さやかちゃんの身に起きていることとつながりがあるようだな。

ＫＰ：教師たちは、その石板に白布を掛けて見えないようにすると、生徒たちの目につかないところにこっそりと運び出そうとしている──といったところで、廊下にいるさやかちゃんたちのシーンだ。




さやか：「そう言えば、また変な夢を見たんだ……」と、むったんに神託のことを話しておきます。

ＫＰ：そんなことを話していると「さやかちゃん、おはよ～」と、元気良くあいさつして、千香がやってくる。

さやか：「チカぽん、おはよ～」

ＫＰ：（唐突に）その影は、永劫の暗黒の中で渦巻き、回転し、常に変化し続けているようだった……。

さやか：そ、それって……まさか、チカぽんにあの影が見えるってことですか!?

ＫＰ：その通り。君が野島老人と最後に会ったときに見た、あの不吉な影が、千香の背後にも、音もなく不気味に渦巻いているのだ。さやかちゃんはこの影が死の予兆であると悟っているため、それが千香にまとわりついているのを見たことで〈正気度〉ロールをしてもらおうか！

さやか：チカぽんが……チカぽんが死んじゃう。コロコロ……成功です。

ＫＰ：ならば正気度は減らないが、かといって不安が紛れるわけでもない。

睦：「む～っ、どうしたの、さやかちゃん？」

さやか：こうなったらのんびりとはしていられません。自分が見えている影や、あの円筒形の神様について、むったんに説明して、チカぽんを守るのに協力してもらいます！

ＫＰ：さやかちゃんには死の予兆が見えることを知ってしまった睦ちゃんは、恐れにも似た感情がわき上がる。死の運命を知ることなど、人には過ぎたる力だ。そして、そんな力を得たさやかちゃんのことが、同じ人間のように見えなくなってしまうのだ──というわけで、〈正気度〉ロールをしてもらおうか。

睦：むむ～っ、さやかちゃんを遠くに感じる。コロコロ……失敗です～。

ＫＰ：失敗したら１ポイントの正気度を喪失する。

睦：現在正気度28になりました。まさか、さやかちゃんを見て〈正気度〉ロールをするとは……。

さやか：「チカぽん、体の具合とかどうなの？　大丈夫なの!?」

ＫＰ：千香は戸惑った顔をしているが、とりあえずどこも具合は悪くなく、むしろ絶好調だと言ってるよ。

睦：ということは、病死ではなく……事故死するとか？

佐々原：また、ボクらの事件に巻き込まれて、怪物に襲われるってことかも。でも、これって変えられる運命なのかな……？

さやか：変えられなかったら、キーパーひど過ぎますよっ！

ＫＰ：しかし、人間なんてもろいものだからねぇ。誰もがいつか死ぬのだよ。

佐々原：もうボクの前でヒロインは殺させないと言ってるでしょうに。

睦：今回、チカぽんがヒロインなんだ？

佐々原：いや、ボク的なヒロインはアギフたんだけど、女の子は誰だって助けるからね。

ＫＰ：石板が持ち出されると、通常通りに授業が開始されるけど──みんなはどうする？

さやか：むったんと一緒にチカぽんを見守っています。

辰巳：ワシはアギフくんと大学図書館に行って、ペンタポッドを調べようかと思ったが、この悪質ないたずらを見て、なにか関係があるのではないだろうかと気づいて、そろそろ墓荒らしの方を聞き込みしておきたいな。

佐々原：では、アギフたんの案内は、ボクに任せてください。

辰巳：ちゃんと、ペンタポッドの正体も調べてくるんだぞ！

佐々原：わかってます、わかってますってば。




ＫＰ：じゃあ、佐々原とアギフのシーンより先に、霊園の方に行った辰巳先生の行動を処理してしまおうか。

佐々原：いいですよ。お先にどうぞ。あとでゆっくりアギフたんとキャッキャッウフフしますから。

ＫＰ：そこは近代的でしっかりと管理された、整然と墓石の並ぶ、町中の普通の霊園といった感じだね。

辰巳：管理人とかいるのだろうか。

ＫＰ：もちろん、昼間は常駐して、設備の維持管理や掃除などをしている。

辰巳：名刺を出して、話し掛けてみよう。「すみませんが、近くの御津門学園で理事長代理をしている者なのですが……実は、うちの学園に墓石のようなものが持ち込まれる悪質ないたずらがありまして」

ＫＰ／管理人：「はあ、しかし、うちの霊園の墓石は盗まれたりしていませんよ」

辰巳：「新聞でこの霊園に墓荒らしが入ったと聞きましたが……？」と、とぼけて話を聞き出してみよう。

ＫＰ：「いえ、盗まれたのは骨つぼだけですよ」と、普通に説明してくれるね。この霊園では、墓石の下にスペースがあって、そこに骨つぼを収めるようになっている。スペースをふさいでいる石は、ちょっと力のある大人だったら一人でも動かすことができるため、盗もうと思えば、なんとでもなるらしい。

佐々原：骨つぼなんて盗みたいと思う人はいないでしょうけどね。

辰巳：「犯人の目星はついているのですか？」

ＫＰ／管理人：「警察には防犯カメラの映像を提出しているのですが、いまいち不鮮明で……ちゃんと犯人を見つけてくれるかどうか」

辰巳：「ほう、犯行の映像がある……と」

ＫＰ／管理人：「見たいですか？」

辰巳：「見たい……ですな」

ＫＰ：「でも、部外者に見せたりしたら、警察に怒られるかもなぁ」と、迷っているようなので、辰巳先生は〈言いくるめ〉か〈信用〉の得意な方をどうぞ。

辰巳：だったら、得意の〈信用〉でやらせてもらおう。コロコロ……当然、成功だ。

ＫＰ：「では、事務所の方にどうぞ」と、案内してくれる。

辰巳：うう～む、〈正気度〉ロールをさせられそうで嫌だなぁ。

佐々原：重要な手掛かりですよ。よろしくお願いします！

辰巳：わかっている……わかってはいるのだが、せっかく回復した正気度を減らしたくもないのだ。

ＫＰ：事務所のノートパソコンで、防犯カメラの映像を見せてくれるよ。モニターには深夜の霊園が映し出されている。しばらくなんの変化もないが、やがて霊園の中に青白い霧のようなものが立ちこめてくる。

辰巳：霧……真冬の深夜には珍しいのでは？

ＫＰ：管理人もこんなことは初めてだと首をかしげている。そして、その霧に紛れるようにして、黒い人影が墓石の合間をウロウロしているのがわかる。どうやら、こいつが墓荒らしのようだけど、闇と霧に隠れているため、人相どころか、どんな格好をしているのかさえハッキリしないな。

辰巳：体形とか、男か女かくらいはわからないのか？　例えば、アギフくんに似ているとか。

ＫＰ：はっきりとはわからないが、おそらく大人の男性と思われる。少なくともアギフではないことは確かだね。

辰巳：それがわかっただけでも収穫だな。

ＫＰ：あと、この人物はやけに背中が曲がっており、前屈みであることにも気づく。

辰巳：霧の中、前屈みで、墓場をうろつく……って、もうアレしかいないじゃないか！

ＫＰ：辰巳先生は〈アイデア〉をどうぞ。

辰巳：なんだか、気づいてはいけない〈アイデア〉のような気がする。コロコロ……うぬぬ、成功してしまった。

佐々原：なんでがっかりしているんですか～！（笑）

ＫＰ：辰巳先生は青白い霧と、その中で蠢(うごめ)く異形の影を見て、『るるいえあんてぃーく』の第二話、平(へい)家(け)塚(づか)で遭遇した怪物のことを思い出す。人間の屍肉を好み、穴の中で生活する、平家の落人の成れの果てだと自称した、あの食屍鬼たちだ……〈正気度〉ロールをしてくれ！

辰巳：やっぱりか……コロコロ……よしっ、成功だ。正気度72もあるからな！

ＫＰ：だったら、正気度は減らない。〈アイデア〉に成功しているので、墓荒らしが人外のモノであると気づいてしまっていいですよ。

辰巳：それにしても、どこから現れたんだ。

睦：食屍鬼は、都市の地下にこっそりと移動するためのトンネルを張り巡らしているそうですから、町中にいてもおかしくないですよ。

佐々原：御津門学園だったら、地下に食屍鬼がいてもおかしくないですねぇ。

さやか：あのぉ、その学校に私たちは通っているのですけど……もう、転校した～い（泣）。

辰巳：そう言えば、さやかちゃんに『屍食教典儀』でモルディギアンのことを調べてもらうのを忘れていたから、携帯電話に連絡しておこう。あと、ついでに食屍鬼の特徴なども調べておいてくれるか。

さやか：了解です。でも、今日はチカぽんの見張りをする予定なんですけどね。

睦：『屍食教典儀』が初登場したのも、『るるいえあんてぃーく』の第二話でしたから、やはり今回の事件には食屍鬼が関係しているのかと……でも、いまだにアギフちゃんとペンタポッドだけは謎のままですね。

佐々原：そこはボクにまっかせなさ～い。

ＫＰ：じゃあ、そろそろ佐々原とアギフのシーンに移すか。







アギフの求めるものは




　佐々原はアギフをホテルに迎えに行って、自分の大学の図書館を案内することにした。

　アギフにデレデレの佐々原はずっと付きまとっていたが、探索者たちからの念波によって叱られたため、仕方なくペンタポッドについて文献を調べることにした。




ＫＰ：開館時間から昼過ぎまで調べものをしたところで〈図書館〉できるよ。

佐々原：アギフたんとキャッキャッウフフをしないで調べものをしたんだから、ここで失敗はできません。コロコロ……はい、成功しました。

ＫＰ：じゃあ、大学の図書館に所蔵されている中東の工芸品や歴史の資料をいろいろあたった結果、るるいえ堂で預かっているペンタポッドについて、佐々原はこのような鑑定内容をまとめることができた。




……………………

◆ペンタポッドの鑑定書




　西暦９７０年前後。エジプト支配を進めたファーティマ朝の第四代カリフ、ムイッズの時代のものと思われる。

　高貴な人物のためのいすであり、カリフか、それに匹敵する豪族の持ち物であろう。

　素材は主に真鍮(しんちゅう)であり、手すり部分は象牙である。象牙には、イスラムらしい幾何学的な彫刻が精微に施されており、保存状態は完全だ。

　特徴は脚が五本あることであり、床に接する部分が優雅で生物的な曲線を描いている。

　脚の間には五芒星を作るように、細い銀線が巻かれている。巻き方は雑であり、もともとあった細工ではなく、あとから追加されたものらしい。ただし、銀線が追加された時代は、製造時期とほぼ同じかと思われる。

　補強の意味があるとも思えず、いかなる理由から施された加工かは不明である。

……………………




佐々原：千年以上前のものですか。これは高そうですが……金銭的価値とかはわからないんですか？

ＫＰ：なんとも値を付けにくいけど、ざくっと二千万円くらいするのではないだろうか。普通だったら博物館で展示されるレベルの品で、そもそもシリア国外に出して大丈夫なのかさえ怪しいくらいだ。

さやか：二千万円なんて……るるいえ堂で買い取るのは無理ですよ～。

佐々原：けれど、蘭弗さんはどうあっても買い取れって言ってるし、それに、あのマジック・ポイントは今後のためにも手に入れておきたいよね。

さやか：私はただのバイトなのに、なんでいつも無理難題ばかり……。

佐々原：鑑定書をまとめたら、いそいそとアギフたんのところに行きますよ。どんな本を読んでいるのかな～？

ＫＰ：アギフは日本人の書いた古い哲学書とか、思想書なんかを読んでいるようだね。

佐々原：難しい本を読んでいるなぁ。「どうですか、ここの図書館は。なにか面白い本はありました？」

ＫＰ／アギフ：「よく収集しているとは思うけど、なんだか表層ばかりで退屈ね。ここに真の知識はないわ」

佐々原：「真の知識というと……？」

ＫＰ：すると、アギフはすうっと目を細めて、君の胸についているフィブラを人差し指でつつきながら答える。「汝自身の死を見つめることこそ、真の知恵──すなわち、あの世の知識を知ることなり」

さやか：それって、私が夢で聞いたせりふと同じですよ!?

辰巳：やはり、アギフもこの事件に関係しているのか？

睦：む～っ、なんかつながりは薄いような。これは宇宙的知識を追うことへの慣用句のようなものなのでは。

佐々原：アギフたんはフィブラの正体を知っているのかな。これって、アトラック＝ナチャのものだよね。

睦：もともと、ピックマンに憧れた鶴(つる)橋(はし)画伯が、食屍鬼の住んでいる穴から盗み出したものだったから……今回も食屍鬼つながりで、なにか縁があるのかも。

辰巳：そもそもフィブラというのが地中海文明のものらしいからな。中東も関係あるだろう。

佐々原：「アギフさんは、このフィブラについてなにかご存じなんですか？」

ＫＰ／アギフ：「それは真の知恵を求めるものの証。そして、あなたも知を書き留める者なのでしょう？」

佐々原：「え……ええ、いちおう、歴史作家ですけど」

ＫＰ：「なら、もっと見つめなさい。最も身近な事象にこそ、真の知恵が隠されているかもしれないのだから」と、アギフは語る（ここで佐々原の〈心理学〉だな。コロコロ……成功しているか）。そのときのアギフは、なんだか君に親近感を持っているような態度だね。

佐々原：おおっ、なんだか知らないけどフラグが立った？（笑）

ＫＰ：けど、そのあとアギフは大学図書館から出て行こうとする。なんとなく、もう飽きたといった感じだね。

佐々原：ちゃんと粗相のないようにお供をしますよ、女王様～！

睦：タマ兄って、そういうプレイもいける口なんだ？

佐々原：相手がロリッ子だったらね！

さやか：キモい、キモ過ぎます、佐々原さん！

ＫＰ：大学図書館を出たあと、タイミング的には遅めの昼食をとりに町を出歩くわけだが……。

佐々原：「アギフさんは、なにか日本で食べたいものがあります？　寿司とか、てんぷらとか」

ＫＰ：すると、アギフは日本人形の専門店の前で立ち止まる。

佐々原：あれっ、女の子らしく、人形に興味があったりするのかな？

ＫＰ：どうやら、もうすぐやってくるひな祭りのため、店頭に飾られているひな壇を見ているようだね。

佐々原：「あれはひな祭りという、日本の行事で飾る人形なんですよ」と、説明してあげます。

ＫＰ：アギフはひな壇の飾りを見て「実に精微で、芸術性の高い品です。興味深い」と、感心している。

佐々原：「お土産としてプレゼントしましょうか？」

ＫＰ：いや、アギフが見ているのは、最高級品のひな人形で四百万くらいはするやつだよ。

佐々原：そ、それはちょっと高いなぁ～。

睦：タマ兄、そんなものをポンとプレゼントされたら、もらった方がどん引きだからね。

ＫＰ：欲しいというよりは、物珍しさから興味を持っているという感じだよ。

佐々原：だったら、〈歴史〉でひな祭りについて詳しく説明してあげたいです。

ＫＰ：うむ、いいだろう。〈歴史〉をどうぞ。

佐々原：コロコロ……よしっ、今度は成功です。中東史は苦手だけど、日本史はバッチリですから。

ＫＰ：では、佐々原はひな祭りについて、こんなことを知っている。ボクもちょっとひな祭りについて調べてみたんだけど、全国各地でさまざまなバリエーションがあったり、どうにも起源を考えるのが難しい祭りでねぇ。自分なりの結論でさえとても出せなかったので、この資料は一般的な内容にとどめておいた（資料を渡す）。




……………………

◆ひな祭り




　実はひな祭りの起源ははっきりしていない。

　もともとは災いを避けるため、自分の身代わりの人形を川に流すことで厄をはらう行事だったとされる。

　また、上流階級の子供の間で行なわれていた「ひいな遊び」という、人形を使ったおままごとのような遊びがあった。

　その二つの要素が混ざり合い、いまのひな祭りとひな人形となったといわれている。

……………………




佐々原：では、アギフたんにどや顔で、ひな祭りのうんちくを話して聞かせてあげますよ。どやぁ。

ＫＰ：すると、アギフはコクコクとうなずいて「なるほど……そのようなプリミティブな思想が、このような芸術に昇華されて、現代にまで受け継がれているとは面白いな」と、難しいことを言ってる。

さやか：なんだか、女の子として人形を愛(め)でているのとは全然違うようですよ。

辰巳：しかし、わざわざこんな資料が用意されているということは、事件にひな祭りが関係してくるのだろうか？

睦：いまの段階ではなにもわからないので、この資料は目立つところに置いて、忘れないようにしましょう。

佐々原：まあ、ボクはそんなこと気にせずに、ニコニコ顔でアギフちゃんとデートを続けますけどね！




　午後、探索者たちは、ペンタポッドをどうするか考えるため、るるいえ堂に集合することになる。

　さやかちゃんたちは死の予兆の見える千香を一人にはできないので、とりあえず、彼女もるるいえ堂に連れてくることにした。




さやか：では、アギフちゃんとチカぽんにはお店の方でコガネさんに相手をしてもらって、その間に、私たちは奥にある倉庫の方でコソコソと話し合いましょう。

睦：いろいろ情報が出てきたから、そろそろ探索者同士の情報共有もしたいね。

さやか：だったら、私は包み隠さず、悪夢の神託とか、チカぽんに死の予兆が見えることを話しますよ～。

ＫＰ：さやかちゃんの秘密を聞いた、辰巳先生と佐々原は、睦ちゃんと同様に〈正気度〉ロールだ。

辰巳＆佐々原：コロコロ……成功。

ＫＰ：じゃあ、二人とも正気度は減らない。

辰巳：ワシも千香くんの席にあった墓石や、墓荒らしについて話しておこう。「あれはワシらが平家塚で見た、平家の落人の成れの果てとよく似ていた……あれこそ『屍食教典儀』で語られている食屍鬼というやつに違いない」

さやか：うーん、やっぱり『屍食教典儀』は読み直した方がよさそうですね。でも、いつ読もう……？

佐々原：ボクはさやかちゃんの夢の内容を聞いて、アギフちゃんが同じような言葉を語っていたことを伝えます。

睦：む～っ、怪しいけど、直接それを彼女に聞くのは怖いですねぇ。

佐々原：あと、鑑定書を見せて、このいすが二千万円くらいする貴重なモノだと説明もしておくね。

辰巳：ワシが思うに、アギフくんは金銭を欲しているようには思えないんだよな。ペンタポッドはるるいえ堂やワシらに接触するための口実にすぎないのではないだろうか？

さやか：だったら、「高過ぎて買い取れないけど、交渉の余地はありませんか」と、素直に聞いちゃいましょうか。

辰巳：うむ、その方が話が早いかもしれんな。

さやか：では、お店の方に戻って、アギフちゃんに「すみませんが、ペンタポッドはうちで買い取るには高価過ぎて……でも、どうしても手に入れたいと思うのですが、なんとか交渉の余地はありませんでしょうか？」

佐々原：ローンにしてもらうとか？

辰巳：骨董品屋がローンで買い取るなんて聞いたことないぞ。

ＫＰ：ふむ、だったら、さやかちゃんに〈信用〉か〈言いくるめ〉をしてもらうかな。

さやか：ここは得意の〈言いくるめ〉で。コロコロ……やった、成功です。

ＫＰ：すると、アギフは案外あっさりと交渉に乗ってくれるね。「そうね、だったらこの店にある商品と交換というのはどうかしら？」

さやか：「なにかお気に召したモノがありましたか？」

ＫＰ／アギフ：「これからゆっくり探させてもらうわ。しばらくこの店に出入りさせてもらうことになるけど、かまわないかしら？」

さやか：「もちろんです。私やコガネさんがいるときでしたら、自由に見て回ってください」

ＫＰ／アギフ：「ありがとう。奥の倉庫にも面白そうなものがいろいろありそうね」

佐々原：ティンダロスの猟犬が封じられた多面体寄せ木細工とか、ルルイエに通じている油絵とか、ウジ虫人間の入っている長持ちとか……（笑）。

辰巳：どれもこれも外部に出してはいかんものだろう！

睦：でも、アギフちゃんが欲しいモノって、そういうモノのような気がしますよね～。




　ともかく、アギフとの商談を進展させたところで、るるいえ堂は店じまいにして、探索者たちは解散した。

　ただし、さやかちゃんと睦ちゃんは、千香の身の安全を確保するため、彼女の自宅に押しかけてパジャマパーティーを強行するのであった。




さやか：チカぽんが寝てからも、前屈みの不審者がいないか、こっそりと窓の外を見張っていますよ。

睦：じゃあ、交代で見張っていようか。

さやか：あと、私は『屍食教典儀』を読んで、モルディギアンについて書いてある部分を探してみます。

ＫＰ：ん～と、わかった。じゃあ、見張りの順番で〈目星〉をどうぞ。

さやか：まず、私からやります。コロコロ……成功です。

ＫＰ：不審な影がうろついているようなことはなかったよ。『屍食教典儀』を調べるのなら、さやかちゃんはこの魔道書の内容を熟知しているので、〈ほかの言語（英語）〉の５倍でロールしていいよ。

さやか：やった。それなら楽勝です。コロコロ……成功しました。

ＫＰ：確かに『屍食教典儀』にはモルディギアンの名が記されているのだけど、語られている内容は少ないね（資料を渡す）。




……………………

◆屍食教典儀の記述




　納骨堂の神モルディギアン──この神について、多くは知られていない。

　死体と深く関わる神であり、公正さを備えているともいわれる。

　この神を崇拝するものはほとんどおらず、一部の食屍鬼が崇(あが)めるのみである。

　ただし、はるか先の時代においては、その限りではない。

……………………




さやか：……食屍鬼の神様なんですか。

佐々原：そんな神様に見初められたら、さやかちゃんも食屍鬼になってしまうかも？

さやか：食屍鬼って、そういうものなんですか!?

睦：穴の中で食屍鬼と暮らしていると、だんだん人間も食屍鬼になっていくらしいよ。

ＫＰ：『るるいえあんてぃーく』の第二話では、鶴橋画伯は食屍鬼の棲まう平家塚の地下で、唯(ゆい)花(か)に人肉を食べさせることで、彼女を変身させようとしていたね。

さやか：私、前屈みになっていたりしないですよね!?

ＫＰ：いまのところはね……うふふ。

さやか：い、嫌過ぎる……これ以上、深く考えると正気度が減りそうなので、むったんと見張りを交代して寝ます。

睦：「む～っ、もう交代の時間なの～、むにゃむにゃ？」

ＫＰ：じゃあ、睦ちゃんも〈目星〉をどうぞ。

睦：コロコロ……私も成功です。

ＫＰ：それでも不審者は見かけない。

睦：別に食屍鬼がチカぽんを狙っているわけではないのかな？

佐々原：けど、墓石を置いたのは、間違いなく食屍鬼だよね。あれって、標的のマーキングなのでは？

睦：む～っ、そう言われると、そうかも……むむむ～っ？

ＫＰ：さて、睦ちゃんが「むーむー」悩んでいると、横で寝ているさやかちゃんが「うーんうーん」とうなされ始めたよ。

睦：「さやかちゃん、悪い夢でも見ているの？」

ＫＰ：……それは永劫の暗黒の中で渦巻き、回転し、常に変化し続けている。蟲のような円筒形で、竜のように巨大だった。

全員：またまた、出た～～～～っ!!（笑）

さやか：〈聞き耳〉をロールするくらいの勢いで、神託を聞きますよ～っ！

ＫＰ：その前に〈正気度〉ロールをしてくれたまえ。

さやか：ううっ、いい加減、この悪夢にも慣れたいですよ。コロコロ……成功しました。

ＫＰ：だったら、また１ポイントの正気度を失うだけで済んだよ。

さやか：これで正気度は66になりました。

睦：まだ、私の倍以上あるから！

ＫＰ：お次は神託を覚えられるかどうか、１Ｄ４をロールしてちょうだい。

さやか：「１」と「２」は出ているので、「３」か「４」が出ろ～。コロコロ……やった「３」ですよ！

全員：おお～～～～～～～～っ！（パチパチ）

ＫＰ：では、これをあげよう。
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さやか：【そなたの……見返りに……影……揺らぐ】って、間が空いてしまいましたね。

辰巳：【そなたの……開いてやろう】は、やはり死の予兆を見極める「目」で間違いないだろう。

睦：【見返りに……屍を捧げよ】というのは、いったい誰の屍なのかわからないままですね……。

辰巳：あとに続く【影……は至難である】とか【揺らぐ……が交差するとき】は、さっぱりわからないな。

さやか：【影】というのは、私に見えている死の予兆のことではないでしょうか？

辰巳：なるほど。それを「退ける」のは至難であるとかかな？

さやか：こうなったら駄目元で、円筒形の神様（？）に聞いてみます。「私の親友が死にとりつかれているのです。その影を退けることはできるんでしょうか!?」

ＫＰ：その訴えにふさわしい魂の持ち主かどうか、さやかちゃんは〈幸運〉をロールしたまえ～（やけに厳かに）。

さやか：はは～っ！　コロコロ……成功しましたが、いかがでしょう？

ＫＰ：言葉では伝えてこないのだけど「死の影をはらうことは可能である」といったことを意味する、精神的な波動が押し寄せてくるね。

さやか：お、教えてくれましたよ。この神様、本当にいい人なのかも？

睦：人じゃないけどね！（笑）

辰巳：ドリームランドにいたカラカルのような、地球本来の神とかなのかもな。

ＫＰ：そこでさやかちゃんは目を覚ます。目の前には心配そうにしている、睦ちゃんがいるぞ。

睦：「うなされていたみたいだけど大丈夫？」

さやか：「うん、意外といい神様だったよ！」

睦：「さ、さやかちゃん……なに言ってるの？」って、それじゃあ、全然大丈夫じゃないよ！（笑）







紛れて忍び寄る影たち




　翌朝、さやかちゃんたちは、交通事故などに警戒しながら、千香と一緒に御津門学園に登校する。

　一方、辰巳先生たちが、るるいえ堂でアギフがどんな品に興味を持つのかに注意を払いながら、彼女の様子をうかがってみると、やはりアギフはるるいえ堂の宇宙的知識に関わる品々や、魔道書に興味があるようだった。

　しかし、なかなか底を見せない怪しいＮＰＣである上、蘭弗からは「粗相のないように」と言いつけられているため、辰巳先生も佐々原もどのように接したらよいのか、彼女との間合いをつかめないままでいた。

　かくして、ほとんど状況に変化のないまま時間だけが過ぎて、御津門学園の放課後となる。




ＫＰ：放課後、千香は陸上部の活動があるのだけど、さやかちゃんたちはどうするの？

さやか：グラウンドの隅っこで、チカぽんを暖かく見守っていますよ～。

ＫＰ／千香：「さやかちゃん、なんか昨日からずっと私のことを見ていない？」

さやか：「いやいや、なにも気にしないで。でも、あまり無理しちゃあ駄目だよ。事故とかに気をつけてね」

ＫＰ／千香：「えっ……まさか、またなにかよくないことが起きているとか……？」

さやか：「大丈夫だから、なにも気にしないで～！　というか、気づかないで～！」

睦：私はどうしようかな……一緒に見守っていた方がいいかな？

ＫＰ：おっと、睦ちゃんは美術部の活動があるよ。近々、展覧会があるので、あまりサボってはいられない。

睦：「む～っ、さやかちゃん。私、ちょっと部活の方に顔を出してきていいかな？」

さやか：「チカぽんの方は私一人で大丈夫だから、部活が終わったら合流しようよ」

睦：「じゃあ、よろしくね～」




ＫＰ：さて、睦ちゃんは、美術室で今度の展覧会の作品の構想を練りながらスケッチを描いている。春の節句が近いとはいえ、まだ日が暮れるのは早い。無意識に鉛筆を動かしているうちに、いつのまにか窓からは夕日が差し込み、スケッチブックがオレンジ色に染まっていることに気づく。

睦：むむっ、なぜか私のシーンの描写が？

ＫＰ：そんなスケッチブックに描かれたのは……なぜか、さやかちゃんの横顔だ。美術室の石膏像をスケッチしていたはずなのに、知らぬ間に、さやかちゃんのスケッチを何枚も何枚も描き続けていたのだ。

睦：「こ、これって……」

ＫＰ：おそらく、雪の精進湖(しょうじこ)で感じた、さやかちゃんに対する外見のコンプレックスがこのような形として現れているのだろう。睦ちゃんは内心では、さやかちゃんに憧れているのかもしれない。

佐々原：なんだか、百合百合(ゆりゆり)な展開に!?

睦：「駄目、駄目、私ったら……なにをやっているの」って、スケッチをあわてて閉じます。こんなの誰かに見られたら大変ですよ！

ＫＰ：たまたま、美術室にほかの部員はいないのだけど、睦ちゃんがわれに返ったのと同じタイミングで、一人の生徒がやってくる。

睦：美術部の人ですか？

ＫＰ：……美術部員ではないな。その生徒は睦ちゃんの方にやってきて、正面の席に座るよ。

睦：男子ですか、女子ですか？

ＫＰ：……女子かな。夕日が差し込む窓の影と重なって、その生徒の表情はよく見えない。

睦：いやいやいやっ、見えないってことはないでしょう。よく見てみますけど。

ＫＰ：しかし、よく見えないのだ。漫画風に表現すると、顔が影に覆われてベタ塗りされている感じだ。

睦：むむむむむ～っ！　なんか人間じゃない気がします。逃げ出した～い！（泣）

ＫＰ：その生徒は、睦ちゃんに「何を描いていたの？」と、尋ねてくる。
















睦：い、一番聞かれたくないことを。「あ、あのいろいろスケッチとかしていたんです」って、さりげなくスケッチブックを隠します。

ＫＰ：睦ちゃんがスケッチブックを隠している間も、その生徒は「どこに住んでいるの？」、「家族はいるの？」、「樋口さんとはどういう関係なの？」と、矢継ぎ早に質問を続けてくる。

睦：「さやかちゃんとどういう関係……って、ただのお友達だけど……」と、答えながらも、少しずつ距離を取りますよ。いつでも逃げたり──具体的には〈回避〉のロールができるように。

ＫＰ：最後に、その生徒は顔を近づけて「あなたはどんな神を信じているの？」と、尋ねる。

睦：「う、うちは普通の仏教で……」

ＫＰ：その生徒が顔を近づけてきたとき、ちょうど夕日が陰り、教室は影に包まれる。そして、その不思議な生徒の姿も、完全に影の中に埋没する。そのとき、君は気づくのだった──どこからか腐臭にまみれた獣の臭いが漂ってくるのを。

睦：「なに……この臭い。どこからするの？」

ＫＰ：それは目の前にいる生徒から漂ってくる。それどころか、さっきまで生徒だと思っていたソレは、いまやまったく違う異形の姿をしていた。陰になっていてよくわからないのだが……ゴムのような肌。前屈みの体。犬のように飛び出した口には、鋭い牙が並び、手には野獣を思わせるかぎ爪が生えていたのだ！

睦：「きゃあ～～～～～～～～っ！」

ＫＰ：いつもと変わりない美術室に、突如現れた怪物を見た睦ちゃんは〈正気度〉ロールだ！

睦：ここで狂ったら、殺されちゃうかも。コロコロ……失敗です～（泣）。

全員：えええ～～～～～～っ!?

ＫＰ：失敗したのなら正気度を１Ｄ６ポイント喪失する。

睦：でも、ここで「１」さえ出せば。コロコロ……やった、本当に「１」が出た！　残りの正気度は27です。

ＫＰ：だったら、普通に行動していいけど、どうする？

睦：どうするもなにも一目散に逃げ出しますよ！

ＫＰ：おびえた睦ちゃんが逃げようとすると、その怪物は語り掛けてくる。「おまえもわれらが巫女を崇めているのではないのか……ならば、こちら側に来るがよい」

睦：巫女……って、もしかして、さやかちゃんのこと？　私がさやかちゃんに憧れているのがバレてる？

佐々原：さやかちゃんのスケッチを描いているのを見られていたのかも。

ＫＰ／食屍鬼：「あの娘は真理と神秘に通じ、めでたくわれらが神に見初められた巫女にふさわしき者」

睦：気になることを言ってますけど、ここはやっぱり逃げます。まずはさやかちゃんと合流します！

ＫＰ：じゃあ、グラウンドで合流したことにしていいよ。

睦：「さやかちゃん、美術室に怪物が！」って、さやかちゃんのスケッチのこと以外はすべて報告します。

さやか：それだと、なんで怪物が、さやかのことで睦ちゃんを誘ったのかわからないのでは？

睦：わからないままでいいの！　わからないままにしてっ!!

さやか：その特徴を聞いたら、私は平家塚であった食屍鬼のことを思い出せるでしょうか？

ＫＰ：うん、平家塚で遭った怪物や、墓荒らしの犯人と特徴は一致するね。

さやか：あんな怪物が学校にまで入り込んでいるなんて……。

辰巳：そもそも、どうやって生徒に化けていたのだ？　『るるいえとらべらーず』の第二話で、ビヤーキーが使っていた《似姿の利用》の呪文だろうか？

睦：そういう感じではなかったような。

ＫＰ：化けるというよりは、それを見ても不自然に感じることができないといったふうだったね。「認識をずらす」とでも表現すればいいかな。

睦：見えているのに、見えていることに気づけないみたいな感じなのかな？

さやか：あのぉ、チカぽんの周りに、顔がベタ塗りな不審な人影とかいませんよね？

ＫＰ：それは大丈夫だよ。元気に部活動をしている。

さやか：るるいえ堂に電話をして、辰巳先生たちに報告しますよ！




　御津門学園に食屍鬼が紛れ込んでいることを知った辰巳先生と佐々原は、さすがに焦りを見せる。

　そして、さやかちゃんが悪夢の中で聞いた、謎の言葉を語る、アギフと腰を据えて話をすることにした。

　とはいえ、粗相のないようにという蘭弗からの厳命に従い、彼女の機嫌を取るため、辰巳先生がとっておきのときだけに愛用している、純和風の高級懐石料亭に招待するのであった。




ＫＰ：アギフは懐石料理の味よりも、和食独特の細かい飾りなどに興味を持っているようで、「あの小さな人形といい、この料理といい、日本人は細かい仕事が得意なようだ」と、感心している。

辰巳：そろそろ本題に入らせてもらおうか。「アギフさん……実は、蘭弗くんの姪のさやかくんが、奇妙な悪夢に悩まされている。その夢の中に現れる円筒形の強大な存在が、あなたの語った言葉と同じことを言っていたのだが、なにか心当たりはないでしょうか？」

佐々原：「もしかすると、夢に現れたのはモルディギアンという神ではないかと思っているのですが」

ＫＰ／アギフ：「あら、モルディギアンなんて珍しい名を、この国で聞くなんて驚いたわ」

辰巳＆佐々原：あんたも知ってるのかい！

ＫＰ／アギフ：「けれど、かの神を信仰するモノは少ないはず……ただし、はるか先の時代においては、その限りではないでしょうけどね」

さやか：『屍食教典儀』と同じことを言ってますね。アギフちゃんも読んだことがあるのかな？

辰巳：もしくは、もっと別のルートで知っていたとか……ホント、何者なんだ、この子は。

佐々原：「そのモルディギアンについて、もっと詳しく教えていただけませんか？　さやかちゃんや、その友達が危ないかもしれないんです」

ＫＰ／アギフ：「モルディギアンは公正な神よ。もしも、さやかがかの神を望まぬならば、自らの行動でその意志を示せばよいでしょう」

佐々原：「それはどうすればいいんです？」

ＫＰ：その問い掛けにアギフは眉をひそめ、「かの神に見初められたということは、さやかは自ら望んで、真の知恵を欲したのでしょう？」と言って、これまでの態度とは違った厳しい目でにらみつける。それはとても少女とは思えない、まるで年老いた賢者が、不詳の弟子をたしなめるかのような目つきだ。

佐々原：それはその通り過ぎて……反論ができないのですが。

さやか：でも、あれはキーパーの陰謀で……正気度が高いから読めって言われたからなんです～！

ＫＰ：（ここで〈心理学〉かな。コロコロ……辰巳先生は成功。佐々原は、コロコロ……おおっ、「00」が出たぞ。これはなにか勘違いしそうだな）辰巳先生はアギフの機嫌が悪くなったことに気づく。おそらく、求めた結果、真の知恵を得られるというのに、それを拒否しようとすることが理解できないというのだろう。

辰巳：アギフくんは知識を求めることに貪欲そうだからな。

ＫＰ：一方、佐々原の方は、アギフが不機嫌になっているのは、たぶんさやかちゃんの話題ばかりでヤキモチを焼いているのだろうと「気づく」（笑）。

佐々原：なんと！　アギフちゃんったら、そういうことなの～？　困ったなぁ～！（デレデレ）

睦：まさか、〈心理学〉で「00」が出たのでは？（笑）

佐々原：けど、そういうふうに誤解してしまったら、これ以上、この話題は続けられないですよね。

辰巳：たくっ……このバカたれが。しかし、最後に一つだけ聞かせてくれ。

ＫＰ：アギフは食後のお茶をゆっくりすすっているので、最後の質問をどうぞ。

辰巳：「ワシが理事長代理を務める学園に、人知れず食屍鬼が紛れ込んでいるようなのだ……やつらの対処法をご存じないだろうか？」

ＫＰ：すると、アギフはまるで食屍鬼のことをよく知っているかのような口調で話す。「たとえ人の目を欺こうとも、彼らは闇の中では真の姿を現す。けれど、人は闇を見通す術を持たない。なんとも、はがゆいことね」

佐々原：食屍鬼のことを「彼ら」とか呼んでますよ。いったいどういうことです？

辰巳：うう～む、どうやらこのシナリオだけでは、彼女の正体には近づけない気がするな……。

ＫＰ：とはいえ、夕食のお礼代わりに、いろいろ有効な情報をしゃべってあげたので、二人はこのアギフの言葉をゆめゆめ忘れぬこと。きっと、あとで役立つときがくるでしょう。







生と死の交差するとき




　辰巳先生と佐々原がアギフと豪華で緊張感のある会食に挑んでいるころ、さやかちゃんと睦ちゃんは、千香の買い物に付き合って、駅前までやって来ていた。




さやか：さすがに今晩もチカぽんの家に泊まるのは気が引けますね。

睦：この予兆が見えると、あとどのくらいでその人が死ぬのかがわからないのがつらいね。

さやか：野島さんのときは、見えてから、すぐに亡くなったんだけど……。

睦：けど、あれはその前日にさやかちゃんが神託を受けたからで、もしかすると一週間とか一か月前から、ずっと予兆は出てきたのかもよ？

さやか：そう言えばそうですね。うう～ん、困った。

ＫＰ：とか言っているうち、千香は自宅方面行きの路線バスに乗ろうとしている。「さやかちゃん、買い物に付き合ってくれてありがとうね」

さやか：ど、どうしましょう。やっぱり無理やりにでも泊まりに行きましょうか。

ＫＰ：ところで、さやかちゃん。君だけは気づくのだけど、このバス停に並んでいる乗客の一人にも千香と同じような死の予兆が見えているのだ。

さやか：わかった、このバスが事故を起こすんだ～～～っ!!

ＫＰ：そうこうしている間に、乗客たちはバスに乗り込んで、最後に千香も乗り込もうとする。

さやか：「チカぽん、ちょっと大事な話があるんだけど」と、とりあえず引き留めてみます。それで死の予兆の影に変化はありませんか？

ＫＰ：そんな明確に変化がわかるものではないので、ここは〈アイデア〉をどうぞ。

さやか：コロコロ……きゅぴーん、気づきました！

ＫＰ：変化は…………ないようだね。

睦：むむ～～っ、やっぱり運命は決められている？

さやか：でも、円筒形の神様──モルディギアンは変えられるって言ってましたよ。

佐々原：まだ、運命の分岐点ではないだけなのかも。こんな簡単に運命を変えられたら神託でも【影……は至難である】とは言わないでしょう。

さやか：なるほど、変えられるタイミングでしか、変えられないということですか。

佐々原：ボクの中二病なセンスでは、死の直前がそのタイミングのはずだと言っている。

ＫＰ：さて、どうする。千香だけをバスに乗せないよう引き留めるのかな？

さやか：いえ、どうせバスには乗るつもりでしたし、こうなったら一緒に乗って、死の運命のルートを乗り換えることのできる瞬間を、この魔眼で見極めてやります！

睦：なんか格好いいこと言い始めた～！（笑）

さやか：そもそも、チカぽんだけを助けて、ほかの乗客は助けないという選択肢はありませんので。

睦：わかった、私も一緒に乗るよ！

佐々原：このタイミングでは、ボクらはアギフちゃんの接待中で駆け付けられない。さやかちゃん、ごめん！

さやか：大丈夫、私とむったんでなんとかやってみます！

ＫＰ：では、さやかちゃんと睦ちゃん、そして千香を乗せて、バスは発車した。乗客はちょうど座席に全員が座れるくらいの混み具合だ。

さやか：バスに乗っている人で、ほかに死の予兆が見える人はいませんか？

ＫＰ：それが、いるんだねぇ。見たところ、バス後部の右側の座席の乗客ばかりに見える。千香やバス停から乗った人も含めて、全員で四人だね。

さやか：運転手さんには見えないんですよね。ということは、運転手さんが急病になるとかではないのかも。

睦：交差点で右から車が衝突してくるんじゃないのかな？

ＫＰ：その推測は悪くないと思うよ。被害者の配置的にもありうるね。

睦：……最悪、事故が起きたときに備えて、〈応急手当〉の得意なさやかちゃんに後部座席の方にいてもらって、私は運転席の方で事故に警戒するというのがいいかな？

さやか：〈応急手当〉をする人は、多い方がいいのでは？

睦：でもね、私は『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ　クトゥルフ２０１０』の「学生探索者の創造」ルールで作られているから、〈応急手当〉とかの初期技能値が低くて、少しは成長しているんだけど、それでも14％しかないんだ。

さやか：普通の探索者は〈応急手当〉の初期技能値は30％もあるのに……それだと成功は難しいですね。

睦：といったわけで、いざというときの選択肢を増やすためにも、運転席にいようかと。さやかちゃんには事故が起きたときに危なそうな場所にいてもらうことになって悪いけど。

さやか：それは任せてください！

睦：いつでも救急車を呼べるように、携帯電話は「１１９」を押しておいて、すぐに発信できるようにしています。

ＫＰ：……さて、君たちができるかぎりの態勢で事故を警戒していると、バスは駅前から住宅街へと入っていく。そして、ちょっと見通しの悪い交差点にバスが差し掛かったとき──〈アイデア〉をどうぞ！

さやか＆睦：コロコロ……成功！

ＫＰ：ほう、ならば別々の場所にいる二人だが、同時に気づくぞ。交差点の右側から、かなりの速度で乗用車が走ってくる。こいつは信号で止まる気がないんじゃないのかと思うほどだ。ここから、次のイベントまでは、ほんの数秒間しかない。慎重に行動宣言をしてくれたまえ。

睦：むむむ～～～っ！　運転手に警告をするのがいいかなぁ。

ＫＰ：ただの乗客である睦ちゃんの警告に瞬間的に耳を貸してくれるかどうか、〈言いくるめ〉か〈信用〉あたりでロールしてもらおうかな。

睦：そ、それは両方とも苦手なんです。もう、いきなり横からハンドルをつかんで、乗用車を避けられませんか？

ＫＰ：ふむ、それなら〈運転（自動車）〉で、どうぞ。

睦：だから、私は学生探索者ルールのせいで〈運転（自動車）〉は５％しかないんですよ～！（泣）

佐々原：くそっ、そこにボクがいれば……！

睦：運転手に突進してくる乗用車を指さして警告するのだったら、どうですか？

ＫＰ：そうだねぇ、車の位置関係を瞬間的に把握するため〈ナビゲート〉あたりかな？

睦：むむむ～～～っ！　さっきから、全部苦手の技能ばかりです。いまのところ〈ナビゲート〉の10％が一番成功率が高いという危機的状況。

さやか：私は「こっちに避難して！」と、とにかく、みんなを左側の座席の方に誘導します。

ＫＰ：それもまた〈言いくるめ〉か〈信用〉だね。

さやか：だったら、〈言いくるめ〉で「なんでもいいから、早く！」と、理由は言わずに勢いでごまかして、せき立てます。あと、せめてチカぽんだけは強引に抱き寄せたりできませんか？

ＫＰ：ずっと警戒していたのだから、一人だけならば抱き寄せられることにしよう。チカぽんでいいんだね？

さやか：私は神様じゃないので、ここは親友を優先させてもらいたいのですが……。

辰巳：それでいいと思うよ。こんなときに変に善人ぶっても嫌味なだけだ。

ＫＰ：睦ちゃんはどうするか決まった？

睦：む～っ、もう、アイデアも出尽くしました。仕方ないので〈ナビゲート〉に挑戦します。

さやか：大丈夫、あとは私に任せて！

睦：みなさん、成功を祈ってください。コロコロ……ううっ、「12」です。２足りな～い（泣）。

ＫＰ：なるほど。とりあえず、運転手も睦ちゃんの警告のおかげで暴走車には気づいたため、〈運転（自動車）〉のロールには挑戦できる。彼の成功率は40％だ。ここで、もしも睦ちゃんが〈ナビゲート〉などに成功していれば、この〈運転（自動車）〉を２倍でロールすることができた。

睦：むむむ～～、無念っ！

ＫＰ：ここはオープンダイスでロールしよう。成功率は40％。コロコロ……「78」で失敗。

睦：わ、私が成功していれば～！（泣）

ＫＰ：これで事故は避けられなくなった。さやかちゃんは自分たちの座っている方に、暴走車が突っ込んで来るのが見えるぞ！

さやか：「みんな、こっちに来てっ！」と、チカぽんを抱き寄せながら〈言いくるめ〉で呼び掛けます！　成功率は78％です。

佐々原：それなら楽勝でしょう。

さやか：お願い、成功して。コロコロ……うにゃあっ、「90」で失敗!?

全員：ええ～～～～～～～～っ!?

ＫＰ：必死で警告するさやかちゃんだが、乗客は不審な目で君を見るだけだ。その瞬間、バスは横からの激しい衝撃に襲われ、交差点をスピンする。右側座席に座っている乗客が、まるで人形のように宙に投げ出されていく中、さやかちゃんの予兆が正しく成就されたことへの畏怖、そして凄惨な事故に遭遇したことで、二人は〈正気度〉ロールだ！

睦：こうなるとわかってて救えなかったなんて……コロコロ……〈正気度〉ロールも失敗です。

さやか：コロコロ……「09」で成功。なんでこの目がさっき出ないのぉ!?

ＫＰ：成功しても１ポイントの喪失。失敗は１Ｄ４の喪失だ。

さやか：残りの正気度は65です。

睦：コロコロ……「３」減りました。現在正気度は24。あと、３ポイント減ったら不定の狂気です……。

ＫＰ：それでも正気を保っているのならば、事故直後に冷静な行動を取ることができるよ。ちなみに、ほかの乗客は事故のショックで放心状態のため、即座にまともな行動ができるのは君たちだけだと思ってくれ。

さやか：チカぽんは無事なんですか？

ＫＰ：そうだね……彼女の背後から死の予兆は…………。

さやか：…………（ゴクリ）。

ＫＰ：すっかり消えている。

さやか：やった、運命を変えられた!?

ＫＰ：しかし、ほかの乗客三人にまとわりつく影は、どんどん濃さを増していっているぞ。

さやか：そ、そうでした。「誰か救急車を呼んで」と叫びながら、〈応急手当〉をします！

睦：〈応急手当〉は苦手なので、私が救急車を呼びますね。

ＫＰ：それでは、さやかちゃんが〈応急手当〉に成功すれば、一人を助けられる。救急車を呼んだ睦ちゃんは、〈幸運〉をロールしてくれ。成功すれば、幸運にも道が空いており救急車がすぐにやってくるだろう。そして、二人の救急隊員がけが人に〈応急手当〉をしてくれることにしよう。

さやか：つまり、運が良くて、救急隊員が頑張ってくれれば、全員助かる可能性があるってことですね！

ＫＰ：その通りだね。

さやか：わかりました。じゃあ、まず目の前の人を助けます。〈応急手当〉の成功率は47％。コロコロ……やりました、成功です！

ＫＰ：よかったね。では、さやかちゃんが止血をしてやると、その人から死の予兆が消えていく。

睦：１１９番に電話します。「お願いします。急いで来てください！」って、コロコロ……また、失敗!?

ＫＰ：では、不幸なことに救急車は駅前の渋滞に巻き込まれてしまい、少しばかり到着が遅れてしまう。その間にも、けがをした乗客の息はどんどん弱まっていき……やがて、息を引き取った。

さやか：そ、そんなぁ～。

ＫＰ：あらかじめ死を予見しておきながら、二人もの乗客を助けられなかった無力感から、君たちの心には虚無という寒風が吹き込んでくる。宇宙的恐怖の力を借りて何かを成し遂げようとした者は、ひとたびそれがうまくいかなかったとき、突然、自分の矮小さに気づいてしまうのだ。さやかちゃんと睦ちゃんは〈正気度〉ロールだ。

さやか：二人も助けられなかったなんて、悔しいです。コロコロ……成功です。

睦：コロコロ……むっ、また失敗してしまいました。

ＫＰ：成功しても、犠牲者の人数分の２ポイントを喪失する。失敗は１Ｄ６＋２ポイントだ。

さやか：これはしょうがないですね。プレイヤー的にも、そのくらい減っている気がします。２ポイント減ると、私の現在正気度は63になります。

睦：コロコロ……「１」が出たけど、+2されるので３ポイントの正気度を喪失。現在正気度は21。事故のショックも含めて、不定の狂気に陥りましたぁ（泣）。

ＫＰ：このシナリオでの睦ちゃんの狂気は、外見のコンプレックスが悪化して、さやかちゃんに対して憧れ──いや、崇拝に近い感情がわき上がるというものと設定されている。

睦：「全部、さやかちゃんの予見通りに……すごい。もしかして、さやかちゃんは本当に神の声を聞くことのできる巫女なの？」と、これまでと違った目で、じぃ～～～っと見つめてます。

さやか：むったんが～、むったんが壊れちゃってるよ～。

睦：ところで、事故で亡くなった人たちの屍を求めて、食屍鬼がやってきているようなことはありませんか？

ＫＰ：やじ馬が集まりつつあるけど、その中から不審人物を探すのならば〈目星〉をしていいよ。

さやか＆睦：コロコロ……成功。

ＫＰ：二人とも、その出目がさっき出ていればねぇ。君たちは、やじ馬の中に一人だけ、おびえや好奇心とは違った目つきをしている人物がいることに気づく。そいつは、君たちと目が合うと、そっと暗がりの中に消えていくのだが──夜目が利くさやかちゃんは、そいつが闇に紛れた途端、人間とは異なる姿に変身することがわかってしまう。あれは平家塚の地下で遭遇した食屍鬼に間違いない。さやかちゃんは〈正気度〉ロールだ。

さやか：見たくないものまで見ちゃったぁ。コロコロ……しかも、失敗しています。

ＫＰ：おやおや、それはまずいね。だったら、１Ｄ６＋１の正気度ポイントの喪失だ。こんな街中に人混みに紛れて食屍鬼がいることに気づいてしまったことへの恐怖で、通常より+1ポイント増量されている。

さやか：コロコロ……「４」です。+1したら５ポイント喪失。

辰巳：それはまずいな。〈アイデア〉に成功したら一時的狂気に陥るぞ。

さやか：私、〈アイデア〉は得意なんですよ～。コロコロ……成功してしまいましたぁ（泣）。

ＫＰ：さやかちゃんの場合、狂気の内容はランダムで決定しよう。コロコロ……数分間、多弁症に陥る。意味は通るのだけど、とにかく口数が多くなって相互の会話が成り立ちにくくなるのだ。

さやか：むったんに食屍鬼がいたことを早口で伝えますが……二人も助けられなかったのがショックなので、同時にぶつぶつと謝り続けています。「むったん、あそこに怪物がいる。あいつが見てる。ああ、ごめんなさい。私はみんなの死を予見していたのに、ごめんなさい、ごめんなさい」

辰巳：二人とも狂気とは……どうしようもないな。

さやか：せめて、辰巳先生たちに電話をかけます。「辰巳先生、ごめんなさい。助けられなくて、ごめんなさい」

辰巳：『な、なにがあったんだ。落ち着きなさい、さやかちゃん。そこはどこなんだね？』

さやか：「交差点で事故が起きて。私、わかっていたのに、助けられなくて、ごめんなさい、ごめんなさい」

睦：……さやかちゃんが電話をしている間に、私だけでも食屍鬼を追跡しようかな。

佐々原：ええっ、なに言ってんの。むったん、危ないよっ！

睦：でも、ここは食屍鬼たちのアジトを突き止めるチャンスだと思うんだよね。狂気に陥っているので、「待って。私も本物の美をもっと知りたいの！」と、食屍鬼を追いかけていこうかと。

ＫＰ：崇拝対象は目の前で謝り続けているわけだが……。

睦：そんなさやかちゃんも、崇拝者さえいればもっと輝けるはず。私が崇拝してあげる！

佐々原：そんなのはボクの望んだ百合百合展開じゃない。いやだ～っ！

ＫＰ：（思い切った行動に出たな。けど、まあなんとかなりそうかな）よし、了解した。では、さやかちゃんが混乱しながら電話をかけている間に、睦ちゃんは何かを追ってバスから降りて行ってしまう。そして、睦ちゃんはそのまま人混みの中へと消えていったのだった──







消えた睦を追って




ＫＰ：というわけで、睦ちゃんはしばらくお休みだ……っていうか、生死すら不明なんだけどね。

佐々原：やめてくれ～!!

ＫＰ：そろそろ、辰巳先生たちはバスの事故現場で合流したことにしていいよ。

佐々原：「むったんはどこに!?」

さやか：「あれっ、そう言えば……電話したときまでは、ここにいたのに？」

佐々原：すぐにあたりを探しますよ！　あと、やじ馬たちにも、むったんらしき女子高生を見かけなかったか聞き込みしていきます。

ＫＰ：睦ちゃんは食屍鬼を追いかけるとき、なにか手掛かりになるようなものは残していっているのかな？

睦：む～～っ、狂気に陥っている睦は、そういうつもりで追いかけてはいないので、露骨に道しるべになるようなものは残してはいないと思いますが、学校のカバンくらいなら邪魔だからって置いていっているかも。食屍鬼のアジトへの隠し通路の入口とかにね！（笑）

佐々原：うんうん、隠し通路に入るのなら、カバンは邪魔だよね！（笑）

ＫＰ：だったら、佐々原は〈追跡〉でロールしてみていいよ。

佐々原：おおっと、ここはボクの〈追跡〉96％が火を噴くシーンですね。

睦：そんなに得意なんだ!?

ＫＰ：佐々原って経験ロールの運がいいから、いつの間にか技能がすごい成長しているんだよね。

佐々原：これまで生死の境目を15回もくぐり抜けていますからね。そのへんの素人とはひと味違うのですよ。

ＫＰ：まあ、もはやただ者ではないことは認めるよ。

佐々原：では、むったんの匂いをクンクンしながら〈追跡〉します。コロコロ……成功！（笑）

さやか：佐々原さん、キモい！　キモいけど、すごい！（笑）

ＫＰ：事故現場からさほど離れていない、人通りの少ない路地に睦ちゃんのカバンが落ちているのを発見するよ。さらに、佐々原は自慢の追跡能力によって、カバンの近くのマンホールの周りに真新しい土が不自然に散らばっているのにも気づく。

佐々原：これは最近、マンホールのふたが動かされた形跡かと。ふたを持ち上げられますか？

ＫＰ：みんなでやれば時間はかかるけど持ち上げられるね。下からは汚臭はしてこない。たぶん、主に雨水などを流すための下水道なのではないだろうか。

佐々原：車から懐中電灯を取ってきて、下に降りてみますよ。

辰巳：ううむ、勇気あるな……佐々原。この下は、食屍鬼のコロニーかもしれないのだぞ。

佐々原：だったら、余計に急いで追っかけないと！

辰巳：いや……なんというか、いまの睦くんは狂気に陥っていて半分あちら側の住人だから、食屍鬼たちに迎え入れられている可能性もあるが、ワシらは容赦なく〝屍〟に変えられてしまうかもしれんぞ。

佐々原：こっちにはモルディギアン様の巫女である、さやかちゃんがいるじゃないですか！

さやか：でも、まだすべての神託を理解していないんですよね。

辰巳：そこなんだよな。あの神託を受けて、ようやく食屍鬼と対峙できる流れのような気がする。

さやか：でも、この状況で寝てなんかいられないですよね……。

辰巳：それはその通りなんだが、情報不足で突っ込んで、バッドエンド直行というのは避けたいのだ。

睦：私のことだったら気にしないでください。たぶん大丈夫ですよ。根拠はありませんけどね（笑）。

佐々原：駄目だよ。残りの正気度21しかないんだから！




　ここでしばらくプレイヤーたちは悩むことになる。いつもならば情報を集め終えて、障害への対策や、メタ的な視点で言えば今後の展開がぼんやりと見えてきてから、クライマックスのイベントに突入してきた。

　しかし、今回はキーパーも予定外だった睦ちゃんの行動によって、敵の本拠地にショートカットできることになった。これがファインプレイとなるのか、それともバッドエンドへの直行ルートになるのか、それはさすがのベテランプレイヤーたちであっても読み切ることはできない。

　いろいろ迷った末、探索者の良心と、佐々原の直感に従い、みんなはすぐに睦ちゃんを追ってマンホールに足を踏み込むのだった。




ＫＰ：君たちがマンホールの縦穴を降りると、そこは腰をかがめてようやく歩けるほどの下水道となっている。幸いなことに汚水は流されていないようで、わずかに水が流れているだけだ。足元の乾いたコンクリートには水が跳ねた跡が残っており、ロールの必要なく、複数の人間（？）がここを歩いていたことがわかる。

佐々原：その水跳ねの跡をたどります。

ＫＰ：それはかなり長く続いているね。自分の足音以外は何も聞こえない、単調な横穴をずっと歩いていると、いろいろな感覚が麻痺してくるようだ。そのうち、君たちはコンクリートの壁が崩れて、手で掘ったような横穴があることに気づく。しかも、それは一つや二つではない。人間が作った下水道を利用して、何者かが地下通路網を形成していることがわかる。この事実を知ってしまった探索者たちは、〈正気度〉ロールをしてくれ。

睦：ここを通ったはずの私もするんですか？

ＫＰ：いや、睦ちゃんはあちら側の人になりつつあるので、このくらいでは〈正気度〉ロールはしない。

睦：よかった……のかなぁ？

さやか＆辰巳＆佐々原：コロコロ……成功。

ＫＰ：だったら、正気度は減らないが、君たちの暮らす地下にも食屍鬼が巣くっている事実は、これからの日常生活に不安な影を落とすことだろうね。

佐々原：ものすごい嫌な気分になりますけど、いまはそれよりむったんが大事です！

ＫＰ：では、最後の〈追跡〉をしてもらおうか。これに成功すれば、ぶっちゃけクライマックスシーンにショートカットできるぞ。

佐々原：むったんのために、必ず成功させる。コロコロ……よし、成功です。

ＫＰ：では、君たちは足跡の最終地点にたどり着くことができた。睦ちゃんたちが上がっていったと思われる縦穴のハシゴを登り、重いマンホールのふたを持ち上げると……なんと、御津門学園の裏庭に出たぞ。

辰巳：やはり元凶はこの学園か……！

ＫＰ：ここから先は、乾いた地面のため足跡を追跡することは不可能だ。学園内のどこを、どのように探すのか、それは各自が知恵を絞って宣言してちょうだい。あまりのんびりしていると、いろいろ嫌なことが起きるかもね。




　とはいえ、名案の思い付かない探索者たちは、墓石のあったさやかちゃんの教室と、睦ちゃんが食屍鬼に遭遇した美術室の周辺に重点を置いて、地道に学園内を調べて回ることにした。




ＫＰ：御津門学園の校舎は四階建てで、一階は職員室や理事長室など。二階と三階が普通教室で、四階は特別教室となっている。では、美術室のある四階を調べているところで〈アイデア〉をしてくれるかな？

辰巳＆佐々原：コロコロ……成功！

ＫＰ：二人は四階の廊下に、ほのかに獣じみた腐臭のようなものを感じる。気づいた二人は、もう一度、〈アイデア〉をどうぞ。

辰巳＆佐々原：コロコロ……また成功！

ＫＰ：この臭いは、以前、平家塚で嗅いだあの怪物──食屍鬼たちの臭いに違いない。

辰巳：ど、どこにいるんだ……教室は全部見て回ったはずだよな。

ＫＰ：そうですな。それなりにきちんと見て回ったけど、食屍鬼なんてどこにもいなかったよ。臭いがするほど近くにいるはずなのに、なんかおかしいね。

さやか：隠し部屋とかがあるんでしょうか？

辰巳：そんなもの食屍鬼が学園内に作れるのか？

佐々原：もともとあったデッドスペースに、こっそり食屍鬼が棲み着いているとか……。

睦：むむっ、そういうのってありそう。

辰巳：ならば理事長室から御津門学園の図面を持ってきて、実際の四階と照らし合わせてみよう。

ＫＰ：それなら〈ナビゲート〉か〈図書館〉でどうぞ。

辰巳：コロコロ……〈図書館〉で成功したぞ。

ＫＰ：辰巳先生は、理事長室の資料棚をあさって、必要な図面を集めることができた。その図面によると……おかしいね。図面に比べて、廊下から見ると扉の数が一つ足りないよ。

辰巳：どういうことだ……隠し部屋とかそういうレベルじゃあないぞ。不自然に扉の間隔が空いていたりはしていないんだよな。

ＫＰ：そういうことはないね。普通なら、図面の方が間違っているのではないかと思うだろう。

佐々原：けど、食屍鬼の臭いがするんだし、この階のどこかに隠れているはず。もしかして、ここで寝たら、幻夢郷を経由して隠し部屋に行けるとか？

さやか：それなら悪夢で神託も聞けて、一石二鳥!?

辰巳：いやいや、こんなところで寝られるか！（笑）

ＫＰ：まあ、よく考えてくださいな。ショートカットしてきちゃったけど、おおむね情報は出そろっているよ。

辰巳：そうなのか……そろそろメモを見直してみるか。

さやか：いまこそ『女子高生探偵さやかメモ』が役立つときです！




　探索者はさやかちゃんのメモや、これまで出てきた資料の検討を始める。




睦：今回の食屍鬼は、明るいところでは人間の姿に見間違えてしまうらしいですよ。

ＫＰ：人の認識をずらして、そこにいるのが当たり前のように思い込ませてしまうとでも言えばいいのだろうか。子供が遊んでいるうちに、いつの間にか一人増えていても、誰が増えたのかわからないという怪談みたいな？

辰巳：ワシがアギフくんに食屍鬼の対処法を聞いたとき、どんなこと言ってたっけ？

ＫＰ：大切なことは、さやかちゃんみたいにメモしておかないと……まあ、〈アイデア〉に成功したら、正確に思い出せることにしてあげましょう。

辰巳：コロコロ……成功した。一語一句正確に覚えているぞ！

ＫＰ：アギフは「たとえ人の目を欺こうとも、彼らは闇の中では真の姿を現す。だが、人は闇を見通す術を持たない。なんとも、はがゆいことよ」と言ってたね。

睦：そう言えば、私が教室で食屍鬼に会ったときも、影になった途端、正体を現してましたね。

佐々原：ということは、暗闇にしたら隠し部屋の入口が見つかるはず！

ＫＰ：人は闇を見通す術を持たないのに、どうやって入口を見つけるというのかね？　はがゆいねぇ～。

さやか：そこは魔眼を持つ、この私がきゅぴーんと見つけちゃいます！

ＫＰ：（不気味に）食屍鬼の気配漂う、この夜の学園で……愚かにも明かりを消すということでいいのかなぁ～？

さやか：お、お願いします……。

佐々原：明かりを消しますよ……はいっ、消しました！

ＫＰ：ぼんやりと遠くに非常灯のみが光るだけで、廊下は闇に包まれ、自分の手さえも見えないほどだ。そんな中、さやかちゃんだけはモルディギアンに授けられた目によって、この闇を昼間のように見通すことができる。

さやか：どこかに扉は……？

ＫＰ：…………見つけた。美術室の隣に、これまで光の下(もと)で生きる者たちの認識から逃れていた扉が、闇によって姿を現していく。

さやか：辰巳先生と佐々原さんの手をとって、そちらに誘導することはできますか？

ＫＰ：大丈夫だよ。では、みんな隠された扉の中に入るということでいいんだね？

さやか：は、はい……（ゴクリ）。

辰巳：こうなったら行くしかないだろう。

佐々原：むったんを助けないと！







モルディギアンの納骨堂




さやか：部屋に入ったら、懐中電灯で照らします。

ＫＰ：そこは一見すると普通の教室のようだ。さやかちゃんがいつも使っている、見慣れた机やいすが部屋の隅に移動させられて、広いスペースを作っている。美術の教材である石膏像のモデルが置かれていて、生徒の作品らしいキャンバスが壁に沿って立て掛けられている。おそらく、もともとは第二美術室のようなものであったのだろう。

佐々原：むったんはいませんか!?

ＫＰ：そうだね、教室の中央に、睦ちゃんがまるで祈りを捧げるかのようにひざまずいているよ。

佐々原：すぐに駆け寄ります！

ＫＰ：もうちょっとだけ描写をさせてくれ。睦ちゃんの周りにはスケッチが広げられている。そのどれもが、さやかちゃんを描いたものだ。そのスケッチからは、さやかちゃんへのゆがんだ憧れと妄執が感じられる。

睦：やめて～、見ないで～！（泣）

ＫＰ：そして、そんな睦ちゃんが羨望のまなざしで見つめているもの──それは女性の胸像だ。石膏像の上に不純物の混ざった粘土を塗りたくり、別人に仕立て上げている。なんと、それはさやかちゃんの姿を模しているのだ。

さやか：「あれは……私なの？」

ＫＰ：しかし、その像には、さやかちゃんの秘めたる獣性が露悪的に表現されていた。いや、もしかするとそれは誰もが秘めている人間の本性そのものなのかもしれない……さあ、〈正気度〉ロールだ。

さやか＆辰巳＆佐々原：コロコロ……成功！

ＫＰ：さやかちゃんは自分自身の像なので、成功しても正気度を１ポイント喪失する。ほかの二人は減らないよ。

辰巳：今回、調子いいぞ！　やはり正気度70台は偉大だな！

睦：その像を崇めていた私も正気度は減りますか？

ＫＰ：なに言っているんだい。睦ちゃんの目には、あの像が美しい神の代弁者のように見えているのに、どうして〈正気度〉ロールなのかな？（ニッコリ）

睦：「ああっ、美しい。あれこそ私の求めていた真実の美！」

佐々原：むったんが……むったんが……ボクから遠い存在になってしまう。

ＫＰ：ところで、その獣性を帯びたさやかちゃんの胸像を見た、まともな探索者は〈医学〉か〈生物学〉をどうぞ。

辰巳：得意の〈医学〉で。コロコロ……うわっ、油断した。失敗だ！

さやか＆佐々原：コロコロ……失敗です。

ＫＰ：では、なにもわからなかった。ちなみに、胸像の頭部には長い髪の毛がまばらに埋め込まれている。あと、胸像の前には捧げ物のように、骨つぼが並べられているよ。

さやか：気持ち悪い……。

佐々原：とにかく、睦ちゃんを連れて、こんなところ出ましょう！

辰巳：そうだな、睦くんを正気に戻すため〈精神分析〉をしたいのだが……？

ＫＰ：ふむ、君たちが睦ちゃんを助けようと教室に入ると……懐中電灯に照らされていた石膏像の一つがゆらりと動いた気がする。

さやか：あたりを魔眼で警戒しますよ！

ＫＰ：いや……もはや、そいつらは姿を偽ろうとはしていない。光の下であっても、人間の獣性をカリカチュアライズしたかのような、犬じみた姿をあらわにしている。なぜなら、もはやここは彼らのテリトリーであり、神聖なる礼拝所であるからだ。現れた食屍鬼は三匹。しかも、そのうちの一体は前屈みの姿勢でありながらも、頭の高さは二メートルを軽く超える巨体であった。

辰巳：そ、そんな巨大な食屍鬼、初めて見たぞ!?

ＫＰ：巨大な食屍鬼は犬のような顔をさやかちゃんの顔に近づけると、目の奥をのぞき込むようにして、「巫女よ……われらが神、モルディギアンの納骨堂へようこそ」と語り掛けてから、ぎろりと黄色く濁った目を辰巳先生と佐々原の方に向ける。その瞬間、さやかちゃんは辰巳先生と佐々原の頭上に、永劫の暗黒の中で渦巻き、回転し、常に変化し続けている影が見えるのであった。

さやか：ふ、二人にも死の予兆が見える!!

ＫＰ：おや、それを二人に告げるのかい？

さやか：（口をふさいで）ひ、ひえ、黙っていまふ～。

ＫＰ：（じゃあ、二人は〈心理学〉だな。コロコロ……どちらも成功しているな）人の心を読むのに長けた辰巳先生と佐々原は、さやかちゃんの顔が青ざめたことに気づいた。必死に隠しているようだが、それはまるで死人と出会ったような顔つきだ。もしや、自分の頭上に例の死の予兆が見えているのではないだろうか……？

佐々原：そ、そんなこと気づきたくなかった！

ＫＰ：さて、食屍鬼と出会い、仲間や自分自身の死の予兆を察したことによる合わせ技の〈正気度〉ロール、気合い入れてロールをしてくれ！

全員：ぎゃあ～～～～～～～～っ！

さやか：コロコロ……成功です！

ＫＰ：二人に死の予兆を見てしまったことで、成功しても１ポイントの喪失だ。

さやか：そのくらいは覚悟していますけど、これで現在の正気度は56……ずいぶん減っちゃったなぁ。

辰巳：コロコロ……失敗！

ＫＰ：おっ、それはまずいね。死の予兆に気づいている人が失敗したら１Ｄ６＋１Ｄ４の正気度ポイントの喪失だ。

辰巳：くっ、この状況で狂気に陥るのはまずいぞ！　コロコロ……なっ、なにぃ、「９」だと!?

ＫＰ：おやおや、それだと不定の狂気にはならないけど、一時的狂気の可能性があるね。〈アイデア〉をどうぞ。

辰巳：よりによって、こんなときに。コロコロ……〈アイデア〉も成功してしまった。

ＫＰ：了解。狂気の内容はあとでまとめて決定しよう。佐々原の方はどうかな？

佐々原：ボクまで狂気に陥ったら〈精神分析〉をできる人がいなくなってしまう。コロコロ……うわっ、失敗！

ＫＰ：あはははは、こりゃあ大変なことになってきたな。佐々原も１Ｄ６＋１Ｄ４の正気度ポイントの喪失だよ。

佐々原：なぁに、ここで「２」を出せばいいだけの話です。コロコロ……「６」が出ちゃった。ボクも〈アイデア〉をロールします。コロコロ……成功。一時的狂気に陥りました～！（泣）

ＫＰ：ほう、これで〈精神分析〉をできる人はいなくなったな。二人の狂気はランダムで決定するか。コロコロ……コロコロ……おやおや、二人とも強迫観念にとりつかれたな。なにかに執着してしまい、冷静な行動がとれなくなってしまうわけだが──どんなものに執着するのかは、じっくり考えておいてね。

辰巳：恐怖で身動きができなくなるよりは、まだマシか……。

ＫＰ：さて、唯一、正気を保っているさやかちゃんはどうするのかな。君の行動に探索者すべての命運がかかっていると思ってね。

さやか：三人も正気じゃないなんて状況が悪過ぎます。ここは一度、穏便に撤退させてもらえないものでしょうか。

ＫＰ：どうやって交渉するつもりなの？

さやか：「あ、あの……私、まだすべての神託を聞いていないので、巫女にはなっていないんです。一度、おうちに帰って、モルディギアン様の神託を聞くために寝たいんですけど。あっ、私、枕が変わると寝られないので、ここで寝るのは無理ということで！」

辰巳：そうだな、あの神託を理解すれば、この納骨堂をどうにかする手立てが見つかるかも。

さやか：「そんなわけで、一度、帰らせてほしいなぁ～」

ＫＰ：すると巨大な食屍鬼は「わが神の声は、すでにおまえの心に刻まれているはず」と、かぎ爪をゆらりゆらりと動かす。すると、さやかちゃんはまるで催眠術にかかったかのように、頭がぼんやりしてきて、夢の中の出来事を鮮明に思い出せるようになるのだ。さあ、神託の最後の断片を受け取りたまえ。

さやか：よ、余計なことを……。
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ＫＰ：ちなみに、探索者が思い付けば、〈精神分析〉でも夢の記憶を引き出すことは可能であった。

辰巳：くっ、そう言えば〈精神分析〉でそんなこともできたな。

佐々原：せっかく神託がそろったけど、よく意味がわからないね。

さやか：【揺らぐは、対極が交差するとき】というのは、対極が交差するとき、辰巳先生たちの死の予兆をはらうことができるという予言ではないでしょうか？

佐々原：なるほど、対極が交差──つまり、夜と昼の交差する、明け方になれば食屍鬼を追い払える!?

睦：食屍鬼って、そんな『ホビットの冒険』のトロールみたいなことになるのかなぁ？

ＫＰ：夜が明けるには、あと十時間はかかるよ。

辰巳：だいたい、モルディギアンだって、自分の巫女に逃げられるような神託を与えないだろう。

さやか：……そういうばそうですね。じゃあ、この神託ってなんだったんでしょう？

睦：バスの事故からチカぽんを救えるってことを伝えたかったんじゃないのかな。生と死の交差するときに、死の予兆が揺らいで、運命を曲げることができる──みたいな？

ＫＰ：はい、それで正解です。

さやか：催眠術までかけてもらったのに、意味なかったですね。




　ここでプレイヤーたちは長考に入った。睦ちゃんを追うために、事件解決に必要な情報を得るイベントをショートカットしてしまったのではという不安がみんなの動きを鈍らせてしまっていたようだ。




さやか：そもそも、なんで私が巫女に選ばれたのでしょう？

睦：やっぱり、『屍食教典儀』を研究して、真の知恵を得ようとしていたからじゃないかな。教室で会った食屍鬼も、そんなことを言ってたよ。

さやか：じゃあ、私はそんなつもりはなかったって素直に断ってしまうのはどうでしょうか。アギフちゃんの話だと、モルディギアンは公正だっていうし、実際、話の通じる神様だったし……。

辰巳：確かに、アギフくんも『かの神を望まぬならば、自らの行動でその意志を示せばよい』と言っていたな。

佐々原：けど、そのあと、「断るのなら、なぜ魔道書なんか読んだのだ」って、アギフちゃん半ギレだったよ？

さやか：だから、私が魔道書を読んだのは、キーパーの陰謀なんですってば。

ＫＰ：あ～、まぁ～、そのぉ～、魔道書を読んだきっかけについては、今回のシナリオでさやかちゃんの非を責めるようなことはしないし、謎解きにも関係ないので、気にしないでいただきたい。

さやか：じゃあ、きっぱりと言ってしまいます。「『屍食教典儀』を読んだのは、私たちの身に降りかかる事件の真相を知るために必要と思ったからで、モルディギアンの巫女になりたかったわけじゃないんです！」

ＫＰ：ふむ……そんなさやかちゃんの訴えを聞くと、「なんと愚かな……」と、巨大食屍鬼は驚いたように、前屈みの体を後ろにのけぞらせる。

さやか：この隙に逃げましょう！（笑）

ＫＰ：逃がすものか。いままで比較的穏やかだった巨大食屍鬼だけど、グルグルと不機嫌そうにうなりながら、さやかちゃんをさげすんだ目で見下ろす。「巫女に選ばれた栄誉を自ら捨てるというのか？」

さやか：「望んで選ばれたわけではありません！」

ＫＰ：「そうか、ならいいだろう……幸いなことに、新たな巫女は、すでにわれらが納骨堂にやってきているのだからな」と、巨大食屍鬼は睦ちゃんの頭に大きな手をぽんと置いた。

さやか：「その子は違うんです！」

ＫＰ／食屍鬼：「モルディギアンを拒絶した貴様の言葉などに耳を貸すつもりはない。そして、わが神は、穢(けが)れた巫女の屍を望んでいる」

さやか：「そんなことないはずです。モルディギアンは公正な神様のはずでしょ!?」

ＫＰ：「その通り。わが神は〝屍〟のみを欲し、不当な〝死〟を与えず。ならば、われらが〝屍〟にすればいいだけのこと……」と、巨大食屍鬼はこれまで隠してきた本性である恐ろしい獣性をあらわにする。ほかの二体の食屍鬼も、よだれをしたたらせながら辰巳先生と佐々原を取り囲むよ──ちなみに、戦っても99％勝てないことは誰にでもわかる。

さやか：な、なんだか状況が悪化しただけのような。

ＫＰ：この瞬間、さやかちゃんは自分の周りにも例の死の予兆が見えるようになったぞ。

さやか：うううっ、大ピンチ……。

ＫＰ：おっと、忘れていたけど、そろそろ辰巳先生と佐々原にも、強迫観念の内容を決定してもらおうかな？

辰巳：不安にさいなまれて、とにかくこの場を逃げ出すというのを考えていたが、さやかちゃんが食屍鬼に狙われるようになったとなれば、それはやめた方がよさそうだな。

佐々原：キーパー、むったんを助けることに執着してしまい、なりふりかまわず連れて帰ろうとしてしまう──というのはどうでしょうか？

ＫＰ：まあ、狂気の解釈としてはギリギリオッケーかな。

辰巳：そうだな、ワシも学園の生徒を傷つけるわけにはいかないと、冷静さを失って、たとえ嫌がっていたとしても睦くんを強引に引っ張っていくことにしよう。行き過ぎた保護欲は、裏返れば狂気にもなるという感じで。

ＫＰ：普通ならば異常行動だけど、この状況では正しい行動というわけだね。まあ、あまりに追い詰められているから、そのくらいは認めましょう。ただし、二人は睦ちゃんを連れ帰るということ以外の行動はできないからね。

辰巳＆佐々原：了解。

ＫＰ：状況を整理すると──睦ちゃんは、さやかちゃんを模したと思われる胸像に一心不乱に祈りを捧げている。辰巳先生と佐々原は目をグルグルさせながら、周りの食屍鬼を無視して、そんな睦ちゃんを強引に連れ出そうとしている。最後に、さやかちゃんは機嫌が悪くなった巨大食屍鬼とにらみ合いを続けているわけだ。

さやか：ちょっとでも逃げられそうなら、私も睦ちゃんを連れて逃げるつもりです。

ＫＰ：どう見ても絶体絶命な状況なのだけど──真の絶望は、まだこれからなのだ!!

全員：ええ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～っ!?

ＫＰ：さやかちゃんがモルディギアンの巫女となることを拒絶すると、納骨堂の祭壇に飾られている、君の胸像の背後に何者かの気配を感じる。それは、永劫の暗黒の中で渦巻き、回転し、常に変化し続けている。蟲のような円筒形で、竜のように巨大だった──

さやか：まさか、神様降臨!?
















ＫＰ：その円筒形の正体が、ようやくわかった。それは人間、いや巨人の姿だった。ただし、その巨人に手はなく、足もなく、頭に当たる部分には目もなかった。蟲のような、丸太のような、そんな巨人の姿だった。しかも、これまではさやかちゃんの言葉でしか語られなかったものが、巫女以外の人間──つまり、辰巳先生や佐々原、そして真の美を求める睦ちゃんにも、はっきりと見えるのだ。

佐々原：やめて～～～～～～っ!!

ＫＰ：納骨堂の神ともいわれるモルディギアン。いま、この神を崇拝するものはほとんどおらず、一部の食屍鬼が崇めるのみ。ただし、はるか先の時代においては、その限りではない……が、君たちは気づくだろう。かの神をそう記した『屍食教典儀』が三百年以上も前に書かれた、古い魔道書であることを。はるか先の時代とは、いったいいつの時代を指しているのだ？　もしかして、それはいまこのときではないのか？

睦：私がモルディギアンに祈ってしまったから、今日からメジャーな神様になってしまうとか？

ＫＰ：どのようになるかは、みんなの行動次第。モルディギアンとの邂逅、そして巨大な運命の交差に立つことに気づいた探索者は〈正気度〉ロールだ。ここは睦ちゃんにもやってもらうぞ！

辰巳：これは失敗できんぞ。まずは正気度の一番高いワシから。コロコロ……うっ、失敗！

さやか：せめて、私だけでも正気でいないと。コロコロ……にゃあっ、失敗!?

佐々原：もう正気度46しかないんですよ。コロコロ……失敗です～。

睦：ちょ、みんな失敗なの？　なんか全滅の予感。コロコロ……失敗です。私、正気度21しかないんだもの！

ＫＰ：おやおや、〈正気度〉ロールに全員失敗するとは珍しいね。しかも、この最悪のタイミングでとは運が悪い。

辰巳：最悪のタイミングで、最悪の流れだぞ。なんてこった……。

ＫＰ：モルディギアンの気配を察した探索者たちは、〈正気度〉ロールに失敗すると１Ｄ10の正気度を失う。本体が降臨したわけでもないので、そこまで減る量は多くないのだ。

辰巳：コロコロ……くっ、「８」だ。〈アイデア〉の方は、コロコロ……成功。残り正気度は55。一時的狂気と不定の狂気、両方に陥った。

佐々原：コロコロ……ひえっ、「10」です。〈アイデア〉は、コロコロ……よしっ、失敗。でも、残り正気度は36になって、当然、不定の狂気にも陥ります。

さやか：コロコロ……私も「９」なんか出ちゃいました。〈アイデア〉はコロコロ……成功。一時的狂気です。

ＫＰ：さやかちゃんも不定の狂気になるのかな？

さやか：いえ……あと１ポイント減っていたら不定の狂気でした。ギリギリセーフ！

睦：コロコロ……むはっ、私も「10」です。モルディギアン様、正気度減らし過ぎですよ！

佐々原：むったん、残りの正気度は!?

睦：まだ11残っています。一ケタにならなければ大丈夫！

佐々原：いや、全然駄目だから！（泣）

睦：〈アイデア〉は、コロコロ……こちらは失敗です。不定の狂気だけですね。




　なんと、モルディギアンを見た探索者たちは、全員が狂気に陥るという結果となってしまった。

　こうなると症状を決めるだけでも一苦労だ。シナリオで設定されている狂気はすでに発症していたので、グレート・オールド・ワンのお導きに任せて、ランダムで決定したところ──

　さやかちゃんは、一時的に異常性癖に目覚めることになった。そこで、さやかちゃんは、睦ちゃんに性的な魅力を感じることにする。まあ、無難な内容で、比較的まともな行動がとれる症状であった。

　辰巳先生は不定の狂気で、周りのものがなんでも恐ろしいモノに見えてしまうようになる。もっとも、この納骨堂には恐ろしくないモノの方が少ないのだけど……また、一時的狂気で反響動作になったため、隣にいる佐々原の動きをまねすることで、現実逃避と不安解消をしていることにした。

　佐々原は非常に利己的な人格が目覚めてしまい、周りのことなど考えない人間となってしまった。とはいえ、佐々原にとって最大の利己行為は、溺愛する睦ちゃんを独占することである。結果、辰巳先生と競い合うように睦ちゃんを連れ出そうとするだけで、これまでの行動とあまり変化はなかった。

　最後、睦ちゃんは外見のコンプレックスにさいなまれていた感情が、モルディギアンの巫女に選ばれたショックによって反転して、突如、猛烈にポジディブ思想の強気な性格に変身してしまったのだった。

　さて、この状況──いかに収拾をつけるのか。キーパーも頭が痛くなってきたぞ。




佐々原：ボクは「さあ、むったん帰ろう。すぐ帰ろう！」って、むったんの手を引っ張ってます。

辰巳：ワシも同じように「さあ、むったん帰ろう。すぐ帰ろう！」と、佐々原に負けずに引っ張っているぞ。

睦：痛いです、両方から引っ張らないでください。

ＫＰ：先に手を離したものこそ、睦ちゃんの母親と認めよう（笑）。

さやか：「なにをしているんですか。むったんが痛がってます！」と、私も割って入ります。「さあ、むったん、私と一緒に行きましょ～？」

睦：さやかちゃんの目つきがおかしいよ～。

ＫＰ：「この圧倒的なカリスマ……さすがは神に選ばれた巫女だけある」と、巨大食屍鬼もご満悦だが、睦ちゃんを君たちに返すつもりはない。巨大な手でグイッと巫女に群がる羽虫どもを押しのける。

辰巳：うう～む、睦ちゃんが新しい巫女として選ばれているのでは、いかんともしがたいな。

佐々原：睦ちゃんが納骨堂から離れられるような、うまい口実はありませんかね。

睦：いまの狂気の内容じゃあ、それは無理だと思うよ。狂気の内容を都合良く解釈し過ぎるのもいけないと思うし。

さやか：じゃあ、このまま全滅してしまうのでしょうか……？

佐々原：新しいシーズンが始まったばかりなのに！

ＫＰ：ひどい状況だと思うけど、まだ全滅確定というわけではないよ。そう決まっているのなら、ボクはとっくに描写を進めているからね。

さやか：まだ逆転のチャンスが残っている？

辰巳：もう一度、これまで得てきた情報を整理してみるか。




◆むったんのワンポイントスケッチ「狂気と探索者の行動」

　どうも、好きなクレージーキャッツのメンバーは植木等な、むったんです。

　狂気に陥った探索者にどんな行動をさせるかは、なかなか難しいものです。

　キーパーのプレイスタイルによっては、狂気に陥った探索者は半分ＮＰＣとして扱い「こういう行動しかできない」と決めてしまうキーパーもいるでしょう。

　このキーパーのゲームでは、プレイヤーは狂気の内容をこじつけて、なんとか探索者の行動を事件解決や生還ルートに乗せようとしています。そして、キーパーもそのへんは割と甘めに許可してくれていますね。

　あまり厳し過ぎると、探索者が狂気に陥るたびに死亡か、バッドエンドなんて展開になってしまうかも。

　かといって、あまり甘過ぎると、狂気に陥ることへの緊張感がなくなり、馴れ合いのゲームになってしまいます。

　狂気をピリリッと刺激のある緊張感を高めるためのスパイスにするか、それとも、真面目だったストーリーにドタバタ悲喜劇を盛り込む起爆剤とするのか──それはキーパー次第です。

　このように狂気の解釈には、キーパーとプレイヤーのバランス感覚が大切ですが、どちらにしろ最終的にはキーパーの判断に従うのが大原則ですよ。

　そして、絶対に忘れてはいけないのは、狂気のルールがゲームを盛り上げるためにあることです。そこにはユーモアが必要であると『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』の92ページ「狂気をプレイする」にも書かれています。いくら狂気に陥ったからって、周りの人を不快な気持ちにさせてはいけませんよ。








　これまで乗り越えてきた危機の中でも、かなり絶望的な状況で、　プレイヤーたちは生き延びるための手掛かりを求め、資料やメモをひっくり返す。

　そして、答えは意外なところから出てきた。




佐々原：……そうか、ひな祭りだ。ひな祭りの人形だよ！

さやか：ふえっ、どういうことです？

佐々原：アギフちゃんとデートしたときにもらった、ひな祭りの資料に『災いを避けるため、自分の身代わりの人形を川に流すことで厄をはらう』ってあるよね。だから、さやかちゃんの屍の代わりに、祭壇の胸像を捧げれば、呪術的にモルディギアンは満足してくれるのかも。

辰巳：ふむ、あのひな祭りのシーンは、この伏線だったのか。

睦：む～っ、なるほど。私たちは胸像を見たときの〈医学〉に失敗したからわからなかったけど──たぶん、あの像って、盗んだ骨つぼの骨とか、さやかちゃんの髪の毛を粘土に混ぜ込んで、限りなくさやかちゃんに似せて作った像のような気がするんですよね。

辰巳：さやかちゃんの家のゴミをあさったのは、像を造るために必要な髪の毛が狙いだったというわけか。

さやか：ううっ、気持ち悪い……やっぱり、ストーカーじゃないですか。

辰巳：モルディギアンは公正な神だというから、それで納得するかもしれんが、食屍鬼たちは納得してくれるのだろうか？　怒って、ワシらを皆殺しということにならないか？

佐々原：それは……神様も帰ったんだから、一緒に帰ってくれることを願うしか……。

全員：う～～～～～～～～～～～ん。

ＫＰ：そろそろ行動を決めてもらおうかな？

さやか：少なくとも、佐々原さんの作戦でモルディギアンはどうにかできると思うんですよ。ここは一つでも脅威を減らすということで、胸像をモルディギアンに投げてみませんか？

辰巳：そうだな……それしかないか。

ＫＰ：でも、この全員が狂気に陥っている状況で、誰がどうやって胸像を投げるのかな？

全員：ううう～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ん。

睦：…………そうだ。ここは強気キャラにジョブチェンジした私が「こんな穢れた巫女の像なんていらないわ！」って、モルディギアンに投げつけるというのはどうかな？

全員：おおっ、それだぁっ!!

睦：「モルディギアン様、さやかちゃんなんかより、私を見て。私の方が美しい！」といって、さやかちゃんの胸像をモルディギアンに投げつけます！

ＫＰ：すると、さやかちゃんの胸像はモルディギアンの体内に吸い込まれる。それから、ギュルギュルとなにかを吸引しているような不気味な音がする。いったいなにを吸引しているかは……想像しない方が身のためだろう。

さやか：耳をふさいでますよ！

ＫＰ：やがて音が消えると……そのままあっけなく神の姿は消えていくのであった。

全員：き、消えてくれた～～～!!

睦：モルディギアン様はいなくなったけど……食屍鬼たちはどんな反応ですか？（おそるおそる）

ＫＰ：………食屍鬼たちは愕然としているようだね。「われらが神は満足され、去ってしまった」

佐々原：あっ、満足してくれたんだ！

ＫＰ／食屍鬼：「まだ早かったのか。われらが神を迎える時ではなかったのか」

さやか：「公正なるモルディギアンは去りました。あなたがたも神に従って、ここから去りなさい！」

ＫＰ：さやかちゃんがそう叫ぶと、巨大食屍鬼は恨めしそうな目でギロリとにらみつけてくる。

さやか：「去ってくれると……うれしいかな～、みたいな？」

ＫＰ／食屍鬼：「穢れた巫女よ……そなたの〝屍〟は、すでにわれらが神に捧げられた。ならば、われらも神の供物に手を出すことは望まぬ。仲間を連れて、早々にここから立ち去れ」

さやか：「この子も連れて行きますよ」って、むったんの手を引っ張りますけど。愛情いっぱいで。

ＫＰ／食屍鬼：「わが神が去ったということは、その娘は巫女には選ばれなかったようだ。好きにしろ」

睦：「そんな、私は巫女よ。さやかちゃんよりも美しい巫女なの！」

さやか：「うんうん、むったんはかわいい、かわいい」

佐々原：「かわいい、かわいい」

辰巳：反響動作なので、ワシも「かわいい、かわいい」と言ってるわけか。

睦：みんながそう言ってくれるのなら、満足して帰ります（笑）。

さやか＆辰巳＆佐々原：さあ、逃げろ～～っ!!




ＫＰ：──かくして、君たちは認識をずらされた学園の教室にひそかに作られたモルディギアンの納骨堂から生還することができた。

辰巳：食屍鬼たちはどうなったんだ？

ＫＰ：モルディギアンの加護を失ったことで、さやかちゃんの魔眼も失われてしまった。よって、もう食屍鬼の納骨堂の位置を知ることはできない。しかし、図面によれば、やはり四階の教室が一つ足りないことに変わりはない──つまり、まだ食屍鬼は学園に潜み続けているのかもしれないね。

睦：「実はまだ四階にいるのです」ってオチですか（笑）。

辰巳：つげ義春の『李さん一家』じゃないんだから。嫌だよ、自分が理事長代理をしている学園に食屍鬼が棲んでいるなんて。

さやか：何度も言いますけど、私はそんな嫌な学園に通っているんですが……。

佐々原：こうして御津門学園の七不思議がまた一つ増えるわけだね。

ＫＰ：とはいえ、モルディギアンに見初められた少女──さやかちゃんは無事に日常生活に戻ることができる。魔眼は消えたけど、呪文などは覚えたままでいいよ。

さやか：動物の足を不自由にできてもうれしくありません。

辰巳：……結局、アギフくんは何者だったんだ？

ＫＰ：彼女も、つげ義春風に言えば、「実はまだるるいえ堂にいるのです」だよ。

辰巳：ふーむ、正体は明かされないまま、次回も登場するというわけか。

さやか：アギフちゃんのアドバイスは役に立ったので、悪い人じゃないと思うんですけどね。

ＫＰ：さて、いろいろあったけど、さやかちゃんをモルディギアンから解放することのできた探索者は──

全員：ごくり。

ＫＰ：正気度を１Ｄ20獲得する。

佐々原：う、う～ん、少なくはない……少なくはないのですが、１Ｄ20は振り幅が大き過ぎて怖いのでやめてくださいよ～。何度でも言いますが、そういうときは２Ｄ10でもいいのですよ？

ＫＰ：（華麗にスルーして）そして、さやかちゃんはモルディギアンから解放されたことにより、今回はご苦労さまのボーナスとして正気度を１Ｄ６獲得する。

さやか：それはうれしいおまけですね！

ＫＰ：また、死の予兆をはらうことに成功した探索者──つまり、バスに乗り合わせた睦ちゃんにはボーナスが与えられる。ただし、二人の犠牲者が出たことにより、ちょっとだけペナルティーを受けて１Ｄ４の獲得だ。

睦：それは仕方ないでしょう。犠牲者を出したのに、正気度が回復するだけでもありがたいです。

佐々原：くっ、ボクもそこにいれば……。

睦：いやいや、タマ兄。あそこにいたら事故現場とか食屍鬼とか目撃して、１Ｄ４じゃあ絶対に赤字になるからね。私なんてあそこにいたせいで、合計６ポイントも正気度が減ってるんだから！

ＫＰ：あと、睦ちゃんはシナリオ開始時に回復していなかった外見コンプレックスの狂気が、シナリオ終了時に完治するので、正気度を１Ｄ３ポイント回復させておいてくれ。

睦：外見コンプレックスの代わりに、今度は強気キャラになってしまったわけですけど……でも、１Ｄ20＋１Ｄ４＋１Ｄ３の正気度回復かぁ。これはダイスのロールにも気合いが入りますね！

ＫＰ：じゃあ、そろそろ泣いても笑っても一発ロールの１Ｄ20をやってもらおうかぁ！（笑）




◆むったんのワンポイントスケッチ「モルディギアン」

　どうも、好きな寺院は龍安寺な、むったんです。

　納骨堂の神様、モルディギアンは『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ マレウス・モンストロルム（エンターブレイン刊）』に紹介されているグレート・オールド・ワンです。礼拝所でもある納骨堂で屍が捧げられることを待っていること以外、どんな神様なのかはさっぱりわかりません。ただ、公正な神様であることは間違いないようです。

　本編で何度も語られているフレーズである「ただし、はるか先の時代においては、その限りではない」というのは、はるか未来の世界、ゾシークのズル＝バー＝サイールの都市にて、モルディギアンが崇められることを暗示しています。ゾシークのモルディギアンについてもっと詳しく知りたい方は、クラーク・アシュトン・スミスの『ゾティーク幻妖怪異譚（東京創元社刊）』に収録されている短編小説「死体安置所の神」を読んでみてくださいね。








　悲喜こもごものダイスロールの結果、探索者の正気度はこのようになった。

　なお、辰巳先生は技能の経験ロールで〈図書館〉が90％を超えたため、正気度を５ポイント獲得している。




　さやか：シナリオ終了時47ポイント＋獲得20ポイント＝合計67ポイント（開始時から-2ポイント）

　辰巳　：シナリオ終了時55ポイント＋獲得10ポイント＝合計65ポイント（開始時から-7ポイント）

　佐々原：シナリオ終了時36ポイント＋獲得10ポイント＝合計46ポイント（開始時から-5ポイント）

　睦　　：シナリオ終了時11ポイント＋獲得24ポイント＝合計35ポイント（開始時から+6ポイント）




辰巳：１Ｄ20で「５」だと……ありえん。〈図書館〉を90％にして２Ｄ６を足しても、たったの10ポイントの回復なんて……こんなの絶対にありえない！

睦：むは～～～～っ！　睦の人生で最高の正気度獲得です。一気に正気度30台になりましたぁ！

佐々原：むったんが回復してくれるのはうれしいけど、ボクはいまいちだったなぁ。せめて50台にしたかった。

さやか：私はたくさん減って、たくさん回復したけど、トータルは赤字という結果に……とほほ。

ＫＰ：いやいや、それはさやかちゃんがゲームで大活躍した証拠だよ。

辰巳：納骨堂で17ポイントも減らされなければ、それ以外では一度も正気度減っていなかったのに……。

ＫＰ：今回、正気度喪失のバランスは甘めのボーナス回だったはずなのにねぇ。

睦：みんなモルディギアンを見たときのダイス目が悪すぎでしたね。１Ｄ10で出目の平均が９を超えているって、どうかしてると思いますよ。

ＫＰ：まあ、三人が赤字となったけど、睦ちゃんが復活したのはなによりだな。

睦：この奇跡の出目は大きいですね。正気度が11になったときはどうなることかと思いましたが。

ＫＰ：では、今回のゲームはこれでおしまいだ。次回、アギフの正体が判明するかどうか、お楽しみに！

さやか＆佐々原＆睦：お疲れ様でした～！

辰巳：うぬぬ、やっぱりこの１Ｄ20の出目だけは納得できん。コロコロ……「16」。くっ、なぜこの目が本番で出ないのだぁ～。










第一話終了・睦(むつみ)ちゃんとの反省会




睦：いつの間にやら、第六シーズンですねぇ。

ＫＰ：ここまで続けられたのも、ひとえにファンの方々のおかげかと。感謝、感謝だ。

睦：新しいキーパースクリーン（『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ キーパーコンパニオン改訂新版』付属）が発売されたり、まさかの『ミスカトニック大学』が翻訳されたりと、どんどんプレイ環境が充実していますものね。

ＫＰ：ボクも長年愛用してきた自作キーパースクリーンをやめて、今回のキャンペーンから新しいキーパースクリーンを使っている。これって背が低いから、プレイヤーのダイス目とか、いまどんな資料を読んでいるのかとか、スクリーン越しに見えていいんだよね。

睦：そして、リプレイの第六シーズンのテーマは「魔道書（ぐりもあーる）」というわけですか。

ＫＰ：うん、基本に返って、クトゥルフ神話らしいテーマにしてみた。

睦：アギフはいったい何者だったのでしょう？

ＫＰ：彼女は第六シーズンの裏テーマ的なＮＰＣだと思ってくれれば。敵か味方かわからない謎の少女。

睦：タマ兄はまったく敵とかいう考えはなかったようですけどね。

ＫＰ：佐々原のああいうブレのないところはいいよね。口先ばかりじゃなくて、どんな状況でもフェミニストを貫くのはたいしたものだ。

睦：じゃあ、あの強力なアーティファクトのペンタポッドも、いまの時点では関係のないアイテムだったわけですね。

ＫＰ：今後、役に立つのかどうかは内緒だけどね。

睦：フィブラみたいな、もっと持ち運びやすい形をしていたら、すごい便利なアイテムなんですけどねぇ。

ＫＰ：そりゃそうだ。

睦：それにしても、今回、私は奇跡の正気度大回復をしましたが、ゲームの途中では引退も覚悟していましたよ。

ＫＰ：クライマックスでは、みんな景気よく正気度が減ったねぇ。

睦：ホントにあの出目のひどさはモルディギアン様の呪いかと思いましたよ。途中まではみんな調子よくて、これはボーナスシナリオかもとか思っていたのに……。

ＫＰ：実際、そんなに正気度の減るイベントは多くなかったんだけどね。バス事故の現場にも、睦ちゃんとさやかちゃんの二人しかいなかったし。

睦：チカぽんを、探索者四人で守るという流れには持っていけなかったですね。

ＫＰ：そうかぁ……みんなの性格からして、がっちり千香を守るような行動に出るかと思っていたのだけどね。

睦：あそこに〈医学〉や〈信用〉の得意な辰巳先生がいれば、犠牲者はもっと減らせたでしょうけど。

ＫＰ：ボクとしては、佐々原が自分の車でバスと併走しながら周りを警戒するような展開を期待していた。突っ込んでくる車の間に割り込んで、身を挺して止めるカーアクションとか燃えるよね。

睦：む～～っ、そんな無茶な……それに、アギフの真意を聞き出すという行動は、やっぱりやっておいてもらいたかったですよ。あのシーンでの分散行動は、一番良い形になっていたと思いますよ。

ＫＰ：まあ、そうかもね。アギフという謎のＮＰＣがいるせいで、明確な正解の行動が見つからず、分散行動をするとか、みんなが適度に悩んでくれたのならば、ボクの狙い通りという感じだな。

睦：底の見えないＮＰＣというのはムズムズしますよ。まあ、アギフくらい怪し過ぎると、しばらくは放っておいても悪さはしないだろうという、変な安心感はありますけど（笑）。

ＫＰ：そこはボクも意識していた。アギフのことは、本気で怪しんでもらいたいとは思っていなくて、「ちょっと気になるな」くらいで十分だと思っている。ああいうＮＰＣが出しゃばり過ぎても、プレイヤーはうざったいと思うか、混乱するだけだし。

睦：そのへんの距離感はわかってて、ほどほどに相手をしていたかと思いますよ。さやかちゃんを含めて、もうみんなベテランの探索者ですからねぇ。

ＫＰ：でも、いくらベテランといっても、事故現場から食屍鬼を追いかけるというのは大胆な行動だったよな。佐々原なんか、本気で動揺していたよ。

睦：あのときは、なんとなく、「ここはいけるシーンかな？」と思ってました。

ＫＰ：まあ、思いがけない行動で、シナリオを大きくショートカットするというのは、筋道のないＴＲＰＧならではの楽しみだよね。『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』でやるのは勇気がいるけど。

睦：キーパーの性格によっては、淡々と「君の探索者は食われて死んだ」と処理されても不思議ではないかも。

ＫＰ：そりゃそうだ。今回の食屍鬼の目的は、人間を食べることよりも、モルディギアンの信仰を深めることにあったから助かっただけで……もっと肉食系の食屍鬼だったら、あっさりと夜食にされていたよ。

睦：学校の美術室で食屍鬼に勧誘される伏線があったので、いきなり食べられるような展開にはならないと判断しました。

ＫＰ：うん、その読みはピタリと的中だったね。

睦：私がいなくなったあと、みんなはたぶん最短ルートで学校の祭壇に行ったと思いますけど、あそこですぐに地下道に突入しなかったらどうなっていたんです？

ＫＰ：あんまりモタモタしているようだったら、モルディギアンの祭壇にいる悪影響で、睦ちゃんの正気度を１Ｄ10ポイントくらい減らすつもりだったよ。

睦：正気度がゼロになっちゃう！

ＫＰ：この第六シーズンはキャンペーンじゃないから、いつでも探索者をロストさせることができるのさ。ああっ、この素晴らしい開放感！（笑）

睦：なんて恐ろしい……まあ、私もそのくらいのヒリヒリするようなバランスが好きですが。

ＫＰ：あそこで、すぐに地下道を追跡する探索者たちの勇気に免じて、今回は無事な睦ちゃんと対面させてあげた。君は、もっと佐々原に感謝することだね。

睦：あそこで私が死んでいたら、タマ兄は再起不能になりそう。

ＫＰ：『るるいえとらべらーず』で月森を救えなかったのを、いまだに気にしているくらいだからねぇ。

睦：それにしても、今回の神様は案外と話のわかる方でしたね。

ＫＰ：ずっと「公正な神だ」って強調していただろ？

睦：それはそうなんですけど、クトゥルフ神話の神様にしては珍しいなって。アトラック＝ナチャにとんちで許してもらったのと同じ感覚です。

ＫＰ：モルディギアンとアトラック＝ナチャは、どちらもＣ・Ａ・スミスの作品に登場する神様でね……もしかすると、スミスの創造した神様は優しいのかも。

睦：どこか愛嬌のあるツァトゥグアも、スミスの作品でしたっけ？

ＫＰ：そうそう、あれもスミスだ。

睦：むむ～っ、これからは神様の出典にも気をつけないといけないですね～（笑）。

ＫＰ：もちろん、キーパーによってはモルディギアンやアトラック＝ナチャを無慈悲な神として登場させることもあるだろう。「出典はこうだから、こういう神様のはず」というのは、よくない思い込みだね。

睦：それぞれの作品で設定に矛盾が潜んでいるのも、クトゥルフ神話らしさですからねぇ。




　第一話は、「まだ、御津門学園の教室に潜んでいるのかも……？」というオチがついてボクが思っていたよりも学校の怪談っぽくまとまった。

　これまで何度か挑戦している、『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』における学園モノでも、成功した部類に入るのではないかと自画自賛してみたりして。

　さて、お次のシナリオは、そんな学園モノの成功の勢いに乗って、これまで避けていた存在を扱ったゲームにしてみたいと思う。

　プレイヤーたちにはなじみがあるのに、なぜか探索者たちとは縁の遠い存在──それは「警察」だ。

『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』において、警察というのはいろいろと物議を醸す存在だと思う。

　最大の問題は、警察をあまり便利に使われると、探索者が事件に関わる必要がなくなってしまうという点だね。警察に丸投げして、探索者は安全地帯から高みの見物では、ちっともゲームは面白くならない。

　一般人である探索者が警察に頼るのは合理的かもしれないけど、ゲームが盛り上がるかと言えば、それはいまいちな行動かもしれない。

　そのせいか、『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』では「警察は役立たずである」という暗黙の了解が定着している気もするね。せいぜい、探索者が調査をしている事件についての話を聞きに行ったり、捕らえた狂信者を突き出すくらいしか利用されていない。

　もう一つの問題として、探索者たちは人知を超える宇宙的恐怖を相手にしているのだから、常識人の代表である警察に、自分たちの置かれた状況を説明できるわけもない。ヘタをすれば不審人物として目を付けられて、面倒なことになるかも。

　だから、るるいえ堂の探索者たちも、これまで積極的に警察に関わろうとはしてこなかった。

　そして、キーパーであるボクも、ゲーム内における警察の存在感はそのくらいで十分だと思っている。そもそも警察は人間の起こす事件で忙しくて、得体の知れない宇宙的恐怖なんかに関わっている暇はないのだ。




　ただ、今回のシナリオは、クリーチャーではなく人間が探索者の敵となる内容にしたいと思っている。

　そうなると警察は無視できない存在となるだろう。人間が起こした事件を通報するのは、当たり前の行動だし、それをあえてさせないようにするのも無理がある。

　だったら、逆にこれまで敬遠してきた「警察」も、シナリオに組み込んでしまおうと思ったわけだ。

　たまにはこういうシナリオもいいだろう。

　イメージとしては、さやかちゃんの大好きな探偵モノみたいになるといいかな。

　探索者の仕事は、警察に事件の真相を伝えること。

　警察は事件の捜査はほとんどしないけど、逮捕すべきと判断したら、ちゃんと動いてくれるというわけだ。

　どれだけ格好良く、警察の前で相手の悪事を暴露するか……そのあたりを、女子高生探偵のさやかちゃんに期待したいところだね。実は、佐々原のプレイヤーも『名探偵コナン』とかのノリは大好きだったりするから、きっと機転を利かして、うまくプレイしてくれるだろう。




　もちろん、これまでの「警察は役立たず」という暗黙の了解を崩すわけだから、そのことをプレイヤーたちに事前にしっかり説明しておかないといけない。

　これまで何度も言っているけど、シナリオのテーマはネタバレになるくらい事前に伝えておいた方が無難だ。キーパーだけがわかっていて「あとはゲームを始めてからのお楽しみ」なんていうのは、結局、プレイヤーにテーマが何も伝わらずに失敗に終わることが多い。

　これはボク自身が何度も痛い目にあって覚えた教訓だよ。




















スタイリッシュな探索者たち




ＫＰ：今日はゲームを始める前に、いつもよりしっかりとシナリオの傾向についての前置きをさせてもらいたい。

さやか：おや、あらたまってどうしたんですか？

ＫＰ：えーと、今回のシナリオは、これまでプレイしてきたような、どっぷりと宇宙的恐怖に漬け込まれて、正気度をガリガリ削られていくようなタイプのものではありません。

佐(さ)々(さ)原(はら)：なんと、それはいいことを聞いた！

ＫＰ：ホラーとかミステリーというより、刑事ドラマにノリが近いかも。クリーチャーを相手に阿(あ)鼻(び)叫喚(きょうかん)な一夜を過ごすとかではなく、大都会でいろいろな人間たちとのドラマを紡ぐといった感じだ。

辰(たつ)巳(み)：いまいちピンとこないが、〈正気度〉ロールが少ないのは大歓迎だぞ。

ＫＰ：〈正気度〉ロールは少なめだね。いきなり宇宙的な事件が起きるのではなく、スロースタートだと思ってちょうだい。そして、探索者たちには地道な調査よりも、機転を利かせたスタイリッシュな行動が求められます。

全員：スタイリッシュ？

ＫＰ：例を挙げるなら、ドラマの『あぶない刑事(デカ)』みたいな感じでいってもらいたいなと。

辰巳：例が古いなっ！

ＫＰ：けど、最近のスタイリッシュな刑事ドラマというのが思い付かないんだよね。『踊る大捜査線』や『相棒』あたりでもいいんだけど、もうちょっとスタイリッシュ分が欲しい。

さやか：そもそも、そのスタイリッシュってどんなものなんですか？（笑）

睦(むつみ)：『あぶない刑事』って、舘(たち)ひろしと柴田恭兵(しばたきょうへい)がしゃれた軽口をたたきながらカーアクションや銃撃戦をしているイメージしかないのですが……。

ＫＰ：そんな感じで間違いないよ。実にスタイリッシュだねぇ。

辰巳：ああいうのが、スタイリッシュなのか……。

佐々原：カーアクションなら、ボクにお任せです！

ＫＰ：あと、スタイリッシュなシティアドベンチャーなので、これまでのゲームではなんとなく存在が無視されてきた警察も、今回は決して無能ではありません。使いようによっては役に立つこともあるし、反対に、君たちの法律スレスレな探索の邪魔となることもあるでしょう。ここもポイントだね。

辰巳：警察ねぇ……なにかと面倒なことになるから、基本的には関わりたくないのだが。

ＫＰ：まあ、クリーチャーにビクビクおびえながら探索を続けるという展開ではなく、事件を追って、都会でスタイリッシュに走り回り、ＮＰＣたちと軽妙な交渉をするような話になると思ってくれれば間違いない。だからあまり慎重にならずに、いつもよりも大胆な行動を期待しているよ。

全員：了解です。




ＫＰ：さて、前回のゲームで狂気に陥っているのは……なんと、さやかちゃん以外、全員なのか。

辰巳：せっかく『るるいえとらべらーず』で黒字になったのに、ごっそりと削られたからな。

ＫＰ：恨むなら自分のダイス目を恨んでください。バランス的にはちょうど良かったはず。

睦：なにしろ、私が黒字でしたからね～。

辰巳：うぬぬぬぬ……。

ＫＰ：では、さやかちゃん以外は、半年ほど療養所で治療したということで、正気度ポイントを１Ｄ３回復させておいてちょうだい。




　治療の結果、辰巳先生は１ポイント回復して、現在正気度66。佐々原も１ポイント回復で、現在正気度47。睦ちゃんは３ポイント回復したので、現在正気度38となった。




ＫＰ：さやかちゃんは「幕間の成長」で経験ロールを５回していいよ。

さやか：スタイリッシュなロールプレイをするためのお勧め技能はなんでしょうか？

ＫＰ：さっきも言った通り、大都会でのシティアドベンチャーがメインとなるから、交渉系の技能や、あとは〈忍び歩き〉や〈隠れる〉といった潜入系の技能がお勧めだね。

さやか：交渉系は〈言いくるめ〉が78％ありますので、〈忍び歩き〉の経験ロールに挑戦します。コロコロ……コロコロ……コロコロ……コロコロ……コロコロ……い、一度も成長しませんでした！　このダイス、「17」以下しか出ません!!（泣）

佐々原：それは良いダイスなのではないかと。

さやか：本番に出てくれないと意味ないんですよ～！　こんなところで低い目を出すパワーを消費しないでほしいです（泣）。







京(みやこ)たちの優雅な女子会




ＫＰ：さて、さやかちゃんが食屍鬼たちに目を付けられる事件から、半年が経った。ニュースでは大型の台風が近づいてきているとか報じられる、夏真っ盛りの頃だ──

さやか：私の死の予兆が見えるとか、夜目が利く能力は消えているんでしたっけ？

ＫＰ：もちろん、消えてるよ。けど、呪文の方は習得したままでいいから。

さやか：やった。これで動物の足を萎えさせたり、天候を変えたりできます！（笑）

睦：嫌な女子高生……。

ＫＰ：そして、るるいえ堂に五本脚のいす、ペンタポッドを持ち込んだアギフは、いまでも週に二回くらいは店に顔を出して、骨董品を吟味したり、魔道書を読んだりしている。でも、ペンタポッドと交換してもよいと思う商品はまだ見つからないようだね。

さやか：日本にずっと滞在しているんでしょうか？

ＫＰ：基本的には都内のホテル住まいだけど、ちょくちょくあちこちに出掛けているようだよ。先日、ニューヨークのメトロポリタン美術館に行ったといって、「Ｉ♥ＮＹ」のマグカップとかをお土産に買ってきている。

睦：わざわざ、メトロポリタン美術館まで行って、なぜそんなベタなものを……。

ＫＰ：どうも彼女のセンスはちょっとずれているっぽいね。女の子にしては、流行に疎いというか、関心がないというか。

佐々原：もしも、国内で行きたいところがあるというのなら、ボクが案内しますよ。

ＫＰ：そうだねぇ。彼女は図書館や古本屋巡りなどで、稀(き)覯(こう)書(しょ)を探して回るのが好きなようだね。

佐々原：ボクは〈図書館〉と〈歴史〉が得意ですので、アギフちゃんのお役に立てるように同行します。

ＫＰ：まあ、佐々原の性格はともかく、能力は高く買っているのでありがたくお世話になっているね。ちなみに、冗談じゃなくて、彼女は本当にるるいえ堂にある禁断の魔道書を読んでいるからね。

佐々原：まあ……それは見て見ぬふりをします。突っ込んだらややこしいことになりそう。

辰巳：いったい何者なんだろうな、この子は……？




ＫＰ：では、物語はるるいえ堂のシーンから始まる。そこにいるのは、店番をしているコガネ。あとは、さやかちゃんと睦ちゃんの女子高生コンビだけだ。コガネは、アギフのニューヨーク土産であるマグカップで緑茶を飲んでいる。「このお茶碗、持っても手が熱くないから便利ですよね～」と、ご満悦だ。

さやか：昭和初期の人でも洋風のカップくらいは知っているでしょう！

ＫＰ：……そういや、そうかも。ところで、コガネは君たちに「おふたりは女子会というものをご存じですか？」と、尋ねてくるよ。

さやか：「ええ、聞いたことはありますけど」

睦：でも、女子高生って、女子会とか言わないイメージ。

辰巳：女子高生はそこにいるだけで、いつも女子会だからな。

佐々原：女子会なんて、わざわざ言うのは、もう女子じゃない人という感じですよね……ごにょごにょ。

ＫＰ／コガネ：「今度、京さんと一緒に女子会をしようって話をしていたのですが……」

佐々原：京ちゃんもコガネさんも、もう女子じゃない人に……。

さやか：女子会ということは、辰巳先生は誘わないんですよね。京さんにしては珍しいんじゃないですか？

ＫＰ：なんでも、日本に知り合いのいないアギフのために、コガネと京で企画をしたのだそうな。

さやか：なるほど、なるほど。女子会というのはよくわかりませんが、アギフちゃんと仲良くなるのは賛成です。

ＫＰ：会場の予約とかは京がやってくれるそうなので、来週の金曜日の夜から土曜日にかけての予定を空けておいてほしいそうな。

さやか＆睦：りょ～かいです。




ＫＰ：一方その頃、辰巳先生は忙しい日々を送っている。

辰巳：えっ、そうなのか。大学の仕事以外はあまり入れないようにしているつもりなのだが。

ＫＰ：なぜなら、前回、ミスカトニック大学から依頼された特別講義のスケジュール調整のため、いろいろ前倒しで仕事を片付けていかねばならないからだ。しかも、『るるいえばーすでい』の第三話で、ガグに破壊された自宅の改築が終わり、荷物の整理などもしなければならない。

辰巳：そうか……ならば、家の方は後回しにして、ミスカトニック大学への出張の方を優先させておこう。

ＫＰ：まあ、家具や生活用品の方は、京がメイドの本領発揮でいつの間にやら整理してくれているんだけどね。

辰巳：うう～～ん、なんとも申し訳ない。

佐々原：京ちゃんに足を向けて寝られませんね。

ＫＰ：ただ、書斎の蔵書だけは、持ち主でないとベストな配置ができないので、辰巳先生の仕事となっている。ちなみに、現在、蔵書は都内にあるレンタル倉庫に預けてある。

辰巳：本だけなら、時間を見つけて、自分で整理するか。

ＫＰ：来週の土曜日なら、珍しく辰巳先生は完全オフだね。ただ、その日は珍しく、京には用事があるらしい。

睦：私たちと女子会ですからね。

ＫＰ：蔵書は軽トラック一台分くらいあるので、一人で作業するのは大変だけど、どうする？

辰巳：そこは、あれだ。探索者仲間に──

佐々原：さやかちゃんとむったんも女子会らしいですけど？

ＫＰ：おまえのことだよ、佐々原！（笑）

佐々原：ボクは探索者でいちばんＳＴＲが低いのに……。

辰巳：おまえはトラックが運転できるだろ。

佐々原：けど、むったんたちが女子会でキャッキャウフフしているというのに、ボクはおじいちゃんの引っ越しの手伝いとか……なんかおかしくありませんか？　おかしいですよね？

辰巳：女子じゃないんだからしょうがないだろ、まったく！




ＫＰ：では、いよいよ女子会初日の金曜日。放課後の御(み)津(つ)門(かど)学園の校門前に、京が手配したリムジンが待機しているので、みんなはそれで移動することになる。

さやか：リ、リムジン……って、いきなり女子会じゃなくなっているような。

睦：いったいどんな会場なんだろ。

ＫＰ：四人だけのささやかな集まりだから、どこかの店を貸し切りにしているとかではなく、ホテルのレストランを予約しているだけだよ。

睦：それなら、まあ普通かな。

ＫＰ：ただ、そのホテルというのが、都内では最高ランクのパークハイアット東京ホテルだったりする。新宿の都庁の横にある、頂上部が階段みたいに三段に高さがズレているビルがそれだよ。

さやか：また、そんな高そうなところを……。

ＫＰ：そこでディナーを楽しんだあと、そのままホテルに宿泊して女子トーク。翌日は、ホテルのプールやスパを楽しんだあと、ランチをして、新宿で買い物をしたら解散という流れになっている。ただし、アギフは翌日は用事があるそうなので、ディナーを一緒にするだけらしい。

睦：女子会というか……どこかのセレブの優雅な週末になってますよ。

さやか：なんで、このリプレイはなにかというと豪華な施設を利用することになるのでしょう？

ＫＰ：ボクが「行きたいなぁ」と思っているところが舞台になるからだよ。

佐々原：リプレイに登場させると言えば、出版社から取材費が出たりするわけですね？

ＫＰ：出るか、そんなもの！

さやか：そもそも、京さんの実家の安(あん)針(じん)塚(づか)財閥って、いったいどんなことしている人たちなんですか？

睦：そんなの、私も知らないってば。

ＫＰ：まあ、そういう細かいところは決めないでおいた方が、あとあと楽だから内緒ということで。

さやか：そういう人って、普段はどんな仕事をしているんでしょうねぇ？

辰巳：ワシらが思っているような仕事をしているわけではなく、役員会議とか社交界で忙しいのだろう。

ＫＰ：安針塚財閥の日常はともかく、今夜のディナーは、アギフに日本食を紹介するという意味で、和食レストランの「梢(こずえ)」というところを予約している。ただ、食前酒として見覚えのあるシャンパンが特別に用意されているね。

睦：シャンパンというと……まさか。

ＫＰ：そう、『るるいえばけーしょん』でお世話になった、ルイ・ロデレール・クリスタルだ。

さやか：あの猫様がっ！　レディ・ロデレールがやってくる!?

ＫＰ：ルイ・ロデレール・クリスタルのあるところにいちいち現れていたら、さすがに身が持たないよ。

睦：「なんでこのシャンパンを用意したんですか？」

ＫＰ／京：「みなさんが飛鳥Ⅱ(あすかツー)でクルーズをされたとき、辰巳先生が飲まれたシャンパンだったので、私も興味があったんです」

辰巳：うーむ、そのシャンパンを手に入れるのは苦労させられたなぁ。

ＫＰ：「あの辰巳先生が、こんなぜいたくをなさるのは珍しいですよね。なにか特別なことでもあったのですか？」と、辰巳先生の家計を預かる京としては、シャンパン一本に十八万円も支払っていることが意外だったらしい。

さやか：「まあ……そのぉ、いろいろ事情がありまして……」

ＫＰ：別に京は不審に思っているわけではなく、辰巳先生が好きなシャンパンを自分も味見しておきたいというだけのようだ。『るるいえばーすでい』の第三話で京ゼロと合体してから、彼女は探索者をやっていた頃の明るさを取り戻している。

さやか：それは良かったです。私、本気で、京さんには幸せになってもらいたいですから。

ＫＰ：ちなみに、君たちがたくさんのシナリオをクリアしている間に、彼女の正気度は地道に回復していき、現在正気度は14にまでなっているのだった。

全員：おお～～～っ！

佐々原：これなら探索者に復帰も夢じゃない？

さやか：駄目ですよ。14なんて、あっという間になくなってしまいます！

辰巳：正気度を３ポイント失うだけで不定の狂気だからな。序盤で死体を見つけただけで駄目になりそうだ。

ＫＰ：まあ、そんな感じで、京はこの女子会を楽しんでいるようだ。主役であるアギフの方は、落ち着いた物腰で日本食を味わっている。

佐々原：アギフちゃんは中東の富豪ですからね。このくらいのホテルも慣れているのかも。

睦：……せっかく、ルイ・ロデレール・クリスタルがあるんだから、レディ・ロデレールに会いたいなぁ。

ＫＰ：まあ、〈猫語〉に成功したら、知らない仲でもないし、やってくるかもね。

睦：〈猫語〉をロールしていいんですか？　だったら呼びます！　コロコロ……成功です！

ＫＰ：じゃあ、まるでわが家のような気楽さで、レディ・ロデレールが優雅にテーブルの下にやってきた。

睦：「お久しぶりですニャア、レディ・ロデレール」

ＫＰ：「この前はいろいろ世話になったわね」と、レディ・ロデレールはシャンパンの香りを楽しんでいる。

佐々原：この猫が出てきたということは、あれだけスタイリッシュと念を押していたのに、またドリームランドに行かせるつもり!?

ＫＰ：一流ホテルに現れた猫と、それと会話をしている睦ちゃんに、京とコガネは戸惑っているようだけど。

睦：アギフちゃんはどんな感じですか？

ＫＰ：アギフはレディ・ロデレールを見て、驚いているというよりは、けげんそうな顔をしている。

さやか：「これにはいろいろ事情がありまして……」って、むったん、レディ・ロデレールなんか呼んでどうするつもりなの？

睦：えーと、呼べると言われたから、つい呼んでみただけなんだけど（笑）。

ＫＰ：そんな気軽にメル友感覚で……。

睦：あと、アギフちゃんとレディ・ロデレールを対面させたら、なにか起きるかなぁって思ったんですが。

ＫＰ：レディ・ロデレールの方は、アギフに興味はないようだよ。素知らぬ顔で、まるでここにいることが当然であるかのようにシャンパンに舌鼓を打っている。

睦：む～っ、二人とも知り合いじゃないのかぁ。だったら、なんでレディ・ロデレールが登場したんだろう？

ＫＰ：睦ちゃんが呼んだからだろ！

睦：でも、ルイ・ロデレール・クリスタルが出てきたら、なにか関係あるのかと……。

ＫＰ：実は、ルイ・ロデレール・クリスタルは、このパークハイアット東京ホテルがビル・マーレイ主演の映画『ロスト・イン・トランスレーション』の舞台となったときに登場してるのだ。ただ、そのつながりで今回も出してみただけだよ。

さやか：なんだぁ、それだけなんですか。

睦：じゃあ、レディ・ロデレールにはシャンパンを味わってもらったら、丁重にお引き取り願いましょう。

ＫＰ：まあ、グラス一杯飲んだら、また優雅に去って行くよ。ホテルの人たちも猫がレストランにやってきていることに気づかないか──もしくは、当然のこととして受け止めているのか、なぜか誰も騒ぐ様子はない。

佐々原：レディ・ロデレールが現れるのは、船やレストランにとって一流の証ですからね（笑）。

辰巳：まったく、なんなんだろうなぁ、あの猫は……。




ＫＰ：さて、思わぬ珍客を招いたディナーだったけど、その後はつつがなく食事を終えた。この後、アギフは楽しい食事の席だったと感謝の言葉を述べて、みんなと別れる。残った女子四人は、ホテルの部屋で女子トークに花を咲かせるわけだが……しばらくすると、京の携帯電話が鳴るのであった。

さやか：辰巳先生からかな？

ＫＰ：いや、京の声のトーンが普通なので、それは違うとすぐにわかる。他人行儀な口調からして、たぶんプライベートではない相手なのだろう。

さやか：じゃあ、マナーとして内容は聞かないようにしておきます。

ＫＰ：京は部屋に備え付けられているメモ帳に、なにやら書き留めると、ペリッと一枚はがしてポケットに入れた。そして、電話を切ってみんなのところに戻ってくるよ。「すみません、明日のランチの前にちょっと用事が出来てしまいました。一時間もかからないと思いますので、みなさんは予定通りホテルの施設を楽しんでくださいね」

さやか：「お仕事ですか？　大変ですね」と尋ねたところで、〈心理学〉をさせてください！

ＫＰ：いいだろう（コロコロ……さやかちゃんの〈心理学〉は失敗か）。京は「そんなところです」と答えるけど、様子に変なところはない（ここで成功していれば、あまり気乗りしない用事であることがわかった）。

さやか：「どんな人と会うんですか？」

ＫＰ／京：「ちょっと昔にお世話になった人よ」

さやか：「男の方なんですか？」

ＫＰ：ずいぶん食いつくね。京はもうその話題から離れたがっているようだけど？

さやか：なんとなく、そのまま京さんがいなくなってしまうような気がするので、いまのうちに聞けることは聞いておこうかと……。

ＫＰ：だったら、さっきの電話を〈聞き耳〉すればよかったのに。

さやか：それはマナーとしてできません。

ＫＰ：なんか難しい線引きがあるんだなぁ。まあ、男の人だとは教えてくれるけど、それ以上、突っ込んだことは聞きにくい雰囲気だね。この女子会を台なしにしてでも、執拗に聞き出すというのなら別だけど？

さやか：いやいや、さすがにそれはやめておきますです、はい。

ＫＰ：さやかちゃんが引いてくれるのならば、このまま女子トークは深夜まで続き、みんなはパークハイアット東京ホテルの最高級ベッドで眠りにつくのであった……。




ＫＰ：翌朝、華やかな女子会とは無縁の男性チームのシーンです。

佐々原：はいはい、レンタカー屋で軽トラックを借りて、辰巳先生を迎えに行きますよ～。

辰巳：「悪いな、佐々原。終わったら、焼き肉くらいごちそうしてやるから」

ＫＰ：辰巳先生が借りている倉庫は「レンタクラ」という会社のものだ。屋外にコンテナを置いてあるだけのようなレンタル倉庫とは違って、ここはビルのフロアを小さな部屋に分けて、それらを倉庫として貸し出している。メリットとしては二十四時間スタッフが常駐しているためセキュリティが高いのと、屋内のため空調がしっかりしており、貴重品をカビなどの被害から守ることができる。だから、大切な蔵書を保管するにはもってこいなんだ。

辰巳：なるほど、なるほど。

ＫＰ：ちなみに、この会社は佐々原の幼なじみである智(とも)美(み)さんが紹介してくれたものだ。彼女の弟の茂(しげ)樹(き)がこの会社に勤めており、辰巳先生も倉庫を借りるときには世話になっている。

佐々原：あっ、そうだったんですか。智美姉さんの名前を聞くのも久しぶりだなぁ。

ＫＰ：『るるいえばけーしょん』の第一話で、唯(ゆい)花(か)ちゃんの護衛をしながら、ハマグリの殻で鏃(やじり)を作ったとき以来だねぇ。

佐々原：その茂樹はどんな人なんですか？

ＫＰ：年齢は二十歳で、佐々原と同い年だ。姉を見習って、自分も早く社会に出たいからと、高校を卒業してすぐにレンタクラに就職したらしい。真面目なところが取り柄でもあり、同時に要領が悪いとも言えるような男だ。

睦：タマ兄とは逆のタイプってことですね。

辰巳：佐々原は大学に通いながら、片手間に作家をしているようなやつだからなぁ。

佐々原：ボクだって勉強も仕事も大真面目ですよ！

ＫＰ：ただし、今日は茂樹はいないようで、代わりにレンタクラの店長が対応してくれる。どうやら、辰巳先生のことは知っているようで、やたらと愛想が良いね。

辰巳：「今日は蔵書を引き取らせてもらいに来ましたので、どうぞよろしく」

ＫＰ／店長：「おや、ご自宅の改築を終えられたのですか。それはなによりですが、またよろしければ、ご自宅の物置代わりにでも、当社の倉庫をご利用いただけましたら幸いです」

辰巳：「荷物が増えて家が手狭になったら考えさせてもらうよ」

ＫＰ：そんな社交辞令を交わしながら、辰巳先生は借りている部屋の扉の前までやってきた。この扉には南京錠が掛けられていて、これは辰巳先生が契約したときに、自分自身で錠を掛けたものだ。

辰巳：ふむ……？

ＫＰ：ここの貸倉庫のシステムは、契約者にパッケージが未開封の南京錠を渡して、客が予備も含めて鍵を自分で管理するというものだ。マスターキーなどはなく、スタッフでもこの部屋は開けられないということだね。

辰巳：では、ワシの持っている鍵で南京錠を開けよう。

ＫＰ：……ところが、なぜか鍵が回らないのだった。

辰巳：はて……この鍵で間違いはないんだよな。または倉庫を間違えているとか？

ＫＰ：店長はタブレットＰＣで確認するけど、ここで間違いないらしい。「お客様、失礼ですが、鍵をお間違えになっておりませんか？」と、尋ねてくる。

辰巳：「いや、契約時に預かった鍵で間違いないはずだが……」って、この鍵がすり替えられたものであるとか、そういう可能性はないだろうか？

ＫＰ：だったら、辰巳先生は〈アイデア〉をどうぞ。

辰巳：コロコロ……成功しているぞ。

ＫＰ：預かったときと同じ鍵であると、ほぼ確信できるね。

佐々原：その鍵と南京錠にシリアルナンバーみたいなものはないんですか？

ＫＰ：あるね。ところが、奇妙なことに南京錠と鍵の番号は違っている。

佐々原：この番号は店で管理しているのでは？

ＫＰ：その通りだ。佐々原に指摘されて、店長が番号を確認すると、辰巳先生の鍵は間違いなく契約時のものだ。南京錠の方の番号が登録と違っている。

佐々原：これは南京錠が付け替えられているのでは。この南京錠の番号に心当たりは？

ＫＰ／店長：「店で使用している南京錠と同じ型式ですが、このシリアルナンバーは登録されておりません」

佐々原：ということは、誰かが外から持ち込んだのかな。

辰巳：「現状を整理してみると、この南京錠はワシが取り付けたものではないようなのだが？」

ＫＰ：「おっしゃる通りで……私にもなにがなにやら」と、店長は恐縮している。

辰巳：「とりあえず、中の蔵書が気になるので急いで確認をしたい。南京錠をこじ開けてもよいかね？」

ＫＰ：店長はちょっと迷っているようだが、辰巳先生は〈信用〉をどうぞ。

辰巳：「まあ、悪いようにはしないので」と、コロコロ……成功した。

ＫＰ：だったら、店長は若いスタッフに、ボルトクリッパーという巨大なペンチのような切断工具を持ってこさせる。万が一、客が鍵を紛失したときには、これで南京錠を切断するのだそうな。

辰巳：警察が犯人のアジトに突入するときに使うやつだな。

ＫＰ：では、南京錠はスタッフの手によって、バキンと切断されたよ。

佐々原：便利な道具ですね。一般の人でも手に入るんですか？

ＫＰ：実はホームセンターでも、通販でも買えたりする。けど、悪用は駄目。絶対！（笑）

睦：むむ～っ、これならクリーチャーの装甲とかも無視できそう……（ゴクリ）。

ＫＰ：細いモノしか切れないから、武器には使えないよ。棍棒代わりにすることはできるだろうけど。

辰巳：バカなことを言っていないで、中を確認するぞ。荒らされた様子はないか？

ＫＰ：そうだね……しっかり梱包してあったはずの段ボールのガムテープが破られているな。

辰巳：なんだと！　現場を荒らさないよう慎重に盗まれたものはないか確認しよう。

ＫＰ：蔵書の持ち主の辰巳先生ならば、〈図書館〉か〈アイデア〉に成功すればいいことにしましょう。

辰巳：ここは得意の〈図書館〉で、コロコロ……成功だ。

ＫＰ：大量の蔵書の中から、一冊だけ本がなくなっている。それは『るるいえばーすでい』の第三話、あの忌まわしい事件の発端ともなった魔道書『ヘスタン文書』だ。

辰巳：なんだと……!?

佐々原：それってドリームランドの地下世界に行って、京ちゃんと京ゼロが合体した話でしたっけ。

睦：そうそう、それでヨグ＝ソトースの化身のアフォーゴモンが出てきたんですよね。

辰巳：あんな事件に関わる魔道書がなくなったとなると、ただ事ではないな。盗まれたのはそれ一冊だけなのか？

ＫＰ：そうだね。いくつもの段ボールが開封されているにもかかわらず、盗まれたのは一冊だけという状況からして、犯人の狙いは『ヘスタン文書』だけだったのではと推測できるだろう。

佐々原：「その『ヘスタン文書』って、そんなに価値のある本なんですか？」

辰巳：「あれを買ったのは京くんだからなぁ。女子会をしているところ悪いが、ちょっと聞いてみるか……」

ＫＰ：ところが、京の携帯電話は電源が切れているようなんだ。

辰巳：おや……どうしたのだろう。

ＫＰ：元探索者である京は、いつでも連絡を取れるように心掛けているので、こんなことはめったにないね。さて、ここでちょっとだけ時間を戻して、午前中の女子会チームのシーンに移ろう。




ＫＰ：昼前に京は出掛けるので、ランチの時間まで、さやかちゃんたちはホテルでゆっくりしていてくれということだった。ちなみに、パークハイアット東京ホテルには東京を見下ろせる展望プールやスパ、小さいけれど図書館まであるのだ。

さやか：だったら、いまは夏だそうですから、プールで泳いでおこうかなぁ？

ＫＰ：ちなみに、このシーンでは大奮発で、君たち二人はプールで泳げば〈水泳〉の経験ロール。スパでお肌を磨けば女子力アップで〈信用〉の経験ロールをさせてあげよう。

睦：いまさら、苦手な〈信用〉をちょっと経験ロールさせてもらってもしょうがないので、〈水泳〉の練習でもしていようかな。

さやか：私もプールに行こうかな。コガネさんはどうするんですか？

ＫＰ／コガネ：「よく知りませんけど、スパなんてめったにできることではないので、そちらを試そうかと……プールなら、別の機会でも行けますしね」

さやか：うーん、すごく当たり前の言葉ですが、おっしゃる通りです。せっかくだから、私もスパを体験しよっ！

睦：まったく同感。せっかく高級ホテルのスパなのに、女子としてプールで泳いでいる場合じゃなかった！

佐々原：すっかりゲーム脳になっていたね（笑）。

ＫＰ：では、三人そろってスパでリラックスするわけだ。オイルマッサージやフェイシャルをしてくれる二時間ほどのパッケージを受ければ、ちょうどランチの時間になるだろう。

さやか：辰巳先生たちは大変そうなのに、こちらはリラックスさせてもらって申し訳ないですね～。

睦：まったくだね～。
















ＫＰ：では、お二人は女子力アップによる〈信用〉の経験ロールをどうぞ。

さやか：コロコロ……+2％成長しました。

睦：コロコロ……私は+4％ですね。肌はもちもちつやつやです。

ＫＰ：高級スパを満喫した女子たちは、予約済みのニューヨークスタイルのレストランで京を待つのだが……約束の時間の十二時を過ぎているのに、一向に彼女はやって来ないのだった。

さやか：用事が長引いているのかな。待ち合わせ時間を三十分くらい過ぎたら、電話をしてみます。

ＫＰ：三十分しても京はやってこない。しかも、電話をしても携帯電話の電源は切れているようだ。

さやか：どうしたんでしょうか……ちょっと心配ですね。

ＫＰ：そうこうしているうちに、一時間がたってしまった。もう、ランチを楽しむような時間ではないな。

さやか：だったら、いったんここで女子会はお開きにして、ホテルの方に確認してみましょう。

ＫＰ：この高級ホテルであるパークハイアット東京ホテルには、一般的なホテルのようなフロントはない。ロビーを抜けたレセプションルームにある小さなデスクでコンシェルジュが友人のように出迎え、個別に応対をしてくれるのだ。

さやか：えーと、じゃあ……。

ＫＰ：──と、さやかちゃんがちょっと困った顔をすれば、すぐにプロのコンシェルジュが対応をしてくれる。「どうかされましたか、樋(ひ)口(ぐち)様？」と、一流のプロだけあって、宿泊客の顔と名前まで記憶しているのだ。

さやか：「あ、あの……私と一緒に泊まった、安針塚さんを探しているのですが。約束をしていたのに、携帯にも出てくれなくて困っているんです」

ＫＰ：なるほど。では、〈幸運〉と〈言いくるめ〉をそれぞれロールしてくれるかな？

さやか：コロコロ……コロコロ……両方成功しました。

ＫＰ：だったら、幸運にも、さやかちゃんの応対をしているコンシェルジュは、京のことを知っているようだ。そして、〈言いくるめ〉にも成功しているので、彼は京が午前十一時くらいにロビーで白人男性と話をしていたことを教えてくれる。普通なら個人情報なので、あまり話したりはしないんだけど、京とは友人のようだから特別にね。

さやか：「その男性と安針塚さんは知り合いのようでしたか？」

ＫＰ／コンシェルジュ：「そうですね。待ち合わせをされていたようですよ。そのあと、お二人で外に出て行きましたが……それ以上のことは、申し訳ありませんが、私は存じかねます」

睦：ホテルを出て行った？　それは、すぐに戻ってくるつもりだったのか、それとも無理やりに連れ出されたのか……とりあえず、辰巳先生に連絡しておこうか。

さやか：そうですね。でも、ホテルをチェックアウトする前に、部屋のメモの残りのページを調べておきます。きっと、昨日の電話の主と出掛けたに違いないですよ！

ＫＰ：よく忘れなかったね。ご褒美にこのメモをあげよう（実際にメモ帳を手渡す）。
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さやか：何も書いていないように見えますが……ふっふっふっ、京さんの書いた文字の跡が、このページにもうっすら残っていますね。ここは探偵小説ではお約束の行動。鉛筆で軽くこすって、文字を浮かび上がらせると……ほら、見えてきましたよ～。

睦：これって待ち合わせの時間と場所かな。

さやか：じゃあ、「Ｃ．Ｓ」というのはイニシャルでしょうか？

睦：とにかく、辰巳先生に電話しておくね。「もしもし、辰巳先生ですか？」

辰巳：『おや、睦くん。どうかしたかね？』

睦：「実は、京さんと連絡が取れなくなってしまって……辰巳先生、なにかご存じないですか？」と、女子会のことなどを伝えます。

佐々原：『ヘスタン文書』が盗まれて、それを買った本人である京ちゃんまでも行方不明というのは、なにかこの二つの事件につながりが感じられませんか？

辰巳：『ふむ……なにやら良からぬことが起きているのかもしれん。いったん合流することにしよう』

睦＆さやか：「りょ～かいです！」







名ドライバー佐々原の華麗(スタイリッシュ)な追跡




　ようやく探索者四人は改築を終えたばかりの辰巳邸にて合流。互いの情報を交換することになった。

　なお、辰巳先生はレンタクラの店長を〈説得〉して、警察ざたにしない代わりに、監視カメラに倉庫の南京錠に細工をしたような不審人物が映っていないかを確認してもらうよう約束しておいた。




佐々原：『ヘスタン文書』の入手について、京ちゃんの日記を調べてみたいですね。

辰巳：彼女の日記を読むのは気が引けるなぁ。

さやか：そりゃあ、辰巳先生は読んじゃ駄目ですよ。きっと、辰巳先生へのラヴラヴな内容で埋め尽くされていますから、そんなの本人に読まれたと知ったら、京さんは〈正気度〉ロールです（笑）。

ＫＰ：きっと、「辰巳先生が〝いいね〟と言ってくれたから、七月六日はサラダ記念日」とか書いてあるのだろう。

睦：む～～っ、ラヴラヴだなぁ～。

ＫＰ：けど、辰巳先生自身はサラダがおいしいって言ったことすら覚えていないんだよね。

さやか：ひどいっ！　ひどい人です、辰巳先生！

辰巳：勝手に妄想して、ワシを責めないでくれ！（笑）

佐々原：同時進行で、ほかに調べられることはないですかね？

辰巳：じゃあ、ワシは京くんの実家や、知り合いなどに連絡をして、彼女の行方や、今日のスケジュールについてなにか聞いていないかを尋ねてみよう。

ＫＰ：辰巳先生と京の関係はみんな知っているので、〈信用〉の２倍でロールしていいですよ。

辰巳：それなら失敗のしようがないな。コロコロ……成功だ。

ＫＰ：数時間かけて思い付くかぎりの知り合いに電話したけど、京の行方はつかめない。少なくとも、今日のアポイントは、安針塚家の仕事や、御津門学園の関係者ではないようだ。

辰巳：その「Ｃ．Ｓ」なる人物は、京くんとは個人的な知り合いということか……。

ＫＰ：あと、問い合わせが終わった頃に、レンタクラの店長から電話がかかってくる。監視カメラの映像をチェックしたけど、不審な人物は見つからなかったそうな。といっても、映像のデータは一週間分くらいしか保存しておかないので、それ以前の犯行であった可能性もあるだろう。

佐々原：そんなにすぐ消してしまうんですか？

ＫＰ：基本的には、事務所でスタッフが監視カメラを眺めて、不審者がいたら対応するといった警備だからね。そして、もしも不審者を取り逃がしたら、当日の映像データを警察に提出するという流れだ。

辰巳：交換用の南京錠を用意し、スタッフの監視の隙を突いて盗んだというわけか。

佐々原：この巧妙な手口からして、内部の犯行のような気がしますね。

ＫＰ：一方、日記を読んでいる人たちは、他人の直筆の文章を短時間で斜め読みをするための〈母国語〉に成功する必要がある。

さやか＆佐々原：コロコロ……成功しました。

ＫＰ：ふむ……ざっと読んでみて、京の日記は三期に分かれている。『るるいえあんてぃーく』の頃の〝探索者期〟と、『るるいえはいすくーる』の頃の正気度がなかった〝京ゼロ期〟と、『るるいえばけーしょん』以降の〝きれいな京期〟だ。

佐々原：なんて、わかりやすい（笑）。

睦：むむ～っ、京ゼロ期の日記は読みたくないなぁ。

ＫＰ：改行とかしないで、ぎっちりと細かい文字でページが黒く埋まっているね。しかも、内容はすべて辰巳先生に関することばかり。

さやか：怖いっ、それ怖いです！

ＫＰ：そして、そんな京ゼロ期の日記に、例の『ヘスタン文書』の翻訳に協力をしてもらった人物のことが記されている。その名もずばり、カール・スタンフォードだ。

辰巳＆睦：カール・スタンフォード!?

さやか：イニシャルはピッタリ「Ｃ．Ｓ」ですね。

辰巳：まあ、この事件の犯人は、こいつで間違いないかと思うよ。

さやか：もしかして、有名な人なんですか？

睦：昔の市販キャンペーンシナリオに登場したことのある重要ＮＰＣだね。

ＫＰ：まあ、カール・スタンフォードは有名人なのでネタバレしておくよ（後述のワンポイントスケッチを、さやかちゃんと佐々原のプレイヤーに説明する）。

さやか：……そんな人がどうして京さんと知り合いなのでしょうか？

ＫＰ：安針塚財閥のコネクションを利用して、『ヘスタン文書』の解釈に意見をくれるようなオカルトに詳しい人物を探していたようだ。そこで紹介されたのが、このカール・スタンフォードだったらしい。ちなみに、京ゼロは日記で「彼こそは、真の知恵を持つ人物」と高く評価しているね。

睦：「真の知恵」というのは、食屍鬼やアギフちゃんも言っていた言葉ですね。

ＫＰ：ただし、プレイヤーが知っているカール・スタンフォードの恐ろしさを、探索者の行動方針に反映させないでもらいたい。絶対にかなわない世界最強の魔術師だと思ってプレイしたら、なにもできなくなってしまうからね。

辰巳：そうは言っても、カール・スタンフォードだからなぁ。

睦：正直、下手な神様よりたちが悪いですよね。

佐々原：そんなになんですか!?

ＫＰ：だから、そこまで怖がらなくてもいいから。今日のシナリオのテーマはスタイリッシュだから！

睦：スタイリッシュにカール・スタンフォードと戦う……むむむ～っ？

辰巳：まあ、プレイヤー知識によるカール・スタンフォードのことはさておき、探索者としては、この人物について何か知らないのか？

ＫＰ：その名に覚えはないけど、いろいろな手段で調べてみることは可能だよ。

佐々原：まずは手っ取り早くインターネットで検索してみますか。

ＫＰ：情報があふれかえるインターネットから正しい情報を引き出すには〈図書館〉をどうぞ。

佐々原：コロコロ……成功しました。

ＫＰ：アメリカや日本で活動している軍事ジャーナリストに、カール・スタンフォードという名の人物がいる。その顔写真を見ると、さやかちゃんがホテルで聞いた白人男性という特徴も符合しているな。

辰巳：軍事ジャーナリスト……ふむ、いくつくらいの人なんだ？

ＫＰ：年齢に関する情報はネット上にはないようだけど、顔写真からして三十代かと思われる。ジャーナリストだけでなく、日本のボランティア団体「ＬＴＦ」の主催者もしているようだ。

佐々原：そのＬＴＦという団体についても、インターネットで調べられますか？

ＫＰ：そちらはロールの必要はない。その名前でサイトもあるし、ツイッターもやっているくらいだ。どうやら、有志の人間で、町の治安や美観維持のため、見回りや声かけ運動、清掃活動などをしている団体のようだね。

さやか：「火の用心」とか言いながら、町を回っている人たちみたいなものですか？

ＫＰ：意義としては似ているけど、メンバーは若者が多くて、もうちょいしゃれた感じかなぁ。アメリカや日本で活動をしているガーディアン・エンジェルスみたいなものだと思ってくれれば。

辰巳：自警団というわけか？

ＫＰ：自警団というと、ちょっと物騒なイメージがあるけど、ＬＴＦは暴力的なことは一切しない。夜の繁華街を見回って、困っている人や、ふらふらしている未成年者に声をかけたりして、犯罪を未然に防ぐ活動をしている。ちなみに、主な活動エリアは新宿を中心とした都心だね。

佐々原：インターネットにＬＴＦはカルトと関わっているとか悪いうわさとかありませんか？

ＫＰ：防犯の活動をしているから、匿名掲示板とかに「ＬＴＦうざい」くらいの悪口はあるけど、目立った悪評はないよ。むしろ、自治体と連携してボランティア活動をしていると好意的なニュースの方が多いくらいだ。

睦：ところで、そのＬＴＦは何の略なんですか？

ＫＰ：正式名称は「Look to the Future／未来に眼を向けよ」だよ。

辰巳：駄目だろ、それっ！（笑）

佐々原：なんですか、それは。

睦：「Look to the Future／未来に眼を向けよ」も、カール・スタンフォードが登場するキャンペーンシナリオに出てくる団体の名前だね。たぶん、名前が同じなだけの別組織だと思うけど。

さやか：とりあえず、カール・スタンフォードの顔写真を持ってホテルに確認しに行きたいですね。

辰巳：あと、レンタクラで『ヘスタン文書』を盗むことができた人物についても特定していかないとな。監視カメラの隙をついて、南京錠を交換できるのは、いったいどんな立場の人間なのか。

ＫＰ：けど、いろいろ調べものをしたので、もう時間は深夜になってしまったよ。

辰巳：京くんのことは心配だが、深夜にできることはないな。本格的な調査は明日にするか。

さやか：そうですね。




◆むったんのワンポイントスケッチ「カール・スタンフォード」

　どうも、好きなカールの味はうすあじな、むったんです。

　ここからはキャンペーンシナリオ『ヨグ＝ソトースの影（ホビージャパン刊）』のネタバレとなります。今後、このキャンペーンシナリオをプレイする予定のある方は読まない方がよいかと思います。

　よろしいですか？　ネタバレ開始しますよ？

　カール・スタンフォードは『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』において、世界最強とも評される魔術師です。

　世界的カルト「銀の黄昏教団」の大幹部(マスター)で、クトゥルフ、ヨグ＝ソトース、ニャルラトテップなど、一柱でも恐ろしい邪神をいくつも同時に崇拝する欲張りな狂信者でもあります。

　この小さなコラムで彼を語り尽くすことはとても無理ですが、知性とカリスマと残忍さ、そして魔術知識を兼ね備えた、人間が宇宙的恐怖を利用して到達できる頂点に近い人物だと思っておけば間違いないでしょう。

　彼についてはソースブックの『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ クトゥルフカルト・ナウ』（エンターブレイン刊）でも語られていて、今回のシナリオではそちらの設定が使われているようです。自分のシナリオにも最強の魔術師カール・スタンフォードを登場させたいと思っているキーパーは必読ですよ！　宣伝でしたぁ～。








ＫＰ：では、翌日になった。えーと、京のムニャムニャをゴニョゴニョして……っと（キーパースクリーンの陰でなにかを書き込んでいる）。

さやか：なにをゴニョゴニョしているんですか!?

ＫＰ：それは教えられませんなぁ、ぐへへへ……。

さやか：嫌な笑い方……もしかして、京さんの正気度が削られているとかでしょうか？

睦：今回のシナリオは時間制限つきなのかも。

辰巳：これはのんびりしていられなくなったな……って、のんびりしているつもりもないのだが。

さやか：ここからは手分けして効率よく調査を進めていきましょう。

睦：む～～っ、カール・スタンフォード相手に戦力を分散させるのは怖いなぁ。

さやか：すぐにやっておきたいことは、ホテルに行ってカール・スタンフォードの写真で本人確認をするのと、レンタクラに怪しいスタッフがいないか調べることですね。

佐々原：レンタクラなら、智美姉さんの弟の茂樹が勤めているらしいから、そのルートで情報収集できるかも。

辰巳：そう言えばそうだったな。だったら、いま電話してみればいいんじゃないのか？

佐々原：それもそうですね。ボクは茂樹の連絡先くらい知ってますよね。

ＫＰ：最近、すっかりごぶさたしているけど、携帯電話の番号くらいは交換している仲という感じだね。

佐々原：じゃあ、出掛ける前に電話を入れておきます。

ＫＰ：……ところが、茂樹は電話に出ないのであった。電波は通じるけど、なかなか出ないんだ。

さやか：着信拒否されてるのでは？（笑）

佐々原：そんなバカな。智美姉さんの方にもかけてみるよ。

ＫＰ：そちらは通じるね。「どうかしたの、環(たまき)？」

佐々原：「ちょっと聞きたいことがあって茂樹と連絡を取りたいのだけど……電話に出ないんだ。智美姉さん、なにか知ってるかな？」

ＫＰ：智美いわく、彼女も最近あまり茂樹とは話をしていないのだそうな。

佐々原：「なんか気になるなぁ。最近、茂樹におかしなところとかなかった？」

ＫＰ／智美：「特にはないけど……仕事の合間にボランティア活動に参加しているとか言ってたし、すっかり大人になったなって感心していたくらいで」

佐々原：「ちょ、ちょっと、そのボランティア活動って、もしかして……」

ＫＰ／智美：「確か、ＬＴＦとかいう、町の防犯とか清掃とかをしている団体だって言っていたわ」

佐々原：ＬＴＦ、キタ――――――――――ッ！

辰巳：つまり、カール・スタンフォードの息のかかったＬＴＦのメンバーである茂樹が、レンタクラのスタッフである立場を悪用して、ワシの倉庫から『ヘスタン文書』を盗み出したという感じかな。

佐々原：茂樹ってどこに住んでいるんですか？

ＫＰ：都下の安アパートに独り暮らししている。智美に聞けば、住所も教えてもらえるよ。

佐々原：これはもう行って、直接問い詰めるしかないですよ！

ＫＰ：じゃあ、ホテルと茂樹のアパートで二手に分かれる感じかな？

さやか：私はコンシェルジュと面識があるので、ホテルに行くつもりですが、〈説得〉とか〈信用〉とかが必要になるかもしれないので、辰巳先生にも来てほしいです。

辰巳：わかった。では、ホテルにはワシが同行しよう。

佐々原：当然、茂樹のアパートはボクが行くので──

睦：扉の錠をこじ開ける必要があるかもしれないから、そちらは〈機械修理〉の得意な私が適任ですね。




　時間経過によって京の身になにかが起きているらしいという、ボクのささやかな誘導によって、探索者たちは分散行動をして調査を急ぐことにした。

　ホテルを訪ねたさやかちゃんたちは、辰巳先生の知名度もあって、コンシェルジュから顔写真の男──カール・スタンフォードこそが京と待ち合わせをしていた人物であると確認が取れた。

　だが、それだけでは情報が少ないと、今度はホテル前のロータリーで客待ちをするタクシーにも聞き込みをするのだが──




さやか：たぶん、こういうところに並んでいるタクシーって、毎日、同じ運転手さんが来ていると思うんですよね。

ＫＰ：だったら、運良くそんな運転手さんに出会えるか〈幸運〉をしてもらおうかな。

さやか：コロコロ……成功しました。「あのぉ、昨日の午前十一時くらいに、こんな二人を見かけませんでしたか？」と、京さんとカール・スタンフォードの顔写真を見せてみます。

ＫＰ／運転手：「ああ、この二人なら黒いバンに乗るところを見たよ。このホテルの前じゃあ珍しい車種だし、組み合わせも妙だったから覚えているんだ」

さやか：「そのとき、女性の方はどんな様子でしたか。無理やり連れ込まれている感じだったとか!?」

ＫＰ／運転手：「そんな感じだったら、警察に通報しているよ。普通に自分から乗り込んでいたけど」

辰巳：京くんも同意の上ということだったのか……。

佐々原：財閥のご令嬢なのに、ちょっと不用心ですね。

さやか：「その黒いバンになにか特徴はありませんでしたか？　ＬＴＦとかシールが貼ってあったとか！」

ＫＰ：さすがにそんな露骨な特徴はないよ。ただ、黒に赤いラインのある、こんな高級ホテルの前よりも、湘南とかサーファーがいるようなところの方が似合いそうな、若者向けのバンだったらしいよ。

辰巳：なるほど……とりあえず、見かけたらすぐにわかりそうなバンではあるようだ。これは重要な情報だったな。グッジョブ、さやかちゃん。

さやか：だって私、女子高生探偵ですから！（ビシッと決めポーズ）




ＫＰ：お次は、茂樹のアパートに行っている、佐々原と睦ちゃんのシーンだね。都心から少し離れたところの住宅地にある、ごく普通の二階建てのアパートで、取り立てて不審な点はないよ。

睦：さやかちゃんが情報収集してくれた、黒いバンは見当たりませんか？

ＫＰ：見当たらないね。そもそも、このアパートには駐車場がないようだ。

佐々原：まずは呼び鈴を鳴らしてみましょう。

ＫＰ：……誰も出ないね。茂樹の部屋は二階なんだけど、扉には鍵が掛かっている。

佐々原：郵便受けを確認してみますけど？

ＫＰ：二日分の新聞がたまっているな。

佐々原：家にも戻ってきていない……となると、幼なじみだけに心配ですね。

睦：大家さんに鍵を貸してもらえるよう交渉できないかなぁ。

佐々原：交渉が得意な人たちは、みんなホテルに行ってしまっているんだよね。

睦：むむむ～～～っ、〈機械修理〉でこじ開けることはできると思うけど、そこまで強行する根拠は薄いかなぁ。

ＫＰ：そんなふうに二人が茂樹の部屋の前で悩んでいると、ちょうどアパートの前に原付バイクが停まった。佐々原はわかるのだけど、なんとそれはこの部屋の主である茂樹だよ。

佐々原：「茂樹、おまえどこ行ってた!?」

ＫＰ：「た、環……お、オレは何も知らなかったんだ！」と、茂樹はあわてて原付バイクで逃げようとする。

睦：そういうことを言う人は、絶対に悪いことをしているんですよ！（笑）

佐々原：当然、追いかけますよ。スタイリッシュにアパートの階段の手すりに腰をかけて、滑り降ります！

ＫＰ：おお～っ、スタイリ～ッシュ！　そういうロールプレイをしてほしかったんだ！

辰巳：スタイリッシュって、そんなことでよかったのか!?（笑）

睦：じゃあ、私もスタイリ～ッシュに近くにあった植木鉢をバイクの進行方向に投げつけます。

ＫＰ：んん～～、それはスタイリッシュかなぁ？

佐々原：どちらかというと、ジャッキー映画のノリのような（笑）。

辰巳：茂樹のバイクが露天商に突っ込んで、店主の親父に怒鳴られるとか。

睦：タマ兄が二階から落ちて、露店の屋根の布を突き破って着地するとかですね。

ＫＰ：ジャッキー映画は大好きだけど、それはボクの知ってるスタイリッシュとは違う世界観だから！

睦：スタイリッシュでなくても、進路妨害になるのなら投げつけますよ。茂樹さんに当たらないようにはしますが。

ＫＰ：じゃあ、整理しよう。スタイリッシュな佐々原は〈跳躍〉に成功したら、手すりを素早く滑り降りられたことにして、このあとの茂樹に対する追跡行動に+20％のボーナスをあげよう。

佐々原：了解です。

ＫＰ：睦ちゃんのジャッキーな植木鉢投げは〈投擲〉に成功したら、バイクがよろめいてしまい、茂樹は〈運転（オートバイ）〉に成功しないとコケてしまうことにしよう。

睦：植木鉢を投げると、私は追いかけられないんですか？

ＫＰ：そうだね。

睦：む～っ、まあいいかな。この作戦でいきます。

佐々原：じゃあ、まずはボクのスタイリッシュな手すり滑り。コロコロ……くっ、失敗です。

ＫＰ：理想としていたスタイリッシュとはだいぶ異なり、ドテッと一階に落下しただけだった。まあ、失敗してもペナルティーは勘弁してあげよう。

睦：植木鉢で進路妨害するための〈投擲〉をします。コロコロ……成功！

ＫＰ：うむむ……ということは、ここで茂樹が〈運転（オートバイ）〉に失敗すると、せっかくのスタイリッシュなカーチェイスイベントが発生しないということか。これは成功させねば。茂樹の〈運転（オートバイ）〉は30％だけど、オープンダイスで。コロコロ……よしっ、成功したぞ！

睦：むむ～～～っ！

佐々原：すぐに自分の車に乗って追いかけます。

ＫＰ：では、佐々原はオープンカーにスタイリッシュに乗り込むことができるよ。

佐々原：いつの間にか、ボクの車がオープンカーになってる！（笑）

ＫＰ：茂樹のバイクを止めるつもりならば〈運転（自動車）〉に成功すれば、進路をふさぐことができるとしよう。

佐々原：スタイリッシュなドライビングテクニックで、茂樹のバイクの前に横付けしますよ。

ＫＰ：一方、茂樹は地元の地の利を生かして、車の入れない路地に逃げ込もうとしている。ここはダイス一発勝負。佐々原が失敗したら逃げられてしまうぞ。

佐々原：ボクのドライビングテクニックをなめないでほしいな。コロコロ……成功。スタイリ～ッシュ!!

ＫＰ：おお～っ、佐々原のオープンカーは茂樹が路地に入る直前、割って入ることができた。逃げられないと観念した茂樹は「オレが悪かった。あんなことをする人だとは思わなかったんだ！」と、必死に言い訳している。

佐々原：「茂樹ぃ～、なにも警察に突き出すつもりはないんだ。だけど、おまえの知っていることは洗いざらい話してもらおうかぁ～ん？」

睦：む～っ、そのせりふはあまりスタイリッシュじゃないような……。

さやか：どう聞いても悪役ですよね。







交渉人さやかの華麗(スタイリッシュ)な活躍




　重要参考人である茂樹を確保した佐々原たちは、さっそくさやかちゃんたちと辰巳邸で合流する。

　これまでの調査による推理を披露する佐々原の前に、茂樹は完全に観念して、カール・スタンフォードに命じられて『ヘスタン文書』を盗み出したことを白状した。

　茂樹の証言をまとめると、カール・スタンフォードは『ヘスタン文書』が保管されているレンタクラに勤めている茂樹に目を付けて、ＬＴＦに勧誘をしたようだった。そして、茂樹はスタッフの立場を利用して、こっそりと南京錠を破壊して、『ヘスタン文書』を盗み出し、代わりの南京錠を取り付けてごまかしたのだそうな。




さやか：「なんで、そんな盗みの手伝いなんかしてしまったんです？　脅かされていたとか？」

ＫＰ／茂樹：「会ったことがない人にはわからないかもしれないけど、カール・スタンフォードさんには、とてもあらがいがたい圧倒的なカリスマがあるんだよ。話をしていると、その言葉すべてに従いたくなるような……」

睦：まあ、カール・スタンフォードだったら納得かも。洗脳とか得意そう。

佐々原：「それで、そのカール・スタンフォードはいまどこにいるんだ。ボクらの友達の京ちゃんを誘拐したことを、おまえは知っているのか？」

ＫＰ／茂樹：「や、やっぱり、そんなことをしていたのか。辰巳先生の本を盗んだあと、ＬＴＦの連中に、今度は誘拐の手伝いまでするように言われて……それで恐ろしくなって逃げ出したんだ。それっきり、やつらとは連絡を取っていない。信じてくれ！」

辰巳：盗みは手伝っても、誘拐と聞いておじけ付いたというわけか。

ＫＰ：犯罪としてのレベルが違い過ぎるからね。けれど、カール・スタンフォードに心酔しているＬＴＦの一部のメンバーは、命じられた通りに実行したらしいね。

さやか：黒いバンはＬＴＦの車なのでしょうか？

ＫＰ：茂樹によると、もしかするとＬＴＦの幹部である関(せき)伸(しん)也(や)という男の自家用車かもしれないとのことだ。そいつは、三十代のインテリ崩れで、カール・スタンフォードにかなり心酔しているのだそうな。

辰巳：「その関という男の居場所は知らないか？」

ＫＰ：ＬＴＦのたまり場のプールバーが代々木上原にあるのだけど、関はそこの店長をしているようだね。

佐々原：プールバーとは、これまたスタイリッシュですね。そこに京ちゃんが監禁されているのかも。

睦：現代日本が舞台の『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』で敵のアジトに襲撃というのは、ちょっと勇気がいりますね。

さやか：私が空手キックでなんとかしますよ！

睦：相手が一人とかならいいけど、数が多いとどうしようもないから……。

辰巳：ＬＴＦのたまり場だそうだしなぁ。なんとか、関を一人だけおびき寄せたいところだ。

佐々原：とりあえず、そのプールバーの前まで行って、様子を見てみましょうよ。ちなみに、その店名はなんていうのでしょう？

ＫＰ：プールバー「ロスタラス・ブラック」という名前だ。

辰巳：それって、『ヨグ＝ソトースの影』に出てくるＮＰＣじゃなかったか？

ＫＰ：まあ、ファンサービスというやつだから気にしないでいいですよ。

睦：とことん、不吉な名前ばかりが出てきますねぇ～。

ＫＰ：さて、ここでみんなは〈聞き耳〉をしてもらおうかな？

佐々原：へっ、いったい何が聞こえてしまうの？

辰巳＆佐々原＆睦：コロコロ……成功。

さやか：コロコロ……私だけ失敗ですね。

ＫＰ：成功した人は、どこからか「ヂャラッ……ヂャラッ」という金属音が聞こえてくる。

睦：むむっ、まさかその音って……？

ＫＰ：〈聞き耳〉に成功した人だけ〈アイデア〉をしていいよ。

辰巳＆佐々原＆睦：コロコロ……成功。

ＫＰ：ほう、ダイス目が冴(さ)えているね。だったら、三人はその音が『るるいえばーすでい』の第三話、ドリームランドの地下で聞いた、あの巨人が引きずっていた鎖の音に似ている気がする。

佐々原：辰巳先生の家がまた壊されちゃう！（笑）

辰巳：そ、その音はどこから聞こえてくるんだ？

ＫＰ：どうやら茂樹が動くたびに音が聞こえているような気がするな。さて、あの不吉な鎖の音を耳にした探索者たちは、今回初めての〈正気度〉ロールをしてもらおうか！

辰巳＆佐々原＆睦：コロコロ……成功！

ＫＰ：なに～っ、またも全員成功だとぉ。ちぇっ、成功したら正気度は減らないよ。

全員：わ～～～い（パチパチ）。

ＫＰ：鎖の音はすぐに聞こえなくなるけど、すっごく気味が悪いね。。

辰巳：茂樹がアフォーゴモンの生け贄に捧げられているということなのか？

睦：でも、京の場合、妙な儀式をした代償として、自分の半身を捧げるといった理屈でしたよね。茂樹はそんな儀式に参加した覚えはあるんですか？

ＫＰ：そんなことはないようだね。ただし、茂樹はこの音を聞くのは初めてじゃないらしい。カール・スタンフォードの元から逃げ出してから、時々、この音が聞こえてくるらしく、茂樹の正気度をむしばんでいる。

佐々原：駄目じゃん！　茂樹の正気度は残りいくつなの!?

ＫＰ：そんなに多くはないよ。鎖の音にさいなまれる茂樹は、青ざめた顔をして「そうだ、マーロウ。マーロウを探さなきゃ！」と、取り乱している。

全員：マーロウ？

佐々原：「茂樹、そのマーロウってのはなんなんだ？」

ＫＰ／茂樹：「オレが最後にスタンフォードさんに会ったときに言ってたんだ。『やっかいな、マーロウが来る前に事を進めないとな』って……どんな時でも余裕たっぷりのあの人が、なにかにせかされるようなことを言ったのは初めてだったから、よく覚えているんだ」

さやか：そのマーロウという人はよほどすごいお方なのでしょうか？

辰巳：人とは限らんかも……。

睦：レディ・ロデレールみたいなこともありますからね。

佐々原：ボクらはマーロウという名前に心当たりはないんですか？　〈クトゥルフ神話〉とか〈オカルト〉でロールをさせてくれる──みたいな。

ＫＰ：現時点では、なにもロールはできないな。もうちょい突っ込んで調べてもらわないと。

辰巳：マーロウというと、フィリップ・マーロウくらいしか思い付かないなぁ。

さやか：誰ですか、それは？

ＫＰ：アメリカのハードボイルド小説の主人公だね。「タフでなければ生きていけない。優しくなれなければ生きている資格がない」というせりふが有名だ。

さやか：なにそれ。格好いいせりふですね！

辰巳：あと、「撃っていいのは撃たれる覚悟のある奴だけだ」というのもあるな。

佐々原：それコードギアスのせりふでしょ？

辰巳：こっちが元ネタ！（笑）

さやか：じゃあ、そのハードボイルドなマーロウさんを呼びに行きましょう。

辰巳：フィリップ・マーロウの時代は１９４０年代だからなぁ。

佐々原：だいたい小説の登場人物でしょ？

ＫＰ：いやいや、『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』においては、シャーロック・ホームズも実在する設定になっているから、フィリップ・マーロウがいても不思議ではないな。

睦：アーミテッジ教授やランドルフ・カーターだって小説の登場人物だしね。

佐々原：なるほど……では、すぐにフィリップ・マーロウに国際電話をしましょう（笑）。

ＫＰ：念のため言っておくけど、このマーロウとフィリップ・マーロウは関係ないからねっ！　今回のテーマはハードボイルドじゃなくて、スタイリッシュだから！

辰巳：まだ、そのよくわからんスタイリッシュで押すつもりなのか……。

睦：マーロウについては、まだ情報が少な過ぎますね。それより、あの鎖の音はなんだったのでしょう？

佐々原：カール・スタンフォードから逃げても、マーキングはされている……みたいな？

辰巳：あの鎖には、ワシの同僚が焼き尽くされたという嫌な思い出があるから、今度こそは助けてやりたい。

ＫＰ：茂樹によると、「なんだか、だんだん音が大きくなっているような気がする」ということらしい。

さやか：「あのぉ、みなさんなにか聞こえるんですか？　私だけ置いてきぼりにしないでくださいよ～」

佐々原：とか言いながら、〈正気度〉ロールをしないですんで、うれしそうなさやかちゃんなのであった。

さやか：えへへ～、実はそうでした～。




　茂樹のことも気になるが、それ以上に探索者たちが心配なのは京の安否である。

　彼女と縁の深いアフォーゴモンの鎖の音が聞こえてきたとなれば、なおさらのことだった。

　この日の夕方。探索者たちは、ＬＴＦの幹部だという関と接触するため、新宿からさほど離れていない代々木上原にあるプールバー「ロスタラス・ブラック」にこっそりと車を横付けする。

　駅前のささやかな繁華街にある雑居ビルの二階が店舗となっており、店は閉まっていた。ただ、店内の明かりはついており、人のいる気配はある。

　こちらからアジトに飛び込むのは危険と感じた探索者たちは、得意のハッタリを生かして、関だけを外におびき寄せる作戦に出ることにした。




ＫＰ：そういうハッタリを絡めた交渉は〈説得〉ではなく、〈言いくるめ〉になるからね。

さやか：〈言いくるめ〉が得意なのは私ですが……女子高生が電話して、言うことを聞いてくれますかね？

佐々原：ボイスチェンジャー……は、すぐに用意できないから、ハンカチを口に当てて声を変えればどうかな。

ＫＰ：怪し過ぎる……。

さやか：いえいえ、怪しいくらいでちょうど良いでしょう。じゃあ、ハンカチを口に当てて、低めの声色で店に電話をかけてみます。

ＫＰ：「もしもし、ロスタラス・ブラックですが？」と、向こうは普通に電話に出るよ。

さやか：「関さんをお願いしたいのですが（くぐもった声で）」

ＫＰ／関：「私が関ですが。どちらさまですか？」

さやか：「誰だっていいじゃないですか。そんなことより、あなたが誘拐事件に関わっていること……私、知っているんですけど」

ＫＰ：関はしばらく黙っていたが……いきなり電話を切ってしまう。

全員：切ったっ!?

ＫＰ：人は追い詰められると、このような逃避行動に出るものだよ。案外、関はメンタルが弱いのかもね。

さやか：だからって、切ってどうするんですか！　カール・スタンフォードに連絡される前に、すぐにかけ直しますよ！（笑）

ＫＰ／関：「もしもし……？」

さやか：「いきなり切るなんてぇ、ひどいじゃあなぁいですかぁ～～～？」

睦：さやかちゃん、その怪しい口調だと、こっちが悪者かお化けみたいだから（笑）。

ＫＰ／関：「いったい何のことを言っているのかわからないのだが……」

さやか：「とぼけないでくださいよぉ。まさか、あの安針塚家のご令嬢を誘拐するなんて……あなた、命が惜しくないんですか？」

ＫＰ：すごい交渉の持っていき方だな！（笑）

さやか：「しかも、私たちに尻尾をつかまれるようなヘマをしたことがカール・スタンフォードさんにバレたら、いったいどうなってしまうんでしょう。あの人、怒らせたら怖いでしょうねぇ～」と、カール・スタンフォードに相談させないように釘を刺しておきます。

辰巳：うむうむ、なかなかうまい交渉だと思うぞ。

ＫＰ／関：「オ、オレにどうしろって言うんだ？」

さやか：「ちょ～っと、二人だけでお話がしたいだけですよ。お店の近くにある公園に来てもらえませんか？」

ＫＰ：よし、わかった。では、関がこの誘いに乗るかどうか〈言いくるめ〉をしてもらおうか！

さやか：ここは失敗できません。気合いを入れて～、コロコロ……やった、成功です！

全員：おお～～～～～～～～っ!!（パチパチ）




　あえて不審な人物を演じることで相手の優位に立つという、さやか流交渉術によって、見事に関の誘い出しに成功した。このあと、待ち合わせ場所に向かう途中で、油断している関を拉致しようという作戦も実行されるが、待ち伏せる場所とは別のルートで関が移動をしたため、スルーされてしまうという結果に。

　しかも、待ち合わせ場所で待機していた辰巳先生は、関の様子を見るために駄目元で〈隠れる〉に挑戦したところ、たまたま成功する。おかげで待ち合わせ場所にやって来た関は、誰もいない公園でウロウロすることになる。




辰巳：「なにをしている。もう、こっちに関がやってきているぞ！」と、みんなに電話するぞ。

さやか：「あれぇ、おかしいですね。すれ違っちゃったのかなぁ？」

ＫＰ：ちなみに、関は若い男を一人連れてきているよ。

睦：む～っ、二人連れとは……これだと拉致は難しいですね。

辰巳：拉致するのはあきらめて、この公園で京くんのことを聞き出すしかないだろう。

さやか：では、〈言いくるめ〉が得意で、いざというとき戦闘力のある私が交渉しますので、みなさんは待機していてください。

辰巳：そうだな、ワシはこのまま〈隠れる〉の成功した場所で潜伏を続けよう。

さやか：じゃあ、私一人で姿を現します。「どうも、関さんですね？」

ＫＰ／関：「おまえ、いったいなにが目的だ。金か？　金なのか!?」

さやか：「そんなものはいりませんよ。欲しいのは情報……あなたたちのさらった女性の居場所です」

ＫＰ：「そ、そんなことは教えられん」と、関ともう一人の男はやや殺気だった表情で、さやかちゃんをにらみつける。女の子一人だけなら、なんとかなると思ったのだろう。

さやか：平然と携帯電話を取り出して「もしも、私の身に何かが起きたら、知っている情報をマスコミやネットに流す準備はできています」と、言います。

ＫＰ：ふむ……そんなことを言われると、さすがに関たちは動きがとれなくなってしまうな。

さやか：「別に警察ざたにしたいわけではありません。ただ、私はあの女性を無事に返してほしいだけです。あなたには、そんなにカール・スタンフォードに義理立てする必要があるんですか？」

ＫＰ／関：「わかってねぇなぁ……あの人はオレたちにとってのカリスマなんだよ」

佐々原：そのせりふは聞き飽きました（笑）。

さやか：「けど、この誘拐が公になったら、カール・スタンフォードにも迷惑をかけるのでは？」

ＫＰ／関：「ゆ、誘拐はオレが独断でやったことだ！」と、どうやら関には罪を一人でかぶる覚悟があるようだぞ。

さやか：「おかしいですね……京さんが誘拐されたとき、カール・スタンフォードと一緒にＬＴＦの黒いバンに乗り込むところを見たという目撃情報があるのですけど？」

ＫＰ：なるほど、その黒いバンの情報を出されてしまうと、さすがに観念するしかないな。関は青ざめた顔をして「そこまで知られているなんて……いったいオレはどうしたらいいんだ」と、うろたえている。

さやか：「だから、京さんを返しなさいってば」

ＫＰ／関：「そんなことをしたら、オレはカール・スタンフォードさんに幻滅されてしまう……」と、涙声になっている。どうやら、本気でカール・スタンフォードに心酔していて、彼の信頼を裏切ることが耐えられないらしい。一種の精神的な依存症に近いのかもしれないね。

睦：む～っ、面倒くさいですねぇ。

さやか：「私たちが勝手に居所を調査して、勝手に助け出したというふうにしてしまえばよいのでは？」

ＫＰ／関：「カール・スタンフォードさんがそう思ってくれるような説得力を出せればねぇ」

辰巳：こいつ……他人事みたいにいいおって。

佐々原：京ちゃんに発信器が仕掛けてあったみたいな感じにすればいいんじゃないのかな？　そして、発信器をわざとアジトに落としておいて、アジトがバレたのは関の責任ではないことをアピールする。

ＫＰ：良いアイデアだけど発信器なんてあるのかい？

さやか：イヤホンとかで、それっぽいものを自作してしまいましょう。

佐々原：それで、関がそれを真っ先に見つけて「くそっ、発信器か！」とか言って、よくいる悪人みたいにバキッと踏みつぶして壊してしまえば、証拠隠滅もバッチリ（笑）。

ＫＰ：ふ～～～む、そのアイデアはなんとなくスタイリッシュな気がするから、関もその作戦に同調するよ。ここでは〈言いくるめ〉のロールはしないでいいや。

全員：やったぁ!!

ＫＰ：「それにしても……あんた、いったい何者なんだ？」と、関はいぶかしげな顔をしているぞ。

さやか：「ふふふ、マーロウです」と、ここはかまを掛けてみましょうか。

ＫＰ：マーロウという名前に、関はピンと来ていないようだけど。

さやか：あれ、外れたかな。じゃあ、「安針塚財閥の私設警察です」とでも言っておきます。

辰巳：なんだそれは！（笑）

佐々原：私設警察まで持っているとは安針塚財閥……恐るべし。

ＫＰ：それって『うる星やつら』の面(めん)堂(どう)財閥のノリだよね。







さやかちゃんへこむ




　さやかちゃんの見事な交渉で、関を丸め込んだ探索者たちは、「ロスタラス・ブラック」の上の階にある事務所に、京が捕らえられているという情報を得た。

　ただし、事務所の前ではＬＴＦの団員が見張りをしており、それをなんとかしないとならない。




さやか：関が言いくるめて、どこかに連れ出してくださいよ。

ＫＰ：関としては、自分に疑いが掛からないように、京の救出作戦にはできるだけ関わり合いたくないようだ。ぶっちゃけ、ＮＰＣに頼らず、探索者たちだけでスタイリッシュになんとかしなさい。

佐々原：今度こそ、さやかちゃんの空手パンチでなんとか──

ＫＰ：ちなみに、見張りは元力士の男でダメージ・ボーナスは＋１Ｄ６もある巨漢だからね。

さやか：うう～ん、ちょっと戦いたくないですね。

ＫＰ：相撲部屋のシゴキに耐えられなかった根性なしで、すぐに相撲はやめてしまったらしい。あまり頭が良くなく、カール・スタンフォードを妄信しているところのある、関としても扱いにくい男だそうな。まあ、根は善人なんだけどね。

辰巳：無駄に設定が細かいな！（笑）

佐々原：定番は色仕掛けだよね。スタイリッシュな色仕掛け。

睦：お酒の差し入れを持っていって酔いつぶしてしまうとかね。

ＫＰ：そういうノリはボクも大好きだ。

佐々原：ＡＰＰが高くて、〈言いくるめ〉も得意な、さやかちゃんが適任じゃないのかな？

さやか：わかりました。私が行きましょう。関に頼んで、店でいちばん強いお酒をもらえませんか？

ＫＰ：いいだろう。元力士が愛飲しているウイスキーを用意してくれる。

さやか：ＬＴＦの新入りのふりをして、上の階の事務所に向かいますよ。

ＫＰ：すると、事務所に向かう階段の途中で腰を下ろして、携帯電話をいじっている太った若い男がいる。どうやらゲームに熱中しているようだね。

さやか：「あれぇ、そのレアキャラ持っているんですかぁ。いいなぁ～」って、うまく話を合わせながら声を掛けてみますよ～。

ＫＰ：じゃあ、つかみはＯＫかどうか〈言いくるめ〉をしてもらおうかな。

さやか：コロコロ……成功です。もうバッチリ意気投合しています。「お疲れ様です。差し入れを持ってきたんですけど、いかがですかぁ？」って、お酒を勧めますよ。

ＫＰ／元力士：「いや……オレ、ここを見張っていないといけないし……」

さやか：「ちょっとくらいならいいじゃないですかぁ。頑張ってる自分にご褒美、ご褒美」と、少しすり寄って色仕掛けしま～す。

ＫＰ：だったら、ＡＰＰの５倍でロールをどうぞ。

さやか：私のＡＰＰは17なので成功率は85％です。コロコロ……うにゃあっ、失敗したぁぁっ!?

全員：えええ～～～～～っ!?（笑）

ＫＰ／元力士：「いや、オレ、任務中ですので（キッパリ）」

さやか：ここまで良い流れだったのに、こんなところで失敗してしまうなんて……しょぼ～ん。

佐々原：その元力士はロリコンなのかも。ここは乳のない、むったんが色仕掛けを──

睦：乳がないとか言われて、誰が行くものかぁ～！（怒）

辰巳：こんなつまらんところで引っかかっている場合ではない。酔いつぶすのはあきらめて、外で騒ぎを起こして、持ち場を離れさせる作戦でいかないか？

睦：むむ～っ、ＬＴＦは人助けの団体だそうですから、事故があって、救助に人手がいるみたいな流れにすれば乗ってくるのではないでしょうか？

辰巳：ふむ……そのアイデアは良さそうだ。

佐々原：じゃあ、ボクの車が側溝に脱輪してしまって、力自慢の助けが必要──みたいな？

ＫＰ：それだと緊急性が足りないんじゃないのかな。素直にＪＡＦを呼べと。

さやか：えーと、だったら、病人を運んでいる最中とかはどうでしょう。

睦：それはいいかも。急いで病人を運んでいたら脱輪してしまったので、誰か助けてという設定ですね。

ＫＰ：なるほど……それで、誰が助けを求めに行くの？　あと、元力士がいない隙に、京を救出する人も必要だよ。

さやか：私はもう顔が知られているし……事務所に潜入を担当するのがいいかな？

佐々原：ボクは車を運転して、脱輪しているふりをする予定です。お年寄りの辰巳先生には病人の役を──

辰巳：うううっ……持病の癪(しゃく)が……。

佐々原：そんなことしなくても、萎縮した左手を見せればいいのでは？

辰巳：ワシの左手は、見たら〈正気度〉ロールものだからな！

睦：むーっ、消去法で私が助けを求める役かぁ。事務所に行くのは、さやかちゃん一人で大丈夫でしょうか。カール・スタンフォードが、事務所内の見張りに奉仕種族とか置いていないかなぁ？

辰巳：いないとは言い切れないが……。

さやか：悩んでいてもしょうがありません。大丈夫、この作戦で行きましょう。

ＫＰ：了解した。この作戦の第一歩は、睦ちゃんの演技にかかっているぞ。

睦：元力士のところに駆けていって「す、すみません。病人を運んでいる車が脱輪してしまって。お願いです、手を貸してもらえませんか!?」と、呼び掛けます。

ＫＰ：そう言われても、元力士は「け、けど……オレはいま大事な任務中で……」と困り顔をするね。

睦：「駄目ですか？　駄目なんですか？」と、目をウルウルさせながら訴え掛けますよ。

ＫＰ：じゃあ、〈言いくるめ〉かＡＰＰの５倍、どっちか好きな方でロールをしていいよ。

睦：〈言いくるめ〉は５％しかないので、ＡＰＰの５倍の方が断然得意です。私のＡＰＰは14なので成功率は70％です。

佐々原：むったん、ここは成功させてくれぇ～！

睦：コロコロ……よしっ、成功しました！

ＫＰ：ほうほう、だったら元力士はかわいい睦ちゃんのお願いでは断り切れずに、持ち場を離れて、下の通りの方に向かっていく。

さやか：そうかぁ、むったんの方が魅力的なんだ……ちょっと自信をなくしました。

睦：さやかちゃん、なに落ち込んでるの!?

さやか：いえ、別になんでもないんですけどね……。

ＫＰ：睦ちゃんが、さやかちゃんの美貌にコンプレックスを抱いていたときは、あんなに「むったんはかわいいよ」とか言っていたくせに（笑）。

さやか：そうなんですけどぉ～。そうなんですけど、なんだかちょっとショックなんですぅ。

佐々原：口ではむったんのことを褒めていても、内心では自分の方が上だと思っていたわけだね（笑）。

辰巳：ヒロインとは思えない、どす黒い一面が……（笑）。

さやか：いえいえ、いいんですよ。ロリコンの人に好かれてもうれしくないですからね。

睦：さ、さやかちゃん……何を言い出すの？　なんだか目がうつろだよ（笑）。

ＫＰ：ほらほら、さやかちゃん。へこんでる場合じゃないよ。まだまだ作戦の最中だよ。

佐々原：では、ボクはやってきた元力士に「すみません、ちょっと車体を持ち上げてもらえませんか!?」と、お願いしながらも、うまい具合にバックとかさせたりして、車体が抜け出ないように時間稼ぎをしています。

ＫＰ：了解した。一方その頃、さやかちゃんだけど。

さやか：関に事務所の鍵を借りて、警戒をしながら中に入りますよ～。

ＫＰ：だったら、何事もなく中に入ることができる。この事務所は関の住居も兼ねたものだ。割とガランとしていて、部屋の奥には、布袋をかぶせられ、手錠でいすに拘束された女性がいる。

さやか：「京さん、助けに来ましたよ。布を取りますが、あまり騒がないでください」と、ささやきます。

ＫＰ：京は了解したように、コクコクとうなずく。

さやか：じゃあ、布袋を取ってあげます。特に、けがをしている様子はないんですね？

ＫＰ：けがもないし、着衣に乱れもない。京は布袋を取り除かれると、涙を浮かべながら、小さな声でさやかちゃんに感謝の言葉を述べる。彼女も元探索者なので、ここで騒ぐような愚かなことはしない。

さやか：「辰巳先生も来ていますからね」と、力づけてあげます。その手錠は外せそうですか？

ＫＰ：〈機械修理〉に成功すれば壊せるけど、時間がかかるだろうな。

睦：いすごと移動してしまった方が早いのでは？

ＫＰ：階段を降りるときに目立つので、うまく見張りの元力士の注意をそらせるかどうかが鍵だね。

さやか：それではみんなを信じて、京さんを連れて、事務所を出ます！

ＫＰ：じゃあ、外にいる探索者たちには、「ロスタラス・ブラック」のビルから、いすに拘束された京とさやかちゃんが歩きにくそうに出てくるのが見える。ここで元力士が脱走に気づいてしまったら、ややこしいことになるぞ。

佐々原：「もう少しで出せそうです！　もっと力を入れて！」と、車の中から大声で呼び掛けて、いまにも出せそうな具合にタイヤを動かすというのは可能ですか？

ＫＰ：〈運転（自動車）〉に成功したら、絶妙なタイミングで溝からタイヤが出るように演技できるぞ。

佐々原：それで行きましょう。コロコロ……よしっ、成功です。「ありがとう。車が出せたよ！」

ＫＰ：じゃあ、元力士は京の方には気づかずに、タイヤが出たことを佐々原と一緒に喜んでいるね。「いやぁ、よかった、よかった。おじいさん、お大事にね」

辰巳：「本当にお世話になりました……このご恩は忘れません（ヨボヨボ）」

さやか：普通にいい人でしたね。この元力士の人。

ＫＰ：ＬＴＦは善良な団体だからね。主催者が怪しい人物だというだけで。

辰巳：いや、女性を誘拐するようなやつらは駄目だと思うけどな。

ＫＰ：それはカール・スタンフォードに心酔している、ごく一部の過激なやつらだけですから。

佐々原：元力士がいなくなったら、さやかちゃんと京ちゃんと合流して、ここからトンズラしますよ！

さやか：安全なところまで移動したら、むったんに手錠を外してもらいましょう。

睦：じゃあ、得意の〈機械修理〉で。コロコロ……はい、成功です。壊しましたよ。

ＫＰ：では、自由になった京は、辰巳先生に感謝の熱い抱擁を……。

辰巳：「京くん、無事で本当によかった」
















ＫＰ：ふむ……京の正気度も11ポイント残ったか。

さやか：ええ～っ、どうして減っているんですか？

ＫＰ：内緒だったけど、一日経つごとに、監禁された恐怖によって、京の正気度が減っていく設定だったのさ。一日目は１ポイント、二日目は２ポイント……って感じでね。

さやか：三日目は３ポイントで……残り８になっていたかもしれないんですね！

辰巳：なんと恐ろしい！

睦：二ケタあるうちに救出できてよかったぁ～。

佐々原：なんでキーパーはそんなに京ちゃんをいじめるの!?

ＫＰ：でも、事件解決の展開はこれが最速だったかと思うよ。さすがはベテランの探索者たちだ（パチパチ）。

さやか：京さんも無事だったし、これで一安心ですね。

佐々原：これで一件落着なのかなぁ？

睦：む～っ、それはどうかなぁ。『ヘスタン文書』が、カール・スタンフォードの手にあるのは不安だよ。

さやか：このままでは、また京さんが狙われるかもしれないですよね。

辰巳：「そうそう、なぜカール・スタンフォードは君を誘拐などしたのかね？」

ＫＰ／京：「それがまったく心当たりがないのです。彼とは『ヘスタン文書』の翻訳を手伝っていただいた縁があって、一度、会いたいということでしたので面会に応じたのですが……あのような社会的地位もある方が、こんな乱暴をするなんて思いも寄りませんでした」と、京もカール・スタンフォードについては、みんなと同程度のことしか知らないようだ。

辰巳：『ヘスタン文書』が欲しいのは、魔道書にパワーが宿っているから──という理屈で納得はできるのだが、どうして京くんまで誘拐したのだろうか？

睦：アフォーゴモンの儀式を成功させた、京の知識が欲しいとかでしょうか。

辰巳：いや、京くんの翻訳の手伝いをしたくらいなのだから、カール・スタンフォードは自力で『ヘスタン文書』の解読くらいできるだろう。

睦：む～っ、それもそうですね。

さやか：京さんを生け贄にしたいとか？

佐々原：なんで、京ちゃんを？

さやか：それはその……京さんはアフォーゴモンに選ばれた巫女的な……？

辰巳：アフォーゴモンとの因縁は、『るるいえばーすでい』で鏡を合わせたことで消滅したんじゃないのか？

ＫＰ：京とアフォーゴモンの因縁について思い付いたさやかちゃんは〈クトゥルフ神話〉をしていいよ。

さやか：えっ、ホントですか。ここは絶対に成功させて、真実に近づきたい！

佐々原：頼んだよ、さやかちゃん！

さやか：気合いをいれて～、コロコロ……よし、成功です。私の〈クトゥルフ神話〉は30％もありますからね！

辰巳：それはすごい！

ＫＰ：ほうほう、これまで幾度となく宇宙的恐怖の深淵をのぞき込んできたさやかちゃんは、以前、普賢堂という老探索者から聞いた言葉を思い出す。「宇宙的恐怖からは簡単に逃れられはしない。どれだけ時間がたとうとも、まるで昨日のことであったかのように、突然、恐怖はよみがえるもの」ってやつだ。

睦：その言葉って、キャンペーンのテーマでもあるんですよね。

ＫＰ：そして、さやかちゃん自身、『屍食教典儀』に触れたことで、モルディギアンや食屍鬼とつながりを持ってしまったことも思い出す。こうした経験から、京も『ヘスタン文書』に触れてしまったことで、アフォーゴモンとの特別なつながりを持ってしまっているのではないかと推測──いや、〈クトゥルフ神話〉に成功しているから、そう確信できるのだった。

辰巳：魔道書とは宇宙的恐怖の闇に踏み込む入口というわけか。

佐々原：カール・スタンフォードがアフォーゴモンに関係する儀式をしたいと思っているのなら、それには京ちゃんが必要ってこと？

さやか：やっぱり、カール・スタンフォードをなんとかしないと駄目ですよ！

辰巳：なんとかと言われても、相手がカール・スタンフォードではなぁ。

睦：魔術師のくせに、社会的地位があるというのも、たちが悪いですよね。

ＫＰ：魔術師うんぬんはさておいて、カール・スタンフォードの社会的地位は知っている人は知っているくらいの普通の文化人レベルで、辰巳先生と大差ないくらいだよ。

佐々原：じゃあ、安針塚財閥の圧力で潰してもらいましょう（笑）。

ＫＰ：安針塚財閥は、そういうふうに便利には使えません。探索者の知恵と勇気でなんとかすること。

辰巳：社会的地位があるのだから、京くんの誘拐事件についてリークするとか言えば、取引に応じるのだろうか。

佐々原：キーパーは警察が使えるとも言ってましたね。

睦：でも、今回の計画が、いまの社会的地位なんかよりも重要だったら、そんなことどうでもよいのでは？

辰巳：表の顔なんかいつでも捨てられるという覚悟で来られるとまずいな。

さやか：やっぱり、茂樹さんの言っていた、マーロウが事件を解決するためのキーパーソンなんじゃないですか？

辰巳：そうだとは思うが、いったいどこの誰だかまったく情報が出ていないからなぁ。

さやか：茂樹さんに電話をして「カール・スタンフォードがマーロウって言っていたときに、ほかになにか言ってなかったか、全部思い出してください」と、しっかり確認しておきたいんですけど。

ＫＰ：そうだね。すると、茂樹は必死に記憶を呼び起こして、「そう言えば、マーロウってちょっと発音が違っていたような……」と、言い出すね。

全員：こらぁ～～～～っ!!

さやか：「しっかり発音してください。ネイティブな英語で！」

ＫＰ：えーっ、ごほん。発音するよ。よく聞いてね。「マーナァゥ」

さやか：マーナ？

ＫＰ：ノンノン。「マーナァゥ」だよ。カタカナ表記すると「マーロウ」となってしまうかもしれないね。

辰巳：その発音を〈ほかの言語（英語）〉で判断できるのだろうか？

ＫＰ：これは重要なキーワードになるので、キーパーがこっそりとロールをさせてもらおう。みんな、キャラクターシートを貸してくれるかな？

佐々原：いやいや、そんなお手間を掛けるのは申し訳ありません。何の技能でロールをすればいいのか教えてくださればいいんですよ。英語ですか？　中国語ですか？　猫語ですか？（笑）

ＫＰ：うるさい、さっさとよこせ！




　ボクは探索者たちの〈ほかの言語（中国語）〉の成功率を確認して、キーパースクリーンの裏でこっそりとダイスをロールした。すると、みんな10％前後しかない技能なのに、佐々原以外の探索者全員が成功したのだった。




ＫＰ：えーと、佐々原以外は「マーナァゥ」と聞いて、それは中国語の「瑪(め)瑙(のう)」を意味する言葉ではないかと思い付くね。ボクのダイス目に感謝しなさい。

睦：瑪瑙って、宝石の瑪瑙ですか？

ＫＰ：そうだよ。

辰巳：瑪瑙……つまり、カール・スタンフォードは「やっかいな、瑪瑙が来る前に事を進めないとな」と言っていたということか……なんだか、余計意味がわからなくなってしまったぞ？

全員：うう～～～～～～～～～～～～～ん？

佐々原：瑪瑙というキーワードでオカルト的ななにかを思い付きませんか？

ＫＰ：ロールしていいよ。

佐々原：コロコロ……成功してますけど？

ＫＰ：あまりピンとはこないな。少なくとも、オカルト的なキーワードではなさそうだ。

さやか：（携帯電話で調べながら）瑪瑙って、英語ではagateかぁ。ほかになにか意味がないのかなぁ。

佐々原：agate……アギフ……そうか、瑪瑙とはアギフちゃんのことだったのだ！（笑）

ＫＰ：そういう発想をするのなら、ロールの必要なくわかるのだけど。瑪瑙というのは、ペルシア語では「アギフ」というらしいんだね。

佐々原：アギフちゃん、キタ――――――――ッ!!

睦：まさかタマ兄の妄想が本当になるとは（笑）。

佐々原：ここでアギフちゃんの名前が出てきましたか。彼女ならカール・スタンフォードに対抗できるのかも。

睦：でも、アギフちゃんって、ずいぶん前から日本に来ていますよね。それだと、「やっかいな、アギフが来る前に事を進めないとな」という言葉がしっくりこないような？

さやか：だいたい、なんでアギフだけ中国語で言ったりしたのかも謎ですよね。

睦：とはいえ、アギフちゃんにカール・スタンフォードのことを聞いてみても損はしないでしょう。

佐々原：いまから行きます？

辰巳：うーむ、まだ深夜だしなぁ。夜中に彼女を起こして、機嫌を損なうのはなんとなく怖い気がする。

さやか：蘭(らん)弗(どる)叔父さんにも粗相のないようにと言いつけられていますからね。

佐々原：アギフちゃんが何時に起きて、どこで朝食をとるのかは、ボクがしっかり把握しています。朝、ホテルで出待ちしていましょう。

ＫＰ：……まあ、図書館巡りとかに付き合ってた佐々原なら、アギフの行動パターンは把握していそうだな。

睦：タマ兄のストーキングが役に立った！（笑）

辰巳：じゃあ、明日の朝、アギフくんのいるホテルを訪ねるという感じで、今日は解散かな。







茂樹炎上！




　この夜、当初、鎖の音が聞こえるという茂樹を、用心のため佐々原のマンションに泊めることにした。

　ところが、佐々原が二人だけでは怖いと言いだし、睦ちゃんをマンションに呼んだところ、その方がもっと危ないとさやかちゃんに止められる。

　どうせみんなでいるのなら、佐々原のマンションよりもるるいえ堂の方がいいだろうと……なんやかんやとすったもんだのあげく、辰巳先生以外全員で茂樹をるるいえ堂で見守ることになった。




辰巳：ワシは京くんと一緒に自宅に帰ることにするよ。いろいろ大変なことがあったからな。

さやか：「京さん、今日はたっぷり辰巳先生に甘えてくださいね」

ＫＰ：さて、君たちが茂樹と一緒にるるいえ堂で一息ついたところで、時間はもう深夜になってしまった。窓を強い雨風が窓を打ち付け、ガタガタと音を立てている。

佐々原：なんですか、その不吉な描写は？（笑）

ＫＰ：いや、最初から台風が近づいている季節だと言ってただろう。

睦：言ってましたね。もしかして、この台風がなにかのタイムリミットに関係しているのでしょうか？

ＫＰ：ニュースでも、台風は明日の深夜にかけて関東に最接近すると告げている。君たちが、そんな風の音に耳を澄ませていると、突然、場違いに明るい音楽が流れてくる。

さやか：えっ、何事ですか!?

ＫＰ：茂樹の携帯電話の着信音のようだね。だけど、茂樹は電話の発信相手を見た途端、顔が真っ青になる。

佐々原：「茂樹っ、まさかその相手は……？」

ＫＰ／茂樹：「カール・スタンフォードさんからだ……ど、どうしよう。出た方がいいのかな……」

さやか：駄目ですよ。出た途端、絶対になにかされます。電話越しに呪文が飛んでくるとか！

佐々原：「出ないで居留守を使え！　関を見習って逃避行動だ！」

ＫＰ：（出ないという選択は予想外だったなぁ。せっかく黒幕と直接会話をして情報を得るチャンスなのに……やっぱり、カール・スタンフォードを警戒し過ぎているようだな）では、しばらく着信音は鳴り響いているけど、やがてプツリと途絶えた。

睦：でも……これ、もう一回かかってくるんじゃないのかな？

さやか：無視し続ければいいんです。着信拒否です！

ＫＰ：電話が切れて、しばらくすると……みんな〈聞き耳〉をしてくれ。

さやか＆佐々原：コロコロ……成功です。

睦：コロコロ……失敗しました。

ＫＰ：成功した、さやかちゃんと佐々原は、どこからか「ヂャラッ、ヂャラッ」という金属の音がかすかに聞こえてくるのがわかる。

さやか：あの巨人の鎖の音ですか！

ＫＰ：正確には、巨人のものではなく、アフォーゴモンの鎖を巨人──ガグが運んでいたんだけどね。

佐々原：周囲を警戒……といっても、ガグがやってきたら警戒してもどうしようもないですよ！

睦：覚醒世界にガグを呼び出すようなことは、カール・スタンフォードでも簡単にはできないと思うけど……。

ＫＰ：鎖の音を聞いたさやかちゃんと佐々原は気づく。その鎖の音が茂樹の方から聞こえていることを……そして、いつの間にか、彼の体にぼんやりと虹色に光る鎖のようなものがらせん状に巻き付いていることを！

佐々原：「茂樹～っ！」

ＫＰ：佐々原が叫んだ直後、茂樹の頭部が燃え上がる。

全員：ええっ!?

ＫＰ：それは炎のように揺らいでいるが、虹色の輝きを放っていた。茂樹は光る鎖に縛られ、直立不動のまま硬直しており、その姿はまるでろうそくのようでもある。

辰巳：これは……カール・スタンフォードの呪文かなにかか？

ＫＰ：まずは、その場にいた探索者たちは〈正気度〉ロールをしてもらおうか！

辰巳：ホッ……その場にいなくてよかった（笑）。

さやか＆佐々原＆睦：こらぁ～っ、辰巳先生～～！（泣）

佐々原＆睦：コロコロ……失敗。

さやか：コロコロ……成功です。

ＫＰ：成功したら正気度ポイントは減らない。そして、失敗した睦ちゃんは１Ｄ４の正気度ポイントを喪失する。

佐々原：あれ、ボクは？

ＫＰ：佐々原は幼なじみが目の前で自然発火したというショックで１Ｄ４＋１の正気度ポイントを喪失するぞ～。

佐々原：な、なんてこった。コロコロ……うわっ、最大の目が出て５ポイント喪失。現在正気度は42です。

ＫＰ：一度に５ポイントの正気度を喪失したのなら、この現象の真の恐怖を理解できるかどうか〈アイデア〉もしてもらおうか。

佐々原：コロコロ……よしっ、〈アイデア〉は失敗。「こんなのただの自然現象だ！」

睦：コロコロ……私は２ポイント喪失して、現在正気度は36になりました。

ＫＰ：誰も狂気には陥らなかったか。では、これからは茂樹が発火した次の瞬間の行動だけど、〈聞き耳〉に成功している、さやかちゃんと佐々原は、ご褒美として睦ちゃんよりもワンアクション素早く動ける。ここからは一つ一つの行動によって、茂樹の運命が大きく左右するので気をつけること。

さやか：そ、そんなこと言われても、こんなのどうしようもないですよぉ～！

ＫＰ：本当にどうしようもなかったら、みんなに行動を尋ねる前に「茂樹は死んだ」と描写するからね。

佐々原：その炎ってどんな感じなんですか？　熱かったりするんですか？

ＫＰ：熱くはないな。ここで佐々原は、行動宣言とは関係なく〈アイデア〉をしてもいいよ。

佐々原：ええ～っ、これって成功した方がいい〈アイデア〉なのかなぁ？

ＫＰ：ロールは常に成功させるつもりでやれ！（笑）

佐々原：コロコロ……成功しました。

ＫＰ：この虹色の炎は、部屋の中のわずかな空気の動きにも、やけに大きく揺らいでいることがわかる。その点が普通の炎と異なる、大きなポイントだ。

佐々原：風で吹き消せるということなの……？

さやか：私は炎なんだから、水で消せるはずと思って、部屋にある花瓶の水をかけます！

佐々原：じゃあ、ボクはジャケットを脱いで、バタバタと火をたたき消します。

ＫＰ：ふむ……だったら、佐々原はＳＴＲの５倍のロールに成功したら、効果を発揮することにしよう。さやかちゃんは、この部屋に幸運にも花瓶があるのかどうか〈幸運〉をしてもらおうかな？

佐々原：ＳＴＲはボクの弱点なんですってば～！　コロコロ……ううっ、失敗してしまいました。

さやか：コガネさんなら、きっとるるいえ堂に花を生けているはずです。コロコロ……やった、成功です。茂樹さんの頭から、花瓶の水を「ドバシャー」ってかけますよ～！

ＫＰ：では、花瓶一杯の水は、この炎に対して１Ｄ６ポイントの効果を与えるよ。

さやか：な、なんですか、その謎なポイントは？

ＫＰ：とりあえず、ロールをしてくれるかな。それから意味を教えるよ。

さやか：コロコロ……「４」です。

ＫＰ：ふむ……水をかけられたことで炎は一時的に小さくなるが、すぐに元の大きさに戻ってしまう。ルール的に説明すると、１ラウンドで水をかけるなどして与えたポイントが、この炎の耐久力を超えたとき、火は消えると思ってくれ。ただし、消せなかった場合、次のラウンドで炎の耐久力は全快してしまうのだ。

さやか：それで、炎の耐久力はいくつなんですか？

ＫＰ：さやかちゃんは〈アイデア〉をしていいよ。

さやか：コロコロ……成功しました！

ＫＰ：炎の大きさからして、たぶん14ポイントくらいなんじゃないかなぁ、と思うよ。

さやか：１Ｄ６じゃあ、無理じゃないですか！

ＫＰ：そうだね、無理だね（あっさり）。

辰巳：つまり、複数の人間が同時に水をかけたり、たたき消したりしないといけないというわけか。

ＫＰ：とりあえず、花瓶の水はこれでなくなってしまったよ。さて、〈聞き耳〉に成功した二人の行動が終わったので、炎によるダメージを茂樹に与えるとしよう。佐々原、茂樹のＰＯＷは９しかないのだが──

佐々原：そ、それがなにか？

ＫＰ：炎により茂樹のＰＯＷは、１Ｄ４ポイントずつどこかに吸引されていくのだ。さあ、幼なじみのよしみで、君が１Ｄ４をロールしたまえ。うふふふふ～。

さやか：茂樹さんのＰＯＷがなくなっちゃう！　ひど過ぎる！

佐々原：安心しろ、茂樹。ここからずっと「１」を出し続けてやる。コロコロ……わっ、「３」が出た！

ＫＰ：これで茂樹のＰＯＷは６になってしまったぞ。

睦：な～に、まだ京と同じになっただけです。大丈夫、大丈夫！（笑）

ＫＰ：さらに、この虹色の炎に照らされた探索者たちは、自動的に正気度を１ポイント喪失する。見ていると、心の平穏を乱す、そんな不吉な炎なのだ。

佐々原：ひ、ひど過ぎる……。

ＫＰ：次のラウンドからは、探索者全員で行動していいよ。茂樹のＰＯＷは残り少ないので、慎重に行動宣言をしてちょうだい。

さやか：「みなさん、水をかけるか、たたき消して～！」と、叫びながら、私はダッシュでお風呂場に行って、バケツに水をくんできます！

佐々原：……いや、これはさっき描写をしていた外の雨風を利用する流れなんじゃないのかな？

辰巳：なるほど、それか！

ＫＰ：じゃあ、佐々原は茂樹を外に連れて行くのかな。直立不動のまま硬直しているので運ぶのには──

佐々原：そんな面倒なことはしません。茂樹を抱いて、二階から外にダイブします！

全員：えええ～～っ!?（笑）

睦：雨の水と、台風の風……そして、落下の風圧により、ダメージは三倍。いやっ、三乗だっ！

辰巳：そんな『キン肉マン』みたいな理屈が──

ＫＰ：いいねぇ、スタイリッシュだねぇ～。

辰巳：ええ～～っ、通じるのか!?

ＫＰ：そういうノリ大好きだ。窓から一緒に飛び降りれば、雨で１Ｄ６、風で１Ｄ６、落下で１Ｄ10のポイントを合計させてあげよう。ただし、落下ダメージが１Ｄ６ポイント、二人の耐久力にも入るからね。

佐々原：２Ｄ６＋１Ｄ10なら、14くらい出るでしょう！

辰巳：期待値よりちょっと高めだけど、出ない目ではないな。

佐々原：茂樹のＰＯＷを考えると、のんびりはしていられません。ここは一か八かダイブします！

睦：私は階段を降りて、外に出ようとしていますね。

佐々原：「茂樹、行くぞ。ボクを信じろ！」と、二階の窓から、二人でダ～～～イブ!!

睦：いけぇ、必殺・暗黒流れ星！（笑）

ＫＰ：『炎の転校生』かぁ。懐かしくて、涙が出るな……。

佐々原：２Ｄ６＋１Ｄ10でロール。コロコロ……くっ、「11」です！

全員：惜しい！

ＫＰ：ここで消せればスタイリッシュにして、ドラマチックな展開だったのに。じゃあ、佐々原は自分と茂樹のぶん、耐久力を１Ｄ６ポイント減らしておくこと。

佐々原：自分は、コロコロ……ごふっ、「５」も減りました。茂樹は、コロコロ……「４」です。

さやか：お風呂場で水をくんできます！

ＫＰ：コガネが残り湯をためているかどうか、またまた〈幸運〉をどうぞ。

さやか：ケチなコガネさんは、きっと洗濯に使うためにお湯を残しているに違いありません！

辰巳：ケチとか言うな！（笑）

さやか：あ、すみません。節約上手でエコなコガネさん、ということで。コロコロ……よしっ、またまた成功！

全員：おおお～～～っ！（パチパチ）

ＫＰ：さやかちゃんと睦ちゃんは、まだるるいえ堂の中にいるから、佐々原だけが虹色の炎により正気度を１ポイント喪失する。

佐々原：ぐぬぬぬっ、現在正気度が40になってしまいましたよ。

ＫＰ：そして、佐々原には茂樹のＰＯＷがいくつ吸収されるのか決定してもらおうか！

さやか：こっちの方が大変ですよ。茂樹さんのＰＯＷがなくなっちゃう！

佐々原：今度こそ「１」を出す！　コロコロ……すまん、茂樹。また「３」だ！

ＫＰ：あ～あ、これで茂樹の残りＰＯＷは３になってしまったか……。

さやか：それ……助かっても、もう廃人なのでは？

睦：いやいや、まだ人類最低ライン。ギリギリ日常生活は送れるよ！

佐々原：このラウンドでなんとかします！

ＫＰ：では、次のラウンドの行動宣言をしてもらおうかな。

睦：私は外に出て……どうしようかなぁ。水たまりの水をすくってかけるとかできませんか？

ＫＰ：そこまで深い水たまりはないなぁ。

佐々原：そんなまどろっこしいことはしないで、茂樹をゴロゴロと水たまりの上で転がしますよ！

ＫＰ：簡単に言ってくれるけど、硬直した人間ってそんな簡単に動かせないからね。

さやか：私が水をかけたら、やっぱり１Ｄ６でしょうか？

ＫＰ：バケツだから１Ｄ10にしてあげよう。あと、台風によって、さっきと同様に雨で１Ｄ６、風で１Ｄ６のポイントが自動的についてくるよ。

睦：２Ｄ６＋１Ｄ10が確定しているわけですから、私たちがみんなでたたき消せば、なんとかなるかと思いますね。

ＫＰ：じゃあ、それでいいのかな。たたき消す探索者は、まずはＳＴＲの５倍に成功する必要があるよ。

睦：コロコロ……成功です！

佐々原：コロコロ……失敗。

ＫＰ：じゃあ、睦ちゃんも１Ｄ６ポイントを炎に与えることができる。

睦：３Ｄ６＋１Ｄ10かぁ。ちょうど14が期待値くらいですね。

さやか：大丈夫、出ます！

ＫＰ：では、台風による２Ｄ６は、佐々原がロールをしてくれ。みなさん、一緒にロールをどうぞ！

さやか＆佐々原＆睦：コロコロ……合計は「18」です！

辰巳：おお～～～っ！（パチパチ）

ＫＰ：君たちの熱意の前に、この魔法の炎は小さくなり、「ふっ」と台風の風によって吹き消された。鎖に縛られ硬直していた茂樹はそのまま意識を失って倒れてしまうが、命に別状はないようだな。

さやか：ＰＯＷは３になってしまいましたけどね……。

佐々原：「茂樹、本当にすまなかった！」

辰巳：しかし、あのカール・スタンフォードに命を狙われて、生き延びたのだから、それだけでも御の字だろう。

ＫＰ：そうだね。ここは茂樹がカラカラに干からびるという展開も十分にあったからね。

睦：今度、あの炎にやられたら、ＰＯＷがゼロになっちゃう！

さやか：正気度じゃなくて、ＰＯＷがゼロになってしまうなんて恐ろし過ぎますよぉ。







大鴉(おおがらす)は答える




　カール・スタンフォードの恐るべき攻撃をなんとか退けた探索者たちは、翌朝、台風が真っすぐに向かってきている中、アギフが定宿にしているホテルのカフェで彼女と面会することにした。




ＫＰ：アギフはまだ眠そうな目つきで濃いコーヒーを注文すると、たっぷり砂糖を入れて、ゆったりと朝の一服を楽しんでいる。

辰巳：「切迫した状況なのでぶしつけな質問をお許しいただきたい。あなたはカール・スタンフォードという人物をご存じですか？」

ＫＰ：アギフは小首をかしげて「知らないわ」と答える。

佐々原：本当かうそか〈心理学〉で確認させてください！

ＫＰ：ふむ、いいだろう。コロコロ……（成功しているな）彼女はリラックスした様子で、とても隠し事をしているようには見えないな。

さやか：「ええ～っ、マーナァゥって、アギフちゃんのことじゃなかったの!?」

ＫＰ：「別のマーナァゥと勘違いされているのでは？」と、アギフは素っ気ない態度だ。

辰巳：うう～む、せっかく突破口が見えてきたと思ったのだが、まさか空振りだったとは……。

ＫＰ：落胆する辰巳先生にもアギフは無関心で、ぼんやりとした顔でロビーの方を見つめている。「ねえ、佐々原さん。あの人たちは、いったいなにを騒いでいるのかしら？」

佐々原：ん、なにか騒ぎが起きているんですか？

ＫＰ：佐々原がロビーの方を見てみると、新聞、テレビなどが置かれた休憩するためのラウンジに人だかりができていて、どこか不安そうにざわざわしているね。

さやか：なにか大事件でもあったのでしょうか。見に行ってみます。

ＫＰ：テレビでは「東京スカイツリーに謎の発光現象！」というニュースがずっと流されている。

全員：ええっ!?

ＫＰ：中継されているスカイツリーには、虹色に輝く帯がらせん状に巻き付いている。それはまるで大(だい)蛇(じゃ)がスカイツリーをよじ登ろうとしているかのようにも──

佐々原：ていうか、それって、茂樹のときの鎖と同じですよね！

ＫＰ：……まあ、そうだね。せっかく違う描写をしようとしたのに（ブツブツ）。

さやか：だって、こんなの一目瞭然ですよ！

ＫＰ：じゃあ、茂樹にかけられた恐るべき魔法が、東京スカイツリーというけた外れの規模で為(な)されようとしている事実に気づいた探索者たちは〈正気度〉ロールだ！

辰巳：ワシは茂樹が魔法をかけられたのを見ていないが、ロールをするのか？

ＫＰ：この虹色の光を見た人は、精神がざわざわするのでロールはしてください。

さやか＆佐々原：コロコロ……失敗。

辰巳＆睦：コロコロ……成功。

ＫＰ：辰巳先生は成功した場合、正気度は減りません。

辰巳：ホッ……。

ＫＰ：だけど、茂樹がかけられた魔法と関連づけてしまった睦ちゃんは、成功しても１ポイント喪失する。

睦：む～っ、これで現在正気度は34になりました。

ＫＰ：さやかちゃんと佐々原は、この東京で何かが恐ろしいことが起きようとしている予感から、１Ｄ４ポイントの正気度を喪失する。

佐々原：コロコロ……よしっ、「１」が出た。けど、現在正気度は39になって、また30台に突入だよぉ。

さやか：コロコロ……ううっ、「２」かぁ。私の現在正気度は64です。

辰巳：しかし、これはいったい何事なんだ？

佐々原：スカイツリーのお客さんを生け贄に捧げようとしているとかかな。

睦：いや、こんなことになったらみんな避難するでしょう。ニュースで詳しいことをやっていませんか？

ＫＰ：睦ちゃんの言う通り、現在、スカイツリーは入場禁止になっているらしい。それどころか、周辺も交通規制がされていて、機動隊が出動しているというニュースも流れているよ。

辰巳：ずいぶん大ごとになっているな。

ＫＰ：というのも、やじ馬たちが騒ぎを起こしているようだね。

佐々原：まさか、ＬＴＦが暴動を起こしている？

ＫＰ：そういう感じではないな。突発的にやじ馬同士のけんかが起きて、それが飛び火して大騒ぎになっているらしい。ニュースでは、興味本意でスカイツリーに近づくのはやめるようにとアナウンサーが警告をしている。

さやか：これって、もしかしてあの光を見た人の正気度がゼロになってる？

ＫＰ：さすがにそこまで強力じゃないよ。見た人間に不安を引き起こし、平常心を失わせているくらいだと思ってくれれば。まあ、騒ぎを起こしているやじ馬は、正気度が１Ｄ６ポイントくらい減らされたのかもね。

辰巳：それでも、あんなとんでもない規模でやられては、東京は大混乱になるぞ。

ＫＰ：アギフもテレビのスカイツリーを見て、「これは大いなるものに関わる儀式なの……？」と、さすがに驚いた顔をしているね。

佐々原：「なにかあの術の心当たりがあるんですか？」

ＫＰ／アギフ：「真の知恵を持つ者が、この地で恐るべきことを為そうとしているようね。早くこの町から避難した方がよさそうだわ」

佐々原：「避難……って？」

ＫＰ／アギフ：「大いなるものがやってくれば、この町はもうおしまいってことよ」

辰巳：「そ、そんな、なんとかあの儀式を阻止することはできないのですか？」

ＫＰ：「悪いけど、私には見当もつかないわね……」と、アギフが眉をひそめたとき、スカイツリーの映像に変化が起きる。その地上634メートルの頂部に、例の虹色の炎が燃え上がったのだ。その姿は、まるで何者かを導くための巨大な灯火(ともしび)であるかのようにも見える。

佐々原：やっぱり茂樹にかけられた呪文の特大版みたいだね。

ＫＰ：テレビでは、その炎について急遽呼び出された解説員が、静電気による発光現象であるセントエルモの火についての説明をしているけど、探索者としてはそんな生やさしいものではないことはわかるだろう。

睦：あの炎と同じというのなら、茂樹さんのときみたいに、たくさんの水と、強い風で消せるんじゃないですか？

さやか：山火事のときに出動するヘリコプターで水をかけながら、プロペラで風を起こせば消せるかも！

ＫＰ：どうやって、そんなモノを手配するのかね？

佐々原：もう、それって警察どころか、自衛隊の出番ですよ。

辰巳：いくらなんでも消防隊や自衛隊を〈説得〉や〈信用〉で出動させるのは無理だろうな……。

ＫＰ：その展開は、ちょっとスタイリッシュじゃないねぇ～。

睦：スカイツリーをどうにかするよりも、カール・スタンフォードの方をどうにかする方が冷静なのでは？

辰巳：しかし、どこにいるのかもわからんし……。

さやか：京さんや、茂樹さんなら、カール・スタンフォードの連絡先を知っているんじゃないですか？

ＫＰ：そうだね。当然、二人ともカール・スタンフォードの携帯電話の番号は知っているよ。

睦：電話してみます？

辰巳：いやいや、まだどんなふうに交渉をしたらいいのか見当もつかん……。

ＫＰ：──と、君たちが悩んでいると、突然、黒い何かがホテルのロビーを飛び回る。

全員：今度はなんだ～っ!?

ＫＰ：それは大きな黒い鳥──カラスだ。ここでみんな〈生物学〉をどうぞ。

辰巳：「なんだ、あのカラスは……？」と、コロコロ……成功はワシだけのようだな。

ＫＰ：辰巳先生にはわかるのだけど、あれはワタリガラスという種類の鳥だね。大陸の寒い地域のカラスで、日本ではたまに北海道で見られるくらいのはずだ。

辰巳：「なぜ、ワタリガラスがこんなところに？」

ＫＰ：カラスは君たちの頭上を舞うと、一通の手紙を落とした。そして、天井につるされたシャンデリアにとまって、その真っ黒な目で探索者たちを見下ろしている。

佐々原：その手紙を読んでみますよ。




……………………

◆カール・スタンフォードからの手紙




　すべてにして一つのものが欲している。

　すべての者を捧げるか。

　生け贄の女を捧げるか。

　選べるのは一度きり。

……………………




ＫＰ：佐々原が最後の一文を読み終えたとき、絶妙のタイミングでカラスは「Nevermore!」と鳴く。

辰巳：エドガー・アラン・ポーの『大鴉』か。凝った演出を……。

ＫＰ：「二度とない」という、不気味な鳴き声を上げるカラスを目撃した探索者は〈正気度〉ロールだよ。

全員：コロコロ……成功！

ＫＰ：ちっ……だったら、正気度は減らないね。まあ、失敗してもそんなに減らないイベントだったけど。

佐々原：この「生け贄の女」というのは、京ちゃんのことなのかなぁ。

睦：たぶんそうだろうね。さやかちゃんがモルディギアンに見初められたように、京は『ヘスタン文書』を研究したことでアフォーゴモンに見初められているんだと思う。

さやか：じゃあ、「すべての者」というのは？

睦：東京にいる人間全員……ってことかなぁ？

さやか：京ちゃんを生け贄に捧げるか、このまま東京壊滅を待つか──選べってことですか？

ＫＰ：「Nevermore!」と、カラスは鳴く。どちらか選ばねば、二度はない。

さやか：「スカイツリーに爆弾を仕掛けた」とか、うその電話でもなんでもして、スカイツリーの周りから人を避難させましょう！

ＫＰ：「Nevermore!」と、カラスは鳴く。この東京のいたるところから望めるスカイツリーだ。周囲の人間を避難させるだけで十分だろうか？　失敗すれば、二度はない。

辰巳：しかし、京くんを渡したところで、カール・スタンフォードが儀式をやめるなんて保障はないからな。このままスカイツリーの灯火をつけたまま、アフォーゴモンを招来するかもしれん。

ＫＰ：「Nevermore!」と、カラスは鳴く。そうなれば、被害は東京壊滅くらいじゃあ収まらないかもしれない。

佐々原：ええいっ、うるさいカラスだなっ！

睦：たぶん、もう少し時間を稼げば、台風がきてスカイツリーの炎は消えてしまう気がするのですが……。

ＫＰ：それはカール・スタンフォードだって承知しているだろう。だから、こうしてカラスを使いに出したんだ。

さやか：……だったら、私の《天候を変える》の呪文で、台風を呼べませんかね？

佐々原：そんなバカな──

睦：むむっ、それはアリかもしれませんよ。あの呪文、案外と簡単に風速とかを変えられるはずだから（あわててルールをめくる）。




　呪文の《天候を変える》は簡単に効果を説明すると、術者が消費したマジック・ポイント10ポイントごとに、気象状況を１レベル変えることができるというものだ。気象には、雲量、風の方向、風速、気温、降雨量というカテゴリーがあり、その状態によってレベルが決められている。例えば今回重要な風速では、１レベルでは無風、２レベルではそよ風、３レベルでは突風──といった具合だ。

　つまり、術者はマジック・ポイントを10ポイント消費することで、無風状態からそよ風に。20ポイント消費することで、無風から突風に天候を変化させることができるわけだ。

　宇宙的事件の解決に役立ちそうにはないけど、よく考えると、これってすごい呪文だよね。




睦：キーパー、いまの天候のレベルを教えてもらえますか？

ＫＰ：重要なのは、風速と降雨だろうから、それを教えると──風速はレベル４の強い定常風。降雨量はレベル４のあられとなっている。まあ、真夏なのであられは降らないけど、大雨とはいえない程度の降雨量だと思ってくれ。

睦：むむむ～っ、風速を２レベル上げれば局地的なハリケーン、降雨量を２レベル上げれば激しい雷雨にすることができるけど……。

さやか：私のマジック・ポイントは14ポイントしかありませんよ。

ＫＰ：いちおう、呪文を知らない人でも、呪文に参加することで一人１マジック・ポイントだけ提供できるよ。

佐々原：さやかちゃんにフィブラを貸して、ボクらと京ちゃんと茂樹とアギフちゃんを入れて、これでやっと20ポイントか。

睦：台風並みにするには、40ポイントは欲しいなぁ。

さやか：そうだ、関に頼んで、ＬＴＦの人たちに手伝わせるというのはどうでしょうか!?

ＫＰ：心から信じている人間に手伝ってもらわなければ、呪文にマジック・ポイントを提供してもらえないからね。そうでなきゃ、狂信者はわざわざカルトなんか作らないで、バイトを雇って邪神の招来儀式をしているよ。

睦：そりゃあそうですよね。

さやか：うう～ん、どうしたらいいのやら……。

ＫＰ：まあ、いろいろ考えてちょうだいな。




　ここで探索者たちは、呪文以外の解決方法も含めて、しばらく長考に入った。




佐々原：……そうだ、あのペンタポッドのマジック・ポイントを使わせてもらいましょう！

辰巳：なんだっけ、それ？

佐々原：アギフちゃんがるるいえ堂に持ち込んだ、五本脚のいすですよ。ボクの正気度を吸い取ったヤツ！

辰巳：ああっ、あれか。あれって、いまどこにあるんだ？

ＫＰ：るるいえ堂に預けたままだよ。アギフはあのいすと交換できる品を見繕うために、るるいえ堂に通っているんだからね。

睦：ペンタポッドにはマジック・ポイントが30ポイントためられていたはずだから……さやかちゃんのマジック・ポイントと合わせれば、天候を台風並みに変えることはできるね！

辰巳：それって、ペンタポッドのマジック・ポイントを全部使ってしまうって計算だよな。いいのかなぁ？

さやか：だいたい、まだアギフちゃんはペンタポッドと交換してもよいと思うものを見つけてないんですよね。勝手に使ったら怒られちゃいますよ。

佐々原：マジック・ポイントなんて目に見えるものじゃないんだから、こっそり使ったってバレないよ！（笑）

ＫＰ：アギフはそんな佐々原をさげすむように見つめて、「少しは見込みのある人だと思ったのに」と、君の胸につけられているフィブラを指先で突くよ。

佐々原：いやっ、いまのはプレイヤー発言ですから！

睦：出世払いというわけにはいかないんですかねぇ。

辰巳：うーむ、アギフくんもこの危機的状況はニュースを見てわかっているわけだし、ここは正直に話して、ペンタポッドを前借りさせてもらうのがいいんじゃないのか？

さやか：私もそれがいいかと思います。「アギフさん、この町の危機を救うために、あのペンタポッドを貸してもらえないでしょうか──というか、アレに秘められたパワーは使ってしまうと思うのですけど」

ＫＰ：ふむ、アギフは、そんなさやかちゃんの言葉を慎重に吟味している。

睦：やっぱり、アギフちゃんもマジック・ポイントのことは理解しているのかぁ。

辰巳：何者なんだ、この子は。

ＫＰ：そして、しばらく考えたのち、アギフはさやかちゃんに尋ねるね。「あのペンタポッドの力が失われても、私とるるいえ堂との絆(きずな)を断ち切らないでくれるというのなら、みなさんに預けましょう」

さやか：「それはもちろん！」

佐々原：それこそ「Nevermore!」ですよ。

ＫＰ：あれ……「二度とない」じゃあ、駄目なんじゃないのか？

さやか：それじゃあ「おまえとの縁はこれっきりだ」ってことになってしまいますよ。

佐々原：ありゃそうか。いまのはうそ、うそ。なんとなく、ボクも「Nevermore」って、格好良く言ってみたかっただけだから！（笑）

さやか：これで台風を起こすことはできるようになりましたけど、スカイツリーの炎を消したら事件は解決なんですかね？

睦：むむ～っ、また同じ儀式をされてしまったら、今後こそ打つ手なしになってしまうから、その前にカール・スタンフォードをどうにかしないといけないと思うんだけど。

辰巳：カール・スタンフォードの身柄を拘束して、それから満を持してスカイツリーの炎を消すという展開が理想だが……あの魔術師を捕まえるのは、天候を変えるよりも難しそうだぞ。

睦：こちらには京がいるので、いつでもカール・スタンフォードと接触はとれるのですけど、そのあとどうするかが問題ですよね。

さやか：私が不意打ちでバシッと空手キックを決めてしまいましょうか？

睦：む～っ、蹴って倒せるような相手じゃないと思うんだよねぇ。

ＫＰ：単純な力押しはやめておいた方がよいと警告はしておこう。もっと、スタイリッシュに解決してくれ。

全員：うう～～～～～～～～～～ん。




　ここでまた探索者たちは長考に入った。

　そして、そんなプレイヤーたちの様子を見て、ボクはちょっと不安になっていた。

　シナリオ作成時から予想はしていたけど、『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』のファンにとっては悪名高いカール・スタンフォードの存在が、辰巳先生と睦ちゃんのプレイヤーを及び腰にさせてしまっていたんだ。

　もちろん、ボクもその気持ちはよくわかる。ボクだって、もしプレイヤーだったら、カール・スタンフォードなんかとは顔も合わせたくはない。

　だからこそ、ボクは事前に「〈正気度〉ロールは少なめで、スタイリッシュなゲーム」だと強調しておいたのだけど、身に染みついた習慣はなかなか抜けないものらしい。




さやか：……こちらの戦力が足りないというのなら、ＬＴＦの人たちに、カール・スタンフォードの悪事を伝えるというのはどうでしょうか。こちらの味方が何十人もいたら、さすがにすごい魔術師だって降参するでしょう。

睦：あの人たちは、カール・スタンフォードに心酔しているから無理じゃないかな。

さやか：だったら、スカイツリーの儀式は自分がしているんだって、ＬＴＦの人たちの前でカール・スタンフォードにしゃべらせればいいんですよ。

辰巳：なるほど、ＬＴＦの連中をどこかに待機させて、隠しマイクかなにかでカール・スタンフォードとワシらが交渉している内容を聞かせるというわけか。

さやか：それどころか、カメラで撮影して、動画サイトに生中継しちゃうくらいの勢いですよ！

睦：その作戦はいいかも。ＬＴＦの人たちって、基本的にはいい人たちみたいだしね。

さやか：関に、ＬＴＦの人たちを集めてもらえるよう交渉できませんか？

ＫＰ：ふむ……ＬＴＦはツイッターで「新宿駅前で見回り運動をしますので、時間のある人は集合してください」といった具合にメンバーを集めるようにしているので、そのアカウントを利用して募集するのがいいだろうね。

佐々原：そのアカウントは使わせてくれるんですか？

ＫＰ：君たちには逆らえないので、関はアカウントのパスワードを教えてくれるよ。どのような募集をかけるのかは、みんなで考えてくれ。その内容によって、どのくらいのメンバーが集まるのか変わってくる。

辰巳：ふーむ、あとはカール・スタンフォードと交渉する場所が重要だな。

さやか：ＬＴＦの人たちには、なにかあったときにすぐに来てもらえるように、できるだけ近くにいてもらわないといけませんよ。

佐々原：大勢の人がいるようなところなら、カール・スタンフォードも派手なことはできないんじゃないですか？

睦：む～っ、むしろ周りに被害が出るかもしれないから、人気のないところの方がいいような。




　探索者たちは、どのようにしてカール・スタンフォードを罠(わな)にはめるのか、作戦会議を始めた。

　ちなみに、ボクのシナリオでは、京を囮(おとり)にカール・スタンフォードをおびき寄せ、事前に隠れて待機させておいた警官たちの前で、誘拐などの罪を認めさせるという展開を想定していた。陰謀がうまく進んで調子に乗っている犯人に自分の罪を語らせて、そこを逮捕するという、ドラマなどではよくある展開だね。

　ところが、探索者たちは、カール・スタンフォードを罠にはめると同時に、ＬＴＦにおける彼の信頼も失墜させるという、ボクの想定よりも一歩進んだ一石二鳥のアイデアを思い付いたようだ。

　はてさて、これが吉と出るか凶と出るか……？







世界最強の魔術師カール・スタンフォード




　探索者たちはいろいろ悩んだ結果、カール・スタンフォードとの対決の場は、スカイツリーがよく見える、人けの少ない墨(すみ)田(だ)区(く)の牛(うし)嶋(じま)神(じん)社(じゃ)にすることにした。

　作戦の最重要人物であるさやかちゃんは、対面の場には同席せずに、近くで呪文の準備。

　それ以外の探索者が、カール・スタンフォードから陰謀の全容を引き出す危険な役目を引き受ける。




辰巳：では、カール・スタンフォードに電話をするのは〈言いくるめ〉の得意なさやかちゃんよろしく。

さやか：うう～ん、プレッシャーだなぁ。「もしもし、スタンフォードさんですか？　カラスからの手紙を拝見しました」

ＫＰ／カール：「ふむ、それで返答は？」

さやか：「負けましたよ。京さんを引き渡しますので、墨田区の牛嶋神社まで来てください」

ＫＰ／カール：「ずいぶんと素直ですね。下手な考えは捨てた方がよいですよ？」

さやか：「あれだけのことを見せられたら、逆らう気なんて起きません」

ＫＰ：「なるほど、なるほど。素直でよろしい」と、カール・スタンフォードは満足げだ。

さやか：うーん、なんだかすんなり進み過ぎて、逆に不安ですね。

ＫＰ：（ここで、さやかちゃんの〈心理学〉を、コロコロ……成功か）えーと、さやかちゃんは、この人物が大変な自信家であり、そのため君たちに対する警戒心も薄いのではないかと思える。

さやか：「みなさん、大丈夫です。スタンフォードは、すっかり油断していますよ！」

睦：む～っ、本当かな～～？

佐々原：さっきのキーパーのロールはたぶん〈心理学〉なんでしょうけど、あれが成功しているのか……それとも、失敗していたのか？

ＫＰ：そんな感じで、カール・スタンフォードはさやかちゃんの提示した条件をのんで、神社で取引することを承諾するのであった。

さやか：結局、〈言いくるめ〉は使わなかったですねぇ。




ＫＰ：じゃあ、今度はＬＴＦの方だけど……？

辰巳：ツイッターに「スカイツリーでの騒ぎに関連して重要な仕事があります。メンバーはなるべく集合してください」とアップして、牛嶋神社の近くを集合場所に指定しよう。そのあと、関には集まったメンバーを、神社の裏手に待機させるよう頼んでおくぞ。

さやか：「下手なことをしたら、安針塚財閥の私設警察が、あなたの誘拐事件について暴露しますからね～」

ＫＰ：いまさら裏切るつもりはないよ。では、辰巳先生の文面がＬＴＦのメンバーの関心をどれだけ集めるのか……〈説得〉でロールをしてもらおうかな。技能の半分のパーセンテージで成功したら、いろいろボーナスがあるので気合いを入れてロールしてちょうだい。

辰巳：半分どころか、５分の１で成功させてやる。コロコロ……ううっ、「85」か。

佐々原：それ失敗しているのでは!?

辰巳：いや、ワシの〈説得〉は98％なので成功はしている。

ＫＰ：だったら、１Ｄ10人のＬＴＦメンバーが集まった。技能の半分で成功していたら、２Ｄ10だったんだけどね～。

辰巳：うむむ～、コロコロ……四人集まったようだ。これって、関は別勘定だよな？

ＫＰ：……まあ、いいでしょう。関と合わせて、合計五人のＬＴＦメンバーが神社に集まったことになるね。

さやか：五人って少ないですね。カール・スタンフォードが本気になったら、皆殺しにされてしまうのでは……？

辰巳：しかし、もうカール・スタンフォードを呼び出してしまったのだから、いまさら後戻りはできないぞ。

睦：こうなったらやるしかないでしょう。人数よりも、カール・スタンフォードの悪事がみんなに知れ渡ったという事実が大事なのです。

佐々原：そうそう、ネットで生中継もするからね！

ＫＰ：ところで、京はどうするのかな。取引の場所に本人を連れて行くの？

辰巳：それは……連れて行かないだろう。

さやか：でも、京さんがいないと交渉のしようがないかもしれませんよ。

佐々原：流れとしては、京ちゃんを手に入れたカール・スタンフォードが「わはは、これで世界を滅ぼせる！」的なせりふを吐いて、それを大々的に公開して、社会的に抹殺するという展開にする予定だったのでは？

辰巳：いや、京くんがその場にいたら、カール・スタンフォードが速攻で生け贄に捧げて、バッドエンドという展開にならないかな。アフォーゴモンが招来されたら、もはや社会的地位とかＬＴＦとか、どうでもいいだろう。

さやか：そうですね。京さんは最後の切り札ですから万が一のために温存はしておきたいかも。

睦：む～っ、だったら私が京に変装するというのはどうでしょうか？

ＫＰ：それは可能だよ。〈変装〉という技能もあるからね。

佐々原：そんなものあるんですか!?

ＫＰ：昔からあるよ。気づかなかったのか！

佐々原：あっ、本当だ。でも、基本成功率１％とか、成功するわけないじゃないですか。

辰巳：けど、睦くんにメイド服を着せて、メガネをかけさせ、カツラをかぶせれば、パッと見にはわからないんじゃないかなぁ？

佐々原：外人に東洋人の見分けはつかないよ。それに、中の人も同じだしね！（笑）

ＫＰ：うーむ、その中の人が同じという理屈は説得力があるな（笑）。

睦：じゃあ、私が京に変装します。京をロールプレイするのは久しぶりだなぁ。うーふふふ。

さやか：さすがは本家。完璧な演技です。これならカール・スタンフォードもだまされますよ！（笑）




　探索者たちの配置を整理すると──

　さやかちゃんと京は、神社から少し離れたところに駐車した車内で、アギフのペンタポッドを利用して、いつでもスカイツリーに台風を起こせるよう万全の態勢で待機している。

　辰巳先生と佐々原は、カール・スタンフォードに悪事を白状させるための交渉役。睦ちゃんは京のふりをして、その場に同席する。

　関をはじめとしたＬＴＦのメンバーは、神社の裏で、佐々原の携帯電話から発信される、探索者とカール・スタンフォードの会話を盗み聞きしているという状況だ。

　ついでに、佐々原は境内に仕込んだ隠しカメラで、この交渉の様子をネットで生中継していた。

　世界最強の魔術師を相手に、このキャンペーンにおいて最も大掛かりで手の込んだ作戦がいま開始されようとしている。




さやか：では、私は離れたところで嵐を起こす準備をしているので、怖い人との交渉はよろしくお願いします～。

佐々原：いいなぁ、さやかちゃんは……。

さやか：しょうがないじゃないですかぉ～、今回はこれが私のお仕事なんですぅ～（白々しく）。

ＫＰ：さて、約束の時間になると、神社の前に黒い高級外車が停車した。降りてくるのは、口ひげを生やした、スーツ姿の白人男性だ。体つきは細身だが、スーツの下は筋肉質であることがうかがえる。なにより、彼からは強烈なオーラが感じ取れる。それはあふれ出す生気であり、精気でもある。

睦：本物のカール・スタンフォードですよ。生きていたんだ……ガクガクブルブル。

ＫＰ：何をもって本物なのかどうか知らないけど、その表情は自信に満ちあふれ、他者をのみ込み、圧倒するカリスマの持ち主であることには間違いないな。足が悪い様子もないのに小脇に銀製のステッキを挟んでいるが、それ以外は何も持ってはいないようだ。

辰巳：あのステッキは怪しいな。きっと、あれにもペンタポッドみたいにマジック・ポイントが詰まっているぞ。

ＫＰ／カール：「あなたがたの判断は実に賢明です。さあ、その娘を渡していただきましょうか。見てみなさい、ちょうど良い頃合いです」と、カール・スタンフォードはスカイツリーの方を見上げる。すると、その上空には虹色のオーロラのようなものが見える……。

辰巳：もうなにかやってくるのか！

佐々原：「スカイツリーの炎を消さなければ、京ちゃんは渡せない！」

ＫＰ／カール：「灯火に導かれ、わが神が降臨しつつある。いま、その娘の魂を捧げれば、神も満足されるだろう。そうなれば、あの炎は役目を終える。言われずとも消してあげますよ」
















佐々原：「やはり、あの炎を灯(とも)したのはおまえだったのか！」と、ＬＴＦとネットの向こうにいる人たちに、カール・スタンフォードがしたことをアピールしておきます（笑）。

ＫＰ：カール・スタンフォードの不穏な発言に、裏にいるＬＴＦの連中も動揺しているようだぞ。

辰巳：「わが神とは、いったいなんのことだ？」

ＫＰ／カール：「その名をアフォーゴモン。またの名をヨグ＝ソトース。いや、名前などは無意味──あの神こそは、すべてにして一つのものなのだから」

辰巳：「その神に京くんを捧げると、いったい何が起きるというのだ？」

佐々原：「それで世界が滅んだりするのなら、この交渉に意味はないぞ」

ＫＰ：カール・スタンフォードのロールプレイは疲れるので、キーパー口調で説明するけど、世界が滅びるようなことはないようだね。カール・スタンフォードくらいになると、人知を超越した外なる神からでも恩寵(おんちょう)を賜ることができるらしい。『ヘスタン文書』によって禁忌に触れた京をアフォーゴモンに捧げることで、ＰＯＷを１Ｄ20ポイントくらいもらえたりするのだろう。

佐々原：それはすごい！　ボクも欲しい！

辰巳：案外と淡泊な願いなんだな。もっと大層な計画を立てているのかと思った。

ＫＰ：君たちが邪魔しなければ、こんな大ごとにはならずに、日常的にやっている生け贄の儀式でしかなかった。

辰巳：そんなことを日常的にするな！

ＫＰ：ちなみに、事を急いでいるのは、この時期がアフォーゴモンと接触するのに具合の良い星辰で、あのような大掛かりな魔法を使うのにも最適だったからだ。

辰巳：では、京くんを引き渡せば、あの炎は消してくれるという解釈で良いのだろうか。

ＫＰ：それで間違いないね。スカイツリーの炎はアフォーゴモンを呼ぶための灯火であり、同時に東京を壊滅させることのできる魔法でもある。けれど、神に京を捧げるだけでも、カール・スタンフォードの望みはかなう。彼としては、東京を壊滅させたりすると、いろいろ面倒くさいので、京一人を捧げた方が効率は良いと思っている。だから、京が手に入ったら灯火は消すよ。

佐々原：「魂を捧げるというけど……それは京ちゃんの命を奪うということなのか？」と、さらに突っ込んで質問をします。さあ、悪人みたいなことを言え～。

ＫＰ／カール：「『ヘスタン文書』によって真の知恵に触れようとしたとき、その娘は命を捨てたのと同じ」

辰巳：「そんなことはない。彼女はこちらに戻ってきた！」

ＫＰ／カール：「いや、簡単に逃れられはしない。どれだけ時間がたとうとも、まるで昨日のことであったかのように、突然、われらはよみがえるのだよ」

睦：……やっぱり、このカール・スタンフォードって、一度死んでからまたよみがえったの？

佐々原：「京ちゃんを儀式で犠牲にするために、誘拐までしようとしたのか……なんてやつだ」

ＫＰ／カール：「いまは娘一人の命にこだわっているときではないと、あなたたちは理解していると思っていましたが……？」と、そろそろカール・スタンフォードも君たちの態度を不審に感じているようだぞ。

佐々原：ＬＴＦのみなさん、あなたたちのリーダーはこんな悪い奴だったんですけど、どう思います？

ＫＰ：そうだね、さすがにスカイツリーを燃やしているというのは半信半疑だけど、誘拐だとか、命を奪うとか物騒な話を聞いてしまうと、疑念がわいてくるだろうな。いきなり、カール・スタンフォードに殴り掛かるようなことはないけど、彼を妄信するということもなくなる。

佐々原：もう、このタイミングでＬＴＦに出てきてもらいましょうか？

辰巳：カール・スタンフォードの真の目的もわかったし、聞きたいことは聞いた気がするな。

佐々原：では、携帯電話を通じて盗み聞きしている関たちに出てくるように告げましょう。

ＫＰ：佐々原に言われて、境内に隠れていたＬＴＦの連中がぞろぞろと──って、たった五人だけど現れた。

佐々原：「ほ、本当はもっとたくさんいるんだぞ。多過ぎるから、代表に来てもらっているだけだ！（笑）」

辰巳：われわれと合わせて、八人だけか……なんとも心許ないな。

睦：カール・スタンフォードはどう出るのでしょうか……（ゴクリ）。

ＫＰ／カール：「くだらん……それで私を罠にはめたつもりか？」

全員：あれぇ～～～～～～～～～～～～っ!?

ＫＰ／カール：「そんなクズどもを集めてどうするつもりだ。一時、その娘を守ったところで、あの灯火が百万の人間の魂を焼き尽くすだけ。私にとっては、さほどの差もないこと」

佐々原：「だったら、その灯火を消してやんよ！」と、今度はさやかちゃんの携帯電話に合図を送ります。

ＫＰ／カール：「なにを言っているのだ？」と、カール・スタンフォードもあきれた顔をしているけど……。

さやか：佐々原さんの合図で、《天候を変える》の最後の一節を読み上げて、呪文を完成させますよ！

ＫＰ：まず、さやかちゃんはペンタポッドに座ったことで、現在正気度を１Ｄ４ポイント減らしてくれ。

さやか：コロコロ……「１」でした。

ＫＰ：さらに呪文のコストとして現在正気度を１ポイント減らしてくれ。

さやか：合計２ポイント減らして、現在正気度は62になりました。

ＫＰ：マジック・ポイントはいくつ使うの？

さやか：私自身のマジック・ポイントで13ポイント。ペンタポッドから27ポイントいただいて、合計40ポイントです！

ＫＰ：なるほど、こんなに大量のマジック・ポイントを使う呪文は久しぶりに見たな。

辰巳：そう考えると、《天候を変える》の呪文って非効率だよな。

さやか：そして、風速と降雨量のレベルを２ずつアップさせて、「局地的なハリケーン」と「激しい雷雨」に天候を変えます！

ＫＰ：では、茂樹のときのように灯火に風雨によるダメージを与えてもらおうか。

さやか：ええ～っ、自動的に消えないんですか!?

ＫＰ：消えませんよ。そんなに甘くありませんよ。

さやか：このキーパーは鬼ですか～！

ＫＰ：もちろん、たっぷりマジック・ポイントを使ったから、かなり有利にはなっている。えーと、ダメージは風と雨のレベルの分だけ１Ｄ10をロールして、その出目を合計してくれ。

さやか：両方６レベルですから、６Ｄ10＋６Ｄ10ってことですね。

ＫＰ：そして、ここはガチなので最初にスカイツリーの炎の耐久力を教えておくけど……。

さやか：はい……（ゴクリ）。

ＫＰ：その耐久力は48だ。

睦：なんだ、48なら楽勝ですね。

ＫＰ：ペンタポッドを利用したからね。あれがなかったら、かなり厳しい数値だったはずだ。

さやか：十二個もダイスを振るなんてめったにないですよ。みなさん、ダイスを貸してくださ～い。

佐々原：さあ、ボクらのパワーを受け取ってくれ（ジャラジャラとダイスを渡す）。

ＫＰ：ちなみに、ここで48が出なかったら、東京は壊滅します。都民が死に絶えた東京というシチュエーションで今後のシナリオを考えるのは面倒なので、キーパーからもそれはやめていただきたい。

さやか：すご～く運が悪かったら、出ないこともありますからね～。ではっ、行きます！

全員：（ゴクリ）

さやか：ジャラジャラジャラジャラ……えーと、えーと、えーと、合計64ですね。楽勝です！

全員：わ～～～～～～い!!

ＫＰ：さやかちゃんが呪文を完成させると、突如、スカイツリーを中心として神社のあたりまで猛烈な突風が吹き荒れ、バケツをひっくり返したような雨が降り、激しく雷が鳴り響く。

さやか：スカイツリーだけじゃなくて、私たちがいるところも天気が変わるんですか？

ＫＰ：半径三・二キロメートルの天候を変えるとあるから、ここから上野くらいまでは急に嵐になるよ。ゲリラ豪雨みたいなものだな。

佐々原：それでスカイツリーの炎はどうなりましたか？

ＫＰ：豪雨のせいでかすかにしか見えなくなったスカイツリーだったが、その炎だけはハッキリと見える。

佐々原：あれ……？

ＫＰ：しかし、それもやがてこの雨と風によって小さくなっていき、完全に見えなくなった。

佐々原：「どうだっ、見たか、カール・スタンフォード！　これがボクらの力だ!!」

ＫＰ：さすがのカール・スタンフォードもこれには驚いているね。「どういうことだ……まだ、マーロウは来ていないはず……」

辰巳：結局、そのマーロウというのは何者なんだ？

ＫＰ：いまだから教えるけど、マーロウというのは、関東に接近しつつある台風の名前だ。日本では台風のことを番号で呼ぶことが多いけど、すべての台風には決められた法則に従って名前がつけられているんだよ。マーロウというのも、その名前の一つだ。

辰巳：そうだったのか……それは思い付かなかった。

ＫＰ：そんなことより、炎は消えても、まだ上空にはオーロラ──いや、アフォーゴモンのヴェールは残っている。

佐々原：まさか遅かったのか!?

ＫＰ：いや、少し遅れてオーロラの方も薄らぎ始めたようだ。灯火を見失い、神がこの地から去ろうとしているのだろう。

佐々原：ほっ……。

ＫＰ：それを見たカール・スタンフォードは、「いや……まだ神はこの地にいらっしゃる。いますぐ、その娘に真の知恵を思い出させれば、生け贄の儀は完成する！」と言って、ステッキを京に変装している睦ちゃんに突きつけるぞ！

佐々原：「なにをする気だ！」って、むったんをかばいますよ！

ＫＰ／カール：「さあ、魂を解放しろ。わが神に身も心も委ねろ。《マインドブラスト》!!」

辰巳：バカモ～ン、その外道呪文はやめろ～っ！

睦：呪文をかけられる前に「ここに京さんはいないわ」って、カツラを取って正体を明かします！

佐々原：「京ちゃんかと思った？　残念！　むったんでした！（笑）」

ＫＰ：…………すると、カール・スタンフォードは脱力した表情になって、その杖を下ろす。

睦：よ、よかったぁ～。このまま《マインドブラスト》をかけられたら大変なことになってましたよ。

ＫＰ：そして、カール・スタンフォードは「これはまんまと、はめられたのかな？」と、苦笑いを浮かべる。

佐々原：「ちなみに、このやりとりはネットで世界中に中継しているからな。見てみろ、スカイツリーじゃなくて、ネットの方が炎上しているぞ」って、携帯電話の画面で、動画サイトを見せてやります。

ＫＰ：誰がうまいことを言えと（笑）。

辰巳：「もう観念するんだな。おまえがどれだけの魔術師でも、拡散した情報は消せまい。世界は狭くなったのだ」

ＫＰ：じゃあ、カール・スタンフォードがその言葉を信用するかどうか、辰巳先生は〈信用〉をどうぞ。

辰巳：これ失敗したら、逆上して攻撃してくるのだろうか……。

ＫＰ：そうかもね～。

辰巳：そっ、それは怖いな。コロコロ……よしっ、成功したぞ！

ＫＰ：佐々原と辰巳先生の言葉に、カール・スタンフォードはあきれ顔で「まったく、やりにくい世の中になったものです」とつぶやく。

佐々原：そうだ、もうあきらめてくれ～。

ＫＰ：そして、カール・スタンフォードは、おもむろにステッキを空に向ける。

佐々原：な、なにをする気だ？

ＫＰ：攻撃の意志はないようだよ。「面倒なことになる前に、ここは退散させてもらいましょう」

睦：むーっ、《門の創造》で逃げるつもりかな？

辰巳：まあ、そっちからどこかに行ってくれるのなら、こちらもありがたい。邪魔はしないよ。

佐々原：もう日本に来るな！

ＫＰ：ところが、その上に掲げた銀製のステッキに真っ白い閃光が天から降り注ぐ！

全員：ええっ!?

ＫＰ：そして、体がすくむような轟音が鳴り響く。なんということだろう。さやかちゃんが呼び寄せた暗雲から落ちた雷が、カール・スタンフォードの杖に直撃したのだ！

佐々原：あ～あ、金属製のものを高々と掲げるから……。

ＫＰ：その途端、カール・スタンフォードの体からプラズマのようなものが放射される。それは人間の魂──いや、イドが視覚化されたものであった。しかし、そのイドの奥底には、人間がのぞき込んではいけない深淵が潜んでいる。『るるいえはいすくーる』の第一話、プール開きで起きた忌まわしい事件において、海底都市を描いた門の奥と同じ色をした、暗黒の深淵であった！

佐々原：あれって……確か、ルルイエなんですよね。なんでここでルルイエが？

睦：カール・スタンフォードは、ヨグ＝ソトース以外にも、クトゥルフも崇拝しているから……。

さやか：そうなんですか!?　なんでもありなんですね、この人って。

ＫＰ：カール・スタンフォードのイドを見た探索者は、人間の魂にこのようなおぞましいものが潜んでいること、そして恐るべき深淵につながっていることに気づいてしまう。さあ、〈正気度〉ロールをやってもらおうか！

辰巳：ここで〈正気度〉ロールかぁ～っ！

さやか：私もロールするんですか？

ＫＰ：いや、さやかちゃんはこの場にいないからやらないでいいよ。

さやか：やったぁ～！（笑）

辰巳：今回、実は正気度が１ポイントも減っていないんだよな。なんとか、このまま逃げ切りたい。コロコロ……よしっ、成功だ！

佐々原＆睦：コロコロ……失敗。

ＫＰ：失敗しても１Ｄ３ポイントの正気度喪失。成功したら１Ｄ10＋１ポイントの喪失だ。

睦：ううっ、結構減りますね。

ＫＰ：+1は、あの暗黒がルルイエの門と同じであると理解しているせいだと思ってくれ。それを知らない探索者ならば+1はつかなかった。

辰巳：コロコロ……２ポイント喪失。現在正気度64。

佐々原：コロコロ……「７」です。一度に５ポイント以上減ったので〈アイデア〉をします。コロコロ……成功。一時的狂気に陥りました～。

睦：コロコロ……むはっ、私も「７」です。〈アイデア〉は、コロコロ……こちらも成功。不定の狂気と、一時的狂気の両方に陥りました～。

ＫＰ：佐々原の狂気の内容は、コロコロ……強迫観念か。じゃあ、佐々原はネットでカール・スタンフォードに対する炎上工作に執着することにしようか。

佐々原：ひたすら動画サイトに誹謗中傷のコメントを書き続けていますよ～！（笑）

ＫＰ：睦ちゃんの一時的狂気と不定の狂気の内容は、コロコロ……コロコロ……どうやら、記憶喪失になって、茫然自失になってしまうみたいだね。この恐ろしい事件のことを一時的に忘れてしまうが、まあ、このあとすぐに入院するだろうから問題ないだろう。

睦：「そうだ……京さんと一緒に女子会に行かないと……」って、ぶつぶつつぶやいています。

ＫＰ：さて、君たちの精神に傷を残したカール・スタンフォードのイドだが……。

辰巳：そのまま消えてくれ！

ＫＰ：この場にいて、狂気に陥っていない辰巳先生だけが〈目星〉をロールすることができる。

辰巳：な、なにがわかるのだろうか。ここは失敗できんぞ。コロコロ……よしっ、成功だ。

ＫＰ：豪雨の中、イドはやがて消えてしまうが……なぜか不吉な気持ちは消えないままだ。そして、辰巳先生がここで成功した〈目星〉の情報は、次のシナリオで個人情報としてこっそりとあげるので、探索者シートのどこかに「〈目星〉成功した」とでもメモしておいてください。

辰巳：……わかった。いったいなんなんだろうか？

睦：む～っ、気味が悪いですねぇ。

佐々原：カール・スタンフォードの体はどうなっているんです？　消えてしまったとか？

ＫＰ：いや、真っ黒焦げになった肉体が残っているよ。なんだか一回りしぼんだようで、その姿はあの圧倒的なカリスマを持っていたカール・スタンフォードとは思えない、どこか哀れさを感じさせるものだ。

睦：別の人間に乗り移っていたとかなのかな。あのカール・スタンフォードが簡単に死ぬとは思えないし……。

さやか：でも、私たちが勝ったのは間違いないですよ！

ＫＰ：その通りだ。やがて嵐も去り、スカイツリー周辺で起こっていた騒ぎも収束する。君たちは世界最強の魔術師カール・スタンフォードから東京を守り抜くことができたのだ。

全員：わ～～～～～い。

ＫＰ：そして、そんな探索者たちは正気度を１Ｄ６ポイント回復する。

佐々原：少ないっ！　少な過ぎますよ!?

ＫＰ：安心したまえ。さらに京も正気を保ったままなので、＋１Ｄ４ポイントのボーナス。

佐々原：ふむふむ、それから、それから？

ＫＰ：貪欲なやつだなあ。あとは、茂樹が炎上したとき、その場にいて助けた探索者は＋１Ｄ３ポイントのボーナスだ。これでおしまいだよ。

辰巳：うむ～っ、ワシは茂樹のボーナスはもらえないのか。まあ、これは仕方がないか。

ＫＰ：じゃあ、みんなロールをしてちょうだい。




◆むったんのワンポイントスケッチ「マインドブラスト」

　どうも、好きな必殺技は変(へん)移(い)抜(ばっ)刀(とう)霞斬(かすみぎ)りな、むったんです。

　《マインドブラスト》は『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』でも悪名高い攻撃的な呪文です。この呪文をかけられた対象は抵抗の余地なく即座に正気度を５ポイント失い、少なくとも一時間ほど一時的狂気に陥ってしまいます。

　しかも、《マインドブラスト》は探索者の敵である狂信者やクリーチャーには通じません。なにしろ、カール・スタンフォードをはじめとして、探索者の強敵はたいてい正気度はゼロですからね。最初から狂気に陥っているのですから、《マインドブラスト》をかけても無駄というわけです。むむむ～っ！

　カール・スタンフォードは、この呪文で京を狂気に陥らせて、アフォーゴモンに身を捧げさせようとしたようですが……私たちの作戦勝ちでした。うまくいって、よかったです！








　今回は〈正気度〉ロールがかなり少なかったぶん、回復するポイントも少なかった。

　さて、探索者のダイス目はどうだっただろうか？




　さやか：シナリオ終了時62ポイント＋獲得３ポイント＝合計65ポイント（開始時から-2ポイント）

　辰巳　：シナリオ終了時64ポイント＋獲得５ポイント＝合計69ポイント（開始時から+4ポイント）

　佐々原：シナリオ終了時32ポイント＋獲得10ポイント＝合計42ポイント（開始時から-4ポイント）

　睦　　：シナリオ終了時27ポイント＋獲得８ポイント＝合計35ポイント（開始時から±０ポイント）




辰巳：よしっ、久しぶりに黒字になった！

睦：私もプラスマイナスゼロだからいい方かな？

佐々原：まずい……また赤字ですよ。今回、〈正気度〉ロールは少ないはずなのに、ボクだけ15ポイントも減ってるんだもん。辰巳先生なんて２ポイントしか減ってないのに！

ＫＰ：それだけ活躍しているということだろう。ネガティブにではなく、ポジティブにとらえなさい。

佐々原：活躍できるのはうれしいんですが……もう少し、正気度を回復させてくれるともっとうれしいです……。

さやか：今回は派手なゲームでしたねぇ。

ＫＰ：だから、最初にスタイリッシュだって言っておいただろう？

辰巳：ワシは最後まで、その「スタイリッシュ」というのがよくわからんかったけどな。

佐々原：ボクはカール・スタンフォードをスタイリッシュに罠にはめられたから満足ですよ。

ＫＰ：そうそう、ああいうのがスタイリッシュなんだ。

睦：そうなんだ……。

ＫＰ：では、思ったよりプレイ時間が長くなってしまったけど、これで今回のゲームはおしまいだ。みなさんお疲れ様でした。

全員：お疲れ様でした～！










第二話終了・睦(むつみ)ちゃんとの反省会




ＫＰ：さて、スタイリッシュな『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』はどうだったかな？

睦：まだ、そのよくわからないスタイリッシュの話を続けるんですか（笑）。

ＫＰ：あれだけ長い時間、スタイリッシュな『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』をプレイしたというのに、まだどんなものなのかわからないのか！

睦：わかりませんよ。もう、キーパーも「スタイリッシュ」って言いたいだけになってるでしょう。

ＫＰ：バレたかぁ（笑）。

睦：まあ、なんとなくやりたいことはわかりましたけどね。タマ兄がやっていたみたいに、犯人を罠(わな)にはめて勝利するみたいな展開がスタイリッシュなんでしょう？

ＫＰ：そうそう、あれはスタイリッシュだったね。

睦：確かに、あのシーンのタマ兄はノリノリでした。

ＫＰ：あと、カール・スタンフォードにあまりびびらないでもらいたかったから、スタイリッシュな展開というのを強調したんだけど、こちらについては、あまりボクの思惑は通じていなかったみたいだな。

睦：私たちはカール・スタンフォードがどんなＮＰＣなのか知っているので、やっぱり、その名前を聞いてしまうと慎重になってしまいますよ～。

ＫＰ：気持ちはわかるけど、それにしたって慎重というか、萎縮し過ぎていたよ。

睦：でも、スタイリッシュだって言われなかったら、カール・スタンフォードを罠にはめるなんて作戦には踏み切れなかったかもですね。あの魔術師がそんなのにひっかかるわけがない……みたいな。

ＫＰ：もっと警察に頼ってもよかったと思うんだけどね。ただ、ＬＴＦを利用したのは、ボクの想定よりもスタイリッシュだったのでヨシとしよう。

睦：もう、スタイリッシュはいいですよ。何回、言っているんですか。

ＫＰ：しかし、今日のゲームは長かったなぁ。

睦：気づいたら、いつの間にかプレイ時間が八時間を超えてましたからねぇ。

ＫＰ：ボクらのゲームはいろいろ妄言を吐きながら、ぐだぐだとプレイするのでやたらとプレイ時間がかかることがあるけど……。

睦：プレイ中は長いと感じませんでしたけど、振り返ってみると長かったかも。

ＫＰ：気力や体力を考えると、ゲームは六時間くらいで終わらせたいものだね。

睦：有名ＮＰＣが出てくるせいか、舞台仕掛けも大掛かりでしたね。このキャンペーンでは、一般人にまで宇宙的事件が広がっていくという展開は珍しいのでは？

ＫＰ：そうだね。ボクのシナリオは、誰も知られていないところで、ひっそりと宇宙的事件が進行しているという展開が多いからな。

睦：宇宙的恐怖の恐ろしさは、世界の真理に自分たち以外が気づいていないところにありますからね。周りの人に話しても、こちらの正気を疑われるだけという孤立感がいいですね。

ＫＰ：逆に、ウボ＝サスラが地球の生命の起源であることや、ミ＝ゴなどの地球外生命体のことも、みんなが知って、理解してしまえば、その時点で宇宙的恐怖ではなくなってしまうかもしれない。

睦：〈クトゥルフ神話〉は一部の人だけが知っている真実だからこそ、私たち、探索者が率先して解決しなければならないという動機付けにもなっていますね。

ＫＰ：無闇に広めれば、さっき言ったように、正気を疑われるか、社会的混乱を引き起こすだけだからね。自分たちだけで事件を解決して、闇から闇へ葬り去るのが、粋な探索者かもしれない。

睦：だから、東京スカイツリーでど派手に儀式をするという展開は珍しいかなと思いました。

ＫＰ：まあ、あれは一見したところ珍しい自然現象と解釈できるだろうし、一般人に宇宙的恐怖の存在を感じさせるほどではないだろう。

睦：でも、東京の人の正気度が減らされていたらしいじゃないですか。

ＫＰ：大昔、ハレー彗星が大接近したとき世界中がパニックになったのだって、きっと未曾有の天体現象を目撃して、正気度が減ったせいだと思うよ。あのスカイツリーの事件だって、発光現象さえ収まれば、不安になった住民が騒ぎを起こしたくらいのニュースで収まるさ。

睦：でも、あのまま放置していたら、本当に東京は壊滅していたんですよね？

ＫＰ：考えたくはない展開だけど、スカイツリーの見える範囲の人たちの正気度はゼロになり、正気という呪縛から解放された魂が奏でる狂乱と混沌の音楽を聞きつけて、アフォーゴモンが降臨してきたことだろう。まあ、二十三区は壊滅だろうねぇ。

睦：さすがはカール・スタンフォード。やることが大きい！

ＫＰ：東京がそんなふうになった状態では、これからのシナリオを考えるのは面倒だから、無事に解決してくれて良かったよ。

睦：ペンタポッドのマジック・ポイントはこのシナリオで使ってしまってよかったのでしょうか？

ＫＰ：さてねぇ。少なくとも、アギフには大きな借りを作ってしまったことは忘れないでもらいたい。

睦：それはもちろんですけど……アギフちゃんもいったい何者なのやら。結局、マーロウとの関係もなかったんですよね？

ＫＰ：あれは、ただの偶然の一致。単純なミスリードでしかない。

睦：むむ～っ、そうだったんですか。アギフが瑪(め)瑙(のう)という意味だと知ったときは、「ビンゴ！」って、喜んだのですが……。

ＫＰ：まあ、クライマックスのとき、アギフのそばにいると展開がスムーズになるので、どこかで彼女と絡めるようにしたいという狙いもあった。先に台風の名前だとわかっていても、アギフが瑪瑙の意味だと知れば、やはり話は聞きに行っただろう。

睦：結局、マーロウが台風の名前というのはわかりませんでしたからねぇ。

ＫＰ：調べ方次第で、台風の名称とわかる情報だったのだけどなぁ。

睦：むむ～～っ。

ＫＰ：みんなマーロウはオカルト方面の言葉だと思い込んで、そちらに偏った調べ方をしていたから、台風であるという情報を出せるタイミングがなかったんだよ。

睦：マーロウという切り札っぽい情報が手に入っていないのが不安で、大きく動く踏ん切りがつかなかったのもプレイ時間が長くなった要因かもしれませんね。

ＫＰ：かもしれない。でも、不安なまま作戦を進めるというのも、ハラハラして面白いだろう。

睦：面白いですけど、心臓に悪いです。

ＫＰ：話は全然変わるけど、いつの間にか東京スカイツリーが開業しているんだよね。

睦：何を言ってるんですか？

ＫＰ：このキャンペーンって、２００８年にスタートしたんだけど、それからヨグ＝ソトース様がむにゃむにゃしているせいで時間が経過していないだろう。だから、東京スカイツリーもまだ開業はしていないはずなんだ。

睦：私たちが歳を取らないだけで、周りの時間は進んでいるんじゃないですか？

ＫＰ：そのつもりだったけど、『るるいえとらべらーず』のときに年表や田通家の家系図を作ったら、なんかつじつまが合わなくなってしまってね……。

睦：そりゃそうですよ。ヨグ＝ソトースの時空輪廻とか、最初から無茶苦茶なことやっているんですから。

ＫＰ：で、どうしようか迷ったけど、これからもずっと２００８年当時のままで世界の描写をするのは面倒だから、やっぱり時間は進んでいることにしたんだ──という話。

睦：確かに、２００８年には、これはまだ出来てなかったとか言いだしたらやりづらそうですね。

ＫＰ：だから、年表などで矛盾があっても、細かいツッコミは不要です。

睦：むむ～っ、それって、私たちではなくて、読者さんに向けて言ってません？

ＫＰ：そうだったりして（笑）。




　さて、第二話はプレイヤーの予想以上にスタイリッシュで派手なゲームだった。

　第一話も、さやかちゃんが魔眼に目覚めるとか、バスの事故を救うとか、派手な展開が多かった気がする。

　そこでキャンペーンのバランスを取るために、次のシナリオは、このシリーズの最終話では定番になっている心がほっこりする系のシナリオにしてみよう。

　あちこち飛び回るのではなく、閉鎖空間でじっくりと謎を解いていくような感じが良いかな。

　第一話はひな祭りの春、第二話は台風の夏とくれば、最終話の季節は、食欲の秋──じゃなくて、雪の冬としようかな。

　閉鎖空間と言えば、雪山のペンションで足止めをくらうという展開が定番中の定番だ。

　あまりに定番過ぎて気が引けるくらいのネタだけど、ＴＲＰＧならお約束過ぎるくらいでちょうど良いものなんだ。何しろ、プレイヤーの共通意識が合わせやすい。

　そうそう、前回、前々回と謎のＮＰＣであるアギフを話にまたがって登場させて、話にゆるいつながりを持たせてある。次が最終話なのだから、そのネタも消化しないといけない。

　あと、アギフの正体もそうだけど、第二話の最後、辰巳先生は〈目星〉を成功させたことによって、いったい何に気づいたのか？

　それらすべてのネタを第三話に突っ込まないといけない。

　ふーむ、せっかく辰巳先生しか気づいていないのならば、なるべくその情報は公開されないようにしてみるのも面白いな。

　雪山のペンションという舞台は、行動範囲もＮＰＣも限られてくるので、選択肢が狭まってしまう。

　だったら、探索者同士も完全には信用できないという状況を作ってみるのはどうだろうか？

　ＮＰＣだけでなく、いつもは仲間の探索者まで警戒しないといけないとなれば、一気に不安要素が増えるだろう。

　おっと、基本的に『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』は探索者同士が協力して事件を解決するプレイが望ましいことは忘れないでもらいたい。特に、ボクはプレイヤーたちにはそのようなプレイをしてもらうようにお願いしている。

　でも、これだけ長く一緒に遊んできて、互いに信頼しているプレイヤー同士ならば、たまにはこうした変化球もいつもと違ったスパイスとなってくれるかも。

　となると……プレイヤー個人に渡す、秘密指令のようなメモを作成しないといけないな。

　さらに、その秘密を守り通して、条件をクリアできたら、正気度回復にボーナスを与えるとすれば、きっとプレイヤーたちも必死になってくれるだろう。

　さて、どんなゲームになるのか、これはボクにもちょっと予想がつかないぞ……？




















プレイヤーたちへの秘密指令




　今回、ゲームを始める前にプレイヤーたちに秘密の指令書を渡しておいた。そのせいで、探索者たちは疑心暗鬼にかられいつもと違った行動パターンを見せることになる。

　いったいみんなはどんな指令を与えられたのか？

　キーパー視点でニヤニヤしたいのならば先に読んでもいいし、なにも知らずに、プレイヤーと同じ気持ちでリプレイを楽しみたい人は、以下の指令書の内容は読まずに次項の「アギフのお気に入り」に進むといいだろう。









◆辰(たつ)巳(み)先生へのお知らせ




　あの台風の日。カール・スタンフォードが落雷で絶命したとき、あなたは彼の体からあふれ出し、拡散していったイドの一部が、佐(さ)々(さ)原(はら)の体に吸い込まれるような気がした。

　いや、きっと、それは気のせいだろう。

　あの恐ろしい魔術師は、あの場で滅びたのだ。そうでなければならないのだ！

　そう信じることで、君は一時の正気を保つ（正気度を回復する）ことができた。




　時は過ぎたが、いまだそのことを佐々原には伝えていない。

　もしも、佐々原に伝えれば、自らの内側に潜むモノへの恐怖から、彼の正気度はものすごく減るだろう。いや、減り続けるだろう！

　この事実を伝えるとしても、それは真相がもっと見えてきてからだ。

　宇宙的事件の解決が近ければ近いほど、真実を知った佐々原から失われていく正気度も少なくて済むはず。

　どのタイミングでこの事実を佐々原に伝えるかは、すべて君に任されている。

　このシナリオで佐々原が「不定の狂気」を二つ以上発症させることがなければ、報酬として正気度が１Ｄ４ポイント与えられる。









◆佐々原へのお知らせ




　最近、君はとても眠い。体もだるい感じだ。

　診断してもらってもどこも悪いことはなく、精神的なものらしい。

　多くの宇宙的事件に関わってきた後遺症だろうか？

　このことは仲間たちに口頭で伝えてもよい。




　なお、君の現在マジック・ポイントは「７」にまで低下している。フィブラを外すと「６」だ。

　探索者シートにそれを記してはいけない。周りに気づかれないように、こっそり管理すること。

　クライマックス、キーパーが良いというときまで、マジック・ポイントが低下していることに気づかれなかったならば、報酬として正気度が１Ｄ６ポイント与えられる。









◆さやかちゃんへのお知らせ




　スカイツリーの事件があってから、アギフの態度がどこかよそよそしい。

　アギフにはいろいろ助けてもらったので、なんとか力になりたい。

　だが、彼女はいつも壁を作っていて、いまだに本心を見せたことがない。

　いったい彼女はどのような秘密を抱えているのか。こっそり自分にだけでも教えてくれないだろうか？




　ゲームが終了するまでに、アギフと信頼関係で結ばれるようなことがあれば、報酬として正気度が１Ｄ４ポイントが与えられる。









◆睦(むつみ)ちゃんへのお知らせ




　最近、さやかちゃんの様子がおかしい。

　いつもアギフのことを気にしているようだ。

　そんなアギフに、君はちょっと妬(や)いてしまうこともある。




　ゲームが終了するまでに、アギフかさやかちゃんと話をして、この嫉妬心を解消することができれば、報酬として正気度が１Ｄ４ポイント与えられる。









　ちなみに、辰巳先生への指令は、前回の最後で〈目星〉に成功したため、あのような内容になっている。

　つまり、佐々原の異変に気づいているのは、辰巳先生だけということは……はてさて、いったいどうなることやら？







アギフのお気に入り




ＫＰ：今回のゲームの開始時期は、前回のスカイツリー事件から四か月後の年始となる。その間に、不定の狂気を治すために病院で療養する人は、佐々原と睦ちゃんだね。二人は正気度を１Ｄ３ポイント回復させていいよ。

睦：コロコロ……１ポイントしか回復しませんでした。現在正気度は36です。

佐々原：コロコロ……よしっ、３ポイント回復。現在正気度は45。

さやか：むったんの正気度はいつもギリギリだね。

睦：これでもシーズン開始時からは回復しているんだけどね……。

ＫＰ：通院していない、さやかちゃんと辰巳先生は「幕間の成長」で経験ロールを４回していいよ。

辰巳：今回のお勧め技能は？

ＫＰ：ずばり、〈ほかの言語（英語）〉だね。

辰巳：〈ほかの言語（英語）〉なら、ワシが81％あるが……。

ＫＰ：あとは、こっそりと動き回るのに必要な技能。〈目星〉もあった方がいいかな？

辰巳：じゃあ、ワシは〈目星〉を成長させておこうかな。間違い探しのパズルゲームに熱中して、注意力と観察力を高めるとしよう。

さやか：私は真面目に英語の授業を受けて、〈ほかの言語（英語）〉を成長させますね。

ＫＰ：ちなみに、みんなが病院に行ったり、勉強をしたりしている間も、アギフはるるいえ堂を訪ねてきている。

佐々原：来日してから半年以上通っていても、まだ全部の商品を確認できていないんですか？

ＫＰ：いや、さすがにだいたい見終わっているけど、気に入ったものはなかったようで、いまは新しい商品の入荷を待っているような感じかな。

さやか：アギフちゃんの気に入るものが入荷するといいんですけどね。

ＫＰ：ただ、あのスカイツリーの事件から、アギフの態度に少し変化が起きている。なんとなくよそよそしくなり、るるいえ堂に訪ねてくるのを遠慮している感じだ。

さやか：どうしたんでしょう。「なにか困っていることがあったら、なんでも相談してね」と、アギフちゃんに声を掛けますよ。

ＫＰ：（さやかちゃんの〈心理学〉は、コロコロ……成功か）もしかしたら、アギフはペンタポッドに込められたマジック・ポイントが失われたことで、君たちとの交渉力まで失ったのではないかと思っているのかもしれない。だから、これまでよりも遠慮がちなのかもね。

さやか：いやいや、マジック・ポイントを使ったのは私たちなんですから気にすることないですよ。それに、アギフちゃんとの絆(きずな)は大事にするって約束だったじゃないですか！

ＫＰ：「けれど、契約書を結んでるわけでもないし……」と、案外とアギフは弱気だね。

さやか：「そんなの必要ありません。それに取引とかだけでなく、普通に遊びに来てくれていいんですよ」

ＫＰ／アギフ：「そう言ってくれると、うれしい」

さやか：「ほかになにかないんですか。どんなお悩みも、さやかにお任せ！」

睦：どうしたの、さやかちゃん。なんかテンションが変だよ？

さやか：そんなことはありません。だって私、女子高生探偵ですから！（ビシッと決めポーズ）

睦：むーっ、絶対におかしいよ。いつもなら、事件が起きていないときは、もっとだらけてるじゃない。

さやか：そうでしたっけ～？

ＫＰ：まあまあ、おふたりさん。仲良く、仲良く。えーと、アギフのお悩みというか……いまいちばん関心のあることは、るるいえ堂のある本についてのようだね。

さやか：どんな本ですか？

ＫＰ：『An Investigation into the Myth-Patterns of Latter-Day Primitives with Especial Reference to the R' lyeh Text』──翻訳すると『ルルイエ異本を基にした後期原始人の神話の型の研究』というタイトルの本だ。

辰巳：それって、前に出てきたような気がするな。

ＫＰ：『るるいえはいすくーる』の第一話で、クトゥルフの寵愛(ちょうあい)を受けしものについて調べていた産婦人科医が所有していた魔道書だよ。

睦：私の美術部の先輩が割腹自殺したり、プール開きで怪物が大暴れしたシナリオですね。

ＫＰ：ちなみに、辰巳先生はこの魔道書から《クトゥルフの寵愛を受けしものの追放》という呪文を中途半端ながらに習得している。

辰巳：確か、その魔道書がないと唱えられないんだったな。まあ、あの時は唱えても、失敗したのだが。

さやか：「アギフちゃん……言うまでもないと思うけど、その本はあまり正気に良くないからね？」

ＫＰ／アギフ：「そんなことはありません。この本はとても興味深いものです。この作者にはぜひ会ってみたい！」

さやか：「ええ～～っ？」って、この本は誰が書いたんですか？

辰巳：ラバン・シュリュズベリイ博士だな。生きていれば百四十歳くらいか……。

さやか：「ごめん、アギフちゃん。それはちょっと無理」

ＫＰ：『ルルイエ異本を基にした後期原始人の神話の型の研究（以降、『ルルイエ異本の研究』と略す）』は金銭的価値はどんなに高くても百万円くらいで、二千万円はするペンタポッドとはとても比べものにならない。ただ、アギフはそれを気に入っており、別件で現金購入をしても良いと思っているようだ。

さやか：商品一つではペンタポッドの価値に見合うものはないでしょうから、そうやって気に入ったモノをいくつか合わせて交換するのでもいいんですよ。

ＫＰ：すると、アギフは「いや……やがてこの店には、ペンタポッドに十分見合う品がやってくると思う。そういう運命を、私は感じている」と、意味深なことをつぶやくね。

さやか：うう～ん、怪しい。けど、アギフちゃんだから許しちゃう。

睦：さやかちゃん、やっぱりおかしいよ！　それじゃあ、タマ兄みたいだよ!?

さやか：「じゃあ、それまではいつでもその本を読みに来ていいからね」

ＫＰ：「ご厚意、感謝します。さやか」と、彼女はこれまでのぎくしゃくした態度から、少しは君に打ち解けた感じがするね。

さやか：うんうん、よかった～。

佐々原：なんか、さやかちゃんへの秘密指令は内容がバレバレですね。

辰巳：うむ、行動がわかりやす過ぎるな。

ＫＰ：さやかちゃんの好意に甘えて、アギフはるるいえ堂で『ルルイエ異本の研究』を読みふけっているけど、なんなら本格的な事件が始まる前に、探索者たちも一緒にこの本を研究してもいいよ。

睦：むむっ、もしかして最初にキーパーの言った〈ほかの言語（英語）〉が役立つというのは、ここでしょうか？

さやか：今回の「ぐりもあーる」は『ルルイエ異本の研究』ってことですか。

佐々原：アギフちゃんと一緒に、一冊の本を読むというのは実に引かれるのですが……ボクは正気度の方がちょっと……。

ＫＰ：なんだよ、根性がないなぁ。

佐々原：根性じゃなくて、正気度がないんです！

睦：私もちょっと……正気度がないです。

さやか：私は〈ほかの言語（英語）〉を勉強しましたが、これ以上〈クトゥルフ神話〉を上げたくないですね。

辰巳：じゃあ、ワシが読むか。

さやか：辰巳先生の正気度は大丈夫なんですか？

辰巳：まあ、なんとかなるだろう。それに、当初、魔道書を研究する役としてこのキャラを作ったのに、最近、あまり読んでいなかったからな。

ＫＰ：じゃあ、10週間ほど研究をしてから〈ほかの言語（英語）〉をどうぞ。

辰巳：コロコロ……よしっ、成功した。

ＫＰ：『ルルイエ異本の研究』を研究した辰巳先生は、まず正気度を１Ｄ６ポイント失う。

辰巳：１Ｄ６……まあ、そんなものか。コロコロ……くっ、５ポイントも減った。現在正気度は64だ。

ＫＰ：とはいえ、じっくり読んでいるので一時的狂気は発症しないから安心してちょうだい。さらに〈クトゥルフ神話〉に+4％されるね。

辰巳：うーむ、これでワシの〈クトゥルフ神話〉は30％になってしまった。

ＫＰ：最後に、この本を読むと、〈人類学〉の経験ロールができるといううれしいおまけつき。

辰巳：おっ、ワシは〈人類学〉は苦手だから、それはちょっとうれしいな。

ＫＰ：続けて、［ＩＮＴ×３］で、呪文の習得をしていくのだけど──




　その結果、辰巳先生は《ゾス＝オムモグとの接触》と《クトゥルフの寵愛を受けしものの追放》を習得した。これで『ルルイエ異本の研究』がなくても、辰巳先生は《クトゥルフの寵愛を受けしものの追放》の呪文をいつでも唱えられるようになる。




ＫＰ：あと、ずいぶん前から辰巳先生に打診のあったミスカトニック大学での特別講義だけども、いろいろスケジュール調整をした結果、年末年始、正月休みを兼ねて長期の休暇がとれそうだ。

辰巳：ワシはそんなに忙しいのか……。

ＫＰ：探索とか、魔道書の研究とかしているからね。ただ、京(みやこ)はニューヨークのタイムズスクエアで行なわれている、恒例のニューイヤーカウントダウンを観光したいと言っているのでちょうど良いかもしれない。

睦：ミスカトニック大学ならアーカムなのでは？

ＫＰ：ニューヨークからアーカムなら、車で３～４時間だから。それに、京いわく「アーカムにいる時間はできるだけ短いのに越したことはありません」とのことだ。

辰巳：その意見にはまったく同感だ。宿泊はニューヨークにして、アーカムへは日帰りの行程にしよう（笑）。







るるいえ堂の出張鑑定




ＫＰ：辰巳先生が渡米しているうちに、日本では正月を迎えている。ただし、蘭(らん)弗(どる)叔父さんは正月にも帰って来ず、中東からの年賀状が届いたりしている。

さやか：辰巳先生はいませんが、アギフちゃんも誘って初詣でに行きましょ～う！

睦：むむ～～っ、さやかちゃん、私も一緒に行くよ！

さやか：もちろんいいけど……どうしたの、むったん。なんか目が怖いんだけど。

睦：むむむ～～～～っ。

佐々原：ボクも一緒に行こうっと。あと、るるいえ堂のコガネさんや、唯花ちゃんや智美姉さんも誘いますよ。

ＫＰ：唯(ゆい)花(か)たちは来るけど、コガネはすっかり寒さに弱くなってしまって、「ううっ、このコタツの魅力にはとても抵抗できません……」と、るるいえ堂のコタツから出たがらないね。

佐々原：コガネさん、北海道出身でしょう？

ＫＰ／コガネ：「以前は寒さなんて感じなかったものですから……もう、春までコタツの中に住みます」

さやか：いつの間にか、コガネさんが残念な美人になってしまってる（笑）。

ＫＰ：みんなの都合の良い日を選ぶと、集まれるのは一月二日となるね。そして、初詣でをしたあと、コガネの待っているるるいえ堂に戻って、たくさん届いている郵便物を確認するのだけど……年賀状のほかに「島(しま)津(づ) 明(あきら)／若(わか)菜(な)」という連名の差出人の封筒があるのに気づく。島津という人物には心当たりがないね（といって、実際に封筒を渡す）。

さやか：この封筒……便せん以外に、なにか堅いものが入っていますね。開けて大丈夫なのでしょうか？

佐々原：カミソリとか入っているかも（笑）。

さやか：うーん、光に透かしても中は見えませんねぇ。

睦：さやかちゃん、警戒し過ぎ。さすがにそれを開けないと話が進まないんじゃないの？

さやか：じゃあ、開けちゃいましょう。どれどれ……んんっ、中に写真が入って──うっ、これはみなさんは見ない方がよいモノです（写真を隠す）。

佐々原：そ、そんな恐ろしい写真なの？

さやか：かなり衝撃的です。えーと、あとは便せんが入っているだけですね。こちらは読み上げちゃいましょう。




……………………

拝啓　新春の候、ますますご繁栄のこととお喜び申し上げます




　突然のお手紙で恐縮です。

　わたくしどもは、北海道は紋(もん)別(べつ)にて、ペンションを経営しております夫婦です。

　北海道大学に問い合わせたところ、旧知の内藤教授より、るるいえ堂さんのことを紹介されました。

　実は、当方のペンションに前からある洋書なのですが、たいへん古いもので、骨董品として価値があるのではないかと思っております。

　内容は英語とも違う、知らない言葉で書いてあるため、私たちには読むことはできません。

　よろしければ、この本の鑑定をしていただき、買い取りしていただけましたらと思っております。




　ただ、当方はペンション経営のため、北海道から東京までうかがうことはできません。

　るるいえ堂さんでは、出張鑑定などはされていないのでしょうか？

　本の写真を同封いたしましたので、ご検討いただけましたらと思っております。




　恐縮ではございますが、お返事を心からお待ちいたしております。

敬具

……………………




ＫＰ：万年筆で書かれた達筆な手紙だね。便せんは雪の結晶の透かしの入った上品なものだ。一見して高い知性を感じさせる手紙と思える。

さやか：北海道大学の内藤教授……って、もしかして、私が『ルルイエ異本』の翻訳を頼んで激怒させてしまった、あの人でしょうか？

ＫＰ：そうだね。『るるいえとらべらーず』の第三話の冒頭に登場した、あの人だ。

さやか：それでもお仕事を紹介してくれるなんて、案外といい人ですね。

睦：正気度が減らされているのに、魔道書の翻訳を最後までしてくれたんだから、すごいいい人だと思うよ（笑）。

佐々原：けど、北海道まで出張するのは大変なんじゃないのかな。テレビ番組じゃないんだから。

ＫＰ：北海道まで出張するに値するモノかどうかは、その写真を見て判断してもらいたい。

さやか：では、みなさん。これを見ちゃいます～？（おそるおそると裏にしていた写真を表にする）




　その写真には、皮で表装された大きな本が写されていた。表紙にはちょうど目、鼻、口に当たる部分に穴が空いており、まるで人間の顔の皮を薄く引き延ばして、貼り付けたかのようである。




睦：こ、これは……絶対に読んでは駄目系な本だよ。

さやか：ですよね～。買い取るかどうかはともかく、鑑定しに行く価値はありそうですが……辰巳先生は？

ＫＰ：明日には帰ってくると思うよ。

さやか：じゃあ、辰巳先生が帰ってきたら、北海道に行くという感じでしょうか？

ＫＰ：ところが、その写真にものすごい反応を示している者がいる。

さやか：ええっ？

ＫＰ：それはアギフだ。写真の本を見た途端、目をらんらんとさせて、フンフンと鼻息も荒く、興奮している。まるで獲物を見つけたネコのようだ。
















佐々原：「ど、どうしたの、アギフちゃん!?」

ＫＰ／アギフ：「アギフ、ピンときました。この本こそ、ペンタポッドの価値に見合う、運命の一冊に違いありません！」

全員：ええ～～～～～～～～～～っ!?

ＫＰ／アギフ：「さやか、いますぐ調べに行きましょう。一刻も無駄にはできません！」

さやか：「で、でも、辰巳先生を待ってからの方がいいんじゃないかな？」

ＫＰ：「だったら、私だけでも先に行って、下見をして来ます！」と、すぐにでも羽田空港に行きそうな勢いだよ。

佐々原：「ちょ、ちょっと待った。落ち着いて、落ち着いて！」

ＫＰ：こんなに興奮しているアギフを見るのは、みんなは初めてだね。よほど、あの本に興味があるらしい。

睦：アギフちゃんと一緒に北海道に行くとしたら、辰巳先生と合流するのはいつになるのでしょう？

ＫＰ：まだ午前中なので、最速の便で行けば、今日の夜八時には紋別に着けるだろう。辰巳先生は、ニューヨークから羽田に着いて、そのまま北海道行きの飛行機に乗り換えても、翌日の夕方以降に合流となる。簡単に言えば、現地で丸一日、辰巳先生不在ということになるね。

睦：むむ～～っ、辰巳先生がいないと、いろいろ技能が足りないですよ。不安だなぁ。

ＫＰ：それが嫌なら、アギフに一日先行させることだね。向こうでなにをしでかすかわかったものじゃないけど。

さやか：いやいやっ、それはありえませんよ。辰巳先生には事情をメールで送っておいて、私たちもアギフちゃんと一緒に北海道に行きましょう！







辰巳先生のミスカトニック大学訪問




　一方、ニューヨークの派手な年越しを京と二人きりで見物した辰巳先生は、翌日、車でアーカムに向かうことにする。長距離の旅であるが、電車よりも車移動の方が早いのは、やはりアメリカといった感じだ。

　ちなみに、アメリカには正月休みなどはなく、一月二日から仕事始めである。




ＫＰ：アーカムはミスカトニック川のほとりにある古い町だ。有名なミスカトニック大学があることで知られており、この大学が町の中心といっても過言ではない。石造りの建造物は多くが百年もたっている歴史あるもので、町の住人たちもどこか古めかしい格好をしている──というか、この町だけまるで１９２０年代の古き良きアメリカのまま時間が止まっているかのようだ。

睦：アーカムって、いまでもそんな感じなんでしたっけ？

ＫＰ：いや、これはボクのキャンペーン内でのアーカムの設定。未訳のソースブックにはアーカムの現在の様子も紹介されているけど、今回はその内容を反映させてはいない。だから、恐ろしいことにこのアーカムは１９２０年代そのままの姿をしているのだ。

辰巳：おいっ、それってタイムスリップをしてしまったってことか？

ＫＰ：そういうわけじゃないけど、このアーカムという町だけ時間が止まった、不思議な空間になっていると思ってくれ。今回の事件とは関係ないので、このことは深くは考えないでいいよ。あまり考え過ぎると正気度が１Ｄ100減るからね（笑）。

辰巳：よし、なにも考えないぞ！（笑）

ＫＰ：そうそう、それが良いでしょう。

辰巳：そのような状況ならば、なおさら当初の予定通り、変なところには立ち寄らず、真っすぐにミスカトニック大学に向かうぞ。

ＫＰ：ミスカトニック大学は１６９０年から続く、名門の総合大学だ。いくつもの歴史ある校舎、学生や教員の宿舎、医学部の付属病院、博物館、陸上競技場に体育館、大学書店に理髪店までも敷地にある。中でも特筆すべきは、かのヘンリー・アーミテッジ教授が館長を務めているオーン図書館だろう。ここは間違いなく、地球上でいちばん魔道書の蔵書がそろっている場所だ。ここに勝るのはセラエノ図書館くらいなものだろうね。

辰巳：ワシはどんな講義を期待されているのだろう？

ＫＰ：日本の著名な心理学者として招かれているけど、学会ではないので自由なテーマで気楽に語ってくれてかまわないよ。ちなみに、大学の敷地内にあるサイエンス・ホールという建物で講義をすることになるのだけど、そのお隣にあるロバート・カーター記念ホールはランドルフ・カーターの祖父にちなんで名付けられたそうな。

さやか：というと……私のひいおじいちゃん？

睦：蘭弗叔父さんとランドルフ・カーターは、いまのところ別人って設定だからね！（笑）

ＫＰ：サイエンス・ホールで辰巳先生を迎えてくれるのは、若き心理学教授のウィンゲート・ピースリー博士だ。「ミスカトニック大学にようこそ、ドクター・タツミ」と、英語であいさつする。

辰巳：「こちらこそ、お招きありがとうございます。ドクター・ピースリー」と、こちらも英語で応えよう。

ＫＰ：ちなみに、このピースリー博士は、やがてイスの偉大なる種族の秘密を追ってオーストラリアに調査に行ったり、宇宙的恐怖に対抗する組織「ウィルマース・ファウンデーション」の指導者になったりするのだが……それはまた別のお話で（笑）。

辰巳：「ど、どうも……ご武運を祈ります」

睦：その人ってＨ・Ｐ・ラヴクラフトの「時間からの影」の主役ですよね。すごい有名人じゃないですか!?

ＫＰ／ピースリー：「本当ならばゆっくりお休みいただき、私もドクターの論文についてお話ししたいところなのですが、時間に余裕がありませんので、さっそく講堂の方にご案内いたしましょう」

辰巳：まあ、わざとギリギリに来たからな。「お気遣いなく。いつでも講義は始められますので」

ＫＰ：では、辰巳先生は〈心理学〉と、それ以外の二つの関連する技能を使って、講義をしてみてください。

辰巳：〈心理学〉と……やはり、得意分野である〈精神分析〉を組み合わせて、心理学の観点から見た精神医学について講義するとしようか。

ＫＰ：それだけだとありきたりの講義になるので、あと一つ技能を選んで、辰巳先生らしい味付けをしてね。

辰巳：ふむ、最後の一つは〈ほかの言語（英語）〉で、ウィットの効いたジョークで場を盛り上げるとしよう。

ＫＰ：なるほど、ゲストの特別講義っぽいね。じゃあ、三百人が着席できる講堂は、ミスカトニック大学の教員や学生、知的好奇心の高い市民たちで満席になっている。三回連続してロールをどうぞ。

辰巳：〈心理学〉は、コロコロ……成功。〈精神分析〉も、コロコロ……成功。最後にジョークは、コロコロ……成功した。内容は思い付かないが、とにかくアメリカ人が好きそうなアメリカンジョークを飛ばしたぞ。

ＫＰ：では、講義は大成功だね。誰一人退屈せずに、辰巳先生の話に聞き入っており、質疑応答の時間も大幅にオーバーするほどの盛況だった。辰巳先生は、三つの技能すべてに経験チェックをつけていいよ。

佐々原：辰巳先生、いいなぁ！

辰巳：ふーむ、これはワシにとっても実りのある講義だったな。

ＫＰ：ピースリー博士も大喜びをしているね。「たいへん面白い講義でした。なにしろ、私の講義を目を閉じて聞いている学生たちが、今日はみんな目を開けていましたからね！」と、負けずにジョークを飛ばしている。

辰巳：「ご期待に沿えたのならなによりです──っと、もう飛行機の時間か（笑）」

さやか：辰巳先生、用が済んだら帰る気満々ですね（笑）。

ＫＰ／ピースリー：「おや、そんなにお急ぎなのですか？」

辰巳：「いや……まだなにかワシに用があるのでしたら時間に余裕はあるともないともなんともかんとも（笑）」

ＫＰ／ピースリー：「実は、わが大学の図書館長であるドクター・アーミテッジも、ドクター・タツミの講義を楽しみにしていたのですが、別件の用事があって立ち会えなかったのです。ぜひ、彼を紹介したかったのですが」

辰巳：ほう、あのアーミテッジ博士だったら会ってみたいな。「ところで、別件の用事とは？」

ＫＰ／ピースリー：「これはドクター・タツミだからお話するのですが、昨年の夏ごろ、オーン図書館に賊が侵入しましてね……そのせいで警備の強化や、紛失した蔵書の確認で、ドクター・アーミテッジはずっとお忙しいのです」

辰巳：「その図書館に侵入した賊というのは、ウィルバー・ウェイトリーのことですか？」

ＫＰ／ピースリー：「いいえ、あの事件とは別件です。というか、よくその事件をご存じですね」

辰巳：「いや、ちょっと小耳に挟んでね……」って、なんかこっちでも事件が起きているぞ。どうなっているんだ？

睦：まさか、今回のシナリオは、北海道とアーカムの同時進行なのでしょうか？

辰巳：ワシだけでアーカムを調査するのは嫌過ぎる！（泣）

ＫＰ：さて、辰巳先生はピースリー博士に案内されて、オーン図書館で仕事に追われているヘンリー・アーミテッジ博士と引き合わされる。

辰巳：「はじめまして、ドクター・アーミテッジ。辰巳源吾郎といいます。ご高名はかねがね」

ＫＰ：「特別講義に出席できず失礼をしました。ヘンリー・アーミテッジです」と、アーミテッジ博士は手を差し出してくる。

辰巳：右手で握手をしよう。「お忙しいところ恐縮です。なんでも図書館で事件があったそうで？」

ＫＰ／アーミテッジ：「ええ、半年前のことになりますが、深夜に侵入者がおりましてね。まあ、今回もナポレオンが気づいてくれたおかげで被害はなかったのですが……この図書館には貴重な本が多いので、警備の強化を考えているところなのです」

辰巳：「ナポレオン？」

ＫＰ：「ああ、マスチフの番犬の名です。学生たちは勝手にケルベロスなどと呼んでおりますが、とんでもない。彼はオーン図書館の守り神ですよ」と、アーミテッジは語る。ちなみに、この犬こそがヨグ＝ソトースの息子であるウィルバー・ウェイトリーを嚙み殺したという伝説の犬だ。

辰巳：ぜひ、日本に連れ帰りたい！（笑）

さやか：るるいえ堂の番犬をしてもらいたいです！（笑）

ＫＰ：そんなことはアーミテッジ博士が許さない。ナポレオンのおかげで、ネクロノミコンが守られたんだからね。

辰巳：「では、今度の泥棒も、そのナポレオンに追い払われたと？」

ＫＰ：泥棒は図書館の中にまで入り込んで、制限図書保管庫の扉を開けようとしていたらしい。だが、この扉は特別製で〈鍵開け〉に-25％のペナルティーを与えるほどのものなので、賊も苦労していたようだ。そのとき、不埒な気配に気づいたナポレオンがほえ立て、すぐに守衛が駆けつけたので、賊はなにも取らずに逃げ出したそうな。

辰巳：「どのような犯人だったのでしょう？」

ＫＰ／アーミテッジ：「それが奇妙な話で、まるで子供のような背丈で、長い黒髪。肌は褐色だったそうな」

佐々原：んんっ、それって……？

辰巳：もしかして、アギフくんなのでは。彼女の特徴を説明して符合するかどうか確認してみたいのだが？

ＫＰ：うまく伝えられるかどうか〈アイデア〉をどうぞ。

辰巳：「もしかして、それは中東の女の子だったのでは？」と、コロコロ……成功した。

ＫＰ：うん、泥棒の外見はアギフの特徴にぴったり合致するね。

さやか：そう言えば、前回、アギフちゃんはニューヨークに遊びに行ってましたね。

佐々原：メトロポリタン美術館で「Ｉ♥ＮＹ」のマグカップをお土産にもらいましたよ。

ＫＰ：アギフに土産をもらった時期と、泥棒の入った時期も、ぴったりと重なる。

辰巳：「その泥棒はいったいなにを狙っていたのでしょう？」

ＫＰ／アーミテッジ：「このオーン図書館の制限図書保管庫には貴重な本が多数収蔵されていますので、なんとも言えませんな」

辰巳：うう～む、いったいアギフはなにを探していたのだろうか……るるいえ堂で探している品と関係あるのか？

睦：むーっ、なんかいままでの情報なら、別に現代のアーカムが舞台でも出せると思うのですが……どうして無理やり１９２０年代のアーカムにしたんだろう。

ＫＰ：いやいや、深い理由はなにもないよ。ぶっちゃけ、ボクがこの時代のアーカムが大好きなので、現代を舞台としているこのキャンペーンでも、特別な場所として、そのままの姿で登場させているだけだから。ソースブックの『ミスカトニック大学』も発売されたことだしね！（笑）

睦：それだけなんですか？

ＫＰ：まあ、いずれこのシリーズでも、君たちにはがっつりとアーカム探索をさせてあげたいので、その伏線という意味もある。だったら、１９２０年代にした方がファンサービスもしやすいからね。

佐々原：うーん、アーカムは悪いうわさしか聞かないので、あまり行きたくないのですが……。

ＫＰ：では、そんな感じで、もう用事がないのなら辰巳先生は帰国していいですよ。

辰巳：まあ、アギフくんの探しているモノが、オーン図書館にあるような貴重な魔道書であるとわかったところでよしとするか。「おっと、さやかちゃんからメールが来ているぞ。なになに、北海道にアギフくんと一緒に魔道書の鑑定に行くだと？　これはいかん。ワシもすぐに追いかけねば！」

ＫＰ：では、北海道にシーンを移そうかな。




◆むったんのワンポイントスケッチ「アーカム」

　どうも、好きなアーカムのスポットはミスカトニック大学な、むったんです。

　アーカムとはアメリカのマサチューセッツ州にある架空の町です。Ｈ・Ｐ・ラヴクラフトをはじめとして、多くの作家たちが、この町を物語に登場させました。当然、『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』でもこの町はよく舞台とされて、ソースブックの『Ｈ・Ｐ・ラヴクラフト アーカム（新紀元社刊）』では町にある一軒一軒の家に、どんな人が住んでいるのかまで細かく紹介されています。

　私たちの通う御津門(み つ かど)学園の元ネタである、有名なミスカトニック大学や、ラバン・シュリュズベリイ博士の家もこの町にあり、郊外にはランドルフ・カーターの叔父の家、悪名高いインスマスやダニッチも車ですぐの距離にあり、数々の宇宙的恐怖が集うホットスポットといえるでしょう。

　一見は普通の町なのですが、運が悪いと、魔女や食屍鬼や深きものとかと出会ってしまうことがあるので、みなさんアーカムに立ち寄るときは十分に用心してくださいね。











「ペンション・スノープリンセス」




　さやかちゃんたちは手紙をくれた島津夫妻に電話連絡をいれて、すぐに訪問することを伝えた。

　電話に出た島津若菜は丁寧な言葉遣いの若い女性であり、探索者たちを歓迎するという。

　探索者たちは、ついでなのでペンションで宿泊して、スキーを楽しむつもりのようだ。




ＫＰ：午前中は初詣でをしていたのに、君たちは最速の飛行機に乗って、夕方にはもう旭川空港に到着している。

佐々原：じゃあ、レンタカー屋で雪道に強い四駆を用意してもらいましょう。

ＫＰ：雪道に慣れていない客のために、ペンションの主人が自家用車で迎えに来てくれるみたいだけど？

佐々原：そのご主人が、ボクより運転がうまいとでも？

ＫＰ：島津明の〈運転（自動車）〉は50％だぞ。

佐々原：ボクは82％ですが？（笑）

ＫＰ：お見それしました。まさかプロのドライバーとは知りませんでした（笑）。

佐々原：ふふ～ん。自分の足があった方がよいので、迎えは断って、レンタカーで行きますよ。

ＫＰ：佐々原がいるなら安心だけど、島津夫妻のペンションのある紋(もん)別(べつ)郡(ぐん)遠(えん)軽町(がるちょう)までは旭川空港から車で三時間ほど。国道はマシだけど、途中から山道に入るので、この真冬の時期はペーパードライバーなんかには、とても運転を任せられないくらいだと思ってくれ。

さやか：私、旭川ラーメンが食べたいです。

ＫＰ：あまりゆっくりしていると、到着は深夜になっちゃうよ？

さやか：うう～っ、じゃあ、帰りに食べることにします。

佐々原：「さあ、乗った乗った。日が暮れる前に、寄り道せずにできるだけ走ってしまおう」

ＫＰ：では、しばらくは国道39号線を走っているのだけど、北見富士を越えたあたりで北上することになる。国道を外れると、かなり雪深くて慎重に運転しないといけないね。ちなみに、現在の外気温は-10℃以下だ。

さやか：事故を起こしたら、そのまま凍死ですね……。

ＫＰ：国道を外れてしばらく走ったところで、佐々原は〈運転（自動車）〉の２倍でロールをしてもらおうか。

佐々原：２倍なら楽勝です。コロコロ……成功です。

睦：むーっ、２倍ですか。かなりの雪道のようですね。

ＫＰ：とっくに日は暮れて、ほとんど民家のない雪の細道をゆっくりと進んでいくと、やがて明かりに照らされた看板が見えてくる。「ペンション・スノープリンセス」と書いてあるね。

佐々原：「ほっ、無事、とうちゃ～く！」

さやか：「さすがは佐々原さんです」

ＫＰ：建物は雪が積もらないように、傾斜のきついトンガリ屋根になっている。また、入口が雪に埋まらないように、高床式の木造二階建てだ。雪山にあるロッジみたいな感じだね。

睦：なるほど、なるほど。イメージはできます。

ＫＰ：板張りの外壁はきれいにペンキが塗られており、山奥のペンションにしては手入れが行き届いているようだけど……ここで〈機械修理〉をどうぞ。

睦：〈機械修理〉は得意なのです。コロコロ……成功。

さやか＆佐々原：コロコロ……成功。

ＫＰ：あれ、全員成功したの？

睦：む～っ、私の見せ場を取らないでよ～。

ＫＰ：〈機械修理〉に成功した人は、丁寧に補修されているが、これは素人仕事であることがわかるね。特に二階を大幅に改築した形跡があって、見た目よりも古い建物のようだ。おそらく築三十年以上かと。

さやか：「ん～、きれいな仕事ですけど、細部が甘いですね（笑）」

佐々原：「まあ、素人にしてはまあまあなんじゃないの？（笑）」

ＫＰ：着いた早々、嫌な客だなぁ（笑）。

睦：「さやかちゃん、タマ兄、そういうことは気づいても口に出さない方がいいよ……」

ＫＰ：君たちがのんびり建物を吟味していると、アギフは寒そうにしながら、さっさと中に入ろうとしているよ。

さやか：「ああっ、待って。アギフちゃん。私も入る、入る！」

睦：「むむ～っ、さやかちゃん、私も一緒に行く～！」

佐々原：うーん、なんなんだろう、あの三人。いつもと様子が違うような……。

ＫＰ：さて、ペンションで待っているのは、事前に電話で話をした島津若菜と、だんなの島津明だ。若菜の方は小柄で清楚、色白の日本美人だ。明の方は雪焼けした顔に、まばらにヒゲを生やしたワイルド系だね。こちらもなかなかのイケメンで一見すると遊び人風に見える。二人とも三十歳前後といった感じかな？

さやか：「こんにちは、るるいえ堂のものです」

ＫＰ：「え、えーと、お電話で話をさせていただいたのは……あなた？」と、若菜はさやかちゃんが思ったよりも若いことに戸惑っているようだ。二十歳の佐々原が最年長で、あとは未成年の女の子ばかりなんだから、そりゃあ予想外だよね。

さやか：「はい、私が店長代理の樋(ひ)口(ぐち)さやかです。出張鑑定にまいりました」って、今回は女子高生だというのは隠して、「若く見えるけど、普通に成人しているんですよ？」という感じで押していきます。

ＫＰ：ふーむ、まあ、こちらから鑑定依頼をしているのだし……〈信用〉の２倍でロールしていいよ。

さやか：だから、私は〈信用〉は苦手なんですよ。２倍でも成功率は46％。コロコロ……失敗しました。

ＫＰ：（さやかちゃんの〈心理学〉は、コロコロ……成功か）それだと、ちょっとけげんそうな顔をしているね。もちろん、るるいえ堂の使いであることは疑ってないのだけど、「本当にこの人たちに鑑定を任せて大丈夫なのか？」といった顔つきだ。

さやか：うにゃ～ん。若菜さんたちに信頼してもらうのは、辰巳先生が来てからにしましょう（泣）。

ＫＰ：一方、アギフの方は、そんな空気を読むことなく「さっそく、例の本を見せてもらいたいのだが？」と、明の方にせっついているな。

佐々原：「ああっ、すみません。この子はただの幼女に見えますが、魔道書には詳しいんです」

睦：幼女とか、魔道書とか、普通の人が聞いたら引くようなことばっか！（笑）

ＫＰ：佐々原の言葉をどう解釈したかはわからないけど、島津夫妻はもったいぶるつもりはないようで、すぐに例の本を見せてくれるよ。なにしろ、サロンにあるテーブルに出しっぱなしだからね。

さやか：サロンって？

ＫＰ：えーと、ここで「スノー・プリンセス」の間取りについて、ちょっと説明しておこう。山小屋風のペンションで、一階はほぼ共用スペースになっている。玄関ロビーと、食堂、台所、お風呂──そして、いちばん広い部屋が、みんながストーブを囲んで団らんするサロンだ。ここにはテレビやピアノ、ギターが置いてある。二階には、客用の寝室と、夫婦の寝室があるだけだ。寝室はあまり広くなく、宿泊客はペンションでの時間の多くを、サロンに集まって賑やかに過ごすことになる。

睦：盛り上がってくるとペンションのオーナーがギターとか弾いて、みんなで合唱とかするんですよね。

佐々原：なんという、リア充空間（笑）。

ＫＰ：そういうリア充な交流が嫌いな人は、こういうペンションには泊まらないのだ。あと、地下室には、ペンションの暖房設備であるボイラーと倉庫があるそうな。

佐々原：地下室があるのか。それはぜひとも調べないと（笑）。

ＫＰ：ボイラーや燃料があって危険なので、部外者は立入禁止だよ。

さやか：じゃあ、さっそくサロンに行って、本を鑑定させてもらいましょう。

ＫＰ：えーと、本の外見は写真の通りだけど、中を開いてみると、かなり損傷が激しい。高熱にさらされたようで、多くのページが焼け焦げ、変色して、半分以上は読めない状態だ。正直、表紙にだまされた感があるね。

さやか：「ずいぶん痛んでいますが……これはどうして？」

ＫＰ／明：「さあ……実はこの本はたまたま地下の倉庫で見つけたものなんです。六年前、このペンションを購入したときから、地下の倉庫には以前のオーナーのガラクタが置かれたままで、先日、整理をしてみたら、その中からそれが出てきたんです」

さやか：「じゃあ、お二人はこの本については、なにも知らないんですね」

ＫＰ／明：「以前のオーナーの時代に、この建物の二階でボヤがあったようなので、本が傷んでいるのはそのせいなのかもしれません」

睦：二階の改築もボヤのせいなのかな。

佐々原：「そのボヤの原因とかは……？」

ＫＰ：「さあ、なにしろ以前のオーナーの頃の話なので、私たちはなにも」と、明は首をかしげている。ところで、本を見た人は〈医学〉をどうぞ。

さやか：なぜ、〈医学〉を？　コロコロ……失敗。

佐々原：コロコロ……ボクも失敗です。

睦：これって嫌な予感しかしませんが。コロコロ……むっ、５％しか成功率ないのに、成功しちゃった。

ＫＰ：ほうほう、では、睦ちゃんはこの本の表紙、そして中の羊皮紙のようなもの……それらすべてが羊などではなく、人の皮で作られていることに気づいてしまう。この本を作るには、おそらく四十人の人間が犠牲になっただろうと思われる。さあ、その事実に気づいてしまった睦ちゃんは〈正気度〉ロールだ！

睦：やっぱり～、コロコロ……よしっ、成功しました。

ＫＰ：じゃあ、正気度は減らないよ。

睦：むむ～っ、こんな恐ろしいことは私の心にとどめておきます。

さやか：私は人の皮だって気づいていないので、平気でページをめくって、読めるところだけ読んでみたいのですが、これって何語なんでしょう？

ＫＰ：そもそも、見たこともない文字なので、何語であるかもわからないね。〈歴史〉と〈芸術（骨董品）〉の両方をロールしてもらおうかな。

さやか：ううっ、苦手分野ばっかり。コロコロ……失敗です。

睦：コロコロ……コロコロ……失敗。

佐々原：〈歴史〉ならボクに任せろ。コロコロ……〈歴史〉は成功。コロコロ……あっ、成功率14％しかないのに〈芸術（骨董品）〉にも成功したぞ。ラッキー！

ＫＰ：そりゃあ、すごいな。〈歴史〉に成功すれば、これが10世紀ごろの古代ヘブライ語であることがわかる。

さやか：古代ヘブライ語……って、そんなのわかるわけないじゃないですか！

ＫＰ：さらに、佐々原の骨董品への鑑定眼は、この本が10世紀ごろと見せ掛けて、実は14世紀ごろに書き写された写本であることを鋭く見抜く。四百年ほど時代は若くなるけど、どちらにせよ貴重な本だね。

佐々原：「ふっふっふ、一見したところは10世紀の古代ヘブライ語の書に思えますが、これはもっと若い時代の写本ですね」って、どや顔しています。

睦：正直、タマ兄にそんなこと言われても、誰も正しいかどうか証明できないよね。

さやか：私たちがわからないからって、でたらめ言ってるのかも（笑）。

佐々原：なっ、もっとボクを信じてよ！

ＫＰ：アギフの方は佐々原の意見と同意見のようだ。「確かにこれは古代ヘブライ語。写本であることは見抜けなかったが……だとしても、丁寧な仕事をしている。素晴らしい一冊だな」

佐々原：アギフちゃんは古代ヘブライ語を読めるんですか？

ＫＰ：スラスラとは読めないようだね。難しそうな顔をして本をにらんでいる。それに、なにより本の痛みが激しくて解読は無理そうだ。

さやか：「どうかな、その本がアギフちゃんの探していたやつなのかな？」

ＫＰ／アギフ：「ええ、さやか。この本こそが、私の求めていたもの。運命の書です。ぜひともこの本を──」

さやか：「駄目、駄目、アギフちゃん。あまり気に入った顔をすると、高く売りつけられちゃうからね。ポーカーフェイス、ポーカーフェイス」

ＫＰ／アギフ：「わかりました、さやか。商売のことはお任せします。ただし、これはペンタポッドに見合うものです。必ず買い取ってください」

佐々原：るるいえ堂に二千万円も現金があるの？

さやか：いえいえ、この本をなるべく安く買い取れば、差額はすべて儲けとなるわけです。

睦：さやかちゃん、商売人だなぁ。

さやか：「島津さん、この本はとても興味深く、じっくりと鑑定させていただきたいのですが……明日、もう一人、詳しい人が来ますので、それまで金額を決めるのは待っていただけますか？」

ＫＰ：島津夫妻は「もちろん、それでかまわないですよ」と言ってくれるね。今日は、長旅で疲れただろうから、軽く夕食を食べたら、早寝をするのがよいだろう。

睦：なにをするにしても、辰巳先生と合流してからの方がいいですね。

ＫＰ：明日の昼過ぎには、辰巳先生も旭川空港に到着するはずだよ。

さやか：ところで、このペンションは、ほかにお客さんはいないんですか？

ＫＰ：君たちだけらしい。あとは飼い猫のホワイトがいるだけだ。真っ白のメス猫だよ。

睦：猫がいるんですか。さっそく〈猫語〉で話し掛けてみましょう。

ＫＰ：じゃあ、〈猫語〉でロールしていいよ。

睦：あれっ、ロールしていいんですか。コロコロ……やった、成功です！

ＫＰ：普通、覚醒の世界にいるときの猫はあまり人間なんかと会話しないのだけど、ホワイトは睦ちゃんに興味を持ったようだね。「猫語を話せるとは、小娘、なかなかやるニャ？」

睦：このホワイトは、幻夢境では大物の猫だったりするんですか？

ＫＰ：そんなことはない。普通の猫だよ。

睦：「今日からしばらくお世話になるニャ～。ところで、ホワイトはあの本のことをなにか知ってるかニャ？」

ＫＰ：ホワイトは、最近、このペンションに引き取られた猫なのでなにも知らないようだね。

睦：「飼い主さんは優しくしてくれるかニャ？」

ＫＰ／ホワイト：「明はいつもおいしいものをくれるからいいやつニャ。けど、若菜は嫌いなんニャ」

睦：むむっ、意外ですね。明さんがホワイトの世話をしているのかな。

ＫＰ：どうやらそのようだね。あと、ホワイトは会話の最後にこう付け加える。「おまえ、話のわかるやつだから警告しておくニャ。あの髪の長い男には気をつけるニャ。嫌なにおいがするニャ」

睦：「それってタマ兄のこと？　あの人は、小さな女の子が好きなだけで悪い人じゃないニャよ」

ＫＰ：「それはどうかニャ～？」と、ホワイトはこれ以上の会話を続ける気はないようだ。ちなみに、スムーズに会話しているけど、気まぐれな猫の言葉から、意味をくみ取るにはとても時間がかかる。この会話も十倍以上の無駄話の末に、ようやく得られた情報をダイジェストで伝えたと思ってくれ。

睦：「むむ～っ、すっかり長話しちゃった……もう寝なきゃ」

さやか：「じゃあ、寝ちゃいましょう。女子三人、同じ部屋でいいよね」

佐々原：「そうだね……ボクもさっきから眠くてしょうがないよ。おやすみ～」




　その晩は、何事もなく過ぎていった──と、思われた。

　ところが、翌朝、探索者たちが、近所の牧場で手作りされたベーコンやソーセージといったペンション自慢の朝食を楽しんでいるとき、妙なことが起きた。




佐々原：「むにゃ、むにゃ、まだ眠いなぁ」

ＫＰ／若菜：「佐々原さんは、昨日、夜遅くまでお仕事されてましたからね。ごくろうさまでした」

睦：「むっ、タマ兄、なにかしてたの？」

佐々原：「いや、なにも……？」って、どういうことですか？　ボク、なにかしたんですか？

ＫＰ：まあ、佐々原自身は朝までずっと寝ていたと思うよ。

佐々原：「あのぉ、若菜さん。ボクなにかしてましたか？」

ＫＰ：すると、若菜は不思議そうな顔をして「明け方近く、サロンであの本を見てませんでした？」と、尋ねる。

佐々原：「ボクは朝までぐっすりと寝てましたけど……それは、本当にボクだったんですか？」

ＫＰ：そう言われると、若菜は自信のなさそうな顔をする。「さあ、後ろ姿だけでしたし……お仕事の邪魔をしてはいけないと、声も掛けませんでしたから」

さやか：佐々原さんは長髪だから、アギフちゃんと間違えたとか？

佐々原：「アギフちゃんは、サロンにいたの？」

ＫＰ／アギフ：「いいや、私はさやかたちとずっと同じ部屋で寝ていたぞ」

睦：寝ているときに〈聞き耳〉とか要求されなかったから、こっそり出て行ったことはないと思うけど。

佐々原：じゃあ、いったい誰なんだ!?

ＫＰ：佐々原がはっきりと否定すると、若菜は「もしかすると、私が寝ぼけていたのかも。変なことを言ってごめんなさいね」と、謝るね。いまの話は気にしないでくれといった感じだ。

睦：むむ～っ、すごく気になりますが……いまの時点では調べようがないですね。

さやか：今晩は、みんなで佐々原さんを見張りましょう（笑）。

睦：例の本は、ちゃんとサロンにあるんですよね？

ＫＰ：昨日のままという感じだけど……朝食を終えてから、よく調べたいのなら〈アイデア〉をどうぞ。

睦：もちろん、調べますよ。コロコロ……成功です。

ＫＰ：すると、睦ちゃんは奇妙なことに気づく。なんだか、昨日よりも本の焼け焦げが減っているような気がするのだ。まるでそれは火傷のあとが再生しつつあるかのようにも思える。この事実に気づいたら〈正気度〉ロールだ！

睦：なんだか、私ばっかり怖いことに気づいてる～。コロコロ……よかった、成功しています。

ＫＰ：ちっ、だったら正気度は減らないよ。

睦：このことも、私の胸にしまっておこう……。

ＫＰ：ところが、横でアギフもそれを見ている。そして、目を輝かせながら「ふむ、興味深い」とつぶやく。

睦：「アギフちゃん、この本って、昨日とちょっと違ってるよね？」

ＫＰ：「うむ、おかげでだいぶ読めるようになった。ありがたいな」と、アギフはちっとも怖がっている様子はない。

睦：「あ、そう。そういう反応なんだ。あはははー」って、怪し過ぎますよ。この本を再生させたのが、実はアギフちゃんでないかどうか〈心理学〉がしたいのですが？

ＫＰ：いいだろう（コロコロ……失敗か）。アギフがこの本に夢中なのはわかるけど、再生に関わっているのかどうかはよくわからないね。もしかすると、なにか関係しているのかも。

睦：むむむ～～～っ!?




　佐々原の深夜の行動については、いくら考えてもらちがあかないので棚上げされることになった。

　その後、探索者たちは二日目の行動を考える。

　さやかちゃんと睦ちゃんは、近くの「えんがるロックバレースキー場」でスキーを楽しんだあと、「セトセ温泉ホテル」で日帰り入浴をするという、素敵なプランを立てる。温泉で暖まって帰ってきた頃には、辰巳先生もペンションに到着しているはずだった。

　一方、佐々原は辰巳先生を旭川空港まで迎えにいく必要があったが、アギフと一緒にスキーをしたいので、午前中、一時間だけでもいいからと、みんなと同行することにする。

　そのため、本の研究をしようとしていたアギフも、佐々原に連れ出されることになるのだが──




ＫＰ：どうやら、アギフも雪遊びには関心があるようだね。シリアも雪は降るのだけど、北海道のように大量に積もるようなことはほとんどないそうな。だから、佐々原に誘われるとまんざらでもない様子だ。

さやか：「私がスキーを教えてあげるね～」って、車の後部座席でアギフちゃんをまさぐってます（笑）。

全員：まさぐる!?（笑）

佐々原：ちょっ、さやかちゃん、それはボクの仕事だから！

さやか：「佐々原さんは運転していてください」

睦：「むむ～っ、さやかちゃん、アギフちゃんとくっつきすぎ！」って、私も後ろの席に割り込みます！

辰巳：なんだなんだ、ワシのいない間にいったいみんなどうなってしまったんだ？（笑）

さやか：「むったん、どうかしたの。いつもは、もっと他人に無関心なのに」

睦：「む、無関心……って、さやかちゃん、私のことをそんなふうに思ってたの？」

ＫＰ：まあ、睦ちゃんって、基本的に人間関係にドライだよね。

睦：「なんかショック……（泣）」







雪に閉ざされる「スノー・プリンセス」




　その後、探索者たちとアギフはスキーを楽しむ。特に、アギフは雄大な雪山の景色に感激して、ここに連れてきてくれた佐々原に感謝をするのであった。

　だが、楽しい時間はすぐに終わり、佐々原は旭川空港まで辰巳先生を迎えに行くことになる。

　運転の途中、佐々原が天気予報を確認したところ、夜から大荒れになるとのこと。佐々原は急いで空港に向かい、さやかちゃんたちは早めにスキーを切り上げ、ペンションから迎えに来た明の車で帰ることにした。




ＫＰ：さやかちゃんたちは天候が荒れる前に、ペンションに帰ることができるね。

さやか：「温泉に入れなかったのが残念……」

睦：「北海道の山の中で立ち往生したら、命の危険もあるからね。しょうがないよ」

ＫＰ：一方、佐々原の方だけど、二時ごろに旭川空港に到着して、無事、辰巳先生と合流することができるね。

辰巳：「やあ、佐々原。すまないな。さて、旭川ラーメンでも食べるとするか」

佐々原：「いやいや、そんなのんびりしている暇はありませんよ。なんか夜には天気が荒れるそうなので、早めにペンションに行きましょう」

辰巳：「ふむ……そうか。ところで、佐々原。最近、なにか体調がおかしくないか？」

佐々原：「い、いきなりなんですか？」

辰巳：「いや、なんとなく……ね」

佐々原：「疲れがたまっているのか、眠気がなかなか消えないことはありますが……まあ、普通ですよ」

辰巳：そうか……ならいいのだが。ここで〈医学〉はできるだろうか？

ＫＰ：別にいいけど、見たところは変わったところはないので、しっかり診断しないと、些細な異常はわからないけどね。佐々原が嫌がるようだったら無理だね。

佐々原：抵抗はしませんが……。

辰巳：だったら、しっかり診断させてもらおう。「佐々原、ちょっと目を見せてみろ」と、ぐいっと見開かせて、いろいろ調べてやる。コロコロ……成功したぞ。

佐々原：「な、なにをするんですか？」

ＫＰ：かなり疲労がたまっているような感じがするけど、特に体に異常はないようだよ。

辰巳：「ふむ……なるほど」と、言いながらも、車に乗っても、佐々原の様子を観察しているぞ。

さやか：ずいぶん、警戒してますね。いったい、辰巳先生への秘密指令はなんなんでしょう？（ヒソヒソ）

睦：なんだか、私たちよりも大変そうな指令みたいだね（ヒソヒソ）。

ＫＰ：さて、佐々原にせかされて、ペンションに向かった二人なのだけど、だんだんと吹(ふ)雪(ぶ)いてきたね。国道はなんとか無事に走ることができたが、ペンションへ続く細い道に入ると、かなり不安になってくる。

佐々原：「なんとかペンションにたどり着かないと……」

ＫＰ：そろそろペンションの明かりが見えてくるといったところまで来たのだけど、ここで辰巳先生は〈目星〉をしてくれるかな？

辰巳：コロコロ……失敗した。

ＫＰ：なるほどね（ここで成功すれば、怪しい前兆に早めに気づけたんだけど）。えーと、佐々原は吹き付けてくる雪がやけに重たく、窓にこびりつき、ワイパーでもなかなかとれないことに気づく。もしかして、これは雪ではないなにかなのでは……と思ったとき、いきなり目の前に雪で真っ白に覆われた大木が迫ってくる！

佐々原：急ブレーキ!!

ＫＰ：〈運転（自動車）〉でロールをしてくれ！

佐々原：ここでの失敗は命に関わる。コロコロ……よしっ、成功！

ＫＰ：雪にタイヤをとられるが、佐々原の抜群のドライビングテクニックにより衝突はまぬがれた。ただ、雪だまりに突っ込んでしまってとても動かすことはできないな。

佐々原：「なんてこった……辰巳先生、けがはないですか？」

辰巳：「ああ、大丈夫だが……」

ＫＰ：ちなみに、フロントガラスに付着しているのは明らかにただの雪ではなく、粒子の細かい泥みたいなものだね。それが、まるで悪意をもっているかのように、運転席の視界を妨げている。こんな状態で無事に停車させられたのは、佐々原のドライビングテクニックのおかげだね。

佐々原：「ボクじゃなかったら大事故でしたよ（どや顔）」

辰巳：「携帯電話でペンションに連絡をつけないと」

ＫＰ：しかし、ここは圏外なのですな。北海道をなめないでもらいたい。

佐々原：「まずいですね。エンジンは生きているので、ヒーターは動きますけど……」

辰巳：「この車に一晩中いるのは無理だろう」

佐々原：「でも、うかつに出ると凍死する可能性もありますよ」

ＫＰ：佐々原は〈ナビゲート〉をしてみてもいいよ。

佐々原：コロコロ……成功です。実は〈ナビゲート〉は得意なのです。

ＫＰ：ペンションまであとちょっとのところまで来ているので、健康な人間だったら、なんとか我慢して歩けるだろうと判断できるね。具体的にはＣＯＮがそこそこあれば平気だろう。

佐々原：辰巳先生はＣＯＮに自信あります？

辰巳：ワシのＣＯＮは11だから、若い者には負けんよ。

佐々原：ボクは16あるので楽勝だと思います。なんなら、ボクだけ先に行きましょうか？

辰巳：こんな悪意のある雪が降っているところで、一人で待っているのは嫌だ。一緒に行くよ。外に出るとき、この怪しい雪が口の中に入らないよう、マフラーをマスク代わりにしておこう。

佐々原：ナイスアイデアですね。ボクもそうします。

ＫＰ：では、膝の上まで雪に埋もれながら、佐々原は辰巳先生を連れて、ペンションの方向へと歩き出す。雪が君たちの行く手を遮るように渦巻き、不気味な風鳴りを上げているのだが……ここで〈聞き耳〉をしてもらおうか。

佐々原：コロコロ……ボクだけ成功しました。

ＫＰ：佐々原は極寒の吹雪の中で、風鳴りに紛れて奇妙な声が聞こえてくる。それは男とも女ともつかない声色で「アツイ……アツイ……」と、繰り返しているのだ。しかも、その声はまるですぐ耳元で聞こえているような気がする。

佐々原：み、見たくないけど、声の方を振り向きますよ！

ＫＰ：君が振り向くと、雪の塊がパッと風に飛ばされ散り散りになっていった。まるであれは雪のささやきであったかのように……ここで、佐々原は〈正気度〉ロールだ。

佐々原：ううっ、なんでボクがこんな目に。コロコロ……よしっ、成功！

ＫＰ：じゃあ、正気度は減らないね。そして、安心してくれ。ようやくペンションの明かりが見えてきたぞ。

辰巳：「ペンションに着けば……温かいコーヒーとスチームがワシを持っているぞ……」

ＫＰ：さて、ここで二人はＣＯＮ６に対する抵抗表のロールをしてもらおうか。

佐々原：ＣＯＮ６なら楽勝ですね。

ＫＰ：ちなみに、マスクを着けているおかげで、この数値は甘くなっているよ。

辰巳＆佐々原：コロコロ……成功。

ＫＰ：だったら、二人とも平気だけど……なんだか、この雪はやたらとのどに入ってきて、息を詰まらせるような気がする。

佐々原：雪がボクらを窒息させようとしている!?

ＫＰ：さらに、ここでもう一度〈聞き耳〉をどうぞ。

辰巳＆佐々原：コロコロ……成功。

ＫＰ：ペンションの建物の裏手から、ガンガンとなにかが金属の板をたたいているような音が聞こえてくる。

佐々原：ペンションの裏になにがあるんでしたっけ？

ＫＰ：さあ、島津夫妻は特になにも言ってなかったね。

辰巳：「この強風で、物置の扉でもあおられているのだろう」と、まずはペンションへ避難することを優先しよう。調べるにしても、暖まってからだ。

佐々原：そうですね。ペンションの前で行き倒れたらしゃれにならない。




　裏手の物音は気になったが、凍える辰巳先生と佐々原は、まずペンションへと飛び込んだ。

　辰巳先生は暖かく快適なサロンで癒されながら、簡単な自己紹介を終えると、さっそく裏手の物音について尋ねるのだが……




ＫＰ／明：「う、裏には何もありませんよ！」と、明は答える。（ここで辰巳先生は〈心理学〉かな。コロコロ……成功か）なんだかさっきまでの温厚な様子に比べて、やけに強い口調で否定している気がする。

辰巳：んんっ、この男、なにかを隠しているのか？

佐々原：これまで怪しい素振りは見せなかったのに、急に態度が変わりましたね。

辰巳：こうなると、早めに裏の物音の正体を調べておきたいな。できれば、ワシらだけでこっそりと（笑）。

佐々原：ボクらが島津夫妻の注意を引いているので、その隙にさりげなく見てきたらどうですか？

辰巳：ワシ一人では心細いのだが……。

さやか：だったら、私もご一緒しますよ。ＣＯＮは16なので外に出ても大丈夫だと思います。

睦：じゃあ、私はタマ兄と残っています。サロンにはピアノがあるらしいので、ちょっと弾いてみようかな。

佐々原：むったん、ピアノなんて弾けるの？

睦：小さい頃に習ってたから、成功率は11％あるよ。

ＫＰ：それだと、初心者に毛が生えた程度かな。

睦：まあ、失敗しても損はしませんしね。コロコロ……むはっ、成功してる！（笑）

ＫＰ：ほう、だったら案外とうまく弾けているね。島津夫妻も感心して、その演奏に聞き入っている。

辰巳：では、その隙にワシらはちょっとトイレに……。

さやか：あっ、私もトイレに……（笑）。




　睦ちゃんがピアノで気を引いている隙に、さやかちゃんと辰巳先生はマスクをしてから、ペンションの裏口から外の様子を見てみる。すると、そこには雪に埋もれた大きな焼却炉が見えた。どうやらそれが音の原因らしい。

　ガンガンと物音のする焼却炉──もはや嫌な予感しかしないため、二人は近づくのをためらうが、いつまでも睦ちゃんが島津夫妻の注意を引けないことを忠告すると、渋々ながら焼却炉に近づくのであった。




辰巳：中に誰かが閉じ込められているような感じではないんだな？

ＫＰ：それにしては音が小さいかな。小石がぶつかっているような感じだね。

辰巳：迷っててもしょうがない。警戒しながら焼却炉のふたを開けるぞ。

さやか：私も何かが飛び出してきたら空手キックできるように身構えています。

ＫＰ：では……焼却炉のふたを開くと、中から大量の灰が噴き出してくる。それはすぐに吹雪に巻かれて拡散していくのだけど、その瞬間、灰はまるで人の姿を形作ったかのようにも見えた。ここで〈正気度〉ロールをしてくれ！

さやか：コロコロ……成功です！

辰巳：コロコロ……くっ、失敗した。

ＫＰ：失敗すると正気度を１ポイント失う。

辰巳：現在正気度が62になった。

さやか：焼却炉の中にはなにがあるんですか？

ＫＰ：見たところ燃えかすのようなもの以外にはなにもないようだな。

辰巳：それは取り出すことはできるのだろうか？

ＫＰ：頭を突っ込んで手を伸ばさないと無理だね。

辰巳：ふーむ、いきなり風に背中を押されて、中に閉じ込められるという展開が目に浮かぶようだ……。

ＫＰ：そういうことを言わない！

さやか：私が警戒してベルトをつかんであげますよ。

辰巳：まあ、あまり怖がっていても話が進まん。試してみるか……。

ＫＰ：辰巳先生が焼却炉の燃えかすに手を伸ばしていると──突然、真っ白い何かが風に乗って、君たちの背中を押す。踏ん張れるかどうか、ＳＴＲ11に対する抵抗表のロールをしてもらおうか！

辰巳：それはさやかちゃんと、ワシのＳＴＲを合計していいのか？

ＫＰ：警戒していたので、良いことにしましょう。

辰巳：だったら楽勝だな。コロコロ……成功。

ＫＰ：どうやら、二人まとめて押し飛ばすほどの風ではなかったようだ。けれど、いまのは明らかに普通の風ではなく、なにか強烈な悪意が感じられたよ。

辰巳：車を事故らせようとした雪と同種のものか……ところで、燃えかすは採取できたのか？

ＫＰ：うん、それはできた。軽石のようだけど、〈医学〉か〈生物学〉でロールをどうぞ。

辰巳：では、得意の〈医学〉でやるぞ。コロコロ……成功した。

ＫＰ：これは燃やされた骨かと思われる。ただし、ごく一部なのでどんな動物なのかまではわからない。もっとたくさん燃えかすを採集できれば別だけどね。

辰巳：あの焼却炉は危険過ぎる。もう頭を突っ込むのはごめんだな。

睦：ホラーのお約束ですと、ここで人間の死体を焼いたという感じでしょうか。

さやか：その怨霊が暴れているのかも。「アツイ、アツイ」って言っていたのも燃やされたからでは？

辰巳：なるほど、そんな気がするな。

さやか：ただ、どうしてそんな怨霊がこのタイミングで出てきたのかが謎ですね。やっぱり、アギフちゃんがなにかしているのかなぁ？

辰巳：うむむ……どうなのだろうか（秘密指令を見つめながら）。

ＫＰ：おっと、ここで二人は吹雪の中にいたことによるＣＯＮの抵抗表のロールをしてもらおうかな。辰巳先生は二度目なのでＣＯＮ８。さやかちゃんは初めてなので、ＣＯＮ６でいいよ。

辰巳：どんどん難易度が高くなるのか。これはのんびりしていられんな。コロコロ……成功。

さやか：ＣＯＮ６なら、まだ平気ですが。コロコロ……成功です。辰巳先生、ここはいったん戻りましょう。

辰巳：そうしよう。

睦：よかったぁ、そろそろ私のピアノじゃあ、間が持たなくなってきていたところだよ～。

ＫＰ：じゃあ、二人はサロンに戻るけど、ここで島津夫妻の〈目星〉をさせてもらおう。コロコロ……成功した。「おや、服に雪がついてますけど、外に出たんですか？」

辰巳：あっ、しまった！

さやか：「あっ、あの、私たちこんなに雪が降ってるのを見るのは初めてなので、ちょっと外に出て雪遊びしてきたんです！」

辰巳：「そうそう、つい童心に帰ってしまった」

ＫＰ：ふーむ、さやかちゃんは〈言いくるめ〉をしてくれ。

さやか：コロコロ……成功です！

ＫＰ：じゃあ、二人は納得したようだね。

さやか：あの焼却炉の骨が人骨だとしたら、この二人が怪しいですよね。

佐々原：それか、以前のオーナーの仕業というのもあるかと。ここでボヤが起きたらしいしね。

辰巳：しかし、なぜこのタイミングで怨霊になって襲ってくるのかがわからん。

睦：なにかきっかけがあると思うんですが……やっぱり、「ぐりもあーる」的に例の本が原因なのでは？

佐々原：そう言えば、アギフちゃんはいまなにをしているんです？

ＫＰ：睦ちゃんがピアノ演奏をしている脇で、例の本を研究しているよ。

佐々原：けど、アギフちゃんも古代ヘブライ語は読めないんでしょう？

ＫＰ：（佐々原の〈心理学〉を、コロコロ……成功か）アギフの様子を見ていると、彼女は以前にこの本を別の言語で読んだことがあるようだ。だから、あまり読めない古代ヘブライ語でも、「なるほど、ここはあの一節のことか」と、答え合わせをするかのように、少しずつ解読していっているようだ。

辰巳：そうだ、ミスカトニック大学で聞いた、図書館の泥棒について、みんなにこっそりと伝えておこう。「どうもアギフくんらしい人物がオーン図書館に侵入していたらしいのだ」

さやか：「それって、図書館に魔道書を盗みに行ったということでしょうか？」

佐々原：「アギフちゃんがそんなことをするはずがないですよ！」

睦：「けど、アギフちゃんがニューヨークに行っていた時期とは一致するんですよね。むむむ～っ！」




　その後、辰巳先生も例の本を調べてみるが、新しい情報はなにも得られず、人の皮で作られたことに気づいてしまい正気度ポイントを１ポイント失った。

　夕食を終えた探索者たちは、行動指針が定まらず、結局、吹雪が収まるのを祈りながら就寝することにした。いつもの探索者ならば、もっと積極的に寝ないで探索を進めるところであるが、例の秘密指令のせいか、どうも互いにぎくしゃくしており一致団結できない感じであった。




さやか：外では幽霊とか暴れ回っているみたいだけど……これって、中にいれば安全なのかなぁ？

佐々原：アギフちゃんはどうするんだろう。魔道書の研究を続けているようなら、ボクはそれをやめさせたいんですが……絶対、あの本はアギフちゃんに良くない影響を与えてますよ。

ＫＰ：みんなが寝るようなら、アギフも寝るつもりのようだね。ここで佐々原以外は〈目星〉をしてもらおうかな。

さやか＆辰巳：コロコロ……成功。

ＫＰ：だったら、寝室に向かう前、アギフがこっそりと佐々原に小さなメモを渡そうとしているのに気づく。

辰巳：メモを横取りするぞ！

佐々原：なっ、そうはさせません。横取りされる前に受け取ります！

ＫＰ：じゃあ、佐々原は辰巳先生のＤＥＸに対する抵抗表のロールかなぁ？

佐々原：ボクのＤＥＸは18です！　辰巳先生の成功率は10だから、成功率は90％。コロコロ……成功（笑）。

辰巳：くっ……なんとかメモを奪い取りたいのだが。

ＫＰ：だったら〈組みつき〉かなぁ。

佐々原：ボクは〈回避〉しますよ！　そして、内容を読んだら、すぐにメモを食べちゃいます（笑）。

さやか：そこまでしますか（笑）。

ＫＰ：う～ん、これ以上、探索者同士でロールし合ってもしょうがないので、どうするのかプレイヤー同士で話し合ってくれるかな。

佐々原：まず、メモを見てから判断させてもらえませんか。よほどのことじゃないかぎり、あとで辰巳先生にも見せますから。

辰巳：……まあ、いいだろう。しかし、忠告しておくが、アギフくんは絶対に怪しいからな。

佐々原：プレイヤー的にはわかってますってば。じゃあ、メモを見ますよ。

ＫＰ：では、これをどうぞ（メモを渡す）。




　メモには「このあとサロンで」という、短いメッセージが書かれてあった。




佐々原：このあと、ボクと会いたいというだけでしたよ。いちおう、プライベートな内容なので、プレイヤーには見せますけど、辰巳先生たちには見せない方向で行きたいのですが。

辰巳：うーむ、まあいいだろう。しかし、なにか間違いを犯したら、通報するからな。気をつけろよ。







深夜に惨劇が始まる




　雪に閉ざされた閉鎖空間のペンションという環境で、怪しい出来事は起きているけれど、本格的に動きだすほど大きな事件が発生していないという微妙な状況で、探索者たちはボクの予想以上に疑心暗鬼に陥っているようだ。

　島津夫妻についても、焼却炉のことを隠していたことから不審を抱き、距離を置いて接するようになっている。

　本当はクライマックスに向かう前に、もうちょっと島津夫妻と協力してペンションのことを調べてもらいたかったのだが、アギフに島津夫妻、さらには探索者の佐々原までもが疑わしいという状況で、いつものるるいえ堂の面々らしい一致団結した行動ができず、どこかぎこちない感じであった。

　特に、睦ちゃんは秘密指令の内容をいかにこなすかで、事件とは別のベクトルで悩んでおり、さやかちゃんたちに「ドライ」と称される、いつもの冴(さ)えた行動が影を潜めていた。ボクとしては、これはちょっと誤算だ。

　とはいえ、探索者が疑心暗鬼に陥っていようと、情報不足であろうと、ここから恐るべき惨劇が始まることに変わりはないのだった……。




佐々原：じゃあ、辰巳先生が寝付いたところで、こっそりとサロンに行きますよ。

辰巳：くっ、この時点で、もはや通報したい……。

佐々原：いったいボクがなにをしたって言うんですか!?

ＫＰ：ライトスタンドだけつけた薄暗いサロンで、アギフは佐々原のことを待っている。その手には、例の本を持っているね。

佐々原：ここは真面目に「アギフちゃん、あまりその本を読むのはやめた方がいいよ。そんなものより、もっとほかのものに関心を持ってほしい。君だって、スキーのときは楽しそうだったじゃないか」と、訴えます。

ＫＰ：ふむ、そんな佐々原の言葉にアギフは「そんなものは真の知恵の前には色あせる」と、冷たい表情で応える。

佐々原：「その真の知恵って、いったいなんなんだよ？」

ＫＰ：「おまえも知っているはずだ。その胸に着けているものは、ただの飾りではあるまい」と、君に近づいて、胸のフィブラを指で突くよ。

佐々原：「そんなものに足を踏み入れちゃあいけないよ！」

ＫＰ：後生大事にフィブラを身に着けている佐々原が、どの口でそんなことを言うつもりだ？（苦笑）

佐々原：こ、これは真の知恵とか関係なしで、ただ便利だから着けているだけです！

さやか：なんて都合のいいこと言っているんでしょう、この人は（笑）。

ＫＰ：そうやって佐々原が真の知恵に近づくことを否定すると、アギフは君をつまらないモノを見るような目で見下すね。

佐々原：そういう目で見られるのも、ご褒美です！（笑）

さやか：辰巳先生、通報してください！（笑）

ＫＰ：そして、君の手を取ると、おもむろに例の本に押しつける。

佐々原：ええっ!?

ＫＰ：すると、君の体はぽうっと熱くなり、そのあと強い虚脱感が襲ってくる。具体的にはマジック・ポイントが１ポイント吸引されてしまった。

睦：本がマジック・ポイントを吸った!?

ＫＰ：そして、佐々原の見ている前で、本の皮がみるみる元に戻っていく。自分の精神力を吸って再生していく本を目撃した佐々原は〈正気度〉ロールだ！

佐々原：ここで失敗はしたくない。コロコロ……ううっ、失敗。

ＫＰ：だったら１Ｄ４ポイント減らしてくれ。

佐々原：コロコロ……「３」です。現在正気度は42になりました。

ＫＰ：やがて、本はほぼ完全な姿を取り戻して、奇妙なことに表紙の金箔を押したタイトルまでもが再生していく。そのタイトルはアルファベットで書かれており『ナチュラン・デモント』と読むことができる。

睦：『ナチュラン・デモント』って、もしかして……？

さやか：なんなんです、有名な魔道書なんですか？

ＫＰ：まあ、そのプレイヤー知識については、みんなで共有しちゃっていいよ。

睦：確か『ナチュラン・デモント』って、『ネクロノミコン』の古代ヘブライ語版のタイトルだったような。

佐々原：『ネクロノミコン』!?

さやか：私でも名前は知ってます。それは「ぐりもあーる」の最終話にふさわしい大魔道書ですね。

辰巳：……すると、アギフくんがオーン図書館に行ったのは、『ネクロノミコン』が狙いだったのか。

佐々原：「アギフちゃん、この本のことを君は知っているのかい……？」

ＫＰ：「この本こそ、真の知恵が記された、比類なき魔道書。私はずっとこの本を探してきた」と、アギフはまるで人が変わったような様子で『ナチュラン・デモント』を高々と掲げている。

佐々原：「いったいどうしちゃったんだ……」

ＫＰ：さて、ここで二階にいる人たちは〈聞き耳〉をしてもらおうかな。

さやか＆睦：コロコロ……成功。

辰巳：コロコロ……失敗。

ＫＰ：さやかちゃんと睦ちゃんは、二階のどこかでガラスの割れるような音がしたことに気づく。

さやか：「むったん、いまなにか聞こえた？」

睦：「どこかでガラスが割れたみたいだけど……もしかして、吹雪のせいかな？」

さやか：外には、あの幽霊みたいなのがいるみたいだし、ペンションの中に入ってこられたら嫌なので様子を見に行きます。

さやか：「さやかちゃん、私も行くよ」

ＫＰ：物音がしたのは、廊下の突き当たりにある客室からのようだ。

さやか：警戒しながら開けてみます……。

ＫＰ：扉を開くと、部屋には風と雪が吹き込んでいる。やはり、風で窓が割れてしまったらしい。

さやか：雨戸とかはないんですか？

ＫＰ：ないね。そして、この部屋のあちこちから「アツイ……アツイ……」という不気味な声が聞こえてくる。もはや、これは空耳などではなく、明らかに意志をもった何者かの声であることがわかる。さて、ここで二人は〈正気度〉ロールだ！

さやか：コロコロ……成功です。

ＫＰ：成功したら減らないよ。

睦：コロコロ……むっ、失敗です～。

ＫＰ：失敗したら、正気度を１Ｄ４ポイントを失う。

睦：コロコロ……３ポイント減りました。残り正気度は33です。

さやか：その声に向かって話し掛けます。「あなたはいったい誰なんですか？」

ＫＰ：（話し掛けちゃうのか。予想外の行動だなぁ）だったら、幽霊と意志疎通ができるかどうかはＰＯＷ８に対する抵抗表のロールをしてもらおうか。

さやか：成功率は80％です。コロコロ……成功！

ＫＰ：すると、部屋の中にもやのようなものが集まって女性の姿を形作り、「コロサレタ……コロサレタ……」と応える。

さやか：わっ、返事をしてくれた。だったら、「私たちにできることはありませんか？」って、幽霊に鎮まってくれるようにお願いします。

ＫＰ：さらに意志疎通を続けたいのならば、今度はＰＯＷ10に対する抵抗表のロールだね。

さやか：ちょっと難しくなりました。成功率は70％。コロコロ……うにゃっ、失敗です！

ＫＰ：その女性のようなもやは、さやかちゃんに顔を近づけると、突如、醜くただれたドクロのような姿になって「コロサレタ！」と金切り声を上げて襲い掛かってくる。今度はＣＯＮ10に対する抵抗表のロールだ！

さやか：コロコロ……成功！

ＫＰ：幽霊はさやかちゃんの口をこじ開けて、中に入ろうとするけど、なんとか耐えることはできたよ。しかし、胸が焼けるように痛く、せきが止まらない。

さやか：「ゴホッ、ゴホッ、むったん、いったいここから逃げよう！」

睦：了解。さやかちゃんと一緒に部屋の扉を閉めてから逃げます！

ＫＰ：さやかちゃんが幽霊と会話をしている頃、今度は佐々原のシーンだ。部屋にいる辰巳先生はもう一度〈聞き耳〉をどうぞ。

辰巳：コロコロ……うっ、また失敗だ。誰か起こしに来てくれ！

さやか：はい、すぐに行きます！

ＫＰ：おっと、その前にアギフの変化に戸惑っている佐々原は、今度は二階の階段からガタガタと誰かが転げ落ちるように降りてくるのに気づく。

佐々原：えっ、誰ですか!?

ＫＰ：降りてきたのは、島津夫妻だよ。なんと、若菜は血まみれで、明がそんな彼女を支えて、激しく取り乱しながら階段を降りてくるのだ。

佐々原：「だ、大丈夫ですか!?」

ＫＰ：若菜はのどに深い傷を負っており、ぶくぶくと血の泡を吐いている。すぐに〈医学〉か〈応急手当〉に成功させないと命はないだろう。

佐々原：「辰巳先生、来てください!!」って、下から大声で叫びます。

ＫＰ：では、もしも辰巳先生がここで〈聞き耳〉に成功したら、すぐに対応できることにしようか。これが最後のチャンスだよ。

辰巳：ここは成功させる！　コロコロ……くっ、なぜ成功しない!?

佐々原：こ、こうなったら、ボクが〈応急手当〉をするしかない。成功率は58％です。

ＫＰ：ほう、案外と得意なんだな。

佐々原：「ボクの目の前で、もう誰も死なせないと誓った。月森ちゃんのようにはさせない」

ＫＰ：だったら、気合いを入れてロールしてくれ。

佐々原：成功しろ～！　コロコロ……うわっ、失敗だぁ！

ＫＰ：君は若菜の首の傷を押さえて必死に止血をするのだが、やがて彼女の顔色は青ざめて、呼吸も途切れ途切れになる。そして、ふっと彼女の体から力が失われたかと思うと、いつの間にか鼓動が止まっていることに気づく。自分の腕の中で若菜が息絶えたことによる〈正気度〉ロールをどうぞ。

佐々原：「なんてこった……また、ボクは救えなかった……」。コロコロ……失敗です。

ＫＰ：命を救えなかったショックから１Ｄ４ポイントの正気度を失う。

佐々原：コロコロ……「４」です。残り正気度は38になりました。

さやか：佐々原さんも正気度がだいぶ危なくなってますね……。

ＫＰ：明は死んだ若菜の死体を抱きかかえて、大声で泣きわめいている。その嘆き方は尋常ではなく、まるで正気を失っているかのようだ。

佐々原：「すみません、すみません……明さん……」

ＫＰ：さて、タイミング的には、二階でさやかちゃんが辰巳先生を起こした頃、下の階から明の絶叫が聞こえてくるという感じかな。

辰巳：すぐに下に降りるぞ。すっかり出遅れてしまった。くそっ、佐々原の行動を警戒していると主張して、〈聞き耳〉ロールにボーナスをもらえばよかった！




◆むったんのワンポイントスケッチ『ネクロノミコン』

　どうも、好きな『ネクロノミコン』のバージョンは『アル・アジフ』な、むったんです。

　魔道書『ネクロノミコン』は、おそらく世界で最も有名な架空の魔道書ではないでしょうか？

　多くのファンによって『ネクロノミコン』は細かな設定や、イミテーションが作られ、空想の世界から現実の世界に飛び出してきつつあります。

　偉大なる詩人アブドゥル・アルハザードによって西暦７３０年ごろに記され、その後、さまざまな言語に翻訳、写本が繰り返され、そのたびに忌まわしい魔道書として焚書にされてきました。

　とても貴重な本のはずですが、知名度が高いため、言及される物語が多く、案外といろいろなところに登場したりします。題名も原書版である『アル・アジフ』、ギリシア語版の『ネクロノミコン』、そして古代ヘブライ語版である『ナチュラン・デモント』と、いろいろ付けられてきました。バージョンによっては翻訳が誤っていたり、内容の一部がカットされていたりと、不完全なものが多いようですね。

『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』でも、この魔道書は最も危険な一冊として設定されていて、怖い物知らずの探索者も研究するのをためらうほどの破壊力を持っています。みなさんも取り扱いには気をつけてくださいね。








　ようやく、探索者たちは一階の階段の下で合流するが、若菜の死体を見たことによる〈正気度〉ロールで、睦ちゃんが１ポイントの正気度を失った。

　さらに辰巳先生が明の〈精神分析〉を試みるが、成功したにもかかわらず、なぜか正気に戻ることはなかった。




ＫＰ：明は「デーモンが……デーモンが、オレの女王様を殺したんだ！」と、わめき散らしている。

さやか：デーモン？　女王様？

辰巳：もしかして、この夫婦は女王様と奴隷的な関係だったんじゃないか？

ＫＰ：そう推測するのなら、なんとなくそんな感じがするね。表向きは貞節な奥さんだけど、裏ではドＳな奥さんと、ドＭなだんなだった……みたいな。

睦：む～っ、だからホワイトも若菜さんのことを嫌っていたのかな。猫はＳっぽいから、相性が悪いのかも。

辰巳：なんというか、さやかちゃんたち未成年の教育に悪い夫婦だな。

さやか：けれど、デーモンというのは何者でしょう。あの雪の幽霊のことじゃないですよね？

辰巳：傷口を調べてみたいのだが？

ＫＰ：鋭いモノで三か所ほどのどを突き刺されている。いったいどんな凶器を使ったのか不明だが……ここは〈医学〉ではなく〈生物学〉でロールをしてもらおうかな。

辰巳：コロコロ……〈生物学〉で成功だ。

ＫＰ：巨大な猛禽類のかぎ爪で攻撃されれば、こんな傷がつくかもしれないね。

辰巳：かぎ爪だと……いったい、このペンションに何がいるというんだ？

さやか：あの幽霊は口の中に入ってきますが、かぎ爪で攻撃してきたりはしない気がします。

睦：幽霊のほかに、別の怪物がいるってこと？

佐々原：とにかく、アギフちゃんに『ナチュラン・デモント』を手放すように言いますよ。絶対、この本が怪しいですよ。こんなもの完全に燃やしてしまいましょう！

ＫＰ：『ナチュラン・デモント』を破壊するということを言うのなら、アギフは本を抱きかかえて身構える。「なにをバカなことを言っている。これこそは人類に英知の光をもたらす、真の知恵の結晶なのだぞ！」と、本を守るためならば、みんなと敵対することもやむなしといった姿勢だ。

さやか：けど、みんなで奪い取ってしまえば──

ＫＰ：そっちがそのつもりなら、こちらも呪文という奥の手を使わせてもらおうか。

睦：待って。幽霊の上にデーモンまでいるみたいなのに、ここでアギフちゃんまで敵に回すのは無益だよ。

辰巳：うむ……下手に魔道書を破壊してしまったら、解決方法が見つからなくなるという展開もありえるからな。

佐々原：「だったら、せめてこのペンションで何が起きているのかだけでも教えてくれないか」と、アギフちゃんに尋ねますよ。

ＫＰ：それについて、アギフは「それは私にもわからない」と答える。

佐々原：「その本が関係しているんじゃないの。魔道書のパワーで死者がよみがえるみたいな……？」

ＫＰ：「佐々原の言う通り、この本には真の知恵──あの世の秘密や、死者の復活についても記されているが、かといって術者がなんらかの意図を持って術を執り行なわねば、このようなことは起きぬはずだ」と、ここでさやかちゃんは〈クトゥルフ神話〉をどうぞ。

さやか：えっ、私だけですか？　コロコロ……成功です。

ＫＰ：さやかちゃんは《復活》の呪文を習得しているので、あの世の秘密についても詳しいのだけど、アギフの言う通り、何者かが術などを行使しなければこのようなことは起きない気がする。

さやか：それがデーモンということですか？

睦：むむ～っ、『ナチュラン・デモント』がきっかけになったのは間違いないと思うんだけど、何の伏線もないぽっと出のデーモンが死者をよみがえらせているというのはしっくりこないなぁ。

さやか：じゃあ、誰がこんなことをしているの？

辰巳：う～～～～～～～～む（秘密指令を見ながら）。

ＫＰ：さて、君たちがサロンで長考をしていると、二階から冷気が下りてくる。

さやか：そ、そうだ、ペンションの中に幽霊が入り込んでいるんでした！

睦：やっぱり、ドアくらいじゃ閉じ込められなかった？

ＫＰ：そもそも、客室の扉にはわずかだけど隙間があるからね。

さやか：元が灰だそうですから、水をかけたらベチャベチャになったりしませんかね？

ＫＰ：この部屋にそんな大量の水はないな。そうしたいのなら、風呂場におびき寄せるしかないだろう。

佐々原：だったら、掃除機で吸い取ってやりましょう。

睦：そんなゴーストバスターズじゃないんだから……。

ＫＰ：いや、面白いと思うよ。ナイスアイデアなんじゃないの？（笑）

睦：ホントですか～!?

佐々原：よし、ボクは掃除機を探しますよ！

さやか：だったら、私は大きなゴミ袋で空気ごと捕まえちゃいます！

ＫＰ：ふむ、ならば二人は幸運にも手近なところに掃除機かゴミ袋があるか〈幸運〉をどうぞ。

佐々原＆さやか：コロコロ……成功！

ＫＰ：では、たまたまサロンの近くに掃除用具入れがあり、業務用の大きな掃除機と、ゴミ袋が何枚か手に入った──といったところで、サロンに雪のような白い粉が渦を巻いていく。

佐々原：吸引力の変わらないただ一つの掃除機で、ぜ～んぶ吸い取ってやる！（笑）

ＫＰ：ＤＥＸの順番に処理していこうか。まずは佐々原からだけど、掃除機で幽霊を吸い取る技能は……なにがいいんだろう？

佐々原：〈目星〉でいいんじゃないですか？

ＫＰ：……いや、別に隠れているわけでもないから、効率よく吸い取るための〈アイデア〉にしてもらおうか。

佐々原：〈アイデア〉でも成功率は75％なのでありがたいです。コロコロ……成功！

ＫＰ：掃除機のダメージは１Ｄ20といったところかな。ちなみに幽霊の耐久力は７しかないよ。

佐々原：それなら楽勝ですよ。コロコロ……なにっ、「５」だと？

全員：こら～～～～～っ！（泣）

ＫＰ：あははははっ、まだ幽霊は残っているぞ。体の一部を吸われても元気満々だ！

さやか：ゴミ袋で回収するのは、なんの技能ですか？

ＫＰ：これまた難問だけど……動き回る幽霊を追いかけるということで、ＤＥＸ11に対する抵抗表のロールかな。

さやか：今回、抵抗表のロールが多いですね。成功率は70％です。コロコロ……よしっ、成功しました。

ＫＰ：ゴミ袋のダメージは掃除機よりずっと少なくて１Ｄ６だね。

さやか：それでも、残りは２ポイントしかないんですよね。楽勝ですよ。

辰巳：そういうときに限って──

さやか：うにゃあっ、「１」だぁぁっ!?

全員：ほらぁ～～～～～～～～～～～～～～～っ!?（泣）

睦：私たちもゴミ袋で追いかけます。コロコロ……失敗！

辰巳：コロコロ……ワシも失敗だ！

ＫＰ：まさか、生き残れるとは……じゃあ、最後に幽霊の攻撃をさせてもらおうか。さすがにマスクをつけている余裕はなかっただろうから、佐々原の口の中に残った雪のようなものが入り込もうとする。佐々原は二度目で、マスクなしなので、ＣＯＮ10に対する抵抗表のロールになっているぞ。

佐々原：成功率は80％だけど、そろそろまずいかも。コロコロ……よしっ、なんとか成功です。

ＫＰ：佐々原は雪が顔の周りにまとわりつき、女性の顔のようなものを形作ったことに気づく。そして、彼女がキスをするかのように近づいてきた途端──いきなり、醜いドクロに変化するのだった。それを見た佐々原は〈正気度〉ロールだ！

佐々原：や、やめてくれ～。コロコロ……まずい、失敗してしまいました。

ＫＰ：じゃあ、１Ｄ４の正気度ポイントを失う。

佐々原：結構、多いなぁ。コロコロ……「３」が出ました。現在正気度35です。

睦：むむっ、タマ兄、それだと不定の狂気に陥ってない？

ＫＰ：魔道書が再生するときに減ってから、まだ一時間経ってないから……確かに不定の狂気だな。

佐々原：なんてこったぁ!!

ＫＰ：ふむふむ、けれど、一見したところ佐々原にはなにも異常はないので安心してくれ。

さやか：それって、前にむったんがなったような、潜在的に狂気を秘めているってやつですか？

睦：素直に変なことをしてくれた方が〈精神分析〉ができるから楽なのに～！

佐々原：そんなこと言われても、知らないよ！（泣）

ＫＰ：じゃあ、次は、また佐々原だね。いまのところは普通に行動していいよ。

佐々原：〈アイデア〉に成功すれば終わりなんだから、今後こそ。コロコロ……なにぃ、「00」だとぉ!?

全員：こら～～～～～～～～～～～～～～～～～っ！（泣）

ＫＰ：今日の佐々原はひどいな。だったら、掃除機が故障をしてしまい〈機械修理〉をしないと使えなくなってしまうね。

佐々原：あわわわっ、なんてこった……今日のダイス目は腐ってます！（泣）

さやか：もう、佐々原さんなんかに頼れません。もう一度、ゴミ袋アタック！　コロコロ……うーん、失敗。

睦：私は〈機械修理〉をした方がいいかな。それともゴミ袋アタックをした方がいいかな？

辰巳：ワシと睦くんのどちらかが成功すれば幽霊はいなくなるのだから、ここはゴミ袋でいいだろう。

睦：そうですね。私の成功率は60％。コロコロ……やった、成功。１Ｄ６の方は、コロコロ……むはっ、「１」が出ちゃった！

さやか：大丈夫、幽霊の耐久力も１のはず！

ＫＰ：その通り。ずいぶん苦戦したけど、これでようやく幽霊のすべてを回収することができた。ただし、掃除機のフィルターから少しずつ漏れているような……？

さやか：掃除機もゴミ袋に入れてしまいます！

ＫＰ：まあ、これでしばらくは時間稼ぎはできるだろうね。

さやか：それにしても、１Ｄ20＋１Ｄ６＋１Ｄ６で「７」しか出ないって……こんな調子じゃあ、いずれダイス目に殺されちゃいますよ（泣）。

睦：とにかく情報が少な過ぎます。そろそろ地下室を調べないと。このペンションで起きたことの記録とかがあるかもしれませんよ。

さやか：でも、二階にいるらしいデーモンは？

ＫＰ：分散行動をして調べるかい？

さやか：い、いや……それはやめておきます。

ＫＰ：あと、明はどうするのかな。若菜の死体にすがりついたまま動こうとはしないけど。

さやか：「明さん、ここは危険です。地下室に避難しましょう」

ＫＰ：「ああ、女王様……どうして私めに命令を下されないのですか……？」と、現実を受け入れることができないようだ。

辰巳：教育に悪いやつだなぁ。

さやか：だったら、私が若菜さんの後ろから、女王様のまねをして明さんに命令しましょう。「高貴なるわが身を地下室にまで運びなさい。この醜い豚め！」

睦：さ、さやかちゃん……。

辰巳：こんなの、親御さんにはとても見せられない！

ＫＰ：だったら、〈言いくるめ〉をしていいよ（笑）。

さやか：コロコロ……成功しました～。「さあ、急ぎなさい。このグズ！」

ＫＰ：女王様の声色を使うさやかちゃんに罵倒されると、明は大喜びで若菜の死体を抱きかかえて、地下室へと避難するぞ。

さやか：「さっ、私たちも行きましょう（笑）」

佐々原：うわあ～、引くわぁ。このヒロイン……。







ペンションの秘められた過去




　探索者たちが地下室に下りると、出迎えたのは猫のホワイトであった。彼女いわく「ここなら安全だニャ」とのこと。

　ホワイトがいるのなら本当に安全なのだろうと、探索者たちは遅ればせながら『ナチュラン・デモント』が見つかったという、前のオーナーが残していった荷物をじっくりとあさることにする。大量の古い本や書類が段ボールに詰め込まれ山積みになっていたが、〈目星〉と〈図書館〉を駆使すると、わずかだが気になる資料が見つかった。




ＫＰ：まず、このペンションが昔使っていたネーム入りの封筒などが見つかるね。それによると、以前、このペンションは「白夜館」という名のモーテルだったらしい。

辰巳：白夜館!?

睦：むむ～っ、やっぱりそうでしたか……。

ＫＰ：あと、昔の客の忘れ物らしき手帳が見つかる。そこのメモ欄に、このような手記が残されている。




……………………

◆手帳の手記




　死者がよみがえる。

　殺しても、バラバラにしても、何度でもよみがえる。

　あれは人間ではない。死体でさえない。

　デーモン？

　このモーテルは呪われている。

……………………




睦：おそらく、この手記は『黄昏の天使』の探索者たちが残したものではないかと……。

辰巳：うーむ、白夜館には嫌な思い出しかない……。

ＫＰ：まあ、過去にも似たような事件があったけど、今回の事件とは直接的なつながりはないから安心してちょうだい。過去の白夜館のことを知らなくても、まったく問題ないただのファンサービスだから（後述のワンポイントスケッチを説明する）。

さやか：わかりました。私は知らないので気にしません（笑）。

ＫＰ：ともかく、この建物が呪われた場所であることだけわかってもらえればよいかと。過去のことよりも、いまは、誰が、どうして、その呪いを目覚めさせてしまったのかが重要だ。

佐々原：その呪いを目覚めさせたのが、二階にいるらしいデーモンなのでしょうか？

睦：むむ～っ、なんかピンとこないんですよねぇ。




◆むったんのワンポイントスケッチ「白夜館」

　どうも、好きな『黄昏の天使』のシナリオは「ブラックソング」な、むったんです。

　白夜館とは、キャンペーンシナリオ集『黄昏の天使（ホビージャパン刊）』に登場するモーテルの名前です。

『黄昏の天使』では、この白夜館に『ネクロノミコン』の古代ヘブライ語版である『ナチュラン・デモント』が隠されているという設定がありました。世界的に貴重な魔道書である『ネクロノミコン（＝ナチュラン・デモント）』を日本で登場させられるのはここしかないというキーパーのこだわりから、そんな白夜館が今回の舞台となったようです。








　地下室で思ったよりも情報が得られなかった探索者たちは、デーモンの正体を暴くべく、若菜の血痕を〈追跡〉したところ、夫妻の寝室にたどり着いた。

　部屋には大量の血痕があったが、奇妙なことに痕跡を調べてみても、若菜が深傷を負った場所を特定できない。慎重に血の跡を分析したところ、壁際で不自然に途絶えていることに気づいた辰巳先生は、一見、壁に掛けられた大きな姿見に見えるものが、実は隠し部屋へ通じる扉であることを突き止める。

　隠し部屋の中は、悪魔崇拝者の祭壇のようになっており、おぞましい悪魔の姿に加工された、女性の死体が飾られていた。どうやら明がデーモンと呼んでいたのは、この死体のことだったのではと、探索者は推測する。

　さらに、壁には誇らしげに古い新聞記事が貼られており、それらはどれも失踪事件に関するものであった。

　部屋を調べている途中、祭壇の死体が動き出すが、探索者たちは十二分に警戒をしていたため、無事に逃げ出すことができた。ただし、さやかちゃん以外が〈正気度〉ロールに失敗をして、１Ｄ４の正気度を失うことに……偶然にも全員の出目は「３」。その結果、辰巳先生の正気度は59。佐々原は32。睦ちゃんは29となる。




睦：むーっ、どうやら島津夫妻はサイコだったようですね。ペンションのオーナーが宿泊客を次々と殺しているというのは、まさにお約束かと。

辰巳：これ以上の情報は得られそうにないな。死体が出られないように扉を封鎖して、地下室に戻ろう。

さやか：幽霊やデーモンの正体が、このペンションで殺された死体だってことはわかりましたけど……どうして、いまになって復活したのかはさっぱりですね。

佐々原：やっぱり、誰かが変な儀式とかしたんじゃないのかなぁ？




　キーパーとしては、この島津夫妻の秘密については、もっと早い段階で明らかになる予定だった。

　ところが、例の秘密指令のせいで、探索者同士の連携がうまく取れずに、ぎこちなくなっていたため、こんないまさらのタイミングでの秘密の解明となってしまった。ようやく事件の真相をつかめると期待していたプレイヤーにとっては、正直、どうでも良い情報だったので、このイベントはちょっと拍子抜けだったようだ。




辰巳：「う～～～む…………ところで、大事な話があるのだが」

さやか：「どうしたんですか、あらたまって」

辰巳：「この前のスカイツリーの事件で、カール・スタンフォードが落雷を受けて絶命したとき、やつのイドが体からあふれ出してきたのを覚えているかな？」

佐々原：「そんなことありましたね。でも、あれは消えてしまったんじゃあ？」

辰巳：「いや……ワシは、やつのイドの一部が佐々原の体に吸い込まれるのを見たのだ。もしかすると、カール・スタンフォードの霊のようなものが、佐々原にとりついているかもしれん。そう考えると、佐々原が深夜に『ナチュラン・デモント』を研究していたことや、佐々原が触れたことでページが再生していったことも合点がいく」

睦：「じゃあ、犯人はタマ兄の中にいるカール・スタンフォードってこと？」

辰巳：「死者が復活しているのは、カール・スタンフォードが『ナチュラン・デモント』を使って自らを復活させる過程で起きた副作用のようなものかもしれん」

ＫＰ：佐々原の体に、あの世界最強の魔術師カール・スタンフォードの霊がとりついているという恐ろしい可能性に気づいてしまった探索者たちは〈正気度〉ロールだ。なお、佐々原は失敗すると大量に減るので注意しろ！

さやか＆辰巳：コロコロ……成功！

睦：コロコロ……失敗です。「まさか、タマ兄の体にカール・スタンフォードが!?」

佐々原：コロコロ……ううっ、また失敗だ。もう駄目かも……。

ＫＰ：睦ちゃんは１Ｄ３ポイント、佐々原は１Ｄ６ポイントの正気度を失う。

睦：コロコロ……「２」です。現在正気度は27になりました。そろそろレッドゾーンです。

佐々原：コロコロ……「４」です。デーモンが動いたのを見てから、一時間はたってないですよね？

ＫＰ：そりゃそうだろうね。

佐々原：だったら、また不定の狂気に陥りました～（泣）。

辰巳：えっ、そ、そうか……うかつだった。すまない、佐々原。せめて一時間待ってから告白すべきだった。

佐々原：いや、これはしょうがないですよ。気にしないでください。

辰巳：くぅ～っ、なんてこった……ぷしゅ～（脱力している）。

さやか：どうしたんでしょう、なぜか辰巳先生まで壊れちゃいましたよ。

睦：もしかして、秘密指令のボーナスがもらえなくなったんじゃあ？

辰巳：とほほ～～。

佐々原：なんだよ、ボクの心配をしてくれていたんじゃないのか！（笑）

ＫＰ：佐々原の二つ目の不定の狂気はダイスで決定しようかな。コロコロ……（なるほど）えーと、佐々原はこんなことを言いだした辰巳先生を疑わしく感じる。そして、よく見ると、辰巳先生の姿はあの忌まわしいカール・スタンフォードに重なり合うのである。君は、罠(わな)にはめられたと気づく。辰巳先生──いや、カール・スタンフォードは自分の正体を隠すため、先に君を告発してスケープゴートにしたのだ！

睦：なんだか「人狼」のような展開に（笑）。

ＫＰ：ここまでは、さっき発症した潜在的な不定の狂気。さらに二つ目の狂気によって、君は支離滅裂な言動を繰り返し、常軌を逸した行動をするようになってしまう。

佐々原：「違ぁ～う、こいつこそがカール・スタンフォードだぁ～！」

さやか：ええ～っ、これって佐々原さんと戦わないといけない展開なんですか？

佐々原：「ボクが辰巳先生からカール・スタンフォードを追い払ってやるよ！」って、常軌を逸したように正気の辰巳先生に必死に〈精神分析〉を試みます。

辰巳：「おまえこそ冷静になれ、佐々原！」と、ワシも〈精神分析〉を仕返してやる。

佐々原：ボクと、辰巳先生、どっちが上か〈精神分析〉のクロスカウンターだ！（笑）

ＫＰ：あははははは、二人ともロールしていいよ（笑）。

佐々原：辰巳先生、勝負だ！　コロコロ……失敗（笑）。

辰巳：「おまえに恐ろしい真実を伝えてしまったことはすまないと思っている。しかし、ワシだってつらいのだ！」っと、コロコロ……成功だ。

ＫＰ：なら、佐々原は一時的に冷静さを取り戻していいよ。あくまで一時的だけどね。




　冷静に考えれば、佐々原からカール・スタンフォードと疑われている状況で辰巳先生が〈精神分析〉をしても、まともな治療ができるとは思えない。ただ、「〈精神分析〉のクロスカウンター」というフレーズが面白かったので、思わず許可をしてしまった。まあ、すでに十二分に危機的状況にあるのに、さらにここで探索者同士を争わせても収拾がつかなくなるので、細かいことは目をつぶることにしよう。

　その後、佐々原は「ボクが自分を抑えられているうちに……」と中二病的なことを言いながら、さやかちゃんたちにロープで拘束してもらうことにする。

　ようやく真の犯人の姿が見えてきたが、問題はその解決方法だ。

　探索者たちは、いよいよ禁断の知識の宝庫である『ナチュラン・デモント』に目を向けるのだった。




さやか：けど、古代ヘブライ語では読めないですよね。

ＫＰ：いや、『ナチュラン・デモント』には図や紋様も多用されているので、〈クトゥルフ神話〉に成功すれば、その一部を理解することも可能だよ。ただし、それでも斜め読みの効果と同じように正気度は減るけどね。

辰巳：うーむ、どのぐらい減るのかわからないが、ここは試してみるしかないだろう。

さやか：私も一緒に読みます。

ＫＰ：では、さやかちゃんと辰巳先生は〈クトゥルフ神話〉をどうぞ。

さやか＆辰巳：コロコロ……成功！

ＫＰ：二人とも成功させるとは、さすがはベテランの探索者だね。まずは正気度を１Ｄ４ポイント減らしてもらおうか。

辰巳：コロコロ……「２」だ。現在正気度は57。

さやか：コロコロ……うにゃ～ん、「４」です。現在正気度は61になりました。

ＫＰ：二人は『ナチュラン・デモント』のあるページに、以前、見たことのある奇妙な絵が描かれていることに気づく。それは非ユークリッド幾何学に支配されたねじ曲がった塔に、何も描かれていない門だ。

辰巳：これは『るるいえはいすくーる』に出た、ルルイエの絵か。

ＫＰ：辰巳先生は《クトゥルフの寵愛を受けしものの追放》を習得しているのでわかるのだけど、これはまさしくルルイエに通じる門だね。呪文を唱えれば、すぐにでも門は開く状態になっている。

辰巳：なんて危険な本なんだ。

ＫＰ：辰巳先生は、このルルイエの絵のある付近のページと、冒頭で研究した『ルルイエ異本の研究』に、いくつかの符合が見られることがわかる。もしかすると、『ルルイエ異本の研究』には、この『ナチュラン・デモント』を参考にした部分があるのかもしれない。

辰巳：なんだと、それがどこなのかは思い出せないのか？

さやか：『ルルイエ異本の研究』なら、アギフちゃんに貸しているはず。持ってきてますよね!?

ＫＰ：ああ、あるよ。ただし、その参考にした部分を探すには〈ほかの言語（英語）〉に成功する必要がある。

辰巳：ここが〈ほかの言語（英語）〉の役立つシーンか。失敗はできないぞ！

全員：辰巳先生、お願いします！

辰巳：ダイスに気合いを入れて。うぬぬぬっ、コロコロ……よしっ、成功だ！

全員：やったぁ!!

ＫＰ：では、辰巳先生は『ルルイエ異本の研究』に気になる一節を発見する（資料を渡す）。




……………………

◆勇者の復活




　ルルイエに眠る大いなる神の夢──コラジンは、覚醒の世界にも多大なる影響を与える。

　一つの例として、コラジンは死んだ勇者をよみがえらせるという話が、南洋の島に伝えられている。

　大いなる神が死んだ勇者を夢の中で思い浮かべることで、その魂(イド)はよみがえり、肉体の器に宿ることで、覚醒の世界に帰還する。

　そのため、南洋の部族は大いなる神に思い浮かべてもらえるよう、死を恐れず、勇名を求めるのだ。

……………………




辰巳：……つまり、カール・スタンフォードくらい優秀なクトゥルフ信者だと、死んだあとも神様が夢の中で思い浮かべてくれて、またよみがえることができるというわけか。

睦：クトゥルフの夢は、覚醒の世界に影響を引き起こすほどのパワーがありますからね。

さやか：それで、その肉体の器が、佐々原さんということですか？

ＫＰ：ただ、完全に復活はしていないようだね。ここでアギフは口を挟むのだけど「もしかすると、佐々原の肉体は、その魔術師の魂に見合う器ではなかったのかもしれない。だから、本来の力を取り戻せずに、佐々原のイドとせめぎ合っているのだろう」

睦：ぶっちゃけると、タマ兄ではＰＯＷが足りないということかな？

ＫＰ：そうそう、カール・スタンフォードのＰＯＷに見合う肉体でないと、その実力が発揮できないのだろう。ただ、このままでは、いずれ佐々原の正気度がゼロになったとき、その肉体はカール・スタンフォードに乗っ取られてしまうだろう。不完全ながらもカール・スタンフォードが復活するわけだ。

佐々原：「ボクの体に文句があるなら、さっさと出て行けよ！」

ＫＰ／アギフ：「ふむ……その発想は面白いな。もしも、佐々原よりもふさわしき器があれば、そちらに魔術師が移るのも道理だろう」

睦：「それは本当なの……私たちをだまそうとしてませんか？」

ＫＰ／アギフ：（睦ちゃんの〈心理学〉は、コロコロ……失敗か）「私も佐々原には世話になった。彼を助けてやりたいという気持ちに偽りはない」と、アギフは語るが、なんだか怪しい気もする。

さやか：「むったん、アギフちゃんを疑っているの？」

睦：「さやかちゃんは、どうしてそんなにアギフちゃんを信じられるの？」

さやか：「だって、アギフちゃんは悪い子じゃないよ。私たちに何度も助言してくれたじゃない」

睦：「むむ～～っ、さやかちゃん……」

佐々原：「ボクの体が嫌だったら、若菜さんの死体とか、二階のデーモンとかに乗り移ってくれないかなぁ」

ＫＰ／アギフ：「いまだに佐々原の体にいるということは、それらの死体も器に値しないということなのだろう。もっと大きな器があれば……」

睦：「じゃあ、アギフちゃんの体がいいんじゃないかな……（ぼそっ）」

さやか：「むったん、何を言ってるの！　なんか、今日のむったん、おかしいよ。もしかして、カール・スタンフォードがとりついているんじゃないの!?」

睦：「さやかちゃんには、私の気持ちなんてわからないよ……ぶつぶつ」

佐々原：もしかして、むったんはアギフちゃんにヤキモチを焼いているのかな？

辰巳：二人とも、もめるのはあとにしたまえ。しかし、カール・スタンフォードのＰＯＷは40近くあった気がする。そんなものを受け入れられる器なんて普通はありえないだろう。

さやか：いくつかの死体のＰＯＷを合体させて乗り移るとかできないんですかね？

佐々原：それってよみがえったときの姿がおぞまし過ぎるよ。宇宙的恐怖っぽくはあるけど……。

ＫＰ：それは悪くない考えだろうね。しかし、それだけの死体をどうやって用意するかが問題だね。

佐々原：器……器かぁ……。

全員：うう～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ん。




　ここでしばらく長考に入ったが、突破口を開いたのは、われらがヒロインのさやかちゃんであった。




さやか：そうだっ、あの本だって死体といえるんじゃないですか!?

辰巳：あの本とは『ナチュラン・デモント』のことか？

睦：そうだっ、あれには四十人分の死体の皮が使われているから──一人、ＰＯＷ１ポイントとしても40ポイントはいけるはず！（笑）

ＫＰ／アギフ：「でかしたぞ、さやか。それならば、もしかすると佐々原を救えるかもしれん！」

辰巳：しかし、それで佐々原は救えるとして……よみがえったカール・スタンフォードはどう対処するんだ？

ＫＰ／アギフ：「それは安心しろ。佐々原の体から出てくれれば、あとは私がなんとかする」

辰巳：「な、なんとか……というと。具体的には？」

ＫＰ：主に呪文だ。たとえ物理的な武器が無効だとしても、力ずくでぶちのめす。

さやか：アギフちゃん、頼もしい！

睦：むむ～～～っ？

さやか：じゃあ、さっそくカール・スタンフォードに、佐々原さんから『ナチュラン・デモント』に移ってもらいましょう……って、どうやればいいんでしょう？

佐々原：さっき、ボクが『ナチュラン・デモント』に触れたらマジック・ポイントを吸われたみたいだから、また触れてみればいいんじゃないかな。そうしたら『ナチュラン・デモント』があぶらとり紙みたいに、ボクの中のカール分をすっきり吸い取ってくれるんじゃないの？

ＫＰ：そのカール分というのは、カール・スタンフォードの魂のことなのか？（笑）

辰巳：ふむ、試してみるか──と、その前に、どうせ吸い取られるのなら、フィブラのマジック・ポイントがもったいないので、これはワシが預かっておこう。

佐々原：わかりました、お預けします。その代わり、ボクのマジック・ポイントがゼロになって気絶をしたら、フィブラのマジック・ポイントで蘇生させてくださいね。

辰巳：あ、ああ……まあ、気が向いたらな。

佐々原：辰巳先生、ボクのフィブラ取る気でしょ～!?

辰巳：何を言っている。こいつはワシの弟の源(げん)六(ろく)だぞ（笑）。

さやか：フィブラなんてどうでもいいので、さっさとカール分を吐き出してください。佐々原さんの顔に『ナチュラン・デモント』を押しつけますよ。ほら、ぶちゅ～っとキスをしなさい。

佐々原：な、なぜ、わざわざ顔にくっつける。やめろ～！（泣）

睦：さやかちゃん、もうドＳのふりはしなくていいんだよ（笑）。

ＫＰ：では、『ナチュラン・デモント』が佐々原に押しつけられると、ギュルギュルとなにかが移動しているような気配がする。まずは佐々原のマジック・ポイントはゼロになって、そのまま気絶してしまうな。

佐々原：バタンキュ～。

ＫＰ：『ナチュラン・デモント』はみるみる再生していき、やがて押し込められたパワーが一気に爆発したかのように、本はバラバラとなり、ページは吹き飛ばされる。

全員：ええ～～～っ!?

ＫＰ：そして、人の皮で作られたページは、空中でグルグルと渦を巻き、なにかの形を作り出す。それは『ナチュラン・デモント』のページによって形作られた、中ががらんどうの人形であった。

睦：こんなふうに復活するとは……。

ＫＰ：最後に『ナチュラン・デモント』の表紙にある顔の皮の部分が、人形の頭部にへばりつく。
















さやか：な、なんか格好いいかも。

ＫＰ：ただし、まだ完全に復活していないのか、立つのが精一杯という感じで、よろよろとしているぞ。

さやか：「さあ、アギフちゃん、あんなやつやっちゃってください！」

ＫＰ：すると、アギフはやけに低い声で、君たちに語り掛けてくる。「いいだろう。ならば、おまえたち、わが輩の中にいるアギフを殺せ」

全員：ええっ!?

ＫＰ／アギフ：「アギフの未練が、わが輩を縛り付けている。力を取り戻すには、アギフを消し去るしかない」

佐々原：おまえ、いったい何者だ……って、辰巳先生、ボクにフィブラを返してください。気絶したままじゃあ、嫌ですよ！

辰巳：わかった、返してやろう。

ＫＰ：おっと、ここで〈正気度〉ロールをしてもらおうか？

全員：えええ～～～～っ!?







わが輩の名は




　カール・スタンフォードの復活は失敗すれば１Ｄ８ポイントの正気が失われるイベントであったが、さやかちゃんが４ポイント、佐々原と睦ちゃんが２ポイント、辰巳先生が１ポイントを失っただけで、ここでは誰も狂気に陥ることはなかった。




佐々原：それで、もう一度尋ねますけど──「おまえは何者なんだ!?」

ＫＰ／アギフ：「わが輩の名はアブドゥル・アルハザード。詩人にして、真の知恵の保持者なり！」

辰巳＆睦：アブドゥル・アルハザード!?

佐々原：そ、それって『ネクロノミコン』の作者ですよね。

ＫＰ／アギフ：「わが輩は長き魂の流浪の末、ようやくこの娘に転生を果たした。そして、わが輩の生涯をかけた知恵の結晶であり、分身ともいうべき『アル・アジフ』を得て、ようやく目覚めることができた……というのに、あと一歩のところで、こやつの未練がわが輩の復活を妨げている」

辰巳：「アギフくんを殺せとはどういうことだ……？」

ＫＰ／アギフ：「おまえたちの言葉で、アギフの未練を断ち切るのだ。アギフなどこの世にはいなかったものと思え。おまえたちの中にいるアギフを、おまえたちの言葉で殺すのだ」

佐々原：アギフちゃんがるるいえ堂との絆を結んでしまったせいで、アルハザードが乗っ取れないということでしょうか。

ＫＰ：その通り。「汝自身の死をみつめることこそ、真の知恵──すなわち、あの世の知識を知ることなり。わが輩は自身の死によって、真の知恵を取り戻す！」

佐々原：「バカじゃないのか。そんなことするわけないだろ！」

ＫＰ／アギフ：「だが、わが輩が力を取り戻さねば、よみがえろうとしているクトゥルフの信徒に対抗する術はないぞ？」

さやか：だからって、アギフちゃんを切り捨てるなんてありえませんよ！

佐々原：ボクの体から出てきたんだから、この皮人間をボイラーにでも突っ込んでやればいいんじゃないかな。

ＫＰ／アギフ：「そやつはこの世の理(ことわり)の外にあるモノだ。炎に焼かれても、なお復活してきたのを忘れたのか」

睦：「じゃあ、どうしたら倒せるんですか。あなた、本当になんとかできるんですか？」

ＫＰ：「そやつを滅ぼすことができるのは、わが輩が会得した真の知恵のみ」と、アギフは語る。ぶっちゃけ、ルール的には物理的な攻撃が効かないクリーチャーだと思ってくれい。

さやか：別にアギフちゃんのままでも呪文くらい使えるんじゃないの？

辰巳：そうだな、一度、アギフくんに戻ってもらって、そのへんのところ聞かせてもらいたいな。

睦：そうだ、そうだ。ひっこめ、アルハザード！

ＫＰ：ええい、うるさい。ようやく転生できそうなのに、こんなチャンスを逃せるものか。

佐々原：アルハザード、お呼びじゃないぞ。アギフちゃんを返せ！

ＫＰ：おまえら、偉大な詩人に言いたい放題だな。だったら、自力でこの危機をどうにかしてみろ！

さやか：言われなくてもそうするつもりです。辰巳先生、なにか方法はないんですか？

辰巳：そ、そう言われてもなぁ……攻撃する呪文をワシは習得していないのだ。

睦：「ホワイトはなにか知らないのかニャ。レディ・ロデレールとか助けを呼んできてくれないかニャ」

ＫＰ：だから、ホワイトはそんな大物の猫じゃないってば。




　ここでしばらく探索者たちは長考する。そして、ようやく突破口を見つけたのは、辰巳先生であった。




辰巳：そうだ……カール・スタンフォードがクトゥルフの力でよみがえったというのなら《クトゥルフの寵愛を受けしものの追放》でルルイエに追い返すことができるんじゃないのか!?

全員：それだぁ～～～～～～～～っ!!

睦：『ナチュラン・デモント』の中にルルイエに通じる門のページがありましたよね？

ＫＰ：ああ、いまは皮人間の体の一部となっているけどね。

睦：それはどこにあるんですか？

ＫＰ：皮人間の真正面。丹田にあたる部分にぽっかりと門が開かれている。

睦：丹田って、もう追い返される気満々じゃないですか（笑）。

辰巳：ここまで堂々と弱点を露出してくれているとは（笑）。

ＫＰ：何を言っている。大いなるクトゥルフ様に通じる門だぞ。いちばん目立つところに貼り付けるのが信者としての礼儀だろう（笑）。

辰巳：「ふっふっふ、アルハザード。真の知恵を知るものが、おまえ一人でないことを見せてやろう。罪のない少女を犠牲にしなくとも、この程度の苦境は切り抜けてやる」

さやか：「きゃ～っ、辰巳先生、格好いい～！」




《クトゥルフの寵愛を受けしものの追放》は《神格の招来／退散》と似た効果を持つ呪文だ。こちらの消費したマジック・ポイントと、敵側のＰＯＷの数値を比べて、その成功率を計算する。計算方法はちょっとややこしいので、興味ある方は『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』の263ページを参照してほしい。

　とにかく、この呪文は大勢で一緒に唱えて、マジック・ポイントをたくさん使えば成功率はぐんぐん上昇するものなのだが……問題は、この呪文を習得しているのが辰巳先生しかいないことだ。なぜなら、呪文を習得していない者が一緒に唱えても、マジック・ポイントはたった１ポイントしか提供することができないのである。




辰巳：ワシが気絶するまでマジック・ポイントを消費したとして11ポイント。

睦：私と、さやかちゃん、タマ兄のフィブラの分を使っても、合計14ポイントですね。カール・スタンフォードのＰＯＷが32～40くらいだと想定すると、成功率は──たったの35％!?

佐々原：き、厳しい数字ですね。もしかして、ボクらは解決方法を間違っている？

睦：いや……ゲームの導入で、キーパーが『ルルイエ異本の研究』を読むことをやけに勧めているなぁと思っていたんですよ。それって、ここで《クトゥルフの寵愛を受けしものの追放》が決め手になるからだったのかも。

ＫＰ：それなのに、辰巳先生しか読まないからねぇ。ボクの想定では、佐々原もアギフと一緒に研究するかと思っていたんだけどね。

佐々原：だって、正気度がないんだからしょうがないじゃないですか！

ＫＰ：《クトゥルフの寵愛を受けしものの追放》を二人が習得していれば、ここは楽勝のシーンだったね。

辰巳：いまさら悔やんでもしょうがない。ここは35％に賭けるか？

さやか：「アギフちゃんも手伝ってください！」

ＫＰ／アギフ：「なぜ、わが輩が手を貸す必要があるのだ。そんなことせずとも、おまえたちがアギフを殺せば、わが輩が助けてやるというのだ」

さやか：うぬぬっ、この人嫌いです。もうしゃべらないでください。引っ込んでてください！

ＫＰ：偉大なるアルハザードも嫌われたもんだなぁ（笑）。

睦：「ホワイトは《クトゥルフの寵愛を受けしものの追放》を習得していないの？」

ＫＰ／ホワイト：「してるわけないニャ」

睦：「だったら、せめて私たちと一緒に呪文を唱えてニャ！」

ＫＰ：ふーむ、だったら〈猫語〉をどうぞ。

睦：コロコロ……むはっ、成功しました！

ＫＰ：「しょうがないニャア。手伝ってやるニャ」と、ホワイトもマジック・ポイントを提供してくれるよ。

辰巳：ということは、これで成功率は40％になったな。

さやか：明さんにも手伝ってもらいます。女王様のふりをして、一緒に呪文を唱えるよう命じますよ！（笑）

ＫＰ：だったら、また〈言いくるめ〉だね。

さやか：「さあ、あなたのマジック・ポイントをご奉仕しなさい！」って、コロコロ……失敗です～！

ＫＰ：明は、さやかちゃんが若菜の声まねをしていることに気づいて、もうブチギレだね。「貴様～っ、女王様を愚弄するな！」って、つかみかかってくるよ（笑）。

さやか：ええっ、こんなことしてる場合じゃないのに～！（泣）




　暴れる明を力ずくで押さえつけたところで、探索者たちはもはや40％の確率に賭けるしかないと決断する。




ＫＰ：失敗したら、中途半端な呪文によってルルイエからなにかがやってくるかもしれない。真面目な話、アギフさえ切り捨てれば、この局面はノーリスクで切り抜けられるよ？

さやか：（キーパーを無視して）みなさん、ここは万歳の準備ですよ！

佐々原＆睦：そうだ、万歳パワーだ！（立ち上がって万歳の準備をする）

辰巳：以前の『るるいえはいすくーる』では失敗させたが、今度こそは成功させてリベンジする。ダイスに気合いを入れて、うぬぬ～！

ＫＰ：そうか……ならば、そのロールをする前に、カール・スタンフォードのＰＯＷを教えてあげよう。

全員：ゴクリ……。

ＫＰ：カール・スタンフォードのＰＯＷは40。だから、君たちの計算は正しく、この呪文の成功率は40％しかないのだ。そして、そんな分の悪い勝負に出ようとしている探索者たちに、アルハザードではなく、アギフが語り掛けてくる。「どうして、あえて険しい道を行くのです。私を切り捨てれば、命は助かるというのに……？」

さやか：「そんなことできるわけないじゃない。私たちは友達でしょう？」

佐々原：「アギフちゃん、それが絆ってやつだよ」

ＫＰ：「私と、あなたたちとの絆……？」と、アギフはつぶやくと、アルハザードの意志を振り切って、彼女も呪文に協力をしてくれる。ただし、マジック・ポイントは１ポイントしか提供できないけどね。

辰巳：それで十分だ。成功率は45％になったぞ。

さやか：このアギフちゃんからの５％は、ただの５％じゃないですよ。これで楽勝ですよね、辰巳先生！

佐々原：辰巳先生、万歳する準備はできてますよ！

睦：お願いします、成功させてください！

辰巳：うむ、当然、成功させる！　うぬぬぬっ、とりゃああっ！　コロコロ……。

さやか＆佐々原＆睦：（ダイスが転がっているうちから）ばんざ～い！

辰巳：……「24」。成功だっ!!

全員：ばんざ～い！　ばんざ～い！　ばんざ～い！（笑）

ＫＰ：はわ～～っ、よくぞ成功させたもんだねぇ。その万歳パワーはホントにすごいな（パチパチ）。

全員：ばんざ～い！　ばんざ～い！　ばんざ～い！（笑）

辰巳：ふう……ようやく、『るるいえはいすくーる』のリベンジができたな。どっと疲れが出た気分だ。

ＫＰ：辰巳先生の唱えた《クトゥルフの寵愛を受けしものの追放》が効力を発揮すると、皮人間の丹田に、深淵よりもさらに深きルルイエへの門が通じる。そして、この世のいかなるものよりも深い闇の中に、『ナチュラン・デモント』のページが一枚、一枚、吸い込まれていき、皮人間の体は徐々に分解していくのだった。

辰巳：「おとなしく、クトゥルフのもとに帰れ。二度とこの世に現れるな！」

ＫＰ：カール・スタンフォードは声なき声を上げるが、いったいなにを言おうとしているのか……それは君たちには永遠にわからないだろう。やがて、カール・スタンフォードであり、『ナチュラン・デモント』でもあるそれは、最後の一枚、ルルイエの描かれたページを残して、すべてここから消え去ってしまった。あの魔術師は、大いなる神の夢の中に帰って行ったのかもしれない。

佐々原：や、やったぁ……けど、ボクはマジック・ポイントがゼロになったので、バタンキュ～です。

辰巳：「ワシも、もう駄目だ……さやかちゃん、睦くん、あとは頼んだぞ……（バタン）」

さやか：了解しました。「さあ、言った通り、私たちだけでカール・スタンフォードは倒しましたよ。あなたはこれからどうするつもりですか!?」

ＫＰ：すると、アルハザードらしき者が嘆きの声をあげる。「バカな……わが輩の知恵の結晶が……あれに記された真の知恵こそが、宇宙的恐怖に脅かされる人々を導くことのできる、唯一の光だというのに」

さやか：「真の知恵とか、そんなものは必要ありません！」

ＫＰ／アギフ：「なぜだ……おまえたちは世界の真理の一端に触れ、その恐ろしさを理解しているはず。それでも、わが輩の英知を望まぬというのか？」

さやか：「大切なのは人の絆なんです！」

睦：「そうです、さやかちゃんの言う通りです！」

ＫＰ：「……絆などで、いずれやってくる〝星辰正しき刻〟を乗り越えられるものか……いずれ、おまえたちは欲するだろう。わが輩の真の知恵を……『アル・アジフ』の英知を……」と、言い残したあと、アギフの体はふらりと倒れそうになる。

さやか：倒れる前に、しっかりと抱きしめてあげます！

ＫＰ：すると、アギフは目覚めるようにゆっくりと目を開けて「さやか……？」と、首をかしげる。

さやか：「アギフちゃん、元に戻ったの？」

ＫＰ／アギフ：「よくわかりません。ただ、私の中にあったなにかから解放されたような、そんな気がします。それが良いことなのか、悪いことなのか……私にはわかりません……」

さやか：「よかった、それでよかったんだよ。アギフちゃん！」って、アギフちゃんを持ち上げて、大喜びしながらくるくる回りますよ～（笑）。
















佐々原：くぅ～っ、それはボクがやりたかったことなのに……バタンキュ～。

辰巳：よかった。ロールに成功して、本当によかったなぁ。

睦：じゃあ、私もそんなさやかちゃんとアギフちゃんに近寄って「ごめんね、さやかちゃん」って、謝ります。

さやか：「どうしたの、むったん？」

睦：「私、いつもさやかちゃんがアギフのことばかり気にしてるから、ちょっとだけ嫉妬してたかも。でも、二人を見ていたらそんなの間違ってるってわかった」

さやか：「そんなこといいんだよ、むったん。私たち絆で結ばれた友達でしょ！」って、むったんも巻き込んで三人で抱き合います。

睦：「そうか、これが絆なんだね！」って、私はダバダバと涙を流して号泣してます。

辰巳：なんなんだ、この睦くんの行動は？

睦：キーパー、これでいいですか？（チラッ、チラッ）

ＫＰ：ああっ、それって秘密指令の行動なのか。一瞬、気づかなかったよ。

睦：だって、カミングアウトする暇がなかったんですもの。

ＫＰ：いやいや、それでいいと思うよ。アギフも救えて、みんなわかり合うことができて、素晴らしいハッピーエンドだね。

さやか：外の幽霊とかはどうなったのでしょう？

ＫＰ：『ナチュラン・デモント』が消えて、術者がいなくなったことで、塵(ちり)は塵に、灰は灰に帰っていったろう。その証拠に、危機が去ったことを察したホワイトは、さっそく地下室を出たがっている。

睦：ホワイトが気を許しているのなら、もう安全でしょう。「ホワイトもありがとニャ！」

ＫＰ／ホワイト：「そんなことよりおなかが空いたニャ～」

さやか：よ～し、アギフちゃんも、ホワイトも一緒に東京に戻りましょう。そして、明さんは警察に通報ですね。

辰巳：まあ、当然だな。あの教育上よくないサイコ夫婦は、法廷で裁かれるべき存在だ。

ＫＰ：よし、では、君たちは呪われたペンションでの一夜を無事に乗り越えることができた。

佐々原：こんなペンションは封印するべきです！

ＫＰ：さらに、サイコ夫婦の犯罪を暴き、カール・スタンフォードの復活を阻止し、アギフという少女まで守り抜くことまでできた。いろいろ盛りだくさんの『るるいえぐりもあーる』第三話だったけど、君たちは完全クリアをしてくれたようだ。おめでとう！（パチパチ）

全員：わ～～～～～い!!（パチパチ）

ＫＰ：お楽しみの正気度の回復だけど、今回はいろいろボーナスがつくぞ～。

佐々原：あんなに頑張ったんですからね。ワクワクが止まりませんよ！

ＫＰ：まず、「スノー・プリンセス」から生還した探索者は全員１Ｄ10ポイント回復。

佐々原：ふむふむ、それから？

ＫＰ：呪文を成功させて、アギフを救ったので＋１Ｄ６ポイント。さらに、島津夫妻の殺人を立証したので＋１Ｄ４ポイントの回復。

睦：むは～～っ、第六シーズン最終話にふさわしい大盤振る舞い。これはうれしいですね。

ＫＰ：あと、カール・スタンフォード撃退の手段を思い付いた探索者──これはさやかちゃんだね。君だけ、さらにオマケとして＋１Ｄ４ポイント回復する。

さやか：やったぁ。でも、呪文をかけたのは辰巳先生なのに、もらっちゃっていいんですかね？

辰巳：かまわん、かまわん。

ＫＰ：最後に、秘密指令を達成した、さやかちゃんと、佐々原と、睦ちゃんは指令書に書いてある分のポイントを回復するよ。

さやか：あれっ、やっぱり辰巳先生は指令をクリアできなかったんですか？

辰巳：うむ、ワシは佐々原が不定の狂気を二つ以上発症させないというのが条件だったのだ……。

睦：むむ～っ、それは自分の努力ではなんともならないから達成するのは難しいですね。

佐々原：ボ、ボクは悪くないですよ!?

辰巳：いや、佐々原の秘密をカミングアウトするタイミングを誤らねば、なんとかなったのだが……不覚だ。




◆むったんのワンポイントスケッチ「アブドゥル・アルハザード」

　どうも、好きな中東の国はトルコ共和国な、むったんです。

　みんなに嫌われたアブドゥル・アルハザードはクトゥルフ神話界の有名人ではありますが、その生涯は謎が多く、どんな人だったのかよくわかっていません。『ネクロノミコン』を記した以外にも、中東の国々を旅したり、なんと無名都市まで足を踏み入れたりと、いろいろなことをしたようですね。

　まだ翻訳されていない海外のシナリオ集『The House of R'lyeh』では、そんなアブドゥル・アルハザードが登場していて、このシーズンのシナリオは、その設定を大いに参考にしているそうです。アギフの中にいたアブドゥル・アルハザードが最後に言い残した意味深な言葉が気になる方は、ぜひチェックしてみましょう。








　細々としたボーナスのついたダイスロールの結果、探索者の正気度はこのようになった。 なお、睦ちゃんは技能の経験ロールで〈目星〉が90％を超えたため、正気度を６ポイント獲得している。

　肝心の１Ｄ10の出目がみんなほぼ最大値だったおかげで、なんと赤字になった探索者がいないという大満足の結果となる。さすが悪運の強い探索者たちだ。もしかして、あの万歳パワーが、まだ残留していたのかも？




　さやか：シナリオ終了時57ポイント＋獲得12ポイント＝合計69ポイント（開始時から+4ポイント）

　辰巳　：シナリオ終了時56ポイント＋獲得13ポイント＝合計69ポイント（開始時から±０ポイント）

　佐々原：シナリオ終了時26ポイント＋獲得22ポイント＝合計48ポイント（開始時から+6ポイント）

　睦　　：シナリオ終了時31ポイント＋獲得16ポイント＝合計47ポイント（開始時から+6ポイント）




ＫＰ：ちょっと回復させ過ぎたかなぁ？

睦：私たちの出目が良かっただけですよ。１Ｄ10の出目が低かったら、みんな大赤字ですよ。

辰巳：ワシとさやかちゃんは、正気度の上限まで回復したか。こうなってくると〈クトゥルフ神話〉による正気度上限が地味に効いてくるな。

さやか：いつの間にか、二人とも30％になってしまいましたからねぇ。正気度が69以上に回復しないというのはちょっと厳しいかも。

佐々原：なにをぜいたくなことを……ボクなんか、シーズン終了時に50台に乗せられなかったのに。次のシリーズも不安だなぁ。

睦：タマ兄も、正気度を22ポイントも回復させておいて、なにが不満なのやら。

ＫＰ：では、プレイ時間も長くなったので、後日談は打ち上げで話すことにしよう。これにて、るるいえシリーズ第六シーズン『るるいえぐりもあーる』は終了だ。みなさん、お疲れ様でした！

全員：お疲れ様でした～！










第三話終了・みんなとの反省会




　シーズン終了後の打ち上げは、日本酒を持ち込める居酒屋で、あんこう鍋をつつきながら開催された──って、これ前シリーズの『るるいえとらべらーず』の反省会と同じ出だしだね。あれからまた一年が経って、あんこうの季節に反省会をしているのかと思うと感慨深いなぁ。




さやか：あれからアギフちゃんはどうしたのでしょう？

ＫＰ：一緒に東京まで戻るけど、そのあとは故郷のシリアに帰るつもりのようだ。彼女が日本に来たのは、宇宙的恐怖の特異点ともいうべきるるいえ堂なら、探し求めている『ネクロノミコン』の情報が入ると思ったからだ。

睦(むつみ)：なるほど……そうだったんですか。

ＫＰ：しかし、アルハザードの魂から解放されたことで『ネクロノミコン』を求める衝動からも解放された。

佐(さ)々(さ)原(はら)：それにしても、誰がアギフちゃんにるるいえ堂のことを教えたんですか。

ＫＰ：当然、嘉(か)多(た)蘭(らん)弗(どる)だよ。「うちの店なら『ネクロノミコン』くらい、そのうちやってくるよ」とか、どや顔でアギフに言っていたのだろう。

さやか：また、蘭弗叔父さんが事件の発端じゃないですか～。手紙で猛烈に抗議しておきます！

辰(たつ)巳(み)：今回のことは、アギフくんの肉体にアルハザードの霊魂が宿っていたと解釈すれば良いのだろうか？

ＫＰ：そうかもしれないし、仏教で言うところの輪廻転生かもしれない。それは誰にもわからない。どちらにせよ、アギフの中にいるアルハザードの記憶は不完全なものであり、前世で記した魂の一冊である『ネクロノミコン』を読み直さないと、完全復活はできなかったんだ。

さやか：あのあと、アルハザードの霊魂はどこに行ってしまったんですか？

ＫＰ：少なくとも、アギフの体から消えたわけではない。ただ、『ネクロノミコン』を失ったので、自我を取り戻せず、復活することもできない状態だ。

佐々原：また、アギフちゃんが『ネクロノミコン』を読んだら復活してしまうかも……ってことですか？

ＫＰ：いや、アギフが『ネクロノミコン』を探していたのは、アルハザードの思念によって突き動かされていたからだ。いま彼女はアルハザードの存在に気づいた上で、さやかちゃんたちとの絆を選んだのだから、もう『ネクロノミコン』に固執することはないだろう。むしろ、宇宙的恐怖に接触するのを避けるようになるだろうね。

さやか：じゃあ、すべて解決ですね。よかった～。

ＫＰ：ただ、しばらくしてイエメンから、さやかちゃんにエアメールが届くよ。

さやか：あれっ、アギフちゃんからですかね？

ＫＰ：いや、蘭弗叔父さんからだね。

さやか：どんな手紙なんでしょう？

ＫＰ：蘭弗もアギフがアルハザードの霊魂を宿しているのには気づいてなかったらしい。そのことについてわびているが、最後に一言、気になることを書き添えている。

さやか：気になること？

ＫＰ：「アルハザードの霊魂が女性に宿ったことが気にかかる。もしかすると、いずれ生まれる彼女の子供こそが、真のアルハザードなのかもしれない」というものだ。

睦：なるほど……恐怖はまだ去っていないわけですね。

佐々原：そんなことにならないように、ボクがアギフちゃんと結婚する！（笑）

辰巳：このバカたれがっ！




ＫＰ：さて、今回は閉鎖空間でＮＰＣも限られていたから、探索者同士にちょっとした疑心暗鬼を与えるように秘密指令を配ったのだけど……どうだった？　なんかちょっとやりにくそうな感じがしたけど。

睦：私の指令が難しかったです。どんなロールプレイを期待されているのかわからなくて、最後の最後でぶっちゃける展開になってしまいました。

ＫＰ：ああ、ごめん。睦ちゃんの秘密指令は、正直、そんなに大層なモノじゃないから、適当にやってくれてよかったんだよ。

さやか：なんてひどい！（笑）

睦：むむ～っ、悩んで損しましたぁ！

ＫＰ：今回の睦ちゃんは、それで悩んでたから、やけにおとなしかったのか。悪いことをしちゃったな。

辰巳：ワシはカミングアウトのタイミングさえ間違わなければ楽勝だったのだが……無念だ。

ＫＰ：辰巳先生の秘密がいちばん重要だったんだよね。佐々原にカール・スタンフォードがとりついているというのは、できるだけ引っ張っておきたかったから。

佐々原：そのせいで、ボクはマジック・ポイントが減っていたのか。

ＫＰ：佐々原も、だるくて眠そうなロールプレイを細々と入れていたんだけど、さやかちゃんや睦ちゃんが完全にスルーしているところが面白かったな。

さやか：そんなこと言ってましたっけ？

佐々原：言ってたよ、超言ってたよ！（泣）

さやか：まったく気づきませんでした（笑）。

睦：さやかちゃんが、いかにタマ兄のことを空気と思っているかがわかるね。

さやか：みんないろいろ大変そうだけど、私の秘密指令はアギフちゃんと仲良くするだけなんで、すごい簡単でしたよ。どうしてこんな指令だったんですか？

ＫＰ：このシナリオは、アギフを見捨てるという選択をすると、あっさりと終わっちゃうから、ちょっとは悩んでもらおうと──

さやか：なっ、見捨てるわけないじゃないですか!?

ＫＰ：あれっ、そう。さやかちゃんって、アギフのことを怪しんでいたから、カール・スタンフォードを復活させないためなら、彼女をバッサリと切り捨てるかもしれないと思ったんだけど。

睦：いや、さすがにそんなことはないかと。

辰巳：それはないだろ。

佐々原：ですよねぇ。

ＫＰ：あれっ、あれれっ、おかしいなぁ。ボクの印象とズレがあるのかな。

睦：ズレまくってますね。

さやか：私のことをそんなふうに思っていたなんて、ひどいです！

ＫＰ：ありゃりゃ、ごめん、ごめん。まあ、そのおかげで秘密指令が簡単になったというのなら、なによりじゃないか。

さやか：いや……なんかショックです。こんなに頑張ってるのに。

全員：じと～～～っ（非難する目）。

ＫＰ：えっ、えーと、じゃあ、そろそろ恒例の『るるいえぐりもあーる』で印象に残ったシーンを聞かせてもらおうか。はいっ、思い付いた人は手を挙げて！

全員：う～～～ん、

睦：じゃあ、私から。

ＫＰ：どうぞ、睦ちゃん！

睦：私が今回のシーズンで印象に残ったのは第一話で事故ったバスから、食屍鬼を一人で追いかけて行ったシーンですね。

佐々原：ああっ、あれはひどかったね～！（笑）

睦：あそこで殺されていても文句は言えないくらいだったけど、先の展開が読めなくて「面白くなってきた～！」って感じでした。

ＫＰ：まあ、殺すつもりはなかったけど、ほかのみんながモタモタしていたら、ごっそりと正気度を削ってやるつもりではあった。

さやか：でも、あのおかげで一気に話が進みましたよね。

佐々原：ボクとしては、かわいいむったんにはあまり無茶をしてもらいたくないですよ。

ＫＰ：じゃあ、次は──

さやか：はーい、私は第二話で東京スカイツリーに火が灯ったところが、大スペクタクル感があって良かったと思います。呪文も成功させましたしね！

辰巳：まさかワシらで台風を呼び寄せることになるとは思わなかった。

睦：東京壊滅の危機とか、派手な展開でしたよね～。

さやか：でも、あんなにタイミングよく呪文を完成させるのはアリなんですかね？

佐々原：最後の一言だけ唱え終わらせないで、ずっと語尾を伸ばしながら待機していたんじゃないのかな。

ＫＰ：まあ、ボクも無茶ぶりしているんだから、あのくらい認めないわけにはいかないだろう（笑）。

さやか：魔術師は肺活量も大事なんですね。

ＫＰ：お次は誰かな？

辰巳：ワシは、やはり第三話で《クトゥルフの寵愛を受けしものの追放》を成功させたことだな。『るるいえはいすくーる』では失敗してしまったから、リベンジもできて喜びもひとしおだった。

ＫＰ：今回も、失敗すれば、クトゥルフ様の触手がにょろにょろ出てきて、みんなの正気度を１Ｄ20くらい減らしてくれたんだけどね。

佐々原：そんなことになったら、全員、大赤字ですよ！

さやか：だいたい、失敗したら、アギフちゃんが助けられないじゃないですか。大惨事ですよ！

ＫＰ：いちおう、シナリオに設定してある、もう一つの解決方法としては、さやかちゃんが《復活》の呪文で『ナチュラン・デモント』の人の皮を塩にしてしまうというのもあった。そうすれば、ルルイエに通じる門ごとカール・スタンフォードは塩になってしまっただろう。

睦：《復活》って、そんなふうにも使えるんですか？

ＫＰ：人の皮だって死体の一部だから可能なんじゃないのかな。もっとも、これはプレイヤーが思い付いたら認めてあげるつもりだっただけで、キーパーから率先して誘導はしていなかった。

さやか：それは思い付かなかったですねぇ。

睦：《クトゥルフの寵愛を受けしものの追放》の方は、導入でアギフちゃんが『ルルイエ異本の研究』を読んでいるシーンがあったから、それが伏線になってましたね。

ＫＰ：まあ、《復活》を唱えると、さやかちゃんの正気度が１Ｄ10も減るから、あまりお勧めはしない。

さやか：アギフちゃんを助けるためなら、そのくらいは我慢しますけど……でも、辰巳先生が成功させてくれたんだから、万々歳でしたね。

全員：ばんざ～い！（パチパチ）

ＫＰ：最後は佐々原だな。

佐々原：ボクは第二話で、茂樹を抱えて二階からダイブしたところかな？

さやか：なんでしたっけ、それ？

睦：暗黒流れ星をしたシーンでしょう？

ＫＰ：そこがいちばんのシーンなのかよ（笑）。

佐々原：あとは、全編を通じて、アギフちゃんとキャッキャッウフフしていたことですね！（力説）

さやか：早く警察に通報しないと……（笑）。

ＫＰ：しかし、第三話でみんな奇跡の正気度回復をしたから、次回も安心してプレイできるね。正直、このシーズンで睦ちゃんには引退してもらおうかとも思っていたんだけど──

睦：正気度が40もあれば、まだまだ行けますよ～！

ＫＰ：そうやって調子に乗って、死んでいった探索者がどれだけいたことか（笑）。

佐々原：大丈夫、むったんはボクが守る！

ＫＰ：では、また次のシーズンがあったらみんなよろしくね。本当にお疲れ様でした！

全員：お疲れ様でした～～っ！










おわりに




　どうも、好きな技能は〈言いくるめ〉の、内山靖二郎です。




　おかげさまで、『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』リプレイのるるいえシリーズも六冊目となりました。

　テーマは魔道書──つまり「ぐりもあーる」ですが、同時に有名ＮＰＣも多く登場させてみました。小説の有名人や、懐かしのあの人など、プレイヤーたちも驚いていましたね。

　また、第二話のスタイリッシュなゲームや、第三話で探索者たちに秘密指令を渡すような、いつもと違ったノリでのプレイも模索してみたシリーズでしたが……キーパーとしては、いろいろたいへんでした。

　とにかく、プレイ時間が長くなってしまい、八時間を超えるのがざらになってました。

　いや、プレイヤーのせいではないんですけどね。キーパーがいろいろ盛り込み過ぎたせいかと思います。

　まあ、プライベートでしたら十時間を超えたって平気なのですが、リプレイにするゲームで長時間のプレイをすると、本文でどこを生かして、どこをカットするか……悩みます。

　そう、本文を読むと、サクサクと謎を解いているように見えますが、とんでもない。この三倍以上は悩んで、十倍くらいはバカな話をしているんですよ。

　ボクはそれを笑って聞きながら、内心ではどうやってリプレイにまとめたらいいのか悩んでいたりして。

　とはいえ、十八回も同じ探索者で遊んでも、いまだにマンネリにならずに、毎回、楽しくプレイさせてもらっていることには、プレイヤーたちに感謝をしております。

　もう、このシリーズも六年目ですからねぇ。

　これだけ長いこと同じプレイヤーたちで一緒に遊び続けていられるのは、きっとグレート・オールド・ワンのお導きでしょう。

　それと、もちろん『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』を応援してくれるファンのみなさんのおかげでもあります。

　まだまだ『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』の展開は続きそうで、このゲームのファンとしてボクも楽しみです！




　では、みなさんのゲームが、正気度に満ちたものでありますように。

　またどこかでお会いしましょう。




　ズゥイ・ズルロゴス・ヨグ＝ソトース！
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